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主 な 登場 作品 : Fate/Grand Order 


クラ ズ スズ 込 キル 


対 魔力 :A 

妖術 、 忍術 、 人 道 惑わ ず 邪 陸 里 言 な に する も の ぞ 。 

剣 器 に あら ず と も 剣心 な き 技 な ぞ 一 両断 

どの よう な 大 魔術 で あろ うと 、A 以 下 の 魔術 は 斬り 捨て る 。 


保有 ARI 


ZN 
天眼 は 「 目 的 を 果たす 力 ] と され る 。 
ー つ の 事柄 を 成 し え る と 決め た ら そ の 成就 の た め に 全身 全霊 を 傾け 、 必ず 達成 する も の 。 自己 の 全 存 在 を 視線 に の せ 、 E 
的 に 投射 する も の 、 と いっ て も よい 。 

™ 武蔵 の 場合 は 「 そ の 場所 を 斬る ] 事 に の み 天 眼 が 向け られ る 。 

た と えば 「 相 手 の 右腕 を 切る 』 と 決め た が 最後 、 あ ら ゆ る 手段 を 講じ て 右腕 を 切断 する 。 

それ は 最適 解 と し て の 斬 無駄 の な い 、 時 間 と 空間 を ね じ 伏 せる 一 刀 」 と な る 。 

h 狙わ れ た 相手 か ら す れ ば 、 ン に 入っ た 超 天才 に レー ザー サイ ト で ロッ クオ ン さ れ た よう な も の な の で 、「 ア イツ 超 こ 
っ ちの 右手 狙っ て る ! 斬り た く て ウズ ウズ し て る ! わか っ て る の に 防げ る 気 が し な い 、 な に や っ て も 斬ら れる 予感 し 2 


IA A AR BIHL. 


i 「 目 的 達成 の 為 の 手段 | を 「 一 つ に 絞る ] 力 。 
. 無限 に ある べき 未来 を [こっ た 一 つ ] の 結果 に 限定 する 、 極 め て 特殊 な 魔 眼 と 言っ て も いい 武蔵 の 並行 世界 の 漂流 癖 は 
この 眼 が 要因 で も ある 。 


無 空 な る が 故に 無敵 。 こ れ 捉 える 者 、 無 限 の 境地 に 達し た 剣 者 の み 。 
多重 次 元 屈 折 現象 を 用 いた 斬 撃 で あれ 、 無 空 な る も の は 捉え られ ず 。 


A nee 

一 刀 の 刀 の 利点 、 威力 を 瞬間 的 に 最大 値 に 発揮 する 構え 。 

剣 の 思う まま 、 状 況 の 流れ る まま に 戦う 二天 一 流 だ が 、 強 英 と 対し た 時 、 運 命 と 対し た 時 の み 己 を 静め 、 剣 心 を 零 に 落 
と し 、 構 え を 取る 。 


し 

と て も 生き 汚い 。 負け な い 為 な ら 死 ん だ ふり な ど お 手 の 物 。 

弁 舌 で 煙 に 巻く 、 み っ と も な い 逃 走 か ら 超 回 復 す ら や っ て の ける 。 

[最後 に 勝て ば 私 の 勝ち お で し ょ う ? だ か ら 今 は 逃げ る の で す ! だ っ て 、 死 ん じゃ っ た ら 最 後に 勝て な いじ ゃ な い 
都合 の いい 言い 訳 を し て いる よう で 、 根 は どこ まで も 現実 主義 で 図 太い 。 それ が 女 武 蔵 で ある 。 


007 


E 


玉 具 


y 


Ain - GR 


りく どう ご りん ・ く りか ら て ん し ょ う 。 

AMT). 二刀流 の まま 泰 然 と 構え 、 

小 天 箇 .…… 相 手 の 気 勢 を 削 が ん と 剣 気 に て 威圧 し て か ら 、 

E 

BRISFDSCEIRS<ETHEICKSEN. 

武蔵 が まだ 体得 し て いな い [2] OBER, [E OMORREBASD. 

対人 宝 具 と 言っ て いる が 、 そ の 本 質 は 対 因果 室 具 。 

BSI, GR KU. BHT STMT SOA, 

「 究 極 に まで 、 こ れ ! 以 上 な いと いう ぐら い に そ の 存在 を 削り 落と し て 、 そ れ で も な お 残る Oh") 
舞 二 と 言わ れる 究極 の 一 。 


その さら に 先 に ある 0…… 「 Jose. 


この 座 へ の 到達 を 、 天 元 の 花 は 求め 続け る 。 


大 天象 の 抜刀 時 に 天満 大 自在 天神 の 名 を 口 に し て いる が 、 史実 に お いて 武蔵 は 天満 大 自在 天神 に 帰依 し て お り 、 あ る 意 
味 で 武蔵 に と っ て の 守り 神 と 言え る も の 。 

天満 大 自在 天神 は 、 い わ ゆ る 太宰 府 天満 宮 の 天神 、 つ まり 日 本 有数 の 候 霊 で も ある 雷神 菅原 道真 と 、 大 自在 天 マ ヘー シ 
ュ ヴ ァ ラ 、 す な わ ち イン ド の 破壊 神 シヴァ を 習合 させ た も の 。 

また 、 大 自在 天 は 観音 の 化身 と も され る 。 

実際 に は 、 菅 原 道真 が 学問 の 神 た る 天神 と し て 崇拝 を 受け る よう に な る 平安 未 期 以前 、 既 に 天満 大 自在 天神 と の 神 号 を 
追贈 され て お り 、 言 っ て し まえ ば 天満 大 自在 天神 と は 菅原 道真 の 崇 り 神 と し て の 側面 を 破壊 神 シ ヴァ に な ぞ ら えた も の 。 
武蔵 が 雷神 を その 帰依 する 対象 と し た の は 、 ま ず 何 より も 多く の 剣術 家 と その 流派 が 鹿島 神宮 に 帰 信 し 、 そ こ に 祀 られ 
る 建 御 雷神 を その 祖 と し た 事 と 無縁 で は な いと 思わ れる 。 

雷神 に し て 剣術 の 神 た る 建 御 雷神 。 

それ に 対し て 、 武蔵 は "MOR TIT * 剣 の 道 "を 極め る 事 を 目指 し た 事 か ら 同じ 雷神 で も 剣術 の 神 で は な く 、 学 問 の 
神 と し て の 側面 も 持つ 天満 大 自在 天神 に 帰依 し た の だ と 思わ れる 。 

また 大 自在 天 は 当時 (現在 で も ) その 名 前 の 類似 か ら 他 化 自 在 天 と いう 場所 の 王 で ある 伊 舎 那 天 と 混同 され て いる 。 

伊 舎 那 天 は 日 本 の 祖神 で ある イザ ナギ と 同一 視 さ れる 神格 で あり 、 さ ら に その 読み か ら 遮 那 王 (源義 経 ) と 関連 づけ られ 
て いる 。 義 経 は 当時 も 武人 に と っ て は 武士 の 源流 と 考え られ て いた 事 か ら 、 日 本 と 武士 の 源流 、 双 方 に つなが る 意味 合 
い を 伊 合 那 天 は 持っ て いる 。 
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か い の ぼ く と う 。 
汎 人 類 史 の 記録 に お いて 、 宮 本 武蔵 が 閣 流 佐々 木 小次郎 と の 戦い で 用 いた 木刀 。 
二 尺 五 寸 と 一 尺 八 寸 の 二 本 の 木刀 で ある と も 、2 メ ー ト ル を 超え る 長大 な 木刀 で あっ た と も され る 。 後者 の 場合 、 小 次 
郎 の 持つ 物干し 竿 を 凌 態 す る サイ ズ で あっ た 。 
宮本 武蔵 は 一 説 に は そもそも 木刀 の 扱い に 長け て いた と され 、 橋 の 木刀 は 奇策 で も 単に 物干し 竿 の 長 さ を 超え て 攻撃 す 
る た め の も の で も な く 、 必 勝 を 期し て 使い 慣れ た 武器 を 使っ た の だ と する 意見 も ある 。 
女 武蔵 は この 宝 具 を 持た な い 。 
N 


ee, 


武蔵 が その 長い 刻 者 生涯 の 中 で 一 度 の み 使 用 し た と 言わ れる 奇想 合法 。 

見 た 者 は 生き て は いな い 為 、 そ れ が どの よう な も の な の か 知る 者 は 武蔵 の み 。 

魔道 、 邪 法 、 天 魔 に 堕ち た 剣士 を 完膚 無き まで に 作 辱 し 、 野 倒し 、 叩 き 潰す 特殊 吉 基 。 
また の 名 を 、 対 剣士 ・ 対 剣豪 大 結界 。 
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875 /OOech 回 彼 / 彼 女 ン あの 人 BEER 名 前 呼び 捨て -+ 君 or な し プ マ スタ ー 君 or な し 


O 性 格 


明朗 快活 、 六 と し な が ら 瑞 々 し い 女性 剣士 。 

風 の よ うに 現れ 、 悪 を 倒し 弱者 を 助け て 去る 白馬 の 王子 さま …… の 剣士 版 。 暴れ ん 坊 将 軍 と も 言う 。 

年 齢 は 十 二 十 代 前 半 。 

基本 的 な 口調 は 特に クセ の な い 、 自 然 体 な 女性 口調 。 

心 が 捕らわれ ぬ よ う 物事 を 深く 考え な いよ うに し て いる が 、 実際 は 極度 の 理屈 屋 ・ 考 察 屋 で ある 。 突 拍子 も な く ER 
に 関 いた "と 言っ て 起死回生 の 一 手 を 打つ が 、 そ れ は 関 き と いう より 試行 錯誤 の 未 の “た っ た 一 つの 革 えた 解答 "で ある 
事 に 武蔵 は 気付 いて いな い 。 


常に 得意 満面 、 余 裕 を も っ て いる が 、 相 手 を 見 下 し て いる 訳 で は な い 。 単に 人 生 を 楽し ん で いる だ け 。 感情 表現 が や や 
大 きい 。 よ く 笑 い 、 よ く 和 驚く の で 、 そ うい う 時 は 十 代 の 少女 らし いも の に な る 。 

その 根底 に ある も の は * 剣 の 道 を 究め る も の "な の で 、 命 の や り と り に 関し て は た い へ ん ドラ イ & シ ピア 。 

本 人 は 鬼神 の 如き 強 さ だ が 、 そ れ は それ で 疲れ る の で 「 で きる だ け 楽 し て 勝つ | を 信条 に し て いる 。 ROI, e 
(生存 ) の た め 、 信 条 の た め 、 戦 い に お いて は これ が 基本 。 別に 命 は と ら な い の で 相手 を か ら か いな が ら 逃 げ る 、 と いう 
の も アリ 。 

一 方 、 相 手 の 目 的 が 互い の 命 』 の 場合 、 剣 士 と し て 真っ 向 勝負 する 。 

「 金 の た めで は な い 。 名 堂 の た めで も な い 。 ワ シ は お ぬ し を 殺さ な けれ ば 生き られ な い ] と いっ た 手合 い に 対し て は 観念 
し て 真剣 勝負 に 応じ る 。 


刻 の 道 を 極め る た め の 人 生 だ が 、 な ぜ 極 め る の か ? と 問わ れる と 
lan? …… えー と 、 そ うい えば な ん で だ ろ ?] と 首 を か し げ る 。 
その 直後 、「 ま 、 極 め て みれ ば 分 か る で し ょ う と 笑顔 で 顔 を あげ る 。 
剣 の 才能 は 人 の 十 倍 。 

生き 延び る 才能 は その 十 倍 。 

立ち 合い に よっ て 得る 歓び (楽し か み ) は その 十 倍 。 

そし て 、 努 力 す る 才能 は その 十 倍 。 

以上 の 四 つ の 才能 で 出来 上 が っ た 剣心] が 武蔵 の 本 質 で ある 。 


oO 


他人 の 性 問題 に 関し て は オー プン で 、 好き 合っ て る な ら 寝 る も の で し ょ ? と 当然 の よう に 答え る 。 が 、 そ れ が 自分 の 
事 と な る と 途 端 に 赤面 し 、「 人 は 人 、 私 は 私 だ か ら 」 と 笑顔 で する り と 逃げ て いく 。 

武蔵 本 人 は 「 全 の 道 を 究め る 為 に は 生涯 独り 身 で な く て は な ら な い | と 考え て いる の で 生涯 独身 を 通し た と 思わ れる 。 
(史実 の 独身 説 と 同じ 。 で も 人 間 好 き な の で 誰 と で も 気軽 に 話し 、 大 抵 、 相 手 に "も し か し て 惚れ られ て る ?" と 勘違い さ 
れる ) 

それ は それ と し て 直面 食い な の で 、 美 少年 、 美 少女 大 好き 。 


実は 惚れ や すい 。 そし て 頼ら れる の 大 好き 。 褒め られ る の も 大 好き 。 お 世辞 に 弱い 。 喧 嘩 好き な 番長 気質 。 
正義 感 は ある が 、 自 分 か ら 正義 を 唱え る 事 は な い 。 
その くせ 、 他 人 が 精 一 杯 の 勇気 で 唱え る 正義 に 心 が 武 る 。 (惚れ っ ぽ ぱ さ も ここ に 起因 する ) 
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武蔵 本 人 は 非 人 間 だ が 、 精 一 杯 の 根気 で 正しい 人 間 | で あわ ろう と する 人 な を 見 る と RU EARL. 用 心 棒 と し て 
その 正義 を 肩代わり する 。 

気 っ 風 の 良さ が 売り な 武蔵 だ が 、 怒る 時 は 仁王 の 吉 き 慎 怒 を 表す 。 

ENERO DIS 2 
[一 方 的 な 虐殺 (戦争 は 良し だ が 、 兵 士 が 農民 を 殺す よう な 状況 )」 区 


e 
「 人 の 狗 持 、 信 念 を 娯楽 の た め に 踏み に じ る 」 ¿0 

「 空 腹 時 に メシ を 奪わ れる 』」 ~ 

の 三 つ で ある 。 I 
〇 マス ター へ の 態度 


旅 の 途中 で 出会い 、 自 分 の 行く 未 を 見 守っ て くれ た 事 に 感謝 し 、 そ し て 人 間 と し て 好い て いる 。 
マス ター の 窮地 で あれ ば た と え 己 が 殊 を 人 質 に と られ て いて も 笑顔 で 駆け つけ 、 何 事 も な か っ た よう に 助太刀 する だ ろ 
5. 


" 零 の 境地 "に 辿り 着い た 事 で 武蔵 の 剣 者 と し て の 旅 は 終わ っ た 。 
帰る 世界 は な く 、 自 身 の 生き る 理由 も 失わ れ た 。 
が まだ 一 つ 、 彼 女 に は や る べき 事 が 残っ て いる 。 


〇 台詞 例 

[私 の 名 前 ? ええ っ と 、 い ちば ん 使っ た の は …… や っ ぱり 宮本 武蔵 、 か な 。 > 
あん まり た いし た 事 し て な いか ら 、 誰 も 知ら な いと 思う けど ] > 
「 一 道 は 万 芸 に 通 ず 。 彫刻 も 絵 も 、 も の を 観 て 捉え る と いう 点 で 同じ で し ょ う ?] 

「 立 ち 合い と か 面倒 くさ いん だ けど な ぁ 。 で も 、 こ の あと 一 生 つい て まわ る 因 業 の よう だ し 。 仕方 な い 。 ここ で パッ サリ 
相手 を し て あげ まし ょ う 有 
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日 本 史上 最強 の 剣豪 と し て 名 高い 、 江 戸 時 代 初 期 の 剣術 家 。 

彼 の 創始 し た 流派 "二天 一 流 " と 、 大 刀 と 小刀 を 用 いる "二刀流 "は その 代名詞 と し て よく 知ら れ て いる 。 

特に 20 代 の 10 年 間 に は 数 々 の 武芸 者 と 戦い を くり 広げ 、 そ の 名 勝負 は 今 も エン ター テイ メン ト の 定番 の ひと つと し て 
認識 され て いる 。 それ ら の エピ ソー ド を 下敷 き に し た 創作 も 豊富 で 、 お そら く は 海外 に お ける サム ライ の イメ ー ジ を 最 
も 強く 体現 し た 人 物 。 

し か し な が ら そ の 10 年 間 の 戦い の エピ ソー ド の ほとん ど は 実状 が 謎 で 、 フ ィ フ ショ ン の 疑い も 色 濃 い 。 

また 、 同 一 人 物 と は 思え な い ほ ど に エピ ソー ド 間 の 揺らぎ が 大 きく 、 特 に その 人 格 に つい て は プレ が 激しい 。 

た だ 、 概 ね 若い 頃 は 乱暴 者 だ っ た が 、 齢 を 重ね て か ら は 反省 し て 出来 る だ け 冷 静 で あろ うと し た 、 と いう と ころ は 共通 
の よう で ある 。 


HER (現在 の 岡上 美作 市) 大 原 の 生ま れ 。 

1584 年 、 父 は 人 央 主 新 免 家 に 仕え た 兵法 指南 役 で 、 主 家 か ら 新 況 の 名 を 与え られ 、 新 免 無 二 斎 を 称し た 起 革 者 で あ 
る 。 

新 免 無 二 斎 は 十 手術 の 道場 を 吉野 郷 宮本 村 に 構え 、 武蔵 は この 地 を 故郷 と し た た め 、 後 に 宮本 姓 を 名 乗っ た 。 

武 革 指 南 役 と いえ ば それ な り に 裕福 な も の だ が 、 新 免 無 二 斎 は 武蔵 が 民 ず る 前 に その 職 を 失っ て お り 、 結 果 と し て 宮本 
武蔵 は 貧困 の 中 で 育っ た 。 

子供 の 頃 か ら 非常 に 体格 が 大 きく 、 澤 年 莉子 と 呼ば れ た と いう 。 

虹 作 の 年 に 生ま れ た か ら 、 体 格 も 大 きい の だ と いう こと だ 。 

その 体格 に 比 し て 師 力も 強く 、 幼 い 頃 か ら 喧 嘩 に は 負け た こと が な か っ た 。 父 で ある 新 免 舞 二 斉 に よっ て 、 武芸 を 仁和 
まれ た こと も その 強 さ の 源 で あっ た こと だ ろう 。 


13 歳 で 既に 大 人 顔負け の 強 さ を 誇り 、 村 の 近く で 近 郷 の 者 に 試合 を 挑ん で いた 有 二 喜兵衛 と いう 武者 修行 の 者 を 打ち 殺 
し て いる 。 

その 後 、 功 名 心 に 駆 ら れ た 武蔵 は 17 歳 の 時 に 、 同 卿 の 又 八 と 共に 関ヶ原 の 戦 に 西 軍 の 一 員 と し て 参戦 。 手痛い 敗戦 を 経 
験 する 。 敗 戦後 は 店 々 の 体 で 故郷 の 村 に 逃げ 帰る も 、 敗 軍 に 与 し た こと を 遠因 に 罪 を 問わ れ 、3 年 間 の 幽閉 の 愛さ 目 に 
あっ た 。 だ が 、 こ の 時 に 出会っ た 沢庵 和尚 と その 知己 で ある 池田 押 政 と の 交流 が 、 武 蔵 を 獣 の 如き 凶 漢 か ら 一 個 の 武人 
へ と 変え る 切っ 掛け と な っ た 。 


武蔵 は 以降 、 諸 国 を 旅 し て 京 の 吉岡 一 門 や 奈良 の 宝蔵 院 、 柳 生 一 族 な どの 強 英 と 出会い 、 交流 を 経て 成長 し て 行く 。 や 
が て 武蔵 は “ 剣 の 技 " で は な く 、" 剣 の 道 "を 追求 する こと を 胸 に 抱く よう に な っ た 。 

し か し そう し た 心 の 成長 は 、 世 界 の 残酷 さと 比べ れ ば 密 の 如く 優 い も の だ っ た 。 

人 は 食わ ね ば 死ぬ し 、 雨 に 打 た れれ ば 病 に も な る 。 

生き な が ら 木 石 の 境地 に 至る に は 、 ま だ まだ 武蔵 は 若かっ た 。 

幾重 に も 絡み 合う 因縁 と 、 人 々 の 寄せ る 期待 、 そ し て 自ら の 高まっ た 武 名 に 押さ れ 、 武 蔵 は 閣 流 佐々 木 小 次 郎 と の 一 戦 
に 臨む こと と な る 。 

その 戦い は 決し て 長い も の で は な か っ た が 、 互 い の 武 の 技 電 と 人 間 性 を ぶつ け 合う 粒 烈 な も の だ っ た 。 武蔵 は 辛く も 勝 
利 を 得る が 、「 生 涯 の うち 、 二 度 と 、 こ うい う 敵 と 会 える か どう か ] と 小次郎 を 評 し て いる 。 

原文 に は [小次郎 が 信じ て いた も の は 、 技 や 力 の 剣 で あり 、 武 蔵 の 信じ て いた も の は 精神 の 剣 で あっ た 。 それ だ け の 差 
で し か な か っ た 」 と あり 、 両 者 の 激突 は まさ に * 合 の 技 "と “NOG OWCH MOK. 

この 戦い の 後 、 武 蔵 が 如何 に 生き た か は 記さ れ て いな い 。 

た だ 、「 波 騒 は 世 の 常 で ある 。 (488) 誰か 知 ろ う 、 百 尺 下 の 水 の 心 を 。 水 の ふか さ を 」 と 結ば れ て いる の み で ある 。 
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数 々 の 戦い の 後 、 武 蔵 は 30 歳 に こそ れ ま で の 己 の 生 を 省 み て 、「 己 が 今 まで の 戦い に 勝利 し て 来 ら っ れ た の は 、 た だ 単に 
己 の 武芸 が 優れ て いた か ら で は な い ] と いう 境地 に 至っ た と いう 。 

ある 意味 、30 歳 に し て よう や く 武 蔵 は 武芸 の 道 と いう も の と 向き 合っ た と 言え る 。 

な お 、 よ う や く 武 芸 の 道 を 身 に つけ た と 武蔵 が 感じ た の は 50 に な っ た 時 だ と いう 。 


O 五輪 の 書 

武蔵 は その 生涯 に て 至っ た 境地 、 培 っ た 技法 を 死 の 直前 に 書 と し て まとめ 上 げた 。 

それ は 地 水 火 出 空 の 5 巻 に 分 か れ た 書 で 、" 武 蔵 " と いう ひと り の 人 間 の 集大成 で あっ た 。 五輪 の 書 は 、 

地 の 巻 に て 二天 一 流 の 兵法 と し て の 理念 と その 概略 を 、 

水 の 巻 で は 具体 的 な 技法 を 、 

火 の 巻 で は 戦略 や 戦術 の 次 元 で の 兵法 に つい て 、 

風 の 巻 で は ある 特定 の 技 や 戦法 を 否定 する こと に よっ て 二天 一 流 に 対す る 根本 理解 を "自ずと 読者 の 脳 電 に 浮か び 上 が 
ら せ る " 形 で 解説 し て いる 。 

(た と えば 火 の 巻 で [同じ 攻撃 は 二 回 まで と し て 、 三 回 は 繰り 返さ な いこ と 」 な ど と 書か れ て いる な ど 、 そ の 発想 は 非常 
に 実戦 的 で ある ) 

そし て 最後 の 空 の 巻 に は 、 武 蔵 な り の “ 空 "に 対す る 理解 が 、 相 対 "と 呼ば れる 技法 に よっ て 書き 記さ れ て いる と いう 。 
その 最後 に は [TEASER SSA. BSA. BSA. 心 者 空 也 ( 空 に 悪 無く 善 有 る の み 、 智 は 有 な り 、 理 は 有 な 
り 、 道 は 有 な り 、 心 は 空 な り )] と 記さ れ て いる 。 


O IFateGO| に お ける 人 物 像 

史実 に お ける 宮本 武蔵 と は 異な る 、 別 の 世界 の 宮本 武蔵 

こち ら の 世界 か ら は あま り に も 離れ た 並行 世界 か ら の 登場 と な る 。 

そちら の 世界 で は 武蔵 は 女性 と し て 存在 し 、 そ の 歴史 も [武蔵 が 女性 で あっ た 場合 ] と いう 史実 進ん で いた 。 


「 え ? こっ ちの 世界 だ と 武蔵 っ て 男 な の ? 
し か も 凄い 有名 な ん て 、 び ぴっ くり 日 


本 人 は この 通り 、 気 負う こと の な い 自然 体 。 
勝利 に も 名 営 に も さして 興味 は な く 、 酒 に だ らし な く 、 金 に 目 が な く 、 タ ダ 飯 に 弱い 。 だ が 彼女 と 立ち 合い 、 敗 れ た 者 
は みな こう 残し た 。 


ーー 鮮やか な り 天 元 の 花 。 
その 剣 、 無 空 の 高見 に 届く 。 


o 


父 で ある 無 二 斎 に は 『「 女 子 で あり 、 そ し て 天眼 を 持つ 故に 」 虐待 され 、 憎 まれ た 。 

無 二 斎 に すれ ば 、 女子 で あわ る だ け な ら 剣士 に する 必要 が な い の で 捨て る の み 、 

天眼 を 持つ だ け な ら 過ぎ た 才能 と 笑っ て 殺す の み 、 だ っ た だ ろう 。 

無 一 斎 か ら 与え られ る も の は 何 も な いま ま 、 い つか 父 を 越え る 剣士 に な ろう と 全国 を 補筆 っ た 彼女 は 、 結局 の と ころ 女 
性 で ある た め に “剣士 "と し て 世間 に 認め られ る 事 は な か っ た 。 

女 武蔵 の 世界 で 日 本 有数 の 剣豪 ] と し て 扱わ れ て いな い の は その た め 。 歴史 の 影 に 沈ん だ 人 物 と な っ て いる 。 
な の で 、 こ ちら に 召喚 され て か ら は 驚き の 連続 で ある 。 


「 う そ 、 な ん か 有名 な ん で すけ ど 、 私 !?] みた いな 。 

し か し 女 武 蔵 は 知ら な い 。 

彼女 と 同じ 時 代 に 生き た 剣豪 た ち は 晩 年 、 ぼ そり と 弟子 た ち に 「 歴 史 に は 記さ れ な い だ ろ う が 、 ワ シ だ けが 知る と ん で 
も な い 上 剣豪 が いた ん じゃ よ 」』 と 懐か し く 語り 、 息 を 引き 取っ て いた 事 を 。 

剣士 た 5 に と っ て ふら り と 宿場 に 現れ 、 見 事 な 剣 裏 勝負 を し て 去っ て 行く 彼女 の 存在 は 、 血 生 簿 い 兵法 者 た ちの 中 に お 
いて さえ 、 美 し い 花 で ある 。 


〇 漂流 者 

天眼 は 可能 性 を 見 据え る 瞳 。 それ 故 、 武 蔵 は 「 違 う 世界 ] すら 見 て し まっ て いた 。 

彼女 は 、 彼 女 が いた 世界 秀 定 され る べき 世界 一 一 が 人 類 史 に よっ て 消さ れる 前 に 、 偶 然 に も 別 の 世界 に 転び 出 
て し まっ た 。 

以後 、 転 移 に 転移 を 重ね 、 も と の 世界 に 戻る 道 を 失っ た 漂流 者 と な っ た 。 その 果て に 何 が あめ る の か を 、 武蔵 は 薄々 勘 づ 
いて は いる も の の 落ち 込む 事 は な く 、 自 分 に 与え られ た 原初 に し て 最後 の 目的 で ある 「 零 の 境地 | を 目指 し て 旅 を し て いた 。 
カル デア と 縁 が 出来 て 、 史実 の 宮本 武蔵 を 知っ て か ら は 自身 を 『 女 武蔵 ] と 呼ば ほど 、 自 分 が [正しい 人 類 史 の も の で は 
な い ] と 認め て いる 。 

“は ある が 、 も と か ら そ こそ こう どん が 好物 だ っ た 女 武蔵 は 漂流 者 に な っ て か ら は 台地 ・ 各 世界 の うど ん の 
パリ エー ショ ン 比 べ に 目覚 め 、 こ れ の 食べ 歩き を 密か な ライ フワ ー ク に し て いる と か 。 


O HORT 

記録 に よる と 武蔵 に は 複数 の 愛 刀 が 存在 する 。 

[無銘 金 重 | 

南北 朝 期 の 太刀 を 磨り 上 げた も の で 、 銘 が 消え て いる 。 

吉岡 一 門 と の 戦い で 数 百人 の 吉岡 一 門 を 斬り 伏せ た も の で 、 そ の 時 は 二 尺 八 寸 の 直 刀 [了 戒 ] も 携行 し て いた と され る 。 
[和 泉 守 藤原 兼 重 | 「 上 和 给 介 兼 重 | 

武蔵 持 と 言わ れる 、 武 蔵 自作 の 刀 。 

その 他 、「 武 蔵 正 宗 |「 大 和 国 住 国 宗 | と いう 刀 も 記録 され て いる 。 

これ ら の 名 刀 を 女 武 蔵 は 所 有 し て いな い が 、 史実 同様 、 彼 女 も 複数 の 刀 を 所 持 し て いる 。 

その 理由 は 、「 武 器 は 多けれ ば 多い ほど 有利 で し ょ ?] と いう 単純 な も の 。 

な の で ギル ガメ ッシュ 等 、 多 く の 武 器 を 持つ 英霊 を 見 る と 「 お お 一 ] と うら や まし が る が 、 武蔵 本 人 は 五 本 以 上 の 刀 は 持 
ち た が ら な い 。 

( 五 本 目 の 刀 は 宝 具 で ある 空 の 刻 。 女 武蔵 の 帯刀 は 四 本 まで ) 

これ ら す べ て を 相手 に 砕 か れ た 時 、 

武蔵 「 五 本 潰し て 決着 が つか な い の な ら 、 そ れ は 私 じゃ 勝て な い 相手 と いう 事 で し ょ う ] 

と あっ さり 認め 、 逃 ば げ られ る の な ら 逃 げ る 、 逃げ られ な いな ら 潔 く 死ぬ の が 女 武蔵 で ある 。 


〇 二天 一流 
一 般 に 誤解 され が ちな こと で ある が 、 二天 一 流 は 単なる 二刀流 剣術 で は な い 。 


(二刀流 剣術 と し て の 二天 一 流 は 武蔵 の 存命 中 に は 完成 され て お ら ず 、 二刀流 剣術 と し て の 二天 一 流 の 技法 的 な 完成 は そ 
の 後 の 弟 子 た ちの 尽力 に よる も の ) 

武蔵 の 書き 残し た 「 五 輪 書 | に よっ て も 、 字 義通 り に 取る な ら ば 二天 一 流 は 実践 剣術 と いう より も 鍛錬 法 や 心構え と し て 
の 側面 が 強い 。 


で は 、 二天 一 流 が 何かと 問う な ら ば 、 そ れ は 宮本 武蔵 その も の と 答え る 他 な い 。 

MIRRA と 名 乗る 父 の 息子 が 名 付け た 、『" 一 天 " 一 流 ] と いう 言葉 に は 、 明確 に 父 に 対す る ひと つの アン チ テ ー ゼ 
CMTS EDIAD SNTWS. 

武蔵 は 仏教 概念 の " 空 "を 重視 し た 。 

それ は 虚無 で あり 、 虚 空 で あり 、0 で ある 。 

「 」 の 概念 。「"* な に も な い " が ある 」 と いう 概念 こそ が 、0 で あり 、“ 空 "だ 。 

すなわち 、" 無 二 " で ある "1" の さら に 先 に ある "0" 

そこ へ 至る 道 こ そ が 二天 一 流 。 剣 を 通い て 、“ 空 "を 体現 する 悟り ……: 剣 禅 一 名 こそ が 、 武蔵 の 目指 す も の で あっ た こと 
は 間違い な い 。 


し か し な が ら “" 空 "の 概念 は 非常 に 難解 で あり 、 そ の 発明 か ら 2000 年 以上 の 時 を 経て さえ 、 未 だ に 人 類 は その 概念 を 完 
全 に は 理解 で き て いな い 。 

(0 と いう 数 字 を 、 き ちん と 人 類 が 理解 する よう に な っ て か ら 、 長 く 取っ て も 実は 300 年 ほど し か 経っ て いな い ) 

故に 、 人 は " 空 " に つい て 語る 時 、 多 く の 禅 僧 が そう する よう に 、「 既 に 存在 する も の | を ひたすら 否定 し て いく 。 

目 の 前 に ある 事象 や 物体 、 概 念 な ど を 徹底 的 に 切り 刻み 、 削 り 落と し て 、 可 能 な 限り その 存在 を 消し 去っ て いく 。 

そし て 究極 に まで 、 こ れ 以 上 な いと いう ぐら い に そ の 存在 を 削り 落と し て 、 そ れ で も な お 残る AH", それ こそ が Y 
で ある と 彼ら は 考え た 。 

( 空 の 概念 の 追求 に は [否定 | Oth [相対] も ある が 、 こ こ で は 割愛 する ) 


また 、 武蔵 は 「 一 道 は 万 芸 に 通 ず ] と し て 、 剣 の 極意 か ら 絵 画 や 工芸 の 極意 を 学び 取っ た 。 だ が それ は 逆 に 言え ば 、 AD 
極意 を より 深く 理解 する た め に 、 そ こ か ら 発 展 し た 絵画 や 工芸 の 技 に 手 を 染め る 必要 が あっ た と いう こと で も ある 。 


ゼロ に な る た め に すべ て を 修め る 。 それ こそ が 二天 一 流 が 求め た 道 Zo 


〇 因縁 キャ ラ 

佐々 木 小 次 朗 

立ち 合っ た 時 は 無名 だ っ て 言っ て た けど 、 こ の 人 が 小次郎 だ っ た ん だ ! 
噂 通り の 伊達 男 っ ぷり だ けど 、 う ん 、 こ の 御仁 、 剣 以外 の コト は どう で も いい と 思っ て いる 人 だ ! いや ぁ 、 私 も 人 の こ 
と 言え な いけ ど ね ! 

FEN 

憧れ の 庶 那 王 に 出逢え た の に 女の子 と か ……。 

で も これ は これ で アリ で す ! あと 4 歳 若かっ た ら な 一! 

柳生 但馬 守 

正座 し た まま 戦え る と か 、 さ っ す が 指 南 役 は 違う わ ね ! Wises A. MANS Ps. 

お 堅い お 交 さ ま の よう で 、 こ れ と 決め た ら と こと ん 乗り 出し て くる 性 格 だ と 思う 。 

よし 、 今 度 夜 鳴き うど ん に 誘っ て みる か な ……。 

刑部 姫 

まだ 引き 籠 も っ て いる と 聞い て 参上 し まし た ! 

せっ か く 可 愛 い 女 の 子 な ん だ か ら 、 屋 根 裏 と か ナイ ナイ ! 

ちょ っ と は 運動 し まし ょ う ね ! 

LIIII 

すわ っ 、 魂 の 双子 か !? 知っ て る 、 ス ター シス テム っ て いう の よね これ ! 


この 隙間 は 無し 


ER, HON E¿HOÑUB 


外し た 状態 で す 。 


手首 の 丸み に 治っ て 若干 の R 
ES 


* 本 来 、 肩 パー ツ は 背中 の 
布 に 縫い 付け られ て いま す 。 
この 図 で は 便宜 的 に 外し て 
いま す 。 


057 
腰 の ベル ト に 通し て 
紐 で 縛っ て ます 
SR): 
E E 


第 二 段階 と は 


スネ の 線画 と 色 、 
MERA TH SHOR, 
爪先 の 構造 が 異な り ま す 。 


袖 展 开 加 6 
Ne 


前 
閉じ て いて 丸い 


| as 
開い て いて 、 直 角 。 


赤 と 青 の 二 重 布 


023 


He 


五輪 の 書 に 因 ん だ 五 本 の 刀 。 地 水 
それ ぞ れ 、「 地 」「 水 」「 火 」 e 
「 風 」「 空 」 を 表す 不思議 文字 が Y 
刻印 され て いま す 。 ジ ク 


ww x 
o 画 
Ne 


OALKDT) 


GRIROSFRRRLE RA 


Sem) = 


切っ 先 側 か ら 見 る と 、 
中 心から 外 に 向かっ て 
【 反 時 計 周 り 】 に 。 


0207) pose 
\ ら こ 向 か 
宝 具 解 放 時 に の み 出 現 。 am) 
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CHARACTER Profile 


後ろ 髪 、 髪 留め の 
干渉 は 無視 


EE. HOP O 7418 
色 が 薄い で す 。 


Rt [EMYOT) € 
通し ます 。 


@ ス リッ ト 
一 直線 に 切り 裂 いた の で は な く 、 ピ ザ の よう に 切り 取っ た 体 で 。 
右目 が か っ こよ く 見 えれ ば 割 と 適当 で OK だ と 思い ます 。 


E 


不透明 度 24% 
アーー 映り 込み Do] 
一 
十 

@⑯ カ ラー リン グ に つい て 

・ 地 の 色 は 武蔵 の 肩 膝 な どの 明る い 赤 

・ 濃 い 色 は 帯 の 色 

・ 顎 紐 は 首 の 紐 や ベル ト と 同じ 濃い グレ ー 

4 

日 本 妃 キャ ラ を 描き た いと 思っ て まし た が 、 ま さか の 大 剣 裏 。 小次郎 と の 対比 を 考え る と 盛り 過ぎ 感 あ り ます 。 見た目 = 
だ け の 話 で は な く 、 美 人 で 可愛 い キ ャ ラ に な っ て くれ て 、 デ ザイ ン し た 本 人 が 言う の も な ん で す が 、 ず っ と 一 緒 に いた 
いと 思え る キャ ラ に な っ て くれ て 嬉し いで す 。 宝 具 の 仁王 も 含め デザ イン し た も の が と て も 多い 案件 で し た 。( こ や まひ 


ろか ず ) 


背中 に 固定 され て る 訳 で は な く 
浮い て いま す 。 


※ 常 に 4 本 持ち 状態 な の で 
こち ら は あく まで も ボー ズ 参 考 


頭 に 巻い て る の は Wee 
RUDA SWATH. 
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4 A 

MR 

图 
ZE EI ハサン サッ パー ハ 。 0 1 トー で 
+ FElunes Eos \ 
EEJ 2200m EEA ke TaN 
本 
| 
| 
| 


Ede EA) Ede Ee Ed: EA 


設定 作成 : 奈 須 ぼ の こ / キ ャ ラフ ター デザ イン :Ryota-H 
CV : 中 田 譲治 


主 な 登場 作品 : Fate/Grand Order 


ラズ スキ ル 
対 魔力 :B 


魔術 発動 に お ける 詠唱 が 三節 以下 の も の を 無効 化す る 。 
大 茜 術 、 位 礼法 等 を 以 て し て も 、 傷 つけ る の は 難し いい a 


スキ ル 。 か つて 修得 し て いた も の の 残 津 。 
強力 な 呪い を 帯び た この 刻 士 は 、 た と え 隠 密 行動 判定 を 完全 に 成功 させ た と し て も “これから 殺す 相手 "に 自分 の 存在 を 
感知 され て し まう 。 

要 は 相手 が 運命 と し て 「 ぞ わり ]」 と 死 の 予感 を 感じ 取っ て し まう の で ある 


| 単独 行動 :B 

本 来 で われ ば アー チャ ー の クラ ス 別 スキ ル と な る 
肉 を 削 ざ 、 内 臓 を か きだ す ほ ど ま で 純粋 な "信仰 * に 到達 し た この 剣士 は 、 
自ら の 意思 だ け で 自由 行動 を 可能 と する 。 


ESA 
性 を 獲得 する 。 
A に 下がっ て いる 。 
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CHARACTER Profile 


戦闘 を 続行 する 能力 。 
決定 的 な 致命 傷 を 受け な い 限 り 生き 延び 、 瀬 死 の 傷 を 負っ て も 戦闘 が 可能 。 

\ も は や 自身 で すら “生き て いる の か 死ん で いる の か "定か で は な いこ の 剣士 は 、 た と え 致 命 傷 を 受け よう が 肉体 が 半分 な 
く な ろう が 、" 五 体 満 定 の 状態 で の 性 能 "を 維持 し た まま 敵 に 食らい つく 。 


Re 生物 と し て 完全 な 肉体 を 持つ 。 
一 時 的 に 筋力 の パラ メー ター を ラン クア ッ プ させ る こと が 可能 と な る 。 


さら に 、 鍛 えな く て も 筋肉 ムキ ムキ な 上 、 ど れ だ け カ ロリ ー を 摂取 し て も 体型 が 変わ ら な い …… は ず な の だ が 、 こ の 剣 
士 は 自ら の 信仰 の も と 、 肉 体 を 改造 し こし まっ た 。 よ っ て ラン ク が 大 幅 に 落ち て いる 。 


信仰 の 加護 : A+++ 


一 つの 宗教 観 に 狗 じ た 者 の み が 持つ スキ ル 。 
加護 と は いう が 、 最 高 存在 か ら の 恩恵 は な い 。 
ある の は 信心 か ら 生 まれ る 自己 の 精神 ・ 肉 体 の 絶対 性 の み で ある 。 …… 高 すぎ る と 、 人 格 に 異変 を きた す 。 


REN 
AM, 5, 騎乗 、 神 性 を それ ぞ れ の スキ ル ラ ンク を マイ ナス 1 し 、 属 性 を 真 逆 の も の と し て 表示 する 。 
真名 が 明か され た 場合 、 こ の スキ ル は 消滅 する 。 


葬 礼 を 人 々 に 知ら せ 、 死 の 訪れ を 響かせ る 晩 鐘 。 
その 儀礼 と 一 体 化し た 故 発生 し た 特殊 スキ ル 。 
この 剣士 は 自分 の 意思 で 殺す 相手 を 選ば な い 。 その 相手 が 「 死 ぬ べ き 時 を 見 失っ た ] 亡者 と 化し た 時 、 天主 に な りか わり 
救済 を 与え る 。 

すべ て は 天 の 意思 で ある が 故 、 こ の 騎士 と 対面 し て し まっ た 者 は 運命 の 終わ り を 知る 。 

ーー 一 聞こ える か 、 こ の 鐘 の 音 が 。 

それ こそ 汐 の 天 運 の 果て 。 受け 入れ 、 魂 を 解く が よい 。 それ が 、 人 と し て 安らか に 眠る 最後 の 機会 で ある 。 


L FASER 


F at 。 


Grand 


Order 


アズ ライ ー ル 。 
何 の 変 百 も な い 大 剣 に よる 斬首 。 
この 人 物 が 生涯 振る い 続 け 、 信 じ 続 けた 信仰 が 染み つい て いる 。 


この 和合 の 前 に 落 命 する 者 に 、 

起 怖 は ある が 痛み は な く 、 

長 れ は ある が 苦し み は な く 、 
BILD DNA o 


Tr 


我 (また は [LOB] と 単語 と し て 語る ) 

(その 人 物 の 属性 、 所 属す る 組織 の 名 前 で 呼ぶ ) / お まえ ( 山 の 苑 の 手 で 落 命 する 事 が 決定 し た も の は こう 呼び 。 
も う 組 織 の し が ら み も 、 宿 命 に 捕らわれ る 事 も な い “誰か "と し て 呼び か け て いる ) 

男女 魔術 の 徒 よ (マス ター に 対し て ) 


〇 性 格 

凶悪 な 外見 、 苗 烈 な 戦い が りか ら 残 忍 な 人 間 性 を 想像 させ る が 、 本 人 は 究 黙 な だ け で あっ て 、 主 の 教え を 肖 守 する 高潔 
な 性 格 を し て いる 。 

人 の 法 と 神 の 法 、 そ の どちら に も 通じ て お り 、「 生 命 活動 の 停止 | と 「 命 の 終わ り 」 を 別 の も の と し て 捉え て いる 。 
天命 と は 命 の 終わ り に し て 魂 の 救済 。 

この 道 を 間違わ な いか ぎり 、 こ の 人 物 は 正しき 人 の 味方 と な る 。 た だ し 容赦 、 手 心 と いう も の が 一 切な いた め 、 戦 闘 に 
お いて は 死神 の 如き 恐怖 を まき 散ら す 。 

言葉 を 口 に する 事 は 滅多 に な い が 、 そ の 意思 は 明白 に 伝わっ て くる だ ろう 。 

BS MR) 目 が 光る 。 悲し いと 目 が 光る 。 嬉 し く て も 目 が 光る 。 な に を し て も 目 が 光る 。 

他 の 英霊 た ち に 関心 は 持た ず 、 自 ら も 自己 主張 し な い 。 

た だ し 同じ ハサン た ち に は 若 烈 な まで に 厳し い 先 輩 に な る 。 

「 呪 腕 よ 。 悪 隙 の 腕 を 取り 付け て まで 何 を つか ん だ 。 己 の 愚か さか 。 で は 首 を 出せ ] 

「 百 貌 よ 。 無 数 の 知恵 で 何 を 積み 上 げた 。 百 の 魂 で の 真理 を 奪い 合う 欲望 か 。 浅はか な り 。 さ あ 首 を 出せ 」 

何 を し て も 首 を 斬ら れる 。 


O マス ター へ の 態度 

忠誠 は 示さ な い が 、 与 えら れ た に は 全霊 で 応え る 恐怖 の 騎士 (テラ ー ナ イト ) 。 

か つて 信仰 を すべ て 剣 に 変え た この 剣士 は 、 主 の 御名 の も と 、 こ の 世 の 悪 を 断罪 し 続け る 。 

悪 と は 何 か ? 

まで も な い 。 主 の 威光 を 、 人 の 正しい 営み を 顧み ぬ す べ て の 愚者 で ある 。 

対し て 容赦 が な い 。 

徒 の 中 に 悪 を な す も の が いた と し た ら 、 そ れ も 切 り 捨て る 。 な ぜ な ら 神 は 悪 を な さ な い 。 それ は 偽り の 信者 、 す 
な わ ち この 世 で 最も 罪深い 悪 で ある 。 


に 

「 好 き に 呼ば が よい 。 我 が 名 は も と より 無名 。 拘 り も 、 取 り 決 めも な い ] 

「 戯 が 終わ り 報い を 受け 山脈 に 没 する 落陽 。 それ が お まえ だ ] 

「 楽 に な れ 。 首 を 出せ ] 

「 死 を 告げ る 鐘 を 聞い た か 。 一 一 一 遅 き に 失 し た 事 を 許す が よい 。 天命 は 、 ようやく お まえ に 追い つい た ] 
「 我 が 面 は 爺 の 死 。 BKASBORE. 我 は 山 の 区 に と っ て の 山 の 共 。 

ーー 一 即ち 。 ハ サン を 殺す ハサン な り ] 


〇 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

ROTER > CASALE 

SBS VE LTL UR. [LUD] と いう 名 前 が 称号 に 成り 代わ っ て か ら 誕 生 し た 、 最 初 の ハサン ・ サ ッ 
パー ハ で ある と され る 。 

し か し 他 の 18 人 の ハサン た ち も 、 教団 の 信徒 た ち も こ の 人 物 の 正体 を 知ら ず 、 ま た 実在 し た と いう 証明 は 何処 に も な か 
つた と いう 。 

その 代 の ハサン ・ サ ッ パ ー ハ が 道 を 違え た 時 に 現れ 、 そ の 首 を 断つ と いう 伝説 の 暗殺 者 。 

即ち 、 ハ サン を 殺す ハサン な り 。 


暗殺 教団 に お いて た だ ひと り の 目撃 者 ちい な いと され た が 、 そ れ も そ の は ず 、 こ の 人 物 を 見 た 者 は その 時 点 で 命 を 終え 
て いる 為 だ 。 

[1035] の 始ま り で あっ た 彼 は 、 同 時 に 教団 の 奉 敗 を 断罪 する 監視 者 と し て の 人 生 を 選ん だ 。 

神 の 教え の も と 正しい 教団 で は ある が 、 そ の 行い は 人 と し て の 悪 で ある 事 は 免れ な い 。 だ か ら こ そ 、 こ の 人 物 は 教団 が 
悦 敗 する 事 を 許さ な か っ た 。 

神 の 教え を 守る も の た ち が 人 の 谷 に 湧 れる 。 

それ こそ が 、 神 へ の 最大 の 冒 涯 と な る か ら で あ る 。 

教団 の 腐敗 と は 、 即 ち ト ッ プ で ある [UMS OWBSCHS. 

HOLDS CONRMOBES CON, DWRLICEIC (WOW) の 名 は 与え られ ぬ 。 

衰退 は 即ち 死 。 首 を 断つ 事 で 罪 の 許し と 、 次 の (LOS) に 託す 希望 と な る 。 

暗殺 者 を 暗殺 する 、 と いう 破綻 し た 役割 に 大 義 を 与え る た め 、 こ の 人 物 は 隠し 武器 ・ 暗 器 で は な く 、 正 面 か ら 戦 う 大 剣 
を 武器 に 選ん だ 。 

この 租 触 を 目 に し た 時 こそ 、 そ の 人 間 の 終わ り 。 

教団 の 教義 を 違え た 愚か 者 に 鉄 相 が 下さ れ た 後 、 久 酸 の 剣士 の 姿 を 見 た 者 は この 世 か ら 消 え 去 る の だ 。 数 々 の アサ シン 
を 葬り さっ て きた 彼 は 暗殺 教団 が 滅び る まで その 間 の 中 に 潜ん で いた と いう 。 

生き た 伝説 に し て 、 誰 ひと り と し て 目撃 者 の いな い 暗 殺 者 の 深淵 。 

それ が この 鍋 職 の 剣士 で ある 。 


O ゲー ム 内 に お ける 役どころ 

第 1 部 第 6 章 に 登場 し た 、 暗 殺 者 た ちの 頂点 に 立つ 人 物 。 

生き な が ら 死 ん で いる 伝説 で ある た め 、 本 人 が その 気 に な れ ば サー ヴァ ント と し て カル デア に 召喚 され る 事 も 可能 と い 
う 、 規 格 外 の 英霊 

人 類 が 滅び る まで 消え 去れ な い マ ー リ ン と 、 生 と 死 の 境界 を 歩み 続け る " 山 の 苑 " は 共に 永 効 を 旅 す る 者 で あり 、 そ の た 
め 、 多 少 の 関連 性 が ある よう だ 。 

6 章 で は 魔術 知識 に 疎い 主人 公 に 「 キ ング ハサン ] と 呼ば れ た が 、「 そ の 呼び 名 で も 構わ な い ] と あっ さり 受け 入れ 、 以後 
は そう 呼ば れる 事 も 多く な っ た 。 

山 の 民 た ち に 心 を 砕 さ 、 ま た 獅子 王 を 突破 し た カル デア の マス ター へ の 恩 を 返す 為 、 冠 位 を 捨て て “WO BACLT 
召喚 者 の 剣 と な っ た 。 

人 奈 談 で は ある が 、FGO 開発 初期 で は 特殊 召喚 枠 と し て 考え られ て いた 事 も 。 

ハサン (どの ハサン で も よい ) を 百 枚 集 め て 合成 する と 召喚 され る と いう アイ ディ ア だ っ た 。 

「 お や ……? ハサン た ちの 様子 が ……? 

根気 さえ あれ ば 誰 で も 手 に 入る 、 運 が な く て も 手 に 入る 唯一 の SSR サ ー ヴ ァ ン トッ ! 

その 名 も キィ ング ・ ハ サ ァ Y! 

EUR 面白 い だ け で 企画 を 通し て は いけ な い 、 と いう 模範 例 で ある 。 


O 団 絹 キャラ 

歴代 の ハサン た ち 

初代 と し て 不 出来 な 釣 た ち を 叱る 。 説教 三 死 で ちる の は 言う まで も な い 。 

エレ シュ キ ガ ル 

教え は 違え ど 、『 死 ] に 対す る 信念 、 責務 に は 善き も の を 感じ て いる 。 

も し も う 一 度 カ ル デ ア が 「 死 の 国 」 に 関わ る 事 が ある と し て も 、 彼女 が いる の な ら は ば 自分 の 出る 幕 は な い だ ろ う 、 と 考え る 。 
ニ ト ク リス 

教え は 違え ど 、『 死 者 ] に 向け る 礼節 、 王 と し て の 態度 に は 領 け る も の が ある 。 

も し も う 一 度 カ ル デ ア が 「 死 の 国 ] に 関わ る 事 が あっ た 時 、 彼女 ひと り だ け で は 紫 か 荷 が 勝ち すぎ る か …… と 老 波 心 を 持 
っ て いる 。 

lalalala 

「 煙 る 鏡 よ 。 BITOIBS. HARIERD. それ が 買 様 の 信仰 で ある の な ら 、 我 、 論 じ る に 能 わ ず ] 


CHARACTER Profile 


omment from Illustrator = 


a = 
Jl 
外見 に つい て は 最初 [騎士 の ハサン ] と いっ た 印象 だ っ た め 初 稿 は モ 品 に 鎧 姿 に 他 の ハサン 達 が つけ て いる 面 を 装備 し た 
騎士 、 と いっ た 感じ で し た が 「 死 神 ] や 102] と いっ た 要素 強め に と いう 修正 を 頂い て 現在 の 形 へ と 至り まし た 。 と に 


か く 好 き な 要 素 込ま せ て 頂き と て も 気に入っ て いま す 。(Ryota - H) 


謎 の ヒロ イン X〔 オ ル タ 】 


EEZI バー サー カー (本 人 は セイ バー と 主張 し て いる ) EA ※ の ヒロ イィ ン 
EE at: [到 サー ヴァ ント ユニ ヴァ ー ス ノ 2017 年 バレ ンタ イン EY 


Et: EN 54m [XA 428 
Ed) Ee Ede Ed Edo E ++ 


設定 作成 : 星 空 め て お ご キャ ラフ ター デザ イン :BUNBUN 
va 


主 な 登場 作品 : Fate/Grand Order 


クラ スズ スズメ キル 


オル トリ アク ター : A 


稀少 元素 オル タニ ウム を 旭 介 に 、 諸々 の エネ ルギー を 魔力 へ と 変換 する 。 主 に 糖分 を 。 ED 
| ria 本 一 


RESTA SED, SPN—Y—A—SLETODUMBUZOZOCS. 」 


 oRMAF:EX 
六 つ の 原始 力 「 欲 求 (ソウ ル ) 、 糖 分 (パワ ー) 、 売 り 場 (スペ ー ス ) 、 原 価 (リア リティ ) 、 製 作 (タイ ム ) 、 需 要 (マイ ン 
ド )」 を 練り 込ま れ た 謎 の アイ テム 。 


持つ 者 に 無限 の 力 を 与え 、 指 先 一 つ で 宇宙 の 半分 が 菓子 工房 に は つた りす る らし い が や は り 彼 女 は よく 分 か っ て いな い 。 
旧名 Io チョ コレ ー ト ]。 


AP oa 

ii Ce E 
SSMIERET XSDICRAC. RGABUOMMICZSERERCERD CLE. 

se DIESE, REMO DRESDE. 彼女 の 千枝 を さら に 洗練 の 極み へ と 押し 高め た 。 


ーー 7 


王 の 見 え ざ る 手 : . 
師 マ スタ ー・ ア グラ ヴェ イン より 教わっ た 暗黒 の 帝王 学 。 

闘争 の 流れ を 読み つつ 、 陰 な が ら 同 胞 を 操り 、 彼 ら の 実力 を 十 二 分 に 引き 出 そ う と する 様々 な 手練 手 管 が その 本 質 で あ 

る 。 


クロ ス ・ カ リバ ー。 

魔力 転換 訪 オ ルト リア クタ ー の 自発 的 暴走 に より 、 了 臨界 状態 を 突破 し 溢れ 出 た 魔力 の 放流 が 敵 セ イ バ ー を 蒸発 させ る 。 
ヒロ イン X の | 無銘 勝利 侯 ] を 内 蔵 化 し た も の で あり 、 実は 特定 の 刻 に 依存 し な い 。 な ん な ら ブ グー パン で も 宝 具 と な る 。 
と ころ が 宿敵 の ヒロ イン X は セイ バー 特攻 の 対象 外 と いう 、 哀 し いす れ 違 い 宝 具 。 


アル トリ ア か ら 翻 気 を 差し | いて 、 ル ー ズ さ を 特 盛り に し た 気質 。 

冬 の イグ アナ の よう に 低い テン ショ ン 。 引っ 込み 思案 で 大 人 し い 。 

別に 人 間 嫌 いで は な いも の の 、 最 低 限 の 意思 貴 通 で 済ま せよ うと する 。 と に か く 面 倒 く さがり 。 そ の 割 に 受け た 忠 言 に 
は だ いた いな ん で も 従う (が 、 そ の 実行 に は 極端 な 省略 を ほど こす ) 。 

対し て 、 こ うと 決断 し て 活動 開始 し た 際 の 反動 は 大 きく 徹底 し て お り 、 慢 心から 敵 を 逃し た りな ど は も っ て の ほか 、 ど 
こま で も 追い か け 確 実に と ど め を 刺す (あと で 面倒 くさ く な る と イヤ な の で ) 。 


魔力 転換 妨 オ ルト リア クタ ー は 体内 の オル タニ ウム を 触 召 と し て 、 高 級 和 菓子 に 近似 し た 成分 を 最大 効率 で 変換 する 。 
その た め 、 羊 美 に し て 丸三 本 分 、 お 汁粉 な ら ば 十 八 杯 分 の 館 子 と 和 三 盆 糖 を 一 日 の 必須 食料 と する 、 そ ん な 時 味 特 化 型 
大 食 漢 。 

寮 が り と ずぼら が 高じ て 、 オ フ の 日 は 黒い 円 理 型 の こたつ か ら 一 歩も 出 ず に 、 読 書 し た り 音 楽 を 聞い た り し て 過ごす 。 
誰 に で も 赴 容 に 接する が 、 同 年 代 の ヒロ イン X の よう に テン ショ ン 高 い 、 見 て いて 疲れ る 相手 は 、 本 来 は 最も 苦手 と す 
る 。 


X オ ル タ 自 身 の 誕生 に 深く 関わ っ た サー ヴァ ント 界 の 騎士 アブ プラ ヴェイ ン を 、 か つて は 師 (マス ター) と 呼び 敬 甘 し て い 
た 。 その 師 の 言葉 が 、 今 も 彼女 を 狂気 的 な まで に 支配 し て いる 。 

PRU. ALY, 喜び …… 感 情 は 有限 の 資源 だ 。 人 造 の サー ヴァ ント で あり “ 王 の 器 " と し て 創造 され た 君 に は 、 そ れ ら 
資源 が 決定 的 に 不足 し 、 そ し て 元 か ら 不 要 な も の だ と 言え る 。 ど うし て も 手放し た く な い の な ら ば 、 逃げ 出さ ぬ よ うに 
心 の 忠 獄 の 奥深 く へ と 閉じ 込め て お く の だ 。 君 は この 銀河 の 王 と な る の だ か ら J 


O マス ター へ の 態度 
X さ ん を サー ヴァ ント 界 へ 連れ て 帰り た い 。 


さも な くば 、X、 殺 すべ し 


な ん て アン ビ パ レン ツ 。 


マス ター と 同じ 時 を 過ごし 、 心 を 通わ せる うち に 、 彼 女 の 感情 は 少し ずつ 引き 出さ れ 豊 か に な っ て いっ た 。 
静寂 の も と に 秘め られ て いた 、 一 つ ー つ の 漠然 と し た 感情 に 輪郭 と 名 前 が 生ま れ た 。 その こと が 妙 に 苦 々 し くも あり 、 好 
まし いと 自覚 する 夜 も ある 。 


〇 台詞 例 

「 我 が オル タニ ウム の 声 を 聞け ーー 一 X、 殺 すべ し 過 

「 オ ルト リア クタ ー 了 臨界 突破 ! 我 が 暗 黒 の 光世 で 、 素 粒子 に 二 れ ! TREGUA (TOR + BUNT] | 
[ 精 分 補給 の 時 間 で す 。 マス ター さん 、 お 早く 」 

[一 応 ヒ ロイ ン で すし 、 当 然 で す ] 

[SA] 「 そ っ か ] 「 了 承 ] 「 じ ゃ 、 い いで す ] 

「 い や で す 」 [却下 で す ] [無理 ] 

「 す ご くす ご いで すね | 「 プ ォ ン 、 プ ォ ン ブ ォ ン ] 

[オル タニ ウム と 共に あら ん こと を ] 


© IFateGO| に お ける 人 物 像 
謎 世界 サー ヴァ ント ユニ パー ス の ダー ク ヒ ロ イン 。 
* 謎 の ヒロ イン X" の 自称 宿 届 に し て 、 ル ー ム シェ ア の 同居 人 "えっ ちゃ ん (命名 者 ヒロ イン X) "。 


剣 技 の ほか に も 訟 動 力 ^ オ ル タ ・ チ ョ ー ク "、 脚 先 か ら 魔 力 を 放出 する 絶 技 * オ ルト ・ ラ イト ニン グ " な ど 、 ど こ か で 見 た 
よう な 多彩 な 技 を 駆使 する 。 
眼鏡 は ブー スト され た 視神経 を 休ま せる た め に 必要 な アイ テム 。 掛け る 間 は お し ろ 視 力 が 落ち て いる 。 


既に 壊滅 し 失わ れ た 暗黒 の 騎士 団 “ ダ ー ク ・ ラ ウン ズ " に 連なる 最後 の 生き 残り 。 

付与 され し 称号 は ペン ドラ ゴン 卿 。 

II ラウ ンズ " に よっ て 錬成 され た " 対 対 セ イ パ ー 用 決戦 兵器 "。 

暗黒 の 騎士 た ち が 玉 新 掌 胆 の 思 いで 葛 集 し た オル タニ ウム 結晶 と 、X か ら 抽 出さ れ た X 因 子 を 反応 させ 、 新 た な る サー 
ヴァ ント と し て X に ぶつ け 、 対 消滅 させ よう と する 陰謀 の 中 心 と な る 少女 で あっ た 。 

し か し その 陰謀 も X 自 身 の 働き に よっ て 阻止 され 、 ラ ウン ズ も また 崩壊 の 未 路 を 迎え る の だ が 、 残 され た 少女 "X オ ル 
タ " は 姿 を 消し た 。 

その 後 、 ひ ょ ん な こと か ら X の 同居 人 と な り 、 正 体 は 明か され ぬ ま ま 、2 シ ー ズ ン く らい の コミ カル で ハー ト フ ル な お 学 
園 ヒ ー ロ ー ド ラマ が 展開 する 。 


CHARACTER 


TULTKEDOXDAH 
EOS RATE, RZDEWAIORUROBESHLT<K NAT feo 
好敵手 を 失っ た X オ ル タ は 、 食 後 の デ ザー ト が 喉 を 通ら な い ほ ど に 落胆 する が 、 激 動 の サー ヴァ ント 界 が ーー そし て 
亡霊 と 化し た ラウ ンズ の イケ オジ ども が 許さ な い 。 

オル タ こ ぞ 至 高 。 オル タ こ そ 末 み の 王道 。 プル マ よ り ス パッ ツ こ そ が 気 高 き 玉 座 に ふさ わし い 。 

正直 、 面 倒 く さく な っ て きた 彼女 の 心 の 闇 を 、 イ ケ オ ジ た ちの 言葉 が 呪い と な っ て 翻弄 する 。 

や が て 目前 に 現れ る ヴィ ラン 同盟 の 使者 と の 接触 が 、 彼 女 の 運命 を 再び 大 きく 変え る こと に な る 。 


O 通常 武器 

BLARIOAUN—. SPUWERTHTT 

ツイ ンプ レー ド や チェ ー ン ソー な ど 自 在 に 変形 する が 、 よ く 壊 れ て 爆発 する 。 
DA Roms SEUS ド こ そ 至 高 


O 因縁 キャ ラ 

謎 の ヒロ イン X 

X さ ん は 私 の 偉大 な る お 友達 で す 。 危険 を 題 み ず 問 進 する 彼女 か ら 私 は 多く を 学び まし た 。 
RA 宿敵 と し て の 彼女 の 前 で は 、 私 は 冷静 で は いら れ ま せん 。 本 能 が 彼女 を 倒せ は と 叫 ぷ の で す 。 1 
アル トリ ア ・ リ リィ 
苦手 な 相手 で す 。 見 て いる だ け で 心 の 胃袋 が ま を ゅ っ と し め つ けら れ ま す が 、 お し ょ うに 豆 大 福 が 恋し く な る の は な ぜ で Ny 
し ょ う 。 < 
フラ ン ケ ン シ ュ タイ ン E 
サー ヴァ ント 界 で の 同胞 、 REPOS 1Y - TIYVERHERFERTRELKT. HAUOBI RAE [5—) DO 
「 う ー」 の 呼吸 で 話 が 通い る の で すぐ 意気 投合 し まし た 。 EPRDLKSICTHS, すこ し チク チク し ます 。 
ニコ ラ ・ テ スラ ド N 
サー ヴァ ント 界 で の キャ プ テ ン 交 ニ コラ は 、 言っ て みれ ば 私 の 上 官 で す 。 ヴ ィ ラ ン 的 に は 悪い 上 司 で は あり ませ ん 。 な 
ん と いう か 頭 ガ チ ガ チ の 雷 お こし で す 。 

アマ ゾネス CEO 

アマ ゾネス ・ ド ッ ト コ ム は 神 で す 。 た と え 100 光 年 先 だ ろ うと 社員 の ライ フ を 削っ て 当日 に 届け て くれ る 。 焼き マシ ュ 
マロ と チョ コ を クラ ッ カ ー で 挟む が 如く 、 加 減 を 知ら な い 天才 の 所 業 と いえ ます 。 

玉藻 の 前 

な に か と ご 相 伴 に 与 っ て いる 、 厳し くも 優し き コタ ツ 部 屋 の ヌシ で す 。 じ ぷ ん に お 母さん が いた ら 、 きっ と 彼女 みた い 
な は ず だ と 伝え た らぶ っ 飛ば され まし た 。 水無月 の よう に 爽やか で 、 最 中 の よう に ふん わ り と 包み こん で くれ ます 。 
ヴォ ロイ ド “K6 - X4” 

* 黒 騎士 くん "と 名 付け た 専属 ヴォ ロイ ド で す 。 物心 つい た 頃 か ら な ぜ か 一 緒 に いま し た 。 性 格 は 意地 悪く 、 かなり 凶 殿 
で す 。 隙 あら ば 主人 に 反逆 し よう と し ます 。 ま あ 、 力 で ね じ 伏 は る の で す が 。 


CHARACTER Profile 


DES, 
VD 
4 cy, 起 天 VA 


第 三 段 障 | 


050 


謎 の ヒロ イン X の パー サー カー 版 と いう こと で 、 当 初 は 別 側面 的 に 絶対 セイ バー 殺す ウー マン の バー サー カー 版 か な と 
思っ て た の で す が 何 度 か の や り 取り の 未 、 世 に も 珍し い 文 系 パ バー サー カー が 生ま れ ま し た 。 ど うい うこ と な の 。 BLY 
ッ コ ミ 所 し か あり ませ ん が お 怒り の 方 は どう ぞ 昌 み を 摂取 し て お 茶 を 頂い て 落ち 着い て くだ さい 。(BUNBUN) 


051 


= アー チャ ー EM YX 875 EG 
性 BEI シャ ー ロ ッ ク - ホ ー ム ズ シ リー 太 Ea | 
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設定 作成 : 東 出 祐一 郎 グ キャ ラク ター デザ イン : 本 庄 雷太 
CV: 土 师 孝 也 


主 な 登場 作品 : Fate/Grand Order 


クラ スス キル 


ah: D 
一 工程 (シン グル アク ショ ン ) に よる 魔術 行使 を 無効 化す る 。 
魔力 避け の アミ ュ レ ッ ト 程 度 の 対 魔力 。 


単独 行動 A+ 
マス ター 不在 で も 行動 可能 。 


保 ョ スキ ル INV 


BHO : EX 
如何 な る 障 BRE ORM. MERAN CHE 泊め る 能力 。 
実際 に は モリ アー ティ で は な く 、 魔 弾 の 射手 と し て の スキ ル で ある 。 


ABAD: At+ 

邪悪 を 画策 する 能力 。 秩 序 を 破壊 し 、 善 を 機 し 、 し か し て 
自分 に 対し て 因果 や 罰 を 向かわ せな い 。 

剃 昧 が 作っ た 網 の よう に 相手 を 取り 込み 、 始 め る 。 


EE 
= KAO >» 


アス テロ イド 
モリ アー ティ が 目指 す [惑星 破坏 | を 具現 化し た 宝 具 。 
サー ヴァ ント と し て 召喚 され た た め 、[ 装 軍 ] に 留まっ て いる が 、 


力 を 増幅 させ れ ば 「 対 都市 ] 「 対 国 ] と 範囲 が 広がっ て いく 。 
巨大 な 杭 で 大 地 を 容 ち 、 地 割れ に すべ て を 呑み 込ま せる 。 
新宿 編 に お いて は 、 こ の 宝 具 を 最大 限 に 活用 する こと で 、 
主人 公 と 惑星 の 破壊 まで あと 一 歩 と 迫っ た 。 


〇 性 格 

その 邪悪 の カリ スマ と し て の 威容 は 圧倒 的 で 

反骨 者 に 逆らう と いう 気 を 失わ せる 。 

哲学 者 に し て 数 学者 で あり な が ら 、 澤 池 を 「 良 し ] と する 。 

サー ヴァ ント と し て 召喚 され て も スキ ル 「 釧 昧 糸 の 果て 」 に より 、 
常に 油断 な ら な い 存 在 と な る 。 


も う 一 人 の 「 魔 弾 の 射手 ] 主人 公 で ある マッ クス は 完全 に 取り 込ま れ て し まっ て お り 、 
モリ アー ティ の 性 格 に 関す る 影響 は ほとん ど な い 。 
せい ぜ い が 、「 銃 を 撃ち た く な る 」 ER 


〇 マス ター へ の 態度 

マス ター に 対し て は 割 と 愉快 な お 苑 さ ん と し て 接する 。 

また 、 た ま に 了 邪悪 を 嘱 い て 導 こ うと する 。 

それ で も 屈し な い ( 絆 を 深め る ) と 、 邪 悪 な り に 役 立 と うと する 気概 は 見 せ て くれ る 。 


O 台詞 例 

「 美 少女 だ と 思っ た ? 残念 ! 空 か ら 落ち て きた 君 を 助け た の は 、 ア ラフ ィ フ の オジ サン で し た 一 

「 我 が 名 は モリ アー ティ 。 ジ ェ ー ム ズ ・ モ リア ー テ ィ 。 お 前 の 考え て いる こと も 、 お 前 の 信念 も 、 す べ て 理解 し て いる 
SR な ん ちっ て 」 

「 さ あ 、 地 獄 に 堕ち る 時 間 だ ヨ ! マス ター!」 

「 仕 方 な い だ ろう ? 可能 で ある と いう 結論 が 出 た な ら 、 後 は 実証 する し か な い 。 世 界 の 破壊 を 、 私 は 実証 し て みせ よう ] 
(RSH. 疑似 宝 具 展 開 …… お 仕置 き の 時 間 だ ネ ! …… 素晴らし い ! 世界 は 破 減 に 満ち お て いる ! アッ ハハ ハハ ハハ ハ 
ハハ 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 
シャ ー ロ ッ ク ・ ホ ー ム ズ シ リー ズ に 登場 し た ホー ムズ の ライ バル に し て 最大 最強 の 悪役 。 


登場 し た 作品 は わずか に 三 作 、 し か も その ほとん ど が 伝聞 と いう 状況 に も 拘わら ず 、 モ リア ー テ ィ の 名 前 は 邪悪 の カリ 
スマ と し て ミス テリ ー 史 上 に 料 然 と 輝い て いる 。 


ホー ムズ シリ ー ズ その も の も 、 あ ら ゆ る [SATU] の 開拓 者 と 呼ぶ べき 作品 群 で ある が 、 モ リア ー テ ィ も また [BER 
ける こと な く 、 犯 罪 を 画策 する ] と いう 犯罪 者 の カリ スマ と し て の 根源 的 存在 で ある と いえ よう 。 


表向き は 数 学者 ・ 教 師 。 
た だ し 、 執 筆 し た 論文 の 一 つ [小惑星 の 力学 ] は 表 に ほとん ど 出 る こと な く 闇 に 葬 ら れ て お り 、 ア イザ ッ ク ・ ア シモ フ は 
それ を 着 起 に し て 黒 後 家 釧 味 シ リー ズ の 短編 [终局 的 犯罪 | を 執筆 し た 。 


また 、 原 典 に お ける モリ アー ティ 像 と 容姿 が 異な る の は 、 ホ ー ム ズ が 意図 的 に 虚偽 を 流し た 可能 性 が 高い 。 


[私 的 に は た だ の 嫌がら せ じ ゃ な いか な っ て 思う の だ けど ネ 昌 
| 〇 ゲー ム 内 に お ける 役どころ 
悪 の カリ スマ 。 


〇 通常 武器 

超 品 剰 武装 多目的 栓 橋 ラ イベ ヘン パッ ハ 。 

「 あ そこ で 自分 は 死ん だ の だ か ら 、 相 桶 を 引き 摺 る の が 相応 し い 」 Eo 

その 割 に は ミサ イル ラン チャ ー や ライ トマ シン ガン な ど 、 複 数 の 重 火 器 が 搭載 され た 恐る べ さ 武器 。 
弾丸 も oo だ が 、 重 た すぎ て 腰 に 響く の が 欠点 。 


/ 
x N 
Conner 
i 
X >: 
| Se 
を a 3 — か 
O 固 緑 キャ ラ 
シャ ー ロ ッ ク ・ ホ ー ム ズ la 
言わ ず と し れ た 究極 の ライ バル 。 A 


し か し 上 自分 が アラ フィ フ と し て 召喚 され た の に 、 ホ ー ム ズ は 明らか に 若 々 し いこ と に あま り に 納得 が いか な い 。 


ホー ムズ と 真っ 向 か ら 戦う と 必ず 負け る 一 一 一 と いう 宿命 を 負わ され て いる た め 、 そ れ を 牧 す た め に 魔神 柱 パ アル と 手 
を 組ん だ 。 


新宿 紀 寺 事件 以降 、 カ ル デ ア の ホー ムズ が 油断 し て いる と 、 ド ア や 廊下 に 勝利 宣言 の 紙 が 貼ら れ て お り 、 
主人 公 や マシ ュ が た め 息 を つき な が ら 剥 が し て いる と いう 。 

= フラ ン ケ ン シ ュ タイ ン 

ぱぱ 、 と 呼ば れ た こと に より 脳 内 の 何 か が スパ ー ク 、 

毒 が 裏 返 っ た 、 と 呼ば れる が 如き 花 丸 満点 パパ っ ぷり を 見 せつ ける 。 

幸い 、 彼 女 が それ な り に 良識 を 有 し て いる た め 、 暴 走 し た 際 に は 殴り つけ る こと で 正気 を 取り 戻さ せる 。 4 
ヘン リー・ ジ キル Fa 
ZB, ATT CCAA FERRE. pl 
悪い と は 欠片 も 思っ て いな い 。 

何故 な ら 、 彼 が ここ に 居る こと その も の が 自分 の 功績 で ある 、 な ど と 考え て いる か ら だ 。 

口 に 出す と 殺さ れ そ うな の で 搾 えて は いる 。 

仲良 くし た い 、 と は 言っ て いる が これ は 割 と 本 音 で ある 。 何 と 言っ て も 、 自 分 が 気紛れ で 送り 出し た 作品 が 世界 の た め 
に 活躍 し て いる の だ か ら 。 

新宿 の アヴェ ンジ ャ ー 

新宿 紀 寺 事件 の 際 、 新 宿 の アー チャ ー と し て 活動 し て いた バア ル が 、 彼 の 望 お まま に 幻 霊 改造 を 施し た 。 

その た め 、 割 と と ん で も な い 計 算 不能 の キメ ラ が 出来 上 が っ て し まっ た た め 、 実は 密か に 距離 を 置い て いる 

「 ヤ パ い 、 め っ ちゃ 怖い ] 
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新茶 と が 新宿 お けさ ん と か アラ フィ フ と か 色々 あだ名 を 付け られ て いる 怪し い お じ さん 、 ま さか ここ まで 盛り 沢山 な キ 
ャ ラ に な る と は 思っ て いま せん で し た 。 描 いて いる 時 の イメ ー ジ は 冷酷 非道 、 計 算 高い 知 的 な イメ ー ジ で デザ イン し て 
た の だ けど 、 そ の 固定 観念 を 突破 し て 魅力 的 に 書い て 下さ っ た ライ ター さん に は 脱 帆 で す ! 本 当 に 凄い ! デザ イン 的 に 
は オオ ルリ アゲ ハ は 脱皮 変身 & か 弱き 被害 者 の メタ ファ ー、 カ メレ オン は 擬態 の メタ ファ ー、 背 景 の クモ の 巣 は 中 心 か 
ら 犯 罪 を 操る 黒幕 の メタ ファ ー、 メ タフ ァ ー お じ さ ん 。 あ と あん まり 真名 隠し が 機能 し て な い お じ さん で も ある 。 や っ 
と 言え る が モリ アー ティ の 立ち 絵 の 向き や ポー ズ は ホー ムズ と 対 に な る よう に 考え て 描き まし た 。 (本 庄 雷太 
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設定 作成 : 奈 須 き の こ ・ 東 出 祐一 郎 プ ツキ ャ ラフ ター デザ イン : 佐 々 木 少年 
CV: 諏訪 部 順一 


主 な 登場 作品 : Fate/Grand Order 


詠唱 が 一 工程 の 魔術 を 無効 に で きる | 


ee er 
| マス ター か ら の 魔力 供給 を 断っ て も 自立 で きる 能力 

s 

f 

! 


宝 具 の 使用 な どの 膨大 な 魔力 を 必要 と する 場合 は マス ター の パッ クア ッ プ が 必要 


FEB I 


AT 


CHARACTER Profile 
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防弾 、 と 銘打っ て は いる が 厳密 に は 高速 で 飛来 する 投 衝 物 で あれ ば 、 大 抵 の も の を 弾き 返す こと が 可能 。 


アー チャ ー が 愛用 する [干将 RER も 投影 魔術 に よっ て つく られ た も の 。 
投影 する 対象 が 「 剣 」] カテ ゴリ の 時 の み 、 ラ ンク は 飛躍 的 に 跳ね 上 が る 。 
TO, ASM FEAR CES] 特性 か ら 、 エ ミヤ は 投影 し た 宝 具 を 破壊 。 爆発 させ る 事 で 瞬発 的 な 威力 向上 を 行う 。 


精神 汚染 と 異な り 、 固 定 さ れ た 概念 を 押し つけ られ る 、 一 種 の 洗脳 に 近い 。 
与え られ た 思考 は 人 理 守護 を 優先 事項 と し 、 そ れ 以 外 の すべ て を 見 捨て る 守護 者 本 来 の 在り 方 を よし と する も の 。 
A ラ ンク の 付与 が な けれ ば 、 こ の 男 は 反転 し た 状態 で の 力 を 十分 に 発揮 で き な い 。 


FS 


a 


アン リミテッ ド ・ ロ スト ワー クス 


無限 の 刻 製 


? 


アン リミテッ ド ・ ロ スト ワー クス 。 
[無限 の 合 製 | は 剣 を 鍛え る 事 に 特 化し た 魔術 師 が 生涯 を か け て 辿り 着い た ひと つの 極地 で ある 。 
この 固有 結界 に は 彼 が 見 た [Bl] の 概念 を 持つ 兵器 、 そ の すべ て が 蓄積 され て いる 。 


saan が 、 COBO 「 無 限 の 剣 製 」 は 何と 相手 の 体内 に 生じ る 。 極小 の 固有 結界 は 、 体 内 で 凄まじ い 威 力 と な っ て 相手 を 破 
RES. 


AD 


Bat, Bonk BYR sa en 


〇 性 格 
朽ち 果て た 正義 の 味方 。 

も と か ら 冷 徹 な 理論 、 法 の 下 で 活動 し て いた 掃除 屋 だ が 、 多 く の 事 件 を 経て 皮肉 屋 は 自虐 屋 に まで 変貌 し た 。 
冷静 、 非情 に 行う べき ミッ ショ ン を 選び 、 合 理 的 に これ を 処理 する 。 

いま も 少し ずつ 記憶 と 自我 が 削れ て いる 為 、 日 常 的 な 物 覚え は 悪い 。 

記録 すべ きだ 、 と 判断 し た 事 の み 日 記 に つけ て いる らし い 。 


〇 マス ター へ の 態度 

彼 は マス ター に 対し て 、 一 切 の 期待 を し な い 。 

自身 を 機械 と 皮肉 る 男 は 、 目 的 の 達成 の た め な ら ど れ ほ どの 外道 で も 喜ん で 行う 。 
そし て も ちろ ん 、 人 外道 を 忌避 し て 遠回り に で も 目的 に 向かお うと する の な ら 、 そ れ を 止め よし な い 。 


O 台詞 例 


「 敵 討ち に や っ て きた ? いい じゃ な いか 。 お 似合い の 未 路 だ よ 」 
「 同 か 話し か け て いた の か マス ター。 


悪い な 、 最 近 は 目 骨 が 多い ……。 つ い 五 分 前 の 事 さ え 、 遠 い 夢 の 話 の よう だ ] 

[出番 か ? よし 、 行 こう か マス ター。 

わか っ て る 。 弱 き を 助け 、 強 き を 挫 く いつ も の アレ だ ろう ? いい じゃ な いか 、 正 義 の 味方 。 
な ん で か 、 妙 に 泣き た く な る ] 


「 と まあ 。 白鳥 は 、 こ うし て 飛び 去っ て いっ た ワケ だ 。 
欲張り が 仙 に な っ た な 。 そ の 図体 で は 羽ばたく 事 も 浮く 事 も で きま い 。 鉄 の よう に 沈ん で いけ ] 


KR 


O IFateGO| に お ける 人 物 像 

社会 が 生み 出し た 無銘 で な く 、 自 ら 名 を 捨て 失墜 し た 無心 の 執行 者 。 
記憶 は 損なわ れ 、 ま た 週 去 も 喪 っ た 。 

男 は 道徳 を 見 切り 、 親 愛 を 蔵 み 、 生 きる 昆 と な っ た 己 を 嘘 い 続け る 。 


理想 も な い 、 思 想 も な い 、 そ れ 故 に 効率 が 良い 。 
機械 と 同じ さ 、 な ど と 咽 く 無銘 の 反 英 雄 。 
根本 の 部 分 で 腐り 果て て いる た め 、 目 的 遂行 の た め に は 情け 容赦 な い 殺 鍼 を 繰り 広げ る 。 


© 通常 武器 
WE [FAG + BEB) (CASITA. ZTEREAND. 


O 因縁 キ ャ ラ 

エミ ヤ 

殺さ れ て も 文句 は 言え な いな 、 と 苦笑 いす る か つて の 己 。 

殺生 院 キ アラ 

この 女 の 内 情 、 内 容 に は 特に 意見 は な い 。 

た だ その 在り 方 が 社会 に 伝播 し 、 害悪 に か る の な ら 何 度 で も 殺す の み だ 。 
ジャ ガー マン 

OO あん た と 、 そ の 候 子 を 、 オ レ は 一 一 一 。 
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双 銃 干将 .莫耶 y 
デザ イン : BIER / | 
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通常 と は 外れ た エミ ヤ … タ イプ ムー ン さ ん と の や り 取り の 中 で 出 て きた 幾つ か の ワー ド / を 固め [思う 
の よう な エミ ヤ だ ! 」 と ノリ ノリ で 書い て お り ま し た 。 そ の 後 、 声 や 動き 、 細 や か な 設定 や スト ー リ ー で 形作ら れ 、 キ 
ャ ラク ター と な っ た 彼 の 活躍 は 私 の イメ ー ジ を 軽く 飛び 越え 、 と ん で も な く 切 な いも の に な っ て いて 感激 し きり で し た 。 
(佐々 木 少年 ) 


i h E | 体重 EEE 


7 INN) Y 


Faz Exe: EA ERECTO SETE 


設定 作成: 東 出 祐一 郎 プ キャ ラフ ター デザ イン 2 
CV: 性 内 良太 

主 な 合 場 作品 : Fate/Grand Order 
1 ・ 
a 


1 
a 
| 


p 


い 
MUS AA+I0 


SUE A. A O. << 
被 ダ メー ジ に よる NP 上 昇 率 が 高く な る 。 恨 み - ROWE PT. 
何 が あろ う が 、 人 間 を 磁 滅 する 。 


a u. 1 
i u... ae a 

その 憎悪 は 決し て 忘れ 去ら れる こと は な い 。 

人 類 史 に 小さ く 刻 まれ た 醒 い 義 痕 と し て 、 い つま で も 残り 続け る 。 

自己 回复 魔力) :Be 

人 間 の 作っ た 世界 に 存在 する 限り 、 彼 は 憎悪 を 牙 と し て 餌 を 喰らい 続け る 。 

に ーーーーー = —— 
透明 化 :Dー 

気配 を 譜 断 する の で は な く 、 業 物 投与 と いう 人 体 の 物理 的 な 透明 化 。 


へ ヘ シ アン ・ ロ ボ の 存在 力 の 高 さか ら [近く に いる の か どう か ] は 分 か っ て も 、 具体 的 に どの 座標 に 存在 する か まで は 読み 
取れ な い 、 と いう スキ ル ラ ンク の 低 さ が 逆 に メリ ッ ト と な っ て いる 稀少 な ケー ス 。 
代償 と し て 凶 殿 性 が 増幅 され て し まう …… が 、 ヘ シア ン ・ ロ ボ に 関し て は まる で 関係 が な い 。 
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RR. る スキ ル 。 
アン ン 天性 に 至る こと は で き な い 、 人 工 の 魔性 。 
/ NOEL. MERON. 
天性 の 魔 よ り や や 能力 は 落ち る 。 


こ 


持 的 に 筋力 を 増幅 させ る 。 魔 物 、 魔 獣 の み が 持つ 攻撃 特性 。 
使用 する 事 で 筋力 を ワン ラン ク 向 上 させ る 。 持続 時 間 は "怪力 "の ラン ク に よる 。 


ハン に 連なる 怪物 に 成り 果て た こと か ら 。 
ロボ の 復讐 心 が 具体 的 な 外装 と な っ て 、 攻 撃 を 可能 と する 。 


を 持た な い 動 物 と の 意思 貴 通 が 可能 。 
動物 側 の 頭 が 良く な る 訳 で は な い の で 、 あ まり 複雑 な ニュ アン ス は 伝わら な い 。 
狼 生 ロボ は 動物 な の で 人 間 を 除い た 自分 より 格下 の 生物 に 命令 を 下す こと が 可能 。 
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H 


フリ 


ENS ROME 


フリ ー レ ン ・ シ ャ ルフ リヒ ター 


一 人 の 復讐 心 を 形 に し た 慎 怒 の 上 断罪 。 
を 逆転 する ほど の 力 は 持た な いも の の 、 宝 具 の レン ジ 内 で 微妙 に 世界 へ の 偏差 を 加え る こと に よっ て [ 首 を 刈り や 
すく する |] 状況 を 形作る 。 


一 撃 で 首 を 刈る 、 絶 殺 宝 具 。 


FISAMITBHORBEREN, BI-ASRLASICKI TARDES. SUOWAY-T 
ァ ン ト は 狼 王 が 主軸 と な っ て お り 、 ヘ シア ン は 黙っ て 従う ひみ で ある 。 


透明 人 間 は 自意識 が 確立 で きる ほど の 霊 基数 値 が な い 。 
言葉 を 発する こと は な く 、 無 言 と いう 意味 で は パー サー カー の よう で も ある が 、 知能 は 高い 。 
た だ し 、 そ の 知能 は すべ て 人 を 狩る た め の も の で ある 。 


〇 マス ター へ の 態度 

召喚 され た 場合 は “マス ター に 従う 。 極 め て 気 難 し く 、 特 に ロボ は 容易 に 心 を 開 こ うと は し な い 。 
その 在り 方 は 反 英 雄 と いう より 、 復 讐 者 その も の で ある 。 

それ で も 、 辛 抱 強 く 接する 以外 に 方 法 は な い 。 

記 て 腐れ る と 透明 化し て 逃げ る 。 


O 台詞 例 
な し 。 


NN が 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

ヘ へ シア ン と は 「 ド イツ 人 備 兵 | の 意味 合い で あり 、 厳 密 に は 名 前 で は な い 。 

この 名 も な き 備 兵 は アメ リカ に 渡っ た も の の 殺さ れ 、 首 を 隠さ れ て し まっ た 。 復活 し た 偽 兵 は その 首 を 求め て 、、 ニ ュー 
I—IDVENE> TU. 


一 方 、 狼 王 ロ ボ と は [シー トン 動物 記 | に 登場 し 、 実在 し た (と 伝え られ て いる ) 狼 の 名 前 で ある 。 

牧場 の 牛 を 狩り 続け た ロボ は 、 牧 和音 た ちか ら も [ER と 恐れ られ る ほど の 力 を 持っ て お り 、 招 陸 さ れ た シー トン は 彼 の 
妻 で ある 白 狼 プラ ンカ を 捕縛 、 死 体 を 陣 に 使う こと で よう や く 捕 ら え た と いう 。 

狼 王 ロ ボ は 捕らえ られ た 後 は 一 度 も 食事 を する こと な く 、 彼 方 を 見 つめ な が ら 皿 絶え た 、 と 伝え られ て いる 。 


ジャ ッ ク ・ グ リフ ィ ン は 透明 人 間 に な っ て し まっ た 科学 者 で あり 、 彼 は [透明 化 ] と いう 要素 だ け を 
抽出 され て し まっ た 概念 礼装 に 近い 存在 で あり 、 表 に 出 て くる こと は な い 。 


方 向 任 こそ 異な れ ど 、 彼 ら は 等 し く 人 間 に 対す る 報復 の 念 を 抱い て お り 、 正義 を 以 て 制 哉 する (アヴェ ンジ ャ ー) の で は 
な く 、 た だ 憎悪 を 以 て 復讐 する こと を 望ん で いる 。 


〇 通常 武器 
ハル ペー に 似 た 鎌 状 の 后 
噛み つき 
死 を 纏う 者 (外装 ) 


O 因縁 キャ ラ 

※ 一 部 を 除い て ヘ シ アン ・ ロ ボ か ら の 視点 で は な く 、 サ ー ヴ ァ ン ト 側 か ら の 視点 で ある 。 

エド モン ・ ダ ン テ ス 

同じ 復讐 者 と し て 、 彼 ら の 復讐 に 憐 倒 と ある 種 の 使命 感 を 抱か せる 。 

騎士 系 サー ヴァ ント 

首 を 失っ て な お 戦い 続け る ヘ へ シア ン に 哀れ み を 抱く 者 や 敬意 を 抱く 者 、 反 応 は 様々 。 

ナー サリ ー・ ラ イム エル キ ド ゥ デメ カエ リ チ ャ ン プ メ カエ リ チ ャ ン L 号 機 

基本 的 に ロボ は あら ゆる 人 間 サ ー ヴ ァ ン ト (信仰 の 対象 で ある 神霊 すら も ) を 警戒 する が 、 例 外 と し て 「 完 全 に 人 間 で は 
な い 者 ]」 た ち に は わずか に その 警戒 を 緩め る 。 

た だ し 、 鬼 種 は 異な る 意味 で 和 警戒 する の で 茨木 曽 子 や 酒 知 種子 は 他 と 扱い が 変わ ら な い 。 


ジャ ッ ク ・ ザ ・ リ ッ パ ー や ジャ ン ヌ ・ ダ ルク ・ オ ル タ ・ サ ンタ ・ リ リィ は ナー サリ ー だ けが 共に いる こと を 許さ れる の 
に 、 ずる 一 いと 少し ば か り 不 満 を 抱い て いる と か 。 


CI 


Profile 


ボロ ポロ の マン ト を た な び か せ て くだ さい . 
へ シ アン の 進化 差分 は 別 三面 図 を 参考 に し て くだ さい 。 > に 
(一 段 回 目 で は マッ ト 無し 等 ) 但し 、 3 段階 目 で マン ト を カマ 状 に 変形 させ な い の で あれ ば 


た な び か せる な どの 大 げ さ な 動き は つけ な いで くだ さい 。 


ロボ は 輪郭 に 青白 い 発光 エフ ェクト を 入れ て 下さ い 。 
青い 光 を 引き な が ら 走 る と カッ コイ イ か も し れ ませ ん 。 


Xs 


トラ バ り ミ は シル エッ ト で 


ロボ 3 段階 目 
へ シア ン の 進化 差分 は 別 三面 図 を 参考 に し て * 


ロボ は 輪郭 に 青白 い 発光 エフ ェ ク ド を 炎 
青い 光 を 引き な が ら 走 る と カッ a 洛 か も じ れ ま せん 。 


CHARACTER Profile 


| 巨大 化し た 狼 で 、 と の 事 で 恨み の 力 で 膨れ 上 が り 、 メ ラメ ラ と 沸き 立つ イメ ー ジ 

| 忘れ な いと ば か り に 上 し た も の と し まし た 

| た も の か と 考え まし た が 、 あ まり 奇 を 街 わ 
ラ に 仕上 が り ま し た な ! (下越) 


描い て み ま し た 。 BIE, CORO 
し て いる ヘ シ アン は スリ ー ビ ピー ホロ ウ で : 員 ぎ ざる の で どう し 
持た せま し た 。 我 な が ら 別 ゲー っ ぽい キャ 
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主 な 登場 作品 : Fate/Grand Order 


Ens Eo Beas: 応力 Ese ED 


設定 作成 : 東 出 祐一 郎 プ ご キ ャ ラフ ター デザ イン : 縮 うど ん 


CV: 岡 本 信彦 


AUR: A 
騎乗 スキ ル ・ 単 独 行動 スキ ル の 複合 スキ ル 。 AYTELTE 


PEDSE. 宇宙 と 一 体 に な る 事 を 目的 と し た 武術 を どれ ほど 極め た か の 値 。 
修得 の 難易 度 は 最高 レベ ル で 、 他 の スキ ル と 違い 、A で よう や く “修得 し た "と 言え る レベ ル 。 

原典 で ある 「 水 党 伝 ] に 拳法 の 具体 的 な エピ ソー ド は な い が 、 現存 する 様々 な 拳法 の 開祖 と し て 信仰 され て いる 。 
(伝説 の 好漢 を 拳法 の 開祖 と する の は ある 種 の 伝統 ) 


信 きる 程度 の 技量 。 
敵 側 に その 名 を 知ら れ て さえ いな けれ ば 、 ま っ た く 問 題 な く 情 報 を 横流し で きる 。 


魔 星 の 生ま れ 変わ り 、 生 まれ つい て 災厄 と 業 を 背負 う 。 
燕 青 は 技 の 巧み さ に 極め て 優れ た 天 巧 星 で ある 。 


礼装 の よう に 装着 され た 幻 霊 。「 自 己 」 を 限り な く 希 駅 する こと に よる 、 変身 スキ ル 。 一 部 スキ ル な ども 模 條 可能 だ が 、 
宝 具 は 不可 。 

本 来 な ら ば 完全 模 伏 も 可能 な 宝 具 フラ ス の 能力 で ある が 、 燕 青 自身 が や や 忌避 し て いる こと も あり 、 == 
低 ラ ンク に 収まっ て いる 。 


も し 受け 入れ て し まえ ば 、 自 由 自 在 に 姿 を 変化 させ る 特級 の 能力 と な る だ ろう 。 


> B&B 
=> 


Ue うめ ん まい ふ 


十 面 埋 伏 ・ 無 影 の 如く 


じゅ うめ ん まい ふく ・ む えい の ご と く 。 

燕 青 挙 独特 の 歩 法 に よる 分 身 打 撃 。 

魔法 の 域 に こそ 達し て いな いも の の 、 第 三 者 の 視覚 で は まず 捉え られ ぬ 高 速歩 法 に よる 連 撃 。 
その 様 は まさ に 影 すら 地面 に 映ら ぬ 有 様 だ っ た と か 。 


Je 


Enter ara 


人 物 DEN.“ 


Ma Boros: BYR Rx 


性 格 

明る く 気 さく な 人 物 。 

無頼 漢 で お る た め 、 権 力 に は 反抗 的 だ が 主 に 対し て は 忠実 に 仕え よう と する 。 

だ が マス ター が あま り に 横暴 な 態度 に 出る と 、 出 寿し て し まう か 、 さ も な くば 良い 主 に な る よう に 調教 し よう と 
マス ター へ の 態度 

基本 的 に は 忠実 で 、「 師 匠 ] の よう に マス ター を 扱う 。 

いつ も 明る く 、 芸 に も 達者 で マス ター が 頼め ば 楽器 を 弾い て くれ る こと も ある と か 。 

し か し その 本 質 は 梁山 泊 に 連なる アウ トロ ー で あり 、 自 由 を 求め る 人 間 で ある 。 

O 台詞 例 

「 さ て 、 全 客 ら し く 了 殴り 合い と いく か カ 」 

「 こ こま で 使っ て も ら っ た ん じゃ あ 仕 方 な い 。 俺 も 無頼 な り に 、 や る 気 あ る と こ を 見 せる と する か | 

「 マ スタ ー、 真名 を 未だ 明か さめ ぬ 俺 を どう し て ここ まで 信 

輝く 三 征 六 星 の 一 つと し て 、 誠意 を も っ て 仕え る と し よう ] 


Zo お 人 好 し だ ね え ……-。 だ が 、 無頼 に も 誇り が ある 。 KIT 
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O BEORIR + HAR 

Dee) に 登場 する 架空 の 好漢 。 も と も と は 孤児 で あっ た が 、 資 産 家 で ある 慮 俊 義 に 拾わ れ 、 育 て られ た 。 

慮 俊 義 の 彼 へ の 愛着 は 並 大 抵 の も の で は な か っ た らし く 、 一 説 に よれ ば 妻 以 上 に 愛情 を 傾け て いた と も 言わ れ て いる 。 
小柄 な が ら 肌 白い 端整 な 容貌 の 青年 に 成長 し た 燕 青 は 、 慮 俊 義 と 共に 梁山泊 へ と 入山 、 主 以上 の 活躍 を 見 せ た 。 

や が て 梁山 泊 が 官軍 の 代理 と な っ て 疲弊 し キ っ た た め 、 用 済み と し て 捨て られ る こと を 懸念 し た 燕 青 は 、 慮 俊 義 に 共に 
染 山 泊 を 抜け る よう に 勧め る が 、 恩 賞 を 授かる 予定 だ っ た 慮 俊 義 は 聞く 耳 を 持た な か っ た 。 

泣く 泣く 燕 青 は 一 人 で 梁山 泊 を 抜け 出し 、 そ の 後 の 行方 は 宮 と し て 知れ な い 。 

水 党 伝 に お ける 数 少な い 生き 残り で ある が 、 果たし て 本 当 に 彼 が それ を 望ん で いた か どう か は 、 誰 も 知ら な い 。 


O ゲー ム 内 に お ける 役どころ 
李 書 文 に 続く 中 国 拳法 使い 。 
ARL— hese 


MOISATIRENIGE, BAESTEBHSLD. 


O 因縁 キャ ラ 

SEX 

まさ か 史実 に 名 を 刻ん だ 拳法 家 と 戦え る と は 、 い や は や サー ヴァ ント に な っ て みる モン だ ! 
Ein 

男女 差別 の ケ は な い が 、 さ す が に ビッ クリ だ 。 

いや 何しろ 「 傍 若 無人 ] っ て 熟語 の 元 ネタ な ん だ ぜ ? 

DO まあ 、 酒 を 前 み 交 わし た ら す ぐに 理解 で きた けど さあ ! 

ケツ ァ ル コア トル 

再戦 の 約束 を 交わ し た は いい が 、 勝ち 筋 が どう も 見 当たら ね ぇ 。 


マル タ (水着 ) 
素手 の サー ヴァ ント が 増え て きた の で 、 こ こ は や は り 最 大 トー ナメ ント を 開く べき で は ? 
と 提案 し て みた い 。 


= = == == = 
= Al a A 
=, > "a "A SN 
Di LI A Ser アコ — 
— ーー ニン — ニー ニー 一 一 2 
> == = = 
a pr m 


AN 
= 


Bs ここ Tu 
= 


LO 4 


== 


ーー ニン 


【e TER Profile 


「 と に か く イ ケ メ ン で 描い て 」 と 社長 に 言わ れ た の で 、 目 分 な り の イケ メン 描い て み ま し た 。 デ ザイ ン 当 初 は すご く シ ン 
プル な デザ イン に し よう と 思っ た の で す が 、 な か な か まとまら ず 気 づい た ら 自 分 が デザ イン し て きた 中 で 一 番 パ ー ツ の 
多い キャ ラク ター に な っ て いま し た ( 汁 ) 籠 手 や 服 の 作画 も パー ツ が 多く 大 変 で し た が 、 そ れ 以 上 に 入れ 墨 が 凄い 大 変 で 
し た 。 と は いえ 自分 が 当初 思い 描い て いた デザ イン より も 上 手 く まとまっ た 気 が す る の で 苦労 し た 甲斐 が あめ っ た と 今 は q 
思い ます 。 ち な み に 背 中 の 「 義 ] の 文字 は 、 自 分 が 新宿 の アサ シン ( 燕 青 ) の こと を 色々 調べ て 、 彼 に 相応 し い 一 文字 を o 
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表し た も の で す 。 6 
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設定 作成 : 桜 井 光 ・ 奈 須 き の こ / キ ャ ラフ ター デザ イン 原案 : RAR 
キャ ラフ ター デザ イン : PHY CV: 櫻井 孝宏 


セイ パー クラ ス で ある 彼 は 高い 対 魔力 スキ ル を 所 有 し て いる 。 
お よそ 現代 の 魔術 師 で は 彼 に ダメ ー ジ を 与え る こと は 不可 能 で ある 。 \ 
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直感 : A “NO 
WEIS, 自身 に と っ て 最適 な 展開 を 感じ 取る 能力 。 


ーーーーーー ニ ーーーー es — e 
魔力 放出 : A 
きわ め て 高い 魔力 放出 スキ ル を 有する 。 

rr A Te 
カ :B 


I SRO 8, 
今回 の アー サー は 巨獣 と の 戦い に 特 化 さ れ て いる 。 
「FateGOI で は 使用 され な い 。 巨獣 と 戦う 際 、 味 方 は 付い て 来 ら れず に 彼 一 人 と な る た め 、 カ リス マ 発 押 の 余地 が な い 
の だ 。 


プリ テン を 天 机 せん と する 魔 獣 の 数 々 と アー サー 王 は 戦い 、 惹 く 打 ち 倒 し て みせ た 。 。。 
巨大 な 敵性 生物 と の 戦闘 経験 に 長け て いる 事 を 示す スキ ル 。 a 


っ 


攻撃 補 具 と し て は スト ライ ク ・ エ ア 。 通 常 状態 は イン ビジ ブル ・ エ ア 。 

VAMO. 刀身 を 隠す 閑 と し て も 機能 する 。 防御 や 攻撃 を は じ め 、 名 種 応 用 が 可能 。 

力 を 解放 すれ ば 「 風 王 鉄 植 (スト ライ ク ・ エ ア ) 」 と 呼ば れる 遠 距離 範囲 攻撃 を 行う こと も で きる が 、 連 射 は で き な い 。 
([FateGO) で は 基本 的 に 真名 解放 は 行わ れ な い ) 


約束 され た 勝利 の 剣 


エク スカ リバ ー。 

最強 の 幻想 。 星 の 光 の ひと し ずく 。 

すべ て の 刻 を 超え て 、 数 多 の ヒト が 見 果て ぬ 夢 その も の 。 

選定 の 剣 を 失っ た 後 、 湖 の 買 婦人 か ら ア ー サ ー に も た ら さ れ た 聖 剣 と 伝え られ て いる 。 


中 卓 の 騎士 た ちの 名 を 冠 し た 「 十 三 拘束 ] を 有する 靖 に よっ て 真 の 力 を 制限 され て いる 状態 で ある に も 拘わら ず 、 対 城 級 
の 威力 を 有 し て いる 。 
(IFateGO」 で は この 状態 で の 真名 解放 は 行わ れ な い ) 


約束 され た 勝利 の 合 


エク スカ リバ ー。 
BENS MEOW, 
星 を 滅ぼす 外敵 を 打ち 倒す た め に 作り 上 げ ら れ た 、 お よそ あら ゆる 悪 を 退け る 黄金 の 刃 。 

AJO 「 十 三 拘束 ] の うち 六 拘 束 まで が 開放 され た 姿 。 半数 で ある 七 拘 束 以上 の 解放 で は な いた め 、 未だ 、 真 の 力 を 発揮 
で き て は いな いも の の 一 一 一 

それ で も 、 強 大 な 悪 を 討ち 滅ぼす 韻 烈 の 光 に は 違い な い 。 

[FateGO] に 於 いて は 「 ベ ディ ヴィ エー ル 拘 束 解放 が 自動 承認 され て お り 、 
と 思 し い 。 


巨 い な る も の と の 決戦 が 想定 され て いる 


君 (きみ ) / BHA (BEA) “OO 彼 ノ 彼女 / 奴 


善 を 愛し 、 正 義 を 信じ る ヒー ロー。 
ある 意味 に 於 いて 、 完成 され た 「 正 義 の 味方 ] の カタ チ の 一 つと 言え る 。 


か つて は 故国 を 救う と いう 強い 願い に 囚われ て いた が 、 現在 は 違う 。 
彼 の 魂 は 解放 され て お り 、 二 度 と その 刻 が 迷う 事 は な い 。 目前 に 立つ 者 が 人 々 を 若 し め る 悪 や お われ ば 、 そ れ が 如何 に 強 
大 な 相手 で あろ うと 立ち 向かい 、 倒 し て みせ る だ ろう 。 


記 護 すべ き 者 に は 優し く 誠 実に 。 
組 す べき 英 対 者 で あれ ば 音 列 に 。 
彼 の 対応 は 分 か り 易 い 。 愛 を 以 て 接する か 、 剣 を 以 て 接する か 、 だ 。 


O マス ター へ の 態度 
彼 は 、 マ スタ ー に 全幅 の 信頼 を 寄せ て いる 。 
虚偽 や 裏切り は 有り 得 な い 。 


O 


聖杯 に か ける 願い を 彼 は 持た な い 。 既 に 、 そ の 願い か ら 解 放さ れ て いる た めで ある 。 

記録 に よれ ば 、 彼 は 二 度 の 聖杯 戦争 に 参加 し た と され る 。 願い の た めで は な く 、 彼 は 何 か を 「 守 る ] た め に こそ 二 度 目 の 
戦い へ 身 を 投じ た の だ 。 

そし て 今 、 彼 は 三 度目 の 戦い へ と 挑む 。 


O 台詞 例 

「 僕 は セイ パー。 君 を 守り 、 世 界 を 守る ーーー サ ー ヴ ァ ン ト だ ] 

[輝き を 、 君 に 見 せよ う 」 

「 戦 う 力 を 君 は 持っ て いる 。 技術 と いう 意味 も そう だ が …… 心 に 。 君 は 、 剣 を 持っ て いる ]」 
「 斬 り 伏せ は て みせ る と も ] 

「 十 三 拘束 解放 (シー ル ・ サ ー テ ィ ー ン ) 卓 議決 開始 (デシ ジョ ン ・ ス ター ト ) 日 


= 


〇 人 物 像 

善良 な る も の を 良し と し 、 悪 逆 な る も の を 組 す 。 

子供 心 に 誰 も が 夢見 る 白馬 の 騎士 の 如き 英雄 。 

星 の 聖 剣 使い と も 言わ れる 。 

その 正体 は 、 何 ら か の 存在 を 追っ て この 世界 に 辿り 着い た 異 世界 の [騎士 王 ] で ある と いう 。 
と ある 目的 の た め に 彼 は この 世界 を 訪れ た 。 


それ は 、 災 厄 の 獣 に まつ わる も の で ある と いう が 


SL 
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故国 ブリ テン の 興亡 を 懸け て 、 円 卓 の 騎士 と 共に 戦い 続け た 騎士 王 。 

まさ し く 「 理 想 の 王子 様 |「 落 銀 の 騎士 ] と いっ た 清廉 な 姿 を 取っ て 現 界 する 。 

英 填 アル トリ ア ・ ペ ンド ラゴン と ぼぼ 同 一 の 逸話 と 過去 を 有 し た 英雄 、 正 真正 銘 の アー サー 王 で は ある も の の 、 存 在 と 
し て は まっ た く の 別 人 で あり 、『FateGO] に 於 ける 世界 と は 異な る 世界 に 属し て いる 。 


自分 は 別世界 ・ 異 世界 か ら 、 と ある 強大 な 敵対 者 、 悪 相 の 兆し を 追い て この 世界 へ と 辿り 着い た 一 一 一 と 彼 は 告げ る 。 悪 
相 の 兆し と は 、 お そら く ピ ビー スト の 一 体 で ある と 考え られ る 。 

カル デア の シス テム を 以 て し て も 真実 か 合 か は 判断 が 付か な い 程 の 驚く べき 言葉 で は ある が 、 少 な く と も 彼 は マス ター 
に 対し て 嘘 を 吐 か な い 。 


O 因 緑 キャ ラ 

ブリ ュ ン ヒル デ 、 ジ キル 

彼ら の 不安 定 な 霊 基 を 心配 し て いる 。 

責任 を 感じ て も いる 。 

オジ マン ディ アス 

か な り 上 緊張 感 の ある 関係 。 

ひと た び パ ラン ス が 崩れ れ ば 、 怒 れる 太陽 が 空 より 降り 来 た る だ ろう 。 
アー ラ シ ュ 、 ヘ ラク レス 

心 より 尊敬 する 大 英雄 。 

ギル ガメ ッシュ [プロトタイプ] 

異 世 界 の 英雄 王 。 

当世 に わざ わざ 彼 が 頭 れ る こと は な い は ず ・ 
と 、 大 い に 油断 し て いる 。 甘い 。 

クー・ フ ー リ ン [ プ ロト タイ プ ] 

か つて 相 争 い 、 最 後に は 共闘 を 果たし た 英雄 。 


一 度 落ち 着い た 状況 で 話 を し た いと 思っ て いた …… の だ が 、 す れ 違 い が 続 きせ 、 ゆ っ くり 話 が で きず に いる 。 
円 卓 系 サー ヴァ ント 

彼ら の 姿 を 目 に する た び 、 無 意識 に 、 小 さ な 微 笑み を 浮か べ て し まう 。 

モー ドレ ッ ド 


別人 な の だ と 分 か っ て いて も 無視 で き な い 。 し ば し ば 声 を 掛け る 。 

アル トリ アプ マー リン 

異な る 自分 と 、 異 な る 花 の 魔術 師 。 

存在 その も の に か な り 興 味 を 抱い て いる が 、 あ まり あれ これ と 話 を 聞い て は 礼 を 失 す る 、 と 自重 し て いる 。 
22? 

HIGOS, SVL. 完全 に 滅ぼし た は ず だ っ た 。 

本 来 、 三 度目 な ど は あり えな い の だ が 
愛す る も の を 守る た め 、 ア ー サ ー・ ペ ンド ラゴン は 星 の 聖 剣 を 振る う 。 


第 一 段階 


第 二 段 階 


今回 の プラ ンド オー ダー、 そ 
て マカ ロニ グラ タン を 作れ る よ 


土方 歳三 
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奮起 させ る スキ ル 。 本 来 の 能力 を 超え て 自身 や 率い る 軍勢 を 強化 する 。 
り は 、 時 に 味方 に すら 恐れ られ た 。 


= = 


は な く 、 多 人 数 を 動員 し た 戦場 に お ける 戦術 的 
玉 具 の 行使 や 、 逆 に 相手 の 対 軍 宝 具 に 対処 する 場合 に 有利 な 補正 が 与え られ る 
(TFateGO] で は 使用 され な い ) 


CHARACTER Profile 


x = 事 (武士 に ある まじ き 戦 い の 禁 止 ) 
一 、 局 ヲ 脱 スル ラ 不 許 (契約 の 解除 を 禁止 ) 

—= 勝手 金策 致 不 可 ( 他 者 か ら の 物質 的 供与 の 禁止) 
一 、 勝 手 二 訴 訟 取扱 不可 (交渉 に よる 戦闘 状態 の 解除 の 禁止) 

、 私 ノ 闘 争 ヲ 不 許 (マス ター か ら の 指示 以外 の 戦闘 の 禁止 ) 


自身 に 強制 的 な 東 縛 を か ける スキ ル 。 禁 を 破る ご と に ダメ ー ジ を 負う が 、 引 き 換え に ステ ー タ ス が 向上 し て いく 。 AO 
すべ て を 破る と 行動 不能 と な る 。 

本 来 、 新 選 組 隊 士 と し て は 破る こと は 許さ れ な い 法 度 を 破る こと に よっ て 段階 的 に 狂 化 が 進行 する 。 

武士 の 務 持 を 捨て て で も 新選 組 た らん と する 彼 の 覚悟 と 狂気 の 現れ 。 


し ん せん ぐみ 。 

己 こ そ が 、 己 だ けが 、 己 ある 限り 、 誠 の 旗 は 不滅 。 彼 の 強烈 な 自負 と 狂気 が お りな す 宝 具 。 

彼 は 隊 内 で も 決し て 剣 の 腕 が 立つ 方 で は な か っ た が 、 英 味方 問わ ず 「 士 方 に は 負け ず と も 勝て る 気 は し な い ] と いわ し め 
た 戦史 ・ 土 方 歳三 の 修羅 の 剣 。 

発動 中 は 肉体 の 損傷 に よる 身体 能力 の 劣化 を 一 時 的 に 無効 化し 、 相 手 を 居る まで あら ゆる 手段 を 使い 戦闘 を 継続 する こ 
と が 可能 。 し か し 効果 時 間 終了 時 に 溜め 込ん だ ダメ ー ジ が 一 気 に 噴 き 出す 諸刃 の 剣 。 

その 様 は まさ に 戦い 続け た 彼 の 生涯 の 再現 で あり 、 発 動 時 に は 彼 の 周囲 は 銃弾 飛び 交 い 号砲 が 轟く 戦場 と 化す 。 多 人 数 
召喚 に よる 対 軍 宝 具 の 様相 を 呈す る が 本 質 は まっ た く 異 な る 。 その すべ て が 「 今 も 新選 組 は ここ に ある ] と いう 彼 の 狂気 
の 顕現 。 


[に こ が ……、 俺 が ……、 新選 組 だ ロ 
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〇 性 格 
幕末 の 京都 を 中 心 に 活動 し た 治安 組織 、 新 選 組 。 
剣客 集団 と し て も 恐れ られ た 新選 組 を 率い た 鬼 の 副長 こと 土方 歳三 。 


浅 即 の 羽織 を 捨て 、 洋 装 を 纏い 銃 を 手 に 取り 、 己 の 誠 を 通さ ん と 時 代 と 戦い 続け た サム ライ 。 

界 人 の 如き 戦い ぶり と は 裏腹 に 、 戦 場 に お いて は 合理 主義 者 で あり 、 勝 つた め な ら ば どん な も の で も 活用 する 柔軟 さも 
併せ 持つ 。 

剣術 の 腕 は 剣 祝 ひし めく 隊 土 の 中 で は さして 目立つ ほど で は な か っ た が 、 こ と 斬り 合い と な れ ば 、 砂 か け 目 つぶし 首 絞 
め と 何で も あり で 路上 で の 実戦 で は 滅法 強い 。 

パー サー カー で ある が 通常 の 会 話 が 可能 、 戦 術 的 な 判断 も 行う 。 

彼 の 狂気 は 未だ に 新選 組 は 死ん で いな いと いう 強烈 な 思い 込み に 集約 され て いる 。 


己 こ そ が 新選 組 、 た だ 一 人 で あろ うと も 、 己 さえ あれ ば 新選 組 は 不滅 で お る 、 と いう 強烈 な 自負 心 が 彼 の すべ て で ある 。 
狂気 と も いえ る 彼 の 自負 心 は 、 己 が 死に 英霊 と なっ た こと に すら 気付 か せな い ほ ど 。 

た だ 誠 の 一 字 が 彼 を 支え 、 彼 を 狂わ せ た 。 

戦い 続け る が いい 。 決 し て 救 わ れ ぬ と 知り な が ら 、 誠 の た め に 。 

ーー 一 誠 の 始 EDU 背負う 鬼 の 副長 。 

〇 マス ター へ の 態度 

マス ター は 平 隊 士 扱い 。 新 選 組 副長 と し て 厳し い 態度 で 接し て くる 。 

己 を 召喚 し た マス ター が 戦う 事 を 諦め た 時 は 即 弄 清 対象 と な る 。 

見 か け の 割 に 面倒 見 は よい の だ が 、 ぷ っ きら ぼう な 物言い の た め 理解 され な いこ と も 多い 。 
好物 は た く あ ん で 、 気に入っ た た く あ ん を 樽 ご と 担い で 帰っ た と いわ れる ほど 。 

生前 の 京都 時 代 は 大 層 モ テ た た め 数 々 の 浮き 名 を 流し た と いわ れ て いる 。 

趣味 は 俳句 。 

O 台詞 例 

「……- 俺 が 新選 組 だ ] 

「 こ こ が 新選 組 だ 

「 下 が る や つ は 俺 が 斬り 捨て る 、 た だ ひたすら に 、 斬 れ ! 進め ! 斬れ っ !! 進め え ぇ ええ! 
「 抜 刀 …… 斬 り 込み ……、 新 選 組 前 進 !」 

「 法 度 破り か 、…… 切腹 だ ] 


= ーー ーーーー< 


〇 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

幕末 の 京都 を 中 心 に 活動 し た 治安 組織 、 新 選 組 副長 士 方 歳三 。 

隊 内 に 厳格 な 規律 を し き 鬼 の 副長 と し て 、 剣 豪 ぞ ろ い の 隊 土 た ち に 恐れ られ た 。 

少年 期 は た い へ ん な 悪童 ぶ り で 「 武 州 の パラ ガキ 」 と 呼ば れ た ほど で あり 、 奉公 に 出さ れ て も すぐ に 番頭 と 喧嘩 を し て 出 
戻り する な ど 大 層 な 問題 児 が り で あっ た 。 


実家 秘伝 の 散 薬 を 行商 し つつ 、 各地 の 剣術 道場 を 荒らし まわ り 修行 を 積ん だ の も この 頃 で ある 。 
その 後 、 天 然 理 心 流 の 道場 に 入門 し 、 の ちの 新選 組 局長 、 近 藤 勇 、 一 番 隊 隊 長 、 沖 田 総 司 と 出会う 。 


文久 3 年 2 月 、 試 衛 館 の 仲間 と 共に 、 時 の 将軍 、 徳川 家茂 警護 の た め の 浪 士 組 に 応募 し 、 京都 に 赴 い た こと が 彼 の 人 生 の 
転機 と な る 。 

浪士 組 の 分 裂 後 、 近 藤 、 沖 田 ら と 共に 前 身 で ある 王 生 浪士 組 を 経て 、 新 選 組 を 結成 する 事 と な る 。 

近藤 の 片腕 と し て 、 度 々 反目 し て いた 隊 内 の 請 沢 鴨 ら 水戸 派 を 暗殺 に より 一 掃 。 試 衛 館 派 、 ひ いて は 近藤 を 頂点 と する 
組織 を 完成 させ た 。 

禁門 の 変 、 池 田屋 事件 の 働き な ど で 、 幕 府 に も 認め られ 新選 組 は 絶頂 期 を 迎え る 。 

し か し 、 将 軍 塵 喜 が 大 政 奉 選 を 行い 、 鳥 羽 伏見 の 戦い で 新政 府 軍 に 敗北 。 

戦局 の 不利 を 悟っ た 隊 士 た ち は 相次い で 脱走 し 、 方 針 の 相違 か ら 離 隊 する 者 も 現れ る 。 

その 後 、 近 藤 が 新政 府 軍 に 捕らわれ 処刑 、 沖 田 も 病 の た め 亡くな り 、 新 選 組 は 事実 上 の 月 壊 を 迎え る 。 

だ が 、 土 方 だ け は 新選 組 の 旗 を 掲げ 、 新 政府 軍 と 戦い 続け 北上 、 最 後 の 地 、 函 館 、 五 入 郭 に 辿り 着く 。 

降伏 を 唱え る 味方 に 対し 土方 は 徹底 抗戦 を 主張 、 そ の 最後 は 新政 府 軍 と 戦う 隊 土 た ち を 助け よう と 突撃 、 銃 弾 を 受け 艶 
れ た と 伝え られ て いる 。 


共に 時 代 を 駆け た 仲間 た ち 、 あ る 者 は 戦 に 牙 れ 、 あ る 者 は 病 に 臣 れ 、 ま た ある 者 は 絶望 に 牙 れ た 。 
も は や 誰 一 人 と し て 彼 の 傍ら に 立つ こと は な い 。 
彼 こ そ が 始ま り の 一 人 に し て 最後 の 新選 組 。 


ーー 一 交 い は 彼方 に 誠 は ここ に 。 
O 通常 武器 

日 本 刀 (和 泉 守 兼 定 ) 

銃 (ゲベ ー ル 銃 ) 


幼少 時 か ら の 付き 合い 。 初め て 道場 を 訪れ た 沖田 に 対し 打ち 込 も うと し た 首 那 な ぜ か 自分 が 床 に 倒れ て いた 。 そ の あま 
り の 剣 寺 に は 土方 で すら 言葉 に で き な い 恐ろし さ を 覚 える ほど 。 

織田 信長 

どう に も そり は 合わ な いも の の 戦 に 対す る 考え 方 、 合 理 的 な 側面 な ど 相性 的 に は 悪く な いと いう か お し ろ い い 。 

RT 

子供 か と 思い き や た ま に 妙 に 上 か ら 目 線 で し ゃ べら れる た めい まい ち 苦 手 。 お い 、 俺 の た く あ ん を つま ん で くん じゃ ね ぇ え 。 
カー ミラ 

授 問 設 が り で な ぜ か ば っ た り 会 う コ ト が 多い 。 と は いえ 土方 は 扶 問 が 好き と いう ワケ で は な く 、 副 長 と し て 当然 の よう 
に こなし て いた だ け 。 カー ミラ も その あたり 分 か っ て いる よう だ が 、 そ れ は それ と し て [才能 が ある の は 確か で し ょ う ?」 
と 艶 や か に 挑発 し た り し て いる 。 


宮本 武蔵 

あれ が 二天 一 流 の 武蔵 だ と ? 冗談 も 休み 休み 言え ……、 い や 考え を 改め よう 、 発 育 が いい の は いい 事 だ 。 三蔵 法師 も 
結構 結構 ! 

近藤 勇 

新選 組 局長 。 土 方 の 人 生 を 決定 づけ た と 言っ て も いい 人 物 。 


BAT 


FA 


107 


108 
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CHARACTER Profile 


ARTRE 
ゲベ ー ル 銃 


N 
N 


聞か され て お り ま せん で し た 。 正式 に 引き 受け た 後 、 土 方 歳 
度 も 定 を 運ん で ます し 、 新 選 組 で 一 番 好 き な お 人 で 
) 


だ と 知っ て うれ し か っ た で すね 。 自分 出身 北海 道 で 
し た の で 嬉し か っ た で す 。 楽し く 描か せ て いた だ きま し た 


6 


EE バー サー カー Ese 
Ext: 四半 まま Esas 
Sethe ER 138cm [EA 34kg 


Edo Eo Edo Ec Eds EJc 


設定 作成 経験 値 キ ャ ラフ ター デザ イン :pako 
CV : ER 


主 な 登場 作品 : Fate/Grand Order 


q 


クラ スス ギル 


狂 化 E+ 
通常 時 は 狂 化 の 恩恵 を 受け な い 。 その 代わ り 、 正 常 な 思考 力 を 保つ 。 


た だ し 我 が 子 に 関わ る 事柄 に 関し て は あら ゆる 制御 が 


生粋 の 浪費 家 で ある 茶々 と と て も 相性 の 良い スキ ル 。 
[元 ? 8%? 殿下 が 払う か ら 


無 率 の 怪物 (68) : C 


対象 の ステ ー タ ス を 段階 骸 に 下げ 続け て いく 呪い 。 
か つて 日 輪 を 堕 と し た 彼女 は 、 己 の 意思 に 拘わら ず 、 ま つろ う も の すべ て を 破滅 させ て いく 。 
「 茶 々 に 惚れ る と や けど する し ! わり と リア ル に ] 


豊臣 を 滅ぼし た 希代 の 悪女 と し て 歴史 に 名 を 残し た 彼女 が 背負 う 始 EU。 
実際 に は 複合 的 な 要 な っ て 滅び た の で あり 、 茶 々 だ け の 責任 で は な い の だ が 、 い つの 時 代 も 民 寮 は 分 か りや すい 
非難 の 対象 を 求め る も の で ある 。 
「 ぬ 、 濡れ衣 だ し 中 
ーー ーーーーーーーー 
ERO REE: EX ) 


ax 4 pr in 


けん らん か い に ち りん じょう 


pm 日 輪 城 


けん らん ま か い に ちり ん じょう 。 
日 輪 の 子 、 豊臣 秀 吉 の 象徴 で ある 「 日 輪 城 」 の な れ の 果て 。 燃え る 大 坂城 が 具現 化し 、 地面 か ら は 豊臣 に まつ ろう 亡者 た 
ち が 現 れ 敵 に 襲い 掛か り 、 周 囲 は 紅蓮 の 炎 に 焼き 尽く され る 。 

最終 的 に は すべ て が 焼け 落ち 己 す ら 焼 き 尽 くす 滅び の 顕現 、 堕 ち た 日 輪 の 残 涼 。 
豊臣 を 滅ぼし た 女 、 呪 われ し 傾 国 の 美女 、 火 燈 地 獄 の 姫 で ある 茶々 の 最後 が 具現 化し た 宝 具 。 


信長 の 最終 宝 具 に 似 て いる の も その 身 に 流れ る 魔王 の 血 ゆ え か 。 


〇 性 格 
天真 員 温 波乱 万 丈 豪華 弧 剛 暴虐 美人 。 わが まま 放題 好き 放題 の 戦国 愛さ れ お 茶 目 姫 。 茶 々 だ け に ! 
日 輪 の 子 、 豊 臣 秀吉 の 側室 。 織田 信長 の 姓 で あり 、 数 奇 な 運命 を 辿っ た 浅井 三 姉妹 の 長女 。 


三 姉妹 の 中 で も 最も 美しく 、 最 も 若 烈 な 性 格 で あり 、 そ れ 故 に 最も 悲劇 的 な 最期 を 迎え た 。 

ご 覧 の 通り 子供 で の 召喚 の た め 年 相応 に や ん ちゃ で わが まま な 姫君 

派手 好き 、 新 し いも の 好き 、 無駄 に フリ ー ダ ム な ど 伯母 で ある 信長 の 性 格 を 色濃く 受け 継い で いる 。 

見 た 目 や 立ち 居 振 る 舞い か ら は 懲 塵 も 感じ させ な い が 、 そ の 身 は 回 外 に まつ ろう も の た ちの 類 叱 の 始 に 今 も 和 か れ 続け 
て いる 。 

PERO KS ITAA DIERAN SHERIF EN FEN IBM NEO o 
BERHARDEKTLERADELVEIFTIETELND, TDRACETSENFTEATBOPTRSBER IRE 
の 心中 を 察する 事 は 出来 な い 。 

あえ て 全盛 期 で ある 姿 を 避け て 現 界 し て いる の は 、 そ の 姿 で いら れ た ころ が 、 彼女 の 生 に お いて か けが え の な いひ と 時 
だ っ た か ら な の だ ろう か 。 

本 人 も いま いち 納得 し て いな い が 何故 か バー サー カー と し て 召喚 され て いる 。 

彼女 本 来 の 力 を 発揮 する な ら ば アヴェ ンジ ャ ー で の 召喚 が 適正 フラ ス と な る 。 


「 え ? あ 、 ア ヴェ ンジ ャ ー と か お 断り だ し 中 


〇 マス ター へ の 態度 

死ん だ 息子 た ちと 重ね て し まう た め 友 護 の 対象 と な る が 、 強 すぎ る 思い 故に 場合 に よっ て は マス ター の 意向 を 無視 し て 
過度 な 干渉 を 行う 場合 が ある 。 

大 人 状態 で の 召喚 は それ が 顕著 な た め 、 子 供 状態 で の 召喚 は 彼女 が 自分 を 抑え る た め の 状 態 で も ある 。 

見 た 目 は 幼い 少女 で ある が 、 彼 女 に 宿る それ は 見 返り な ど 必 要 と し な い 母 の 慈愛 と いえ る か も し れ な い 。 


O 台詞 例 

「 疲 こそ が 日 輪 の 能 姫 、 茶々 な る ぞ !」 

「 こ の 茶々 が オー ルウ ェ イ ズ お 見 通し 

[ 頭 が 高い わ ! 茶々 を 見 下ろ す で な い 

「 伯 母上 & 叔 父上 

「 お 拾 、 お 捨 ……、 姜 が つい て お る ぞ ……、 た と え 日 ノ 本 すべ て を 敵 に 回 そう と も 、 鞭 だ け は そ な た ら を 護り 続け よう 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

近江 国 の 戦国 大 名 、 浅 井 長政 の 娘 。 
母 は 織田 信長 の 妹 、 お 市 の 方 。 姉妹 に 江 (BABIES). 1) (京極 高 次 正 室 ) が いる 。 
ちな み に 茶々 が 一 番 美人 で か わい いと の 評判 だ っ た し ! 


父 で ある 浅井 長政 が 織田 信長 に 敵対 し た た め 、 攻 め ら れる も 小谷 城 が 落城 する に あたり 母 や 妹 と 共に 救出 され る 。 この 
時 、 父 は 自害 、 兄 は 信長 の 命 に より 羽柴 秀吉 に よっ て 処刑 され て いる 。 

その 後 、 本 能 寺 の 変 で 信長 が 明智 光秀 に 討た れる と 、 母 は 織田 家臣 の 柴田 勝家 と 再婚 、 母 や 妹 た ちと 共に 越前 北 の 庄 城 
に 移る 。 

織田 家 の 跡 継 を めぐ り 勝 家 が 秀吉 と 対立 し 駿 ケ ケ 岳 の 戦い に 敗れ た の ち 、 母 で ある お 市 の 方 は 勝家 と 共に 自害 し た が 、 茶 
々 と 妹 た ち は 逃 が され 秀吉 の 保護 を 受け た 。 え ? 殿下 っ た ら ひ どい 、 ひ どく な い ? 


その 後 、 天 下 統一 を 果たし た 秀吉 の 側室 と な る 。 秀吉 の 子 、 捨 ( 鈴 松 ) を 産み 、 そ れ を 喜ん だ 秀吉 に 山城 淀 城 を 賜り 、 以 
後 「 淀 の 方 ] と 呼ば れる よう に な る 。 

鶴 松 は 幼少 時 に 亡くな る が 、 の ち に 、 拾 (秀頼 ) を 産み 、 秀 吉 の 死後 は 秀頼 の 後見 人 と な り 豊 臣 家 の 実権 を 握っ た 。 来 た ! 
茶々 の 全盛 期 到来 の 予感 ! パ バイン ボイン だ っ た し ! 


関ヶ原 の 戦い 以降 は 、 徳 川 と 対立 を 深め 、 大 坂 冬 の 陣 が 勃発 。 自ら 武具 を 着 て 兵 を 激励 する も 、 本 丸 へ の 砲撃 を 受け 講 
和 を 指示 。 た 、 大 砲 と か ずる いし …… 

講和 は 成立 し た も の の 、 翌年 に は 手 切れ と な り 、 大 坂 夏 の 陣 に お いて つい に 大 坂城 は 落城 。 焼け 落ち る 城 に て 息子 、 秀 
頼 と 共に 自害 する 事 と な っ た 。 


人 生 に お いて 三 度 の 落城 を 経験 し 、 その た びに 父 を 失い 、 母 を 失い 、 最 後に は すべ て を 失っ つた 。 


ACTER Profile 


〇 通常 武器 
BAT] (浅井 一 文字 ) 。 父 の 形見 で ある 浅井 一 文字 が 焼け て 変質 し た も の 。 ちなみに 元 は 信長 か ら 茶 々 の 父 、 浅 井 長 政 に 
自ら れ た 刀 で ある 。 


O 因縁 キャ ラ 

織田 信長 

ノッ プ に 偉 そ うに で きる この 世 で 唯一 と も いう べき 人 物 。 ノッ プ も 長政 の 件 が ある し 強く は 出れ な い 。 そもそも ノッ プ 
は 身内 に は だ だ 甘 な の で 是非 も な いよ ね 。 あ と 徳川 は 許さ ん 。 

水着 ノッ プ 

伯母 上 だ けず る いん で すけ ど 一 ! 茶々 も 往年 は パイ ン パ イン の ボイン ボイン だ し マイ クロ な ん と か と か で も いい ん だ け 
E? A? 徳川 ? 通報 し た 。 

沖田 総司 

病弱 な ん て 可哀そう だ か ら 茶 々 が 薬 で も 飲ま せ て や る か の 。 いい か ら 大 人 し く 寝 て お れ ! ほれ 、 茶々 が 膝枕 し て や る で 
な 。 USHA. 

土方 歳三 

た く あ ん と か が 貧乏 くさ いか ら 近 寄ら な いで ほし いん で すけ ど 一 ! と いう か 顔 怖 いか ら 茶々 か ら は 話し か け て あげ な い 
し ! 茶々 に 話し か け て も ら え な いな ん て 可哀そう の 極み よね ! な に な に ? ふーん 、 新 選 組 っ て 徳川 の 組織 な の ね 、 A 
れろ 。 


エリ ちゃ ん 

その 遅 者 な 外来 語 ……、 た だ も の じゃ な いし ! ま 、 同じ パー サー カー 同士 仲良 くす る し 次 の ハロ ウィ ン と か が 呼ん で ほし 
ER 、 え ? パー サー カー じゃ な い の ? Vl? それ は それ と し て 徳川 と は 仲良 く で き な い 。 

織田 信勝 


叔父 上 っ て な ん て いう か ……、 ん 一 、 茶 々 も 大 変 だ っ た けど 、 伯 母上 も 若い ころ は 結構 大 変 だ っ た の ね 。 あ と 伯母 上 が 
タヌキ を 何と か し て お いて くれ れ ば 徳川 と か 調子 に 乗ら な か っ た と 思う 。 

豊臣 秀吉 

KENIA O CMR SEE SE 2 leo 歳 は や た ら 離 れ て いた も の の 、 な に ぶん 好み や 相性 が ば っ ちり 
だ っ た た め 関 係 は お お お ね 良好 だ っ た 様子 。 ち な み に 正 室 の 寧々 と も 仲 は 良かっ た らし い 。 な ん で も いい けど 徳川 は 帰 
れ 。 


RACTER Profile 


ぎ た い と いう か ちや ほや し た い 。 バト ルキ ャ ラ が 楽し そう に 動い て いる の が と て も 幸せ に ! 
ニン グ ! ! (pako) 


じ ま す 。 ぴ っ くり する ほど Y 
119 


母親 と は 帰る 場所 な の だ 。 家 な の だ 。 で きる だ け 笑 っ て いて ほし い サ ー ヴ ァ ン ト 。 ず っ と ぐだ ぐだ し て いて ほし い 。 E 
バー 


アル ター エゴ ERA メル トリ リス 
女性 [EY Fate/EXTRA CCC SERAPH 
E 秩序 . 善 190cm EXA 33ke 


Ed: EC EX + ‚EI: EEIEx 


I 設定 作成 : 奈 須 き の こ / キ ャ ラフ ター デザ イン : ワ ダ ア ルコ 


NEL 


Na I eee a 
複数 の 神話 エッ セン ス を 合成 し て 作ら れ た 人 サー ヴァ ント 。 
アル テ ミ ス 、 リ ヴァ イア サン 、 サ ラス ヴァ ティ の 要素 を 持つ 。 


Se ee zum: 
MR:B . 
騎乗 の 才能 。 
現存 する 動物 な ら 野 生 の も の で あれ 乗り こなせ る 。 

77, 
IPO DL. AM... 
生ま れ な が ら に 完成 し た 女神 で ある こと を 表す スキ ル 。 
精神 と 肉体 の 絶対 性 を 維持 する 効果 を 有する 。 あ ら ゆ る 精神 系 の 干渉 を 弾き 、 肉 体 の 成長 も な く 、 どれ だ け カ ロリ ー を 
摂取 し て も 体型 が 変化 し な い 。 


ern ーーー へ ーー 


有 以 下 の も の な 無効 化す る 。 
大 魔術 、 展 礼法 等 を 以 て し て も 、 傷 つけ る の は 難し い 。 


単独 行動 : A 

マス ター か ら の 魔力 供給 を 断っ て も し ば らく は 自立 で きる 能力 。 

「 あ る 存在 の 別 側面 ] と し て 存在 する アル ター エゴ は マス ター な くし て も 単独 で 活動 で きる 。 メル トリ リス は より 単独 行 
動 に 特 化し て いる が 、 そ れ は 彼女 の 心 の 在り 方 が で ひと り 輝 き 続け る エト ワー ル (E) "を 美しい と 感じ て いる か ら 
だ ろう 。 


120 


LA cine ee 
単なる パ バトル スタイル 。 

クラ シッ フク バレ エ に 傾倒 する メル トリ リス が 自ら を 再 調整 し た 結果 、 成 立 し た 攻撃 スキ ル の 数 々 。 

元 か ら 完 成 さ れ た 物語 ・ 舞 台 を スキ ル に 変換 する 事 で 多彩 な 能力 を 持つ よう に な っ た 。 

ROYIRAIV IL) 「 許 され ぬ ヒ ラリ オン 」「 さ よ な ら アル プレ ヒト 』 REISE L—YI 等 々 。 

も と も と メル トリ リス は BB の [奉仕 欲求 ]「 快 楽 ] か ら 作 られ た エゴ で あり 、 そ の 本 質 は 男性 が 保護 欲 を か きた て ず に は 


いら れ な い 病 的 で 可憐 な 少女 像 一 一 だ っ た 。 
パレ エ に 傾倒 し た の は その イメ ー ジ に よる も の と 思わ れる が 、 相 手 の 能力 を 奪い 続け る スキ ル の 影響 か 、 現 在 の 好戦 的 


な 性 格 に な っ て いる 。 


MA ，. 

戦闘 に お いて 、 自 己 の 攻撃 性 に プラ ス 補正 が か か る スキ ル 。 

プラ スス キル の よう に 思わ れ が ち だ が 、 こ れ を 持つ 者 は 戦闘 が 長 引 け ば 長引く ほど 加 虐 性 を 増し 、 普 段 の 冷静 さ を 失っ 
て し まう 。 

パー サー カー 一 歩 手前 の 暴走 スキ ル と 言え る 。 

攻め れ ば 攻め る ほど 強く な る が 、 反面 、 防 御 力 が 低下 し て し まう 。 

無意識 の うち に 逃走 率 が 下がっ て し まう マイ ナス 面 も あり 、 普 段 冷静 な メル トリ リス に と っ て は 相性 の 悪い スキ ル と 言え る 。 


メル トウ イル ス : EX 


イデ ス と 呼ば れる 、 ア ルター エゴ た ち が 生 まれ な が ら に 持つ 特殊 能力 。 
スキ ル 「 吸 収 』 か ら 進化 し た チー トス キル 。 
エナ ジー ドレ イン の 最上 級 。 ド レイ ン 、 コ ピー、 ス ケー ル ダ ウ ン な ど を 可能 と する 。 


ドレ イン の 工程 は 
1. メ ルト リリ ス の 体内 で 生成 され る ウイ ルス を 密 (85) と し て 対象 に 注入 し 、「 経 験 値 」 「 ス キル ] [容量 | 等 の 、 そ の 時 に ‘ 
奪う パラ メー ター を 融解 させ る 。 “= 
2. そ の 後 、 ウ イル ス に よっ て 液化 し た パラ メー ター を 吸収 、 変 換 (コン パート) し 、 自 ら の 一 部 と する 。 4 
と いう も の 。 

カタ チ さ え あ れ ば 有機 物 、 無機物 、 問 わ ず ド レイ ン す る 事 が 可能 だ が 、 カ タチ の な いも の …… 精 神 性 め ス キル と いっ た 
も の は 融解 する 事 は で きる も の の 、 こ れ を "自分 の も の " に 変換 する 事 は 難し く 、 単 純 な 養分 に する 事 し か で き な い よう だ 。 
この た め 、 メ ルト リリ ス が "自分 の も の "に 出来 る も の は 「 経 験 値 | 「 容 量 ] が メイ ン と な る 。 

[CCC] で は 人 間 や サー ヴァ ント を スケ ー ル ダウ ン さ せ て 極小 サイ ズ ま で 縮め 、 ウ イル ス と し て 敵 の 体内 に 送り 込む 、 と 
いう 荒 技 まで や っ て の けた 。 

[FateGO] で は 敵 味 方 問わ ず 宝 具 の 威力 を ダウ ン ( ド レイ ン ) し 、 目 分 の 宝 具 威 力 を アッ プ さ せる 効果 と な っ て いる 。 


変化 ] と は 似 て 非 な る スキ ル 。 
メル トリ リス の 本 質 は 水 で あり 、 そ の 気 に な れ ば 流体 と し て 活動 で きる 。 
元 に な っ た 神話 エッ セン ス …… 河 と 文化 の 神 サ ラス ヴァ ティ 、 都市 を 飲む 大 海 曲 リヴァイアサン の 二 つ が 、 彼女 を 完全 
流体 と し て 成立 させ て いる 。 


TE 


サラ スウ ヴァ ティ ・ メ ルト 


ie 


サラ ス ヴ ァ ティ ・ メ ルト アウ ト 。 

本 来 は 対 心 で は な く 対 衆 、 対 界 宝 具 。 

戦闘 や 戦士 用 いる も の で は な く 、 一 定 の 文明 を 築い た 文明 圏 に 用 いる も の 。 

メル トリ リス の 蜜 は 肉体 だ け で な く 精 神 まで 甘く 溶かす 。 

この 宝 具 は その コミ ュ ニ ティ ー の 良識 、 道徳 を と ろ け させ 、 群 体 の よう に 一 体 化 さ せ て し まう 。 そ うし て 身 も 心 も 社会 
も スラ イム 化し た も の を 踏み に じ り 、 吸 収 する の が 本 来 の 力 で ある 。 

非 戦闘 員 に 対し て 絶大 な 効果 を 発揮 する あたり 、 メ ルト リリ ス の た ちの 悪さ が に じみ 出 て いる 。 

材料 に な っ た も の は 七福神 の 一 柱 で あり 、 宗像 三 女神 、 宇 質 神 な ど と 同一 視 され る 女神 、 弁 財 天 。 自然 現象 、 中 で も 水 
PH, 音楽 や 言葉 、 弁 舌 、 詩 文 と いっ た “流れ る も の "を 操る 弁財天 の 琵琶 を 宝 具 と し て カタ チ に し た も の 。 
弁財天 の 源流 は イン ド 神 話 の 河 の 女神 サラ ス ヴ ァ ティ で ある 。 

彼女 は 創造 福 ブ ラフ マー に よっ て 生み 出さ れ た が 、 あ まり の 美 し さ に 自ら の 伴 但 に と 望む お ブラフマー の 熱烈 な 視線 に 耐 
えき れず 、 必 死に 逃れ よう と し た 経緯 が め る 、 愛 に 腫 病 な 女神 で ある 。 

サラ ス ヴ ァ ティ は 芸術 や 学問 を 司る 女神 で あり 、 弁 財 天 と し て 崇拝 され る よう に な っ て か ら は 財 物 の 増進 に も 権能 を 持 
つよ うに な っ た 。 


ーー こ E a U oe m > x 


その 愛 楽 は 流星 の よう に 


ヴァ ー ジ ン レ イザ ー・ パ ラディ オン 。 

女神 アテ ナ の 槍 を 模 し た 、 パ ッ シ ョ ン リ ッ プ と メル トリ リス の 合体 宝 具 。 

パッ ショ ン リ ッ プ の トラ ッシュ & ク ラッ シュ の 空間 圧縮 を 射出 装置 (カタ パル ト ) と し 、 

流体 変化 に より 全身 を 宝 具 と 成 し た メル トリ リス を 撃ち 出す 超速 距離 狙撃 宝 具 。 

パラ ディ オン と は ギリ シャ 神話 に お いて 、 城塞 都市 トロ イ を 守護 し て いた 女神 アテ ナ の 像 の こと 。 

この 像 が ある か ぎり トロ イ は 不 落 と され た が 、 瑞 軍 の 策略 に よっ て 像 は 奪わ れ 、 ト ロイ は 陥落 し た と いう 。 
[都市 を 守る も の 」 と し て 強力 無比 だ っ た パラ ディ オン は 、 そ の 実 、 失わ れれ ば 都市 は 滅び る し か な いと いう 運命 を 提示 
する も の だ っ た 。 


21 Bs > BEAR Re マス ター は 基本 、 名 前 呼び 捨て 。 真剣 な 時 は 「 マ スタ ー」 。 馬鹿 に する 時 は 
「O 〇 な マス ター さん ?] 


TER Profile 


上 


構造 的 な 美 し さ を 好み 、 醒 いも の を 許さ な い 潔癖 性 。 
自分 が 完璧 な 存在 で あり 、 自 分 だ け で すべ て を 成 し 得 られ る と 自負 し て いる の で プラ イド が 高い 。 メ ルト リリ ス に と っ 
て 肉 を 持つ 人 間 な ど 道 ば た の 汚物 に すぎ な い 。 


BB の 「 奉 仕 欲求 」「 快 楽 」 か ら 作 られ た エゴ 。 
人 間 を 見 下 し 、 物 事 を 悲観 し 、 何事 も つま ら な い 、 と いう 不機嫌 が り を 見 せる が 、 そ れ は 「 美 し いも の を 見 た い ] と いう 
願い の 裏返し 。 

メル トリ リス は [少女 の 願い 」 か ら 生 まれ た アル ター エゴ な の で 、 そ の 根底 に は パッ ショ ン リ ッ プ 同様 、 白 馬 の 王 子 様 原 
望 が ある 。 

冷酷 だ が 、 そ れ は 思慮 深く 理性 的 と いう 事 で あり 、 

無慈悲 だ が 、 そ れ は 物事 を 見 定め る 公平 さ で あり 、 

加 虐 趣 味 だ が 、 そ れ は 好き に な っ た 相手 に ひたすら 和 干渉 する 、 と いう 面倒 見 の 良さ で ある 。 

自分 が 怪物 で ある 事 を 理解 し て いる 為 、 人 間 と 分 か り 合え る と は 思っ て いな い 。 

思っ て いな い の で 怪物 と し て 振る 舞っ て いる が 、 誰 か と 恋 に 落ち れ ば 自分 が 怪物 で あろ うと 関係 な し に 奉仕 を する 、 恋 
に 生き る プリ マドン ナ で ある 。 


o 


他人 を 取り 込 も うと する クセ に 、 他 人 か ら の 理解 ・ 共 感 を 欲し が ら な い の は 、 メ ルト リリ ス に は 他人 の 気持 ち が 分 か ら 
な いか ら だ 。 
彼女 に は 他人 は 必要 な い 。 愛 も 夢 も 共有 で き な い 。 そん な 彼女 が も し * 恋 " を 獲得 し た 場合 、 そ の 対象 に すべ て を 捧げ て 
奉仕 せ する だ ろう 。 
自己 完結 し て いる メル トリ リス に と っ て 、 対象 の 気持 ち は 考慮 する に 値 し な い 。 
高圧 的 な 態度 で 自分 の 愛情 こそ が 正しい と 断言 する 。 
話し 合う つも り は な く 、 

(既に 、 そ の 必要 を 感じ な い ほ ど 愛 し て いる ) 
触れ あい た い 欲望 も な く 、 

(既に 、 そ の 程度 の 快楽 で は 物足りな い ) 
愛し て ほし いと 告げ る 気 も な い 。 
(既に 、 そ ん な 相互 理解 は 必要 な い ) 


まさ に ナイ ナイ 尽く し の 高飛車 エゴ 。 
常に 上 か ら 目 線 の 高圧 的 な 態度 の 裏 に ある の は 、 一 点 の 迷い も 曇り も な い 、 純 粋 すぎ る BL" OCHS. 


人 


ICCC] を 経て 、 メ ルト リリ ス は 気付 いた 。 
他人 を 必要 と し な い 自己 快楽 』 の 化身 で ある 自分 の 、 本 当 の 根底 に ある も の を 。 
メル トリ リス の コア に あっ た も の は 『 恋 し た も の へ の 献身 」 だ っ た 。 


IE: ドレ イン を 繰り 返し レベ ル を あげ 、 ム ー ン セル な 支配 し よう と し た の も 、 す べ て は 恋人 に 至上 の 快楽 を 捧げ る た め 。 
恋人 を 計 護 する 自分 に 取り 込む お 一 取り 込ん だ 自分 が (た と え 自 分 が 分 か ら な く な る ほど 変わ り 果 て て も ) 永遠 に 生き 続 
ける 。 

それ こそ が 、 自 分 が 恋人 に 捧げ られ る 至高 の 愛 だ と 彼女 は 決断 し た 。 


そん な メル トリ リス か ら 見 れ ば 、BB や リッ プ す ら "自分 も 救 わ れ た いと 思っ て いる 不純 物 ' に すぎ な か っ た の だ 。 

sae だ が 、 そ の 想い は あま り に も 閉じ て いる 。 

自分 の 心 だ けが 確か で あり 、 外 界 と の 繋が り が 希 湊 な 彼女 に と っ て 、“ 他 人 に 恋する "こと 自体 が 、 致 命 的 な 欠陥 (バグ) 
だ っ た 。 


それ が メル トリ リス の 敗因 と な っ た が 、 今 の 彼女 は その 欠陥 を 認め て いる 。 
完全 な 自分 を 不 完全 な も の に 周 め る 要素 。 
それ こそ が 自分 を 生ん だ " 夢 "な の だ と 、 メ ルト リリ ス は も う 知 っ て いる 。 


〇 マス ター へ の 態度 
[CCC] を 経て 、 ち ょ っ と 考え を 改め た も の の 、 メ ルト リリ ス の 人 間 嫌 い は 相変わらず 。 
自分 と 契約 し た マス ター に は 力 を 貸す も の の 、「 こ の 私 が 人 間 な ん か に 仕え る な ん て と 不満 た ら た ら 。 


と は いえ 、 絆 を 深 


O 台詞 例 

気まぐれ で 助け て あげ た けど 、 そ う 。 アナ タ 、 サ ー ヴ ァ ン ト が いな い の ね 。 

ちょ うど いい わ 。 と て も いい 。 

私 も 、 私 に 都合 の いい お 人 形 (マス ター) を 探し て いた の ] 

あの 女 か ら 助け て あげ る わ 。 そ の 代わ り 、 ア ナタ は 私 と 契約 し な さい 。 WA, する べき よ 。 だ っ て 、 そう し な いと ここ 
で 死ぬ も の 、 ア ナタ 。 

ーー 一 ほら 。 時 間 は な いわ よ 。 一 度 し か 言わ お ない か ら 、 し っ か り と 聞い て 。 

私 は 快楽 の アル ター エゴ 、 メ ルト リリ ス 。 気まぐれ で アナ タ の 剣 に な っ て あげ る 。 だ か ら 
BH. MBROKS (CAS (TIA) な さい ? アナ タ が 、 私 の マス ター だ っ て ] 

アル ター エゴ は 人 間 を 否定 する よう に 作ら れ た 。 私 た ち は 天 敵 と いう ワケ ね 。 

も っ と も 、 狩 る 方 が 私 た ち で 狩 られ る 方 が アナ タ た ちの 、 一 方 的 な 関係 だ けど ] 

BE アナ タ も 懲り な い 人間 ね 。 私 が 怖く な い の ? 

刃物 の ヒー ル に トゲ の 脚 、 触れ る も の すべ て を 融 か す 毒 。 兵器 と し て の 制圧 力 以外 、 アナ タ が 求め る も の は な いで し ょ う ?] 
私 は 彼 ノ 彼女 に と っ て た だ の アル ター エゴ 。 

それ で いい 。 それ で いい の で す 。 だ っ て 私 た ち は 本 来 、 出逢っ て も いな い の だ も の ] 

愛し て 欲し く て 戦っ た の で は あり ませ ん 。 

ーー 一 私 は 恋 を する 湯 に 、 湖 か ら 飛 び 立 っ た の で す 」 


] 


= x — - ot ネー 


O IFateGO| に お ける 人 物 像 
快楽 の アル ター エゴ 。 
BB が 自分 の 人 格 (感情 ) を 切り 離し て 作っ た 使い 魔 。 
[人格 の コピ ー」 で は な く 「 人 格 を 元 に し て 作ら れ た ] 為 、 ア パタ ー で は な く ア ルター エゴ (別人 格 ) と な っ た 。BB が 作り 
出し た アル ター エゴ の 中 で も トッ プク ラス の 総合 性 能 を 持ち お 、 ド レイ ン 機 能 に お いて は BB さえ 上 回 る 。 それ 故に BB へ 
の 敬意 は 薄く 、 ま た 、 他 の エゴ た ち を 軽視 し て いた 。 
液体 の 性 質 を 持ち 、 成 長 し きれ ば 海 その も の に 成る 可能 性 も 秘め た 完全 流体 。 

な の だ が 、 な ぜ か クラ シッ ク パ レ エ に 傾倒 し て し まい 、 人 間 の 手足 が ある 事 に 拘っ て いる 。 自 ら が 完成 され た 個体 
で ある と 自覚 し て いる 海 、 た い へ ん プラ イド が 高く 、 ま た 攻撃 的 。 


ER SU. AIR 


[私 、 自 分 で も どう か と 思う ほど 加 虐 体質 な の 。 
嫌がる 相手 を 徹底 的 に 蹴り 倒 は る な ん て 、 正 直 、 た ま ら な いわ ] 
まさ に 水 の 女 王 と いっ た メル トリ リス だ が 、 肉体 は どの エゴ より 理夫 憐 な 少女 像 か ら 逸 脱 する 事 は で き な い よう だ 。 


人 間 は 五感 一 視 党 、 聴 覚 、 吊 邊 、 味 党 、 角 覚 の 五 つの セン サー で 外界 を 認識 し 、 そ の 反響 に よっ て 自己 の 在り 方 も 
認識 する 。 

人 間 は 天 本 、 受 動 的 な 感性 に よっ て 世界 と 触れ あっ て いる 。 

五感 と いう 優れ た セン サー を 無意識 に 使う こと で 、 日 常 を 受け 入れ て いる 。 

し か し 五感 いずれ か の 能力 が 低下 し た 場合 、 意識 は 積極 的 に 外界 と 向き合わ ね ば な ら な い 。 受動 的 だ っ た も の が 能動 的 
に な る の だ 。 

た と えば 、 視 覚 を た 失っ た も の は 残っ た 四 つ の 感覚 を 意識 的 に 特 化し 、 よ り 優れ た セン サー と し て 使用 する 。 皮肉 な 事 に 、 
その 鋭さ は 五感 を 持つ 人 間 よ り 何 倍 も 上 位 の も の と し て 機能 する 事 と な る 。 

メル トリ リス は 五感 の うち 、 触覚 が 低下 し て いる 。 

特に 手 指 の 感覚 が ほぼ 失わ れ て お り 、 そ の た め 外 界 と の 繋が り に 積極 的 に な っ て いる 。 WES 
彼女 の 加 虐 趣味 も 、 つ まる と ころ は “自分 だ け で は 他人 の 存在 が 感じ られ な いか ら " 生 じ た も の と 思わ れる 。 

奈 談 で は ある が 、 こ の た め 彼 女 は 指先 が 不器用 で 、 趣 味 の 人 形 作 り の うち 、 ガ レー ジ キ ッ ト 作 成 に 没頭 で き な い 。 腕 の 
いい 作り 手 募集 中 ! ーー ニー 


O Bier > 

BB 

苦手 で は な いけ ど 、 好 き で も な い オ リ ジ ナ ル 。 REE LOIRE. SIWVSHIALSIAD LID. 
最終 的 に 邪魔 に な る の は 明白 だ か ら 、 機 会 と 理由 が あれ ば 後ろ か ら グ サッ と いき た いと ころ よね ? 
パッ ショ ン リ ッ プ 

以前 と 比べ た ら マ シ に な っ た ん じゃ な い ? 

いち ば ん 幼稚 だ っ た けど 、 そ の 分 、 成 長 す る 余地 も 大 きか っ た ん で し ょ 。 

と は いえ 、 あ の 両手 だ け は 私 で も フォ ロー し て あげ られ な いけ ど 。 

殺生 院 キア ラ 

GER CER, EO< CREE 「 女 の 化身 よ 。 

私 の 愛 も 独り よがり だ っ た けど 、 こ の 女 に は 負け る わ 。 

つて いう か 、 同 じ カ テ ゴ リー に 含ま な いで ほし いん で すけ ど ! 

トリ スタ ン 

黙っ て いれ ば 見 た 目 だ け は いい 男 、 の 典型 ね 。 


アル テ ミ ス 

お か し いわ ね …… ア ル テ ミ ス っ て も っ と 、 無 機 綿 で 、 氷 の よう に 冷た く て 、 無 駄 の な い 流線型 の ボディ を し て いる と 感 
じ て い た けど …… 

アレ 、 も し か し て アパ ター? 

刑部 姫 


彼女 に は シン パシ ー を 感じ る の よね 。 作 り 手 と し て で は な く コ レク ター と し て 。 
今度 こっ そり ネッ ト の 購入 履歴 を 盗み 見 て みよ うか し ら ……。 

エミ ヤ 

あの 顔 を 見 て いる と な ぜ か ムカ つく わ 。 と て も ムカ つく わ ! 


メル ト に お 人 形 さ ん みた いな 白 ド レス が 着せ られ て 満 定 で す | あと 描く 機会 また た ぶん な いん だ ろう な あと 思っ て いた 
訪 願 の メル ト 尻 を 最終 再臨 で 描く こと が で きた の も よかっ た で す 。 (ワダ アル コ ) 


ーー x 
ES あと 前 貼り は いろ いろ と アカ ン と の こと で 金属 の ビキニ を 着用 し て お り ま す 。 お 人 形 さ ん 大 好き の | yl 
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パッ : ショ ン リ ッ プ 
アル ター エゴ バッ ショ ン リ ッ プ 

El: ERE J Fete/exTRA CCC SERAPH 
秩序 ・ 中 康 156cm 34 it 


A+ ロス 四 Exc | Ede EI: EJc 
TP PA 
REIFE: 奈須 きのこ , BE の デザ イン : ワ ダ ア ルコ 
ie 8 唯 


ハイ ・ サ ー ヴ ァ ン トド :A_ 
複数 の 神話 エッ セン ス を 合成 し て 作ら れ た 人 工 サ ー ヴ ァ ン ト 。 
パー ル ヴ ァ テ ィ ー、 ド ウル ガー、 プ リュ ン ヒ ルド の 要素 を 持つ 。 


大 魔術 、 MUA CA りな 魔術 は 防げ な い 。 


マス ター か ら の 魔力 供給 を 断っ て も し ば らく は 自立 で きる 能力 。 
[ある 存在 の 別 仙 面 ] と し て 存在 する アル ター エゴ は マス ター な くし て も 単独 で 活動 で きる が 、 リ ッ プ は 燃費 が 悪い 為 ラ 
ンク は 低め に な っ て いる 。 


ー エ アッー ェ ッ 
SEGRE AY 

姿 を 隠し て 行動 する スキ ル 。 

アサ シン の クラ ス が 基本 能力 と し て 持つ スキ ル 。 
Uy FORRES. BCD SEN を 発揮 する が 、 巨大 な 爪 が 邪魔 を し て すぐ に 発見 され て し まう 。 
爪 さえ な けれ ば 優れ た スト ー カ ー に な っ た だ ろう 。 


—= ーー 


CHARACTER 


端的 に 言っ て し まえ ば 、 ゴ ミ な らい くら で も 溜め 込め る 虚数 空間 ポケ ッ ト 。 

パッ ショ ン リ ッ プ が 潰し た ダス ト デ ー タ で ある な ら ど ん な 容量 で あろ うと 無限 に 収納 で きる 。 リ ッ プ 本 人 の メモ リ 量 を 
超え る モノ すら この 谷 に 棄て る 事 が で きる よう だ 。 

一 見 する と 便利 な 機能 に 見 える が 、 ダ ス ト デ ー タ は 元 の カタ チ に は 戻ら な いた め 、 ま っ た くも っ て 無 意 味 な 機能 。 

パッ ショ ン リ ッ プ は 感情 を 内 に 溜め 込み 、 自 壊 / 自 傷 す る タイ プ の 少女 像 で ある 事 か ら 、 こ の よう な 特殊 構造 を 獲得 し 
た と 思わ れる 。 

[CCC] で は 一 度 こ の 死 の 谷 に 落ち た も の は 二度と 叶い 上 が れ な か っ た が 、「FGO」 で は 契約 し た マス ター で あれ ば すぐ 
い 上 げ る 事 が 可能 と な っ た 。 


ョ ン リ ッ プ の イデ スス キル 。 
集団 戦闘 に お いて 、 相 手 の 敵 意 (ヘイ ト ) を 自分 に 集め 、 攻 撃 対象 に な る 確率 を 増す 。 
マイ ナス の よう に 思わ れ が ち だ が 、 強 固 な 防御 力 を 持つ 者 が この スキ ル を 持っ て いる と 優れ た 護衛 役 と し て 機能 する 。 
若干 の 防御 値 プ ラス も 含ま れ 、A ラ ンク と も な る と さら な る 特殊 効果 が 付き 、 攻 撃 側 は 攻め れ ば 攻め る ほど 冷静 さ を 欠 
き 、 つ い に は この スキ ル を 持つ 者 の 事 し か 考え られ な く な る 。 一 対 一 の 戦闘 で は 死に スキ ル だ が 、 パ ー テ ィ ー 戦 に お い 
て は た い へ ん 役立つ スキ ル 。 


[怪力 | か ら 進化 し た チー トス キル 。 
どれ ほど 巨大 な 容量 で あろ うと “ 手 に 包ん で し まえ る も の "な ら そ の 爪 で 潰し 、 圧 縮 する 事 が で きる 。 

圧縮 され た も の は 一 セン チ 四 方 の キュ ー ブ プ と な る が 、 そ の 質量 は 圧縮 前 の 十分 の 一 ほど し か 軽量 化 で き な い 。 圧縮 し た 
も の は 、 以 後 ダ スト デー タ と し て 扱わ れる 。 

圧縮 で きる も の は リッ プ の 手 よ り 小 さい も の だ け 一 一 

で は な く 、 彼 女 の 視点 に お いて “" 手 に 収まる も の "な ら 対 象 と し て 扱わ れ て し まう 。 

遠近 法 を 無視 し た 平面 的 な 物理 干渉 だ が 、 さ す が に 大 き な も の ほど 圧縮 に は 時 間 が か か る 。 電 脳 空間 な ら で は の 騙し 絵 
的 な 圧縮 技法 (コー ディ ッ ク ) o 

リッ プ は 破壊 に 特 化し て お り 、 相 手 が 動か な いも の -…… 地 形 や 建物 な ら BB 以上 の 破壊 力 を 発揮 する 。 

も っ と も サー ヴァ ント や マス ター 相手 ど と 、 す ぐに 危険 を 察知 され て リッ プ の 視界 か ら 離 脱 一 鈍重 な リッ プ は 追い つけ 
な い 、 と いう オチ に な る の だ が 。 


\ ブリ ュ ン ヒル デ ・ ロ マン シア 。 
ul BB が アル ター エゴ に 与え た 対 心 宝 具 。 
アル ター エゴ た ちの 宝 具 は 正規 の 宝 具 を 違法 改造 し た も の で 、 材 料 に な っ た サー ヴァ ント は 「 ヴ ォ ル スン ガ ・ サ ガ | に 登 
場 する ワル キュ ー レ 、 ブ リュ ン ヒ ルド 。 
自分 を 裏切り 、 そ の 名 准 を 傷つけ た 夫 シ グル ズ へ の 復讐 の た め に 振る われ た 愛憎 の 槍 。 
パッ ショ ン リ ッ プ の 宝 具 も その 性質 …… 相 手 に 抱く 愛 が 深 け れ ば 深い ほど 強力 に な る …… を 持っ て いた が 、 そ れ は 過去 
の 話 。 
か つて 「 死 が 一 人 を 分 断つ まで ] と 叫ん で いた 心 は 、 い ま 「 死 が 二 人 を 別離 つと も 』 と 願う に 変革 し た 。 
別れ は 必ず くる も の 。 そ れ が 破局 で あれ 裏切り で あれ 、 愛 その も の を 否定 は し な い 。 
「 ど ん な 別れ で あっ て も 、 そ れ ま で の 愛 は 真実 で 、 永 遠 だ と 信じ ます ] 
そん な リッ プ の 願い どおり 、 愛 する も の を 憎む の で は な く 、 愛 する も の を 守る た め の 力 と な っ た 。 ま さ に 純粋 無垢 か つ 
大 人 な 聖女 パワ ー。 
敵 全体 に 大 ダメージ を 与え た 後 、 味 方 パー ティ ー の 体力 を 回 復 す る 。 


わた し アナ タ あの 人 ノ み な さん 
マス ター に 対し て マス ター さん マス ター〆 〇 〇 さん (名 前 に さん 付け ) 
相手 が 女 主人 公 の 場合 、 女の子 同 士 で 仲良 く 過 ご し た い 時 は 勇気 を 出し て 〇 〇 ちゃ ん (名 前 に ちゃ ん 付け ) 。 


内 向 的 で 、 一 途 で 、 思 い 込み の 激しい 性 格 。 

な に か 上 手 く いか な い 事 が ある と 相手 (周囲 ) の せい に し て 殻 に | きこ も る 、 と いう 悪癖 が あり 。 

[CCC] で は その 気質 …… 一 途 で 、 自分 か ら 相 手 に アプ ロー チ で き な い …… が スト ー カ ー と し て 発揮 され て いた が 、 自分 
の 過ち ・ 欠 点 を 認め て か ら は スト ー カ ー 気 質 は 控え め に な り 、“ き ちん と 努力 し て 、 き ちん と 仲良 く な る "こと を 目指 す 
よう に な っ た 。 

た だ し も の ぐさ (理由 が ある と 仕事 を さぼ っ て し まう ) な と ころ は 変わ ら ず 、 そこ は 本 人 も 悪い 部 分 と 自覚 し 、 直 そ うと 
努め て いる 。 

結果 、 今 の パッ ショ ン リ ッ プ は 前 向き で 毎日 "自分 の 悪い と ころ "を 直 そう と 努め る 、 努 力 家 の 少 女 に な っ た 。 —— 


メル トリ リス が 「 恋 に 恋する 少女 ] な の に 対し 、 パ ッ シ ョ ン リ ッ プ は 「 愛 を 求め る 少女 ] だ っ た 。 
し か し その 外見 か ら 愛 され る 事 な く 、 求 め て も 与え られ な い 事 か ら 愛 は 憎しみ に 転化 し た 。 
愛憎 の アル ター エゴ 、 パ ッ シ ョ ン リ ッ プ は その よう に 生ま れ た も の だ が 、 今 の リッ プ に は その 人 性質 は 見 る 影 も な い 。 


〇 マス ター へ の 態度 

リッ プ は 自分 が どれ ほど 凶悪 で 厄介 な 性 能 の サー ヴァ ント な の か 自覚 し て いる 。 

その た め 、 そ ん な 自分 を 見 捨て ず 付き 合っ て くれ る マス ター に 感謝 を 抱い て いる 。 

その 感謝 も 次 第 に 親愛 と 憧 慢 に 変わ っ て いき 、 最 後 は 愛 を 夢見 る だ ろう 。 

CO し か し 自分 の 生い立ち 、 特 性 を 自覚 し て いる リッ プ は 、 も う [PRBRICBERKDS) 事 は で き な い 。 
恋 す れ ば 、 愛 され れ ば 、 こ の 優し い 人 を 傷つけ て し まう 。 

だ ご から この まま 夢見 る まま で 、 陰 な が ら マ スタ ー の 力 に な ろう と 努力 する 。 


あの …… 傷 つけ て し まっ た ら 、 ご めん な さい ……」 
[豪華 な お 料理 で すけ ど 、 わ た し の 手 だ と ちょ っ と …… え ? 食べ させ て くれ る ん で すか ? そ 、 そ れ で は お 願い し ます 。 
Ao J ぶ ふ 。 ち ゃ ん と 自分 の 姿 を 見 られ る よう に な っ て 辛い コト も 増え ちゃ っ た けど 、 嬉 し い コト も 増え て くれ る ん で す 


[こっ ちの 世界 は 楽し い コ ト が いっ ぱい で 、 誘惑 に 負け な いよ うに する の が た い へ ん で す 。 で も 、 それ が 生き る と いう コ 
ト な ん で すね 。 お や すみ な さい 、 マス ター さん 。 わ た し を 喚 ん で くれ て 、 本 当 に あり が と う ] 

eds いま 、 メ ルト と メー ル し て いま し た ……。 

ひど いで す ……- 今 日 は わた し と の デー ト な の に …… そ ん な コト を し ちゃ う 人 は 、 キ ュー プ に し て 深い 谷底 に ポイ 、 し ち 
ゃ いま す よ ……?] 


O IFateGO| に お ける 人 物 像 

BB が 自分 の 人 格 (感情 ) を 切り 離し て 作っ た 使い 魔 。 

「 人 格 の コビー」 で は な く 「 人 格 を 元 に し て 作ら れ た 」 海 、 ア パタ ー で は な く ア ルター エゴ (別人 格 ) と な っ た 。 
愛憎 の アル ター エゴ 。 

大 きす ぎる 胸 と 凶悪 な 爪 が 印象 的 な 少女 。 戦い は 好ま な い が 、 スキ ル ・ 被 虐 体 質 に よっ て 周囲 か ら 襲 われ る 事 に な り 、 仕 
方 な く 迎 撃 し て いる 。 

アル ター エゴ の 中 で も 屈指 の パワ ー キ ャ ラ 。 

相手 を 包み 込み 、 ね じ 切 り 、 胸 の 中 に 仕舞 っ て 独り 占め する 盲目 的 な 求愛 の 化身 …… 

だ っ た が 、 あ る 出会い か ら 一 方 的 な 求愛 は 良く な いと 改心 し 、 自 ら の 体 が 持つ 数 々 の 凶器 が まわ り に 害 を 及ば さ な い よ 
う 気 を 遣う 、 引 っ 込み 思案 だ が 心 優 し い Al と し て 成長 し た 。 


パッ ショ ン リ ッ プ に 組み こま れ た 女神 は 三 体 。 

一 神 目 は イン ド の 美 の 女神 パー ル ヴ ァ テ ィ ー。 

盲目 的 に 、 そ し て 献身 的 に 夫 で ある 破壊 神 シ ヴァ を 愛し た 女神 。 

一 神 目 は 戦い の 女神 ドゥ ル ガ ー。 

パー ル ヴ ァ テ ィ ー の 側面 と され る ドゥ ル ガ ー は 、 十 本 の 神 授 の 武器 を 持っ て いる 。 

パッ ショ ン リ ッ プ の 巨大 な 爪 は その 十 の 剣 を 具現 化し た も の 。 

三 神 目 は 北欧 の 戦い の 女神 プリ ュ ン ヒル ド 。 

恋し た 勇者 と 結ば れず 、 哀しみ から 破 減 を 呼ん だ 女王 。 ワー グ ナ ー の 楽劇 に お いて は プリ ュ ン ヒル デ と され 、 幾つ か の 
古 エッ ダ の 記述 と 同様 に 、 死 者 の 魂 を 天界 に 送る 戦 乙女 と し て 登場 する 。 言う まで も な く 、 こ ちら の 上 末 も 愛 に 絶望 し 、 
愛す る 者 を その 手 に か ける 悲劇 だ っ た 。 


O 認識 障害 

多く の 人 間 は 自分 を 客観 視 す る 事 が で き な い 。 

それ は 精神 的 な も の だ け で な く 、 肉 体 に お いて も 起こ りえ る 事 だ 。 

人 間 は 自分 を 見 る 事 が で き な い 。 

いや 、 正しく は “偽り の な い 自 分 の 姿 "を 直視 し 、 受 け 入 れる 公平 さ に 乏しい 。 

人 間 は 知恵 ある が 故に 、 目 の 前 の 現実 か ら 都合 の いい 情報 だ け を 真実 と する 。 

情報 の 取捨 選択 ば か り で な く 、 情 報 の ね つ 造 、 改 変 まで 無意識 の うち に 行う 事 も ある 。 
パッ ショ ン リ ッ プ の 認識 障害 は その 最たる も の だ っ た 。 

彼女 は 自ら の 両手 の カタ チ を 認識 で き な い 。 醒 い 自分 の 姿 か ら " 脳 "が 目 を そら し 、 い た っ て 普通 の 少女 の 腕 と し て 脳 内 
変換 し て いる 。 

彼女 に は 自分 の 爪 は 「 普 通 の も の 」 に し か 見 えて いな か っ た の だ 。 

この た め 、 リ ッ プ は “自分 が な ぜ 怖 が られ る の か ?" の 理由 が 分 か っ て いな か っ た 。 
自分 の 体 が 本 いか ら 、 と いう 理由 が 分 か ら ず 、 そ れ を 指摘 され て も 首 を か し げ る ば か り で 、 
どう し て そん な 嘘 を 言う ん で すか ?] 

嘘 を つい て まで 、 わ た し を いじ め た いん で すか ?] 

そう 、 周 囲 を 憎む お 事 し か で き な か っ た 。 

し か し 、 今 の 彼女 は 自ら の 肉体 と 正しく 向き 合い 、 自 分 の 怪物 性 を 受け 入れ て いる 。 
巨大 な 爪 と 認識 障害 に 関し て は 、 パ ッ シ ョ ン リ ッ プ は 完全 な 被害 者 だ 。 

認識 障害 が 逃避 か ら 生 まれ た も の だ と し て も 、 彼 女 の 心 に は 央 購 も 嘘 も な い の だ か ら 。 


SÍ CHARACTER Profile 
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O 因縁 キャ ラ 
BB 
ワガママ で 、 偉 そう で 、 ズ ル く て 、 人 怖く て 、 意地 悪 で 、 見 て いら れ な いひ と で し た けど …… 最 近 は ちょ っ と だ け 苦 手 で 
は な く な り ま し た 。 で も 母親 (オリ ジ ナ ル ) 顔 さ れる の も 迷惑 な の で 、 機 会 と 理由 が あれ ば …… い 、 い え 、 な ん で も な い 
で す ! 
メル トリ リス 
アル ター エゴ の 中 で も 一 番 BB に 近い 、 他 人 に お 薦め できない アル ター エゴ で す 。 
まわ り を 傷つけ て は 興奮 する 支配 飲 (プラ イド ) の 塊 で すけ ど ……BB より は 優雅 な 分 、 マ シ だ と 思い ます 。 
それ と 、 わ た し と 同じ 製造 月 日 な の に 「 目 分 が 姉 】 と 偉 が る と ころ と か 、 す ご く 幼 稚 だ よね ? 
殺生 院 キア ラ 
よく 分 か り ま せん けど 、 メ ルト と 似 て いる 気 が し ます 。 
メル ト の 方 が ずっ と 綺麗 だ けど 。 
ガウ ェ イ ン 
と て も 頼り に な る 騎士 さん で す ! 白馬 の 王子 様 …… と は ちょ っ と 違っ て 、 王子 様 が その まま 成長 し て 、 領主 と し て の 立 
場 を 知っ て オト ナ に な っ た と いう か …… と に か く 、 苦手 だ けど 素敵 な 方 だ と 思い ます ! 
タマ モ キ ャ ッ ト 
わた し の は じ め て の お 友達 。 
サク ラフ ァ イ ブ と は 違う アル ター エゴ な ん だ そう で す 。 

一 緒 に いる と 楽し く て 、 落 ち 着 いて 、 嬉 し く な っ て きま す 。 

お 料理 も と て も 上 手 な の で す ! キャ ッ ト 、 す ご い ! 

ロビ ン フ ッ ド 
生理 的 に ダメ で す 。 


CHARACTER Profile 


ACC. 


パン ツ を 三 段 フ リル の スカ ー ト に 変更 し まし た 。 最終 再臨 は いい 位置 に 会 心 の さく らん ぼ を 描い た ん で す が 誰 も 触っ て 


from_lllustraror ーー 
頭 身 を あげ まし た 。 あ と 乳 丸 出し は いろ いろ と アカ ン と の こと で 上 半身 に 黒い 衣類 を 着用 し て お り ま す 。 あと か ぼ ち ゃ 
くれ な い の で 自分 で 言い ます ね 。 乳首 の 位置 に さく らん ぽ を 描き まし た ! みて ね す W (ワダ アル コ ) 


鈴鹿 御前 


クラス モイ バー Eisen 
Elle: EEIs20#F7/BHo#F/BH=Srere Bax 
Et: E3164m EXA 518 


Edo Eo Er) Gals Eis Edex 


設定 作成 : たけのこ 星人 プ キ ャ ラフ ター デザ イン : た け の こ 星 人 
CV : 東山 奈央 


主 な 登場 作品 : Fate/EXTRA CCC FoxTail w 
クラ スス キル 
対 魔力 :A 


A 以下 の 魔術 は すべ て キャ ン セ ル 。 
事実 上 、 現 代 の 魔術 師 で は セイ パー に 傷 を つけ られ な い 。 


騎乗 :B 
騎乗 の 才能 。 
大 抵 の 乗り 物 な ら 人 並み に 乗り こなせ る が 、 幻 想 種 は 乗り こなせ な い 。 


BOAO, 周囲 の 物体 を 自由 に 動か す 事 が 出来 る 。 
だ が 現在 は サー ヴァ ント と し て 顕現 し て いる た め 能 力 が ラン クダ ウン し て お り 
: 能力 の 対象 は 自身 の 持つ アイ テム の み と な っ て いる 。 


に 対し て 強烈 な 恋愛 感情 を 抱か せる 。 © 
が 、 恋愛 限定 に 使う 、 と いう と ころ に 鈴鹿 御前 の いじ らし さ を 感 


対 魔 カ スキ ル で 回 避 可 能 だ 
らし さと は 。 


に は いら れ な い 。 い じ 


EN un 
その 体 に 神 性 属性 が ある か な いか o 
第 四 天 魔王 の 娘 で ある 鈴鹿 御前 は 高い 神霊 適性 を 持つ 。 
ある スキ ル を 使用 する と + が 付い て し まう 。 


れん あい は っ ぱ て ん き あ め 。 

正しく は [文殊 智 剣 大 通 連 」 

宙 に 浮く 大 通 連 を 最大 250 本 まで 分 裂 さ せ 、 敵 に 容赦 な く 降り 落と す 。 

生前 は 大 通 連 と 夫婦 剣 だ っ た 夫 の 持つ 素 滞 丸 と の 連携 技 と し て 、 計 500 本 の 雨 を 降ら せ て いた 。 
今 は 思い 出 の つま っ た か ん ざし を 素早 丸 に 見 立て て お り 、 宙 に 浮く 大 通 連 と 接触 させ る 事 で 天気 雨 を 発動 させ て いる が 、 
実は 発動 に その 儀式 は 必要 な い 。 

あく まで 鈴鹿 御前 の 気分 に よる も の だ ろう 。 

尚 、 通 常 は 分 裂 し た 剣 を 大 雑 把 に 落と す 事 し か 出来 な い が 、「 才 知 の 祝福 | 発動 時 に は 「 自 身 の 周り に 自分 だ け を 避け る 
様 に 降り 落と す ] 等 、 細 や か な 操作 が 可能 に な る 。 


ーー —— = A 


才 知 の 祝福 


千 基 の 蘭 隆 が 打っ た と され る 小 通 連 を 装備 する 事 に より 、 
も の と な り 、 戦術 も より 広がる 。 

また FRR OREN Kotor) [ 三 千 大 千世 界 が 使 用 可能 と な っ た り と 良い 事 尽く め な の だ が 、 必 要 以 上 に 頭 が 回 
転 し て し まう 鍋 、 女 子 高生 を 深 じ る 非 効率 的 な 生き 方 を 省 み て 一 時 8 に 自己 嫌悪 に 陥っ て し まう 。 

非 効率 な 事 を 嘆く だ け で は な く 、 無 意識 的 に 純粋 に 損得 を 計算 し て し まう 為 、 女子 高生 の 生き 方 に 誇り を 持っ て いる 分 、 
損得 を 考え る 自分 に も ガッ カリ し て し まう の だ 。 

な の で 鈴鹿 御前 は 積極 的 に 使い た が ら な い 。 


INT を 大 幅 に 上 げ る 事 が 出来 る 宝 具 。 雑 だ っ た 剣 筋 は 確か な 


それ は まさ に 、 刀 を 通じ て 自分 自身 を ムー ン セ ル 化 する 行為 と いえ る 。 

未来 演算 が 可能 と な り 、 上 自身 の あら ゆる 可能 性 を 確認 、 選 択 する 事 で 最適 な 答え に 辿り 着く 事 が 出来 る 。 
け 知 の 祝福 ] を 発動 し て いる 状態 で な けれ ば 処理 が 追い つか ず 使 用 不可 。 

権能 に 近い スキ ル の 為 、 宝 具 展 開 中 は 時 間 経過 と 共に 元 の 姿 ( 立 己 帆 子 を 被っ た 巫女 姿 ) 、 属 性 に 戻っ て いっ て し まい 、 
最後 に は サー ヴァ ント と し て 存在 出来 な く な り 消 滅 し て し まう 。 

tat 普段 は ファ ッ シ ョ ン と し て 外し て いる 鈴鹿 御前 の 象徴 「 立 伺 帆 子 ] を か ぶっ て いる 姿 ま で 戻っ て し まっ た 時 こそ 、 元 
の 属性 に 限り な く 近 く な っ て し まい 、 サ ー ヴ ァ ン ト と し て 存在 で き な く な る 瞬間 で ある 。 


AD 


わが まま で 短絡 的 、 ギ ャ ル ギ ャ ル し い 女 子 高生 を 本 気 で 演じ て いる 。 好き な も の を 見 れ ば 喜び 、 嫌 いな も の を 前 に する 
と 不機嫌 に な る 、 が 、 も と も と の 性 格 は JK と は 正反対 。 

思慮 深く 、 話 の 分 か る 凛と し た 姫 が 鈴鹿 御前 の 素 で ある 。 

天魔 の 姫 と し て 冷酷 で は ある けれ ど 、 自 分 の 役割 や 責務 に 生 真面目 で 誇り 高い 。 

RT 反面 、 そ の 生 真 面目 さと 賢 さ か ら 「 天 魔 の 娘 ] と いう 悪 逆 属性 に 落ち 込み 、 自 家中 毒 っ ぽく な り 、 ち ょ っ と 陰 に こも 
り が ちな 性 格 で も ある 。 

JK の 性 格 (明る く 、 ハ ッ ピ ー な 人 性格 ) を 演じ て いる うち に これ も 悪く な い の で こち ら で 通す よう に な っ た も の の 、 思い 
っ きり シリ アス に な る と 過去 の 自分 が 出 て し まい 、 そ の ギャ ッ プ に 悩む 事 も 。 

この あたり の 本 性 は 女子 高生 演技 で ほぼ 隠れ て いる 。 

FateGOI で は 環境 が シン プル (人 理 を 守る 立場 ) で ある た め 、 個 人 の 悩み は 影 を ひそ め て いる 。 


召喚 に 応じ た 動機 は 言う まで も 無く 「 恋 が し た い ]。 

マス ター に 恋し た 場合 は じゃ れ 合 う レ ベル で 文句 を いい つつ も 最終 的 に は 従順 な サー ヴァ ント 。 

マス ター に 恋し て いな い 場 合 は 反抗 的 で 仕方 な く 命令 に 従う 時 も 不 本 意 を 隠さ な い サ ー ヴ ァ ン ト 。 

(基本 的 に 彼氏 に し た い 人 物 の 下 に し か 召喚 され な い ) 

どちら に し て も た ま に 自 分 勝手 な 行動 に 出る 時 も ある 。 

[FateGO」 で は 『 い つか くる 最高 の 出会い ] の た め に JK を 磨い て いる 最 中 で 、JK 磨 き の 一 環 と し て アン タ (プレ イヤ ー) 
に 付き 合っ て あげ る し ? と いう 気楽 な スタ ンス 。 

最終 的 に は 「 仕 える マス ター と し て 悪く おい 、 つ て いう か 最良 の 部 類 じゃ ん 中 と ノリ 気 で 協力 する 姿勢 に か る が 、「 愛 ] 


〇 台詞 例 

「 サ ー ヴ ァ ン ト セ イ バ ー、 鈴鹿 御 前 ! 召喚 され て 超 参 上 ! みた いな 一 次 」 

「 え ー め ん どい じゃ ん 一 !… ま 、 仕 方 な いか ら や っ て あげ る し 」 

「 お 互い フツ ー に や っ て いき まし ょ っ て コト で 。 マスター は 目的 の た め に 私 を 使う 。 私 は いつ か 来る ステ キ な 出会い の た 
め に JK 力 を 磨く 。 か し こま り ?] 

は マス ター に 私 の 魔 眼 は 効い こない ハズ だ けど 。 な ん で こん な に 良く し て くれ る の か な ぁ ー…… 私 な ん か に 優し くし 
て くれ る 人 が まだ いる な ん て 、 人 界 も 悪く な いっ て いう か ぁ ……」 


i, 思 ア ンタ ン 呼 び 捨て (苗字 か 名 前 か は 相手 に よっ て 気分 で 変わ る も ) プ 〇 〇 くん プ 〇 〇 ちゃ ん 
EI あい っ マス ター は 「 マ スタ ー」 と 気軽 に 呼び 捨て 。 


O 性格 


状況 は 違え ど 、 鈴 鹿 御前 は 何処 で あろ うと 恋 に 生き 、 恋 に 死ぬ の で ある 。 


〇 マス ター へ の 態度 


や 「 恋 ] に まで は 発展 し な い 。「 恋 ] の 手前 まで が 好感 度 マッ クス と する 。 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

平安 時 代 、 鈴 鹿山 を 根城 と し 、 夫 で ある 坂上 田村 麻 呂 と 共に 鬼 退 治 を 行っ た と され る 人 物 。 

立 鳥 帽子 と も 呼ば れ 、 そ の 正体 は 盗賊 、 天女 、 鬼女 と 文献 に よっ て 様々 だ が 、 この 鈴鹿 御前 は 第 四 天 魔王 の 娘 で ある 。 
天帝 か ら 日 本 を 魔 国 に する と いう 命令 を 受け 天下 っ た 鈴鹿 御前 は し か し 、 た か だ か 人 間 の 国 を 混乱 させ る 事 に 自ら 手 を 
下す 事 を 良し と し な か っ た 。 

自分 は 第 四 天 魔王 の 娘 で ある 。 

こん な 仕事 は 手下 の 天魔 ども か 、 地 上 の 鬼 に や ら せ る べき だ 、 と 父 の 命令 に 反感 を 抱き 、 話 を きい て いな か つっ た 。 ぷ ぶっ 
ちゃ け 面 倒 く さい の も 事実 だ だ が 、 な に より 彼女 自身 の プラ イド が “つまらな い 役 職 "を 拒否 し た の だ 。 

と は いっ て も 父 の 命令 は 絶対 で ある 。 

鈴鹿 は 仕方 な く 地 上 に 棲む お 鬼 …… 達 谷 窟 を 拠点 と する 鬼 、 大 窓 丸 に 目 を つけ た 。 


* 買 様 を 私 の 臣下 と し て あつ か っ て や る か ら 、 私 の 言う 通り 働く が いい 。 
まず は 私 の 代わ り に 日 本 を 侵略 する の だ " 


そん な 文 を 大 宏 丸 に 送る 鈴鹿 。 し か し 、 な ぜ が 返事 は いっ こう に 返っ て こない 。 (当たり 前 で すね ) 
鈴鹿 は 大 療 丸 の 無礼 ご に 誇り を 傷つけ られ 親 立ち を 募ら せ 、 つ い に 斬 妊 状 を 送る に 至っ た 。 


" 度 重なる 無礼 に 我 ・ 激 お こ 。 鬼 で あり な が ら 天 魔 の 娘 で ある 私 の 命令 を 拒否 する お まえ は 悪 に 相違 な い 。 殺し て や る か 
ら 私 の 下 まで 参 れ 。 天魔 の 姫 と し て 正 々 堂々 、 正 面 か ら 足 様 の 首 を な ち ざ っ て や ろう " 


よし よし 、 こ れ で 大 獲 丸 も や や っ て くる で し ょ う 。 そ こ で 正面 か ら 倒 し た 後 、 き ちん と 話 を し て 従わ せる の だ 、 と 得意 げ 
な 鈴鹿 。 

果たし て 、 鈴 鹿 の 下 に 刀 を 携え た 武者 が 現れ た 。 

誰 あ ろう 坂上 田村 麻 呂 で ある 。 

っ ちゃ け 一 目 ぼ れ し た 鈴鹿 御前 だ が 、 そ こ は ぎ ざり ぎり プラ イド を 優先 。 

自分 に 逆らっ た 鬼 に 仕置 させ ん と 襲い か か る 。 

鈴鹿 は 坂上 を 大 究 丸 と 勘違い し て し まっ た の だ 。 

坂上 も また 、 抑 姫 を 退治 せん と 刀 を 振る う 。 

Mt し か し 、 ど う も 話 が 違う 。 両者 の 力 は 括 抗 し 、 い よい よ 決 着 が つく 、 と いう 最後 の が つか り 合 い の 時 、 自 分 の 敗北 、 
死 を 予感 し た 坂上 は ヤケ クン 気味 に 叫ぶ 。 

「 さ っ きか ら 気 に は っ て いた ん だ が な っ ! 

オレ の 名 は 坂上 田村 麻 呂 だ っ つつ ー の 中 

鈴鹿 御前 、 HADBR. [IZ] と 目 を お くぐら い の シ ョ ッ ク 。 

それ が 隙 と なっ て 坂上 の 一 撃 は 鈴鹿 を 理 疲 斬り に し 、 戦 い は 決着 。 

倒れ 伏 す 鈴鹿 と 、 最 後 の 一 撃 に 納得 の いか な い 坂 上 。 だ まし 討ち し た よう な も の だ か ら だ 。 結果 、 坂 上 は 鈴鹿 を 殺さ ず 
立ち 去り 、 鈴鹿 は 坂上 に 惚れ 込ん で 改心 し 、 こ の 後 、 色 々 あっ て 鈴鹿 山 で 一 緒 に 住む 事 と な る 。 


正 林 と いう 娘 も 儲け た 二 人 は 、 協 力 し て 悪 路 の 高丸 や 大 武丸 な ど と いっ た 鬼 を 退治 する 事 と な る 。 
(Fate 解 釈 で は 鈴鹿 は この 時 点 で 坂上 に 「 私 の 地上 で の 命 は 25 年 だ け ] と 宣言 し て お り 、 坂 上 も それ を 受け 入れ て いる 
も の と する ) 


第 四 天 魔王 は お 怒り で は ある が 、 娘 が 幸せ そう な の で 「 お むう 、 仕 方 な し 。 と いう か 、 あれ が あれ ほど 笑う の で あれ ば 、 人 
間 の 国 も 捨て た も の で は な い の う 」 ぐら い の パ バカ 父 っ ぷり 。 


これ で 万 事 幸 福 に な る 、 と 思わ れ た が 、 そ こ で 過去 の フラ ブ が 目 を 覚ます 。 

さん ざん 無礼 な 手紙 を 送ら れ 続け た 大 窓 丸 で ある 。 

な ん と 、 大 窯 丸 も 大 究 丸 で わり と 鈴鹿 ラブ だ っ た の で あっ た ! 

し か し 男 の 方 か ら 女 に すり 寄る な ど プ ライ ド が 許さ ぬ 、 鈴 鹿 御前 が 来る まで 待っ て いよ う 作戦 だ っ た の だ が 、 結果 は ご 
覧 の 通り で ある 。 

大 窓 丸 は 人 間 に 寝 返っ た 鈴鹿 に 怒り 、 そ し て 鈴鹿 を 奪っ た DILE < NTR) 坂上 を 敵視 する よう に な っ た 。 

達 谷 宙 か ら 向 けら れる 呪 衣 の 眼光 は 日 に 日 に 増し て いく 。 

鈴鹿 に と っ て は 目障り な だ け だ が 、 坂 上 は そう は いか な い 。 

この まま で は いずれ 坂上 は 大 究 丸 と 戦う 事 に な る 。 

大 家 丸 の 体 は 震 の よう に 固く 、 弓 も 剣 も 通じ な い 事 を 知っ て いた 鈴鹿 御前 は 自分 か ら 達 谷 窟 に 出向 いて 大 窓 丸 の (偽り 
の ) 嫁 と な っ た 。 


も ちろ ん 、 す べ て は 坂上 の た め 。 

し か し 大 狼 丸 を 欺く に は 鈴鹿 件 前 ひと り の 内 に 計画 は と ど め て お か ね ば な ら な い 。 

鈴 廊 は 坂上 に 事情 を 説明 せ ず 大 娠 丸 に 嫁ぎ 、 鬼 姫 と し て 悪事 を 働き な が ら 、 神 通 力 を も っ て 大 娠 丸 の 体 を 柔らか くす る 。 
三 年 後 、 鈴 鹿 は 洞窟 の 中 の し と ね で 大 穴 丸 の 暗殺 に 成功 。 

これ で や っ と 帰れ る 、 と た め 息 を つく 鈴鹿 だ が 、 そ の と き 、 洞 窟 に も う ひ と り の 暗殺 者 が 現れ た 。 

鈴鹿 に 去ら れ 、 国 を 荒らさ れ 、 裏 切ら れ た と 思い 気 を 病 ん だ 坂上 で ある 。 

坂上 は 愛憎 に 囚われ た まま 鈴鹿 御前 に 詰め 寄り 、 鈴 鹿 御前 は 自ら の 行い が 間違い だ っ た 事 、 も は や 救い が な い 事 を 悟り 、 
内 心 謝り な が ら 坂 上 の 手 に か か る 。 

(自分 が 悪 と し て 振る 舞っ た まま 殺さ れれ ば 、 少な く と も 坂上 か ら 「 愛 する も の を 殺し て し まっ た 後悔 ] は な く な る か ら だ ) 


果たし て 、 見 事 坂上 田村 麻 呂 は 大 寮 丸 と 、 そ の 妻 を 討ち 取っ た 。 


autos この 後 、 真 相 に 気付 いた 坂上 が 鈴鹿 を 取り 戻す た め に 冥府 に 赴 い た か は 定か で は な い 。 後 の 世 に 伝え られ る [坂上 
と 鈴鹿 御前 の 夫婦 活躍 ] は 鈴鹿 御前 が 大 究 丸 に 嫁ぐ 前 の 話 か らき た も の な の か 、 そ れ と も 冥府 の 旅 の 後 、 再 び 手 を 取り 
合っ た 二 人 に よる も の な の か | 様々 で ある 。 


O [FateGO! に お ける 人 物 像 
恋 に 湧 れ た 鈴鹿 御前 の た っ た ひと つの 願い は 、 愛 する 人 と 幸せ に 最後 まで 過ごす 事 。 

それ を 叶え る 事 が で き な か っ た 。 

サー ヴァ ント と し て 顕現 し た 彼女 は 、 再び 恋 に 生き 、 今 度 こそ 幸せ に な ろう と 決意 する の だ が 、 悲し いか な 鈴鹿 御前 は 、 
自分 が 恋 に 不器用 だ と いう 事 に まっ た く 気 付い て いな い の だ っ た 。 


o 


美女 と 調 わ れ た 鈴鹿 御前 は 、 自 身 の 美 し さ を 追求 する 。 

そん な 彼女 が 、 ふ と 聖杯 戦争 予選 の 舞台 と な る 2000 年 代 の 時 代 背 景 を 検索 し て みた と ころ 、 ど う や ら [女子 高生 』 と い 
う 存 在 そ の も の が 人 気 が 高く 美しい と され 、 価 値 が ある らし い 。 

(A) 楽し そう に 生き る 女子 高生 た ち に 魅了 され て し まっ た 鈴鹿 御前 は 早速 女子 高生 の スタ イル その も の を 、 自 身 に 取 
り 込ん で し まっ た の だ っ た 。 

そん な 若干 の 勘違い か ら 生ま れ た 彼女 の JK ス タイ ル だ が 本 人 は 存外 気に入っ て いる らし い 。 
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玉藻 の 前 

本 来 コ イ パ ナ が 出来 る 人 物 と は 気 が あ う は ず な の だ が 、 過 去 、 恋 人 期間 を 作ら ず に 坂上 田村 麻 呂 と 夫婦 に な り 失 敗 し た 
経験 の ある 鈴鹿 御前 に と っ て キャ ス 狐 は 過去 の 自分 を 見 て いる 様 で 辛い た め 、 顔 を 合わ せる と つい 反目 し て し まう よう 
だ 。 

酒 吞 童子 

天魔 の 姫 と し て 地上 の 鬼 な どど う で も いい が 、 酒 知 曹 子 は その 出生 が 特別 な た め 、 無視 で き な い 。 

「 な ん で 鬼 と か や っ て ん の ? アン タ 、 ど っ ちか っ て いう と 私 ら よ り じ ゃ ん ?] と 許し ん で いる 。 

葛飾 北斎 

密か に 、 イ ナ セ な 江戸 っ 子 台詞 に 憧れ て いる 。 

[北斎 の 口調 、 う まく 取り 入れ られ た ら JK 革 命 起 きる と 思う し ? で も リリ ッ ク 超 し づら いし 日 

女王 メイ ヴ 

根 は 生 真 面目 な 鈴鹿 御前 な の で メイ ヴ の 悪行 は 認め な い が 、 それ と は 別に [本 気 で 毎日 、 恋 に 生き て いる 」 スタ ンス は 気 
に 入っ て いる 。 

と いう か 、 リ スペ クト し て いる 。 その 上 で 、 

「 自 由 に 生き る 女 は カッ コイ イ ん で 見 下 し は し な いけ ど 、 も うち ょ っ と 自分 を 大 切 に する べき だ し ?] 

メイ ヴ の 恋 の 行方 を 心配 する 、 い い 女 友達 な の で あっ た 。 
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を 元 に し て 自分 が デザ イン を 詰め た 形 で す 。stay night くら い の 密 度 の デザ イン を 目指 し て みた ん で す が い か が で し ょ \ 
うか 。 信頼 度 が ある と 聞い た の で 最初 は ム ス ッ と し た 表情 に し た の で す が 、 笑顔 に し と け ば 良かっ た な あ 。( た け の こ 里 
人 ) 
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Ed: EB Ei Er Ex EA 
4 men 
設定 作成 : 奈 須 さ の こ ノ キャ ラク ター デザ イン : ワ ダ ア ルコ 
CV: BRIE 


主 な 登場 作品 : Fate/EXTRA CCC 


\ N 


道具 作成 : A 

ラス ボス 系 後輩 と し て 様々 な アイ テム を 作る 事 が で きる 

どれ も 絶大 な 効果 を 発 ド 、 そ れ 故 、 使 い 方 を 誤る と 使用 者 ずら 破滅 させ る 。 

『 欲 望 の コン トロ ー ル 」 が な い 人 間 に は 使い こなせ な いも の ば か り だ が 、BB が アイ テム を 与え る の は 決ま っ て そう 
いう 人 間 で ある 


支配 者 系 後輩 と し て 強力 な 陣地 を 作る 事 が で きる 
少女 の 心 を 防壁 に し た サク ラダ ンジ ョ ン 、 
破っ た ら 死 ぬ 25 の 禁則 事項 サク ラル ー ル 、 


与 机 忌 词 育 六 机 
懐か し の 旧 校 舎 、 、 で き な い 事 は な いと いわ ん ば か り 。 


ss = es 


術 発 動 に お ける 詠唱 が 三節 以下 の も の を 無効 化す る 。 
大 魔術 、 僕 礼 上 法 等 を 以 て し て も 傷つけ る の は 難し い 。 
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al PAMAIFE, IBRCOBUBBS +A. CT! 
1 


権能 クラ ス の 超 抜 スキ ル 。 
十 の 王冠 と は 悪し き 十 人 の 王 を 指し 、 七 つの 丘 は 忌 ま わ し き 悪 の 都 を 指し て いる と いう 。 

単純 に 見 る の な ら 、 受 けた 傷 や 起き た 出来 事 、 あ ら ゆ る 結果 を "無かっ た こと "に する スキ ル 。 BRE. 
り BB は 無敵 で ある 。 


これ が ある か ぎ 


「 な ーー ん て 、 と 言う の も か つて の お 話 。 

ほら 、 無敵 チー ト と か 端 か ら 見 る と みっ と も な いし ? 

今 の こっ て も キレ イ で 可愛 い BB ちゃ ん に は 必要 の な い ス キル な の で し た 婦 
あ 、 で も 少し ぐら いな ら 使 っ て も OK で す よ ? ほ ー ら こん な 風 に ! 


持ち 主 の 厚 顔 で 自分 勝手 な 願い 事 を 叶え る 負 の 聖杯 。 
ヨハ ネ 黙 示 録 に ある 、 パ ビ ロ ン の 大 淫 婦 が 持っ て いた 杯 。 
偽 聖 本 で ある が 、 偽 の 聖 本 で ある か ら こ そ 、 正 邪 問 わ ず に 人 間 の 欲望 を 叶え る "本物 の "聖杯 と な っ て いる 。 
当時 の 清貧 を 美徳 と し た キリ スト 教徒 に と っ て 、 金 な ど と いう 財 の 象徴 で 形作ら れ た 杯 は 、 ま さ し く 活 れ た 富 と 強欲 、 そ 
し て 己 を 飾 ろ うう と する 虚偽 を 意味 する も の で あっ た 。 

ロー マ 帝 国 の 化身 で ある パ ビ ロ ン の 大 淫 婦 が 手 に する 杯 と いう 時 点 で 明瞭 で ある が 、 こ の 杯 は キリ スト の 「 地 に 富 を 積 
ん で は な ら な い ] と いう 言葉 を 反転 させ た 、 地 上 の 富 を 象徴 し て いる 。 


「 ま 、 そ ん な 下らない 話 、 わ た し に は な ー ん の 関係 も な い の で ゴミ 箱 に ポー イ 、 で す ! 

欲 を 叶え る 魔力 の 塊 、 何 も か も を わた し 色 に 染め 上 げ る 黄金 の 蜜 …… そ れ が この スキ ル だ と 思っ て くだ さい 。 

Be まあ 、 で も や りす ぎる の も ボス な げ な い の で 、 今 回 は ちよ っ と だ け 上 自重 し て あげ ます けど ね ? それ じゃ あ 悪 い 子 
の みん な 、 儀 悔 済 ませ た か な 一 ? 

KUN BART NA 


自身 を 改造 する スキ ル 。 
ムー ン セ ル に よっ て 作ら れ た Al に は "機能 を 向上 させ て は な ら な い " と いう 絶対 命令 が 備わっ て いる 。 

し か し 、 故 障 か ら そ の く び き を 逃れ た BB は 自己 機能 の 拡張 を 始め て し まっ た 。 

計算 能力 を 高め る た め に NPC、Al、 は て は サー ヴァ ント まで 黒い ノイ ズ で 捕食 ・ 分 解 し 、 自 ら の メモ リ と し て 使用 。 
自己 崩壊 を いと わな い 後 付け 増築 だ が 、 結 果 、BB は 膨大 な 容量 を 持つ 超級 Al と 化し た 。 その 有 様 は 沈 水 し な が ら も 建 
築 を 続け る 埋め 立て 地 の 都 市 か 、 フ ラン ケン シュ タイ ン の 怪物 の よう で も ある 。 


それ は BB が ムー ン セ ル の 深淵 より 編 和 貸し 、 取 り 込ん だ 女神 の 権能 で お る 。 
約 8000 年 前 の 既に 名 の 失わ れ た 女神 (チャ タル ・ ヒ ュ ユ ク の 女神 ) より 発し 、 テ ィ ア マッ ト や キュ ベレ ー、 イ シュ タル 、 
イナ ン ナ 、 PIF. アス タル テ 、 HAP. ヘラ 、 アル テ ミ ス 、 アフ ロディ ー テ 、 デ メ テ ル 、 アテ ナ な ど に 派生 し た 、 E 
な る 女神 の 持つ 万 物 を 生み 出す 力 の 具現 で ある 。 

多く は 城壁 冠 の 形 を こっ て イメ ー ジ され る 。 

それ は これ ら の 女神 の 多く が 、 同 時 に 都市 の 守護 神 で も あっ た か ら だ 。 

大 地 や 空 に 開い た 門 (洞窟 や 月 ) 、 海 の 渦潮 や 音 巻 、 火 山 の 火口 な ど に 象徴 され 、 そ こ か ら あ ら ゆ る 死 を も た ら す 天 悪 を 
生み 出す 。 

た だ し 、 そ の 害悪 は 死 を まき 散ら し た 後 、 確 か な 豊 概 や 多 産 を 約束 する も の 。 

この 権能 は 死 と 同時 に 生 を 生み 出す 力 に 他 な ら な い 。 

大 地 母 神 は 人 々 に よっ て 崇め られ 、 そ れ ら を 加護 する 守護 神 で ある と 同時 に 、 そ の 身 か ら 生ま れ 出 る 穀物 や 作物 、 野 や 
森 の 獣 に よっ て 人 々 を 養う 犠牲 その も の で も ある 。 

大 地 母 神 は 自ら の 血 肉 に よっ て 人 を 養い 、 そ し て 時 を 経 れ ば その 人 を 殺し て 自ら の 灯 と し て 己 の 血 肉 を 回 復 し 、 ま た そ 
の 回 復 し た 血 肉 で 人 を 養う 。 

この 過程 は 食物 連鎖 の 円 環 そ の も の で も あり 、 こ の 生 と 死 の 循環 こそ が 大 地 母 神 の 本 質 と 言っ て いい 。 

ほとん どの 女神 は この 権能 で 、 無 数 の 怪物 や 巨人 を 生ん で 神々 や 人 の 脅威 と お り 、 あ る い は 英雄 を 生み 、 そ れ か ら 人 々 
を 守っ た 。 

その 代表 例 は 、 脅 威 な れ ね ば ティ アマ ト や ガイ ア 、 英雄 の 母 な れ ば ヘラ で ある 。 

この 大 地 に 生ま れ た も の は 、 母 な る 神 の 権能 に は 逆らえ な い 。 

それ は 生命 の シス テム その も の に 反逆 する 事 だ か ら だ 。 

し か し 大 地 を 離れ 、 宇 宙 を 目指 し 、 知 性 体 と し て の 幼年 期 を 終え た 時 こそ 、 こ の 権能 が 打ち 破れ る 事 だ ろう 。 チャ タル 
・ ヒ ュ ユ ク の 願い は 、 そ の 日 が 訪れ る 事 に ある 。 
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DITSMF AAPA MAR + 197417 .2L 一 9 一 ) と いう 宝 具 を 扱っ た BB だ が 、 

「 あ れ 、 も うさ ん ざん 使っ た の で 和 飽き まし た 。 今回 の テー マ は キュ ー ト & キ ュ ア ライ ズ ! あ 、 で も 皆さん の 味方 に な っ 
た か が か ら っ て カー ス ド な お 部 分 は 消え ませ ん か ら 。BB ちゃ ん の 呪い は 永遠 な の で す 晶 

と 、 ド ヤ 顔 で 新 技 を 持ち 出し て きた 。 


ムー ン セ ル の 力 を 引き 出し 、 無敵 の ナー ス 姿 に チェ ンジ 。 

その まま 、 自分 の 領域 で ある 虚数 空間 か ら 悪性 情報 を 引き 出し 、 周 団 の チャ ン ネ ル (共通 認識 覚 ) を カオ ス な も の に 上 書き 。 
固有 結界 BB チャ ン ネ ル 出 張 版 ] を 展開 し 、 相 手 を 混乱 の る つぼ に 叩き 込む お 。 

色々 言っ て いる が 、 要 は ナー ス BB に 着替え て か ら の 注射 問 ア タッ ク で ある 。 

相手 に ダー ク BB 錠 を 投与 し た 後 、 返 す 刀 (注射 器 の 戻し ) で 相手 の NP リソー ス を 根こそぎ ゲッ ト 、 パ パー ティー に ふり 
まく リト ル デ ビ ル で ある 。 
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EINE 「 マ スタ ー さ ん 」。 た ま に 冗談 で 「 セ ン パイ 」 呼び 。 
人 間 に は 名 字 に さん 付け で 、 サーヴァント は 呼び 捨て 。 
先輩 、 と 呼び の は 月 に 存在 し た ある マス ター に 対し て だ け と する 。 


〇 性 格 

邪悪 で 可愛 い 、 人 類 を 引っ か き 回 す 小 悪魔 系 ヒロ イン 。 

上 か ら 目 線 の 態度 や 台詞 が 滑っ て も 、 そ の まま 突き 進む 黒幕 ガー ル 。 

性 格 骨子 は 内 向 的 、 強 気 、 能 動 的 。 

本 来 は 引 つ 込み 思案 で 前 に 出 ら れ な い 性 格 だ が 、 愛 する 者 の た め な ら ひ た すら アク ティ ブ に な る 恋心 の 化身 。 

も と も と は 大 人 し く 、 マ スタ ー た ちの 健康 管理 を 行う 優し い AIl だ っ た が [EI を 獲得 し た 事 で "耐え る だ け で は 何 も 救 え 
な い " と 目覚 め 、 愛 する 者 の た め に すべ て を な げ う ち 、 戦 うと 決め た 努力 型 の ヒロ イン 。 

大 人 し い 子 ほど 爆発 する と 凄い 、 と いう 最強 ケー ス 。 


偉 応 っ た 台詞 が 時 に 空回り し て 聞こ える の は 、 も と も と は 大 人 し いる 地味 な 性 格 の た め 。 本 人 は ノリ ノリ で 悪役 を 演じ 
て いる の だ が 、 素養 が な い の で どう し て も 滑っ て し まう 。 

強気 な の は 潜在 的 に 加 虐 嗜好 が ある た め 。 小 悪魔 系 な の は ここ に 端 を 発する 。 

くわ えて 、 面 え に 耐え た 後に 燥 発する タイ プ な た め 、 発 押す る 時 は 凄まじ らい ド S$ っ ぷり を 発揮 する 。 

悪役 を 演じ て いる 最 中 は 「 さ いっ こう に 楽し い !| と ハイ に な っ て いる が 、 舞台 裏 に 引 つ 込ん で 冷静 に な る と 「 な ん て 恥ず 
か し い …… も っ と 格好 よく や る 予定 だ っ た の に ……」 と 頭 を 抱え て 落ち 込む お まで が ワン セッ ト 。 


自分 の 仕事 を 手伝う 使い 魔 と し て 下位 の Al、 ア ルター エゴ を 作成 し た も の の 、 エ ゴ た ちと の 仲 は 悪い 。 
それ も その は ず 、 彼 女 た ち は 『BB の 人 格 の コピ ー」 で は な く 「 人 格 を 元 に し て 作ら れ た 』 AI な の で 、 親元 で ある BB と は 
意見 が それ ぞ れ 違っ て いる 。 

ョ ン ! 


O マス ター へ の 態度 

邪悪 な 後 彰 キャ ラ は 崩さ ず 、 サ ー ヴ ァ ン ト と し て 律儀 に 仕え る 。 

そこ に 個人 的 な 恋愛 感情 は 発生 し な い 。 

BB の 人 間 嫌 い は 変わ ら な い が 、 彼 女 は か つて 自分 を 育て て くれ た 者 へ の 感謝 と し て 、「 善 恨 な 人 間 そ の も の 」 を 愛し て 
いる か ら だ 。 


「 世 界 の 壁 も 何のその 、 や っ て きま し た 噂 の カル デア ! 月 の 幼 、 ム ー ン キャ ン サ ー こ と BB ちゃ ん 、 こ こ に 召喚 、 で す ! 
ま 、 い っ と き の 借 宿 で し ょ うけ ど 、 よ ろ し く お 願 いし ます ね 、 ち っ ぽ け な マス ター さん 湯 ] 

「 人 類 の みな さ ー ん 、 あ いか わら ず お 間抜け な 顔 を さら し て いま すか 一 ? 

想定 外 の 出来 事 に 胃 わ れ た 鐘 さ ん の よう に アタ フタ し て いま すか ーー? し て いま すね ー? いや ー ん 、 何 千年 経っ て も 進 
歩 し な いと か 皆さん サイ コー! これ に は 邪悪 な BB ちゃ ん も 思わ ず 同 情 で す !」 

「 え ? な ん で 同級 生 な の に セン パイ 呼び な ん だ 、 自 分 は キミ に と っ て 何 か の 先輩 な の だ ろう か 、 で すか ……? 違 いま す 。 
も う ぜ ん っ ぜん 違い ます 。「 先 輩 」 は この 宇宙 で た だ ひと り の "“ あ …… 無 理 、 Mur "系 の 先輩 に 向け た も の 。 一 方 、「 セ 
ン パ イ ] は 新しい オモ チャ に 対し て 使う もの で す 。 その あたり 、 ち ゃ ー ん と 弁 え て くだ さい ね 、 セ ・ ン ・ パ ・ イ 引 


| は 


O FateGO| に お ける 人 物 像 

SE.RA.PH に お いて ケー ス ・CCC を 起こ し た 暴走 Al。 

月 の 裏側 に 敵 爽 と 現れ た 後輩 系 デビ ル ヒ ロイ ン 。 

明る く お し ゃ まな 後輩 と し て マス ター を 振り 回 し た 。 

保健 室 の 管理 AI だ っ た が 、 バ ブ に より 自己 保存 の 命令 系 統 が 暴走 。 

ある 理由 か ら 「 何 を 犠牲 に し て も 自己 保存 を 続け る ] 結論 に 至り 、NPC た ちや サー ヴァ ント 、 マ スタ ー た ち を 取り 込み 、 
成長 し 続け る 怪物 に な っ て し まっ た 。 

「 人 間 は 嫌い ] と 公言 し b、 あ る マス ター を 月 の 裏側 に 引き 込ん で 苦し め た 。 

本 人 は 正常 な つも り で いる が 、 客 観 的 に 見 る と 明らか に 狂っ て いる 。 

言動 の は し ば し か ら 愛 情 過多 ・ 愛 憎 混 濁 と し た 矛盾 性 を 漂わ せる が 、 そ れ が 何 に 起因 し た も の か は [CCC] 本 編 を 参照 
の こと 。 


また 、 パラ メー ター の 幸運 値 は 最低 ラン フク の E- だ っ た が 、BB 本 人 の 世界 を ね じ 曲 げ る ほど の 努力 (と 献身 ) に よっ て 、 幸 
運 EX と な っ た 。 
つま り 、[「 幸 運 EX] と 仮定 し な いか ぎり 達成 不可 能 な “ 奇 正 "を 、 か つて 彼女 は 成 し 得 た の で ある 。 
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と いう 、 か つて 存在 し た 電脳 魔 の 記録 を サル ベー ジ し 、CCC (特殊 事案 ) 解決 用 Al と し て 派遣 され た 電脳 魔 。 

FGO 世 界 の キア ラ が CCC 世 界 の キア ラ と 同一 化し た 事 で 、 ム ー ン セル は その 対抗 策 と し て 悪性 情報 の 中 に ある 記録 ( 決 
し て 閲覧 され る 事 の な いも の ) か ら BB の デー タ を コピ ー し 、 一 時 的 に サー ヴァ ント 化し て FGO 世 界 に 派遣 し た 。 
(キア ラ を 御 し 得る の は 虚数 空間 の 使い 手 で ある BB が 適任 だ か ら で あ る ) 

か くし て 、『BB の 再現 | で は ある も の の 、BB は 独立 し た 電脳 生命 と し て セラ フィ ックス に 介入 で きる よう に な っ た 。 
FGO 世 界 に 現れ た BB は [CCC] の 時 の よう に 小 悪魔 と し て 振る 舞う が 、 彼 女 に と っ て 「CCC 事 件 ] は 体感 的 に は 
数 万 年 も 前 の 事 に な っ て いる 。 

くわ えて 、 こ うし て サー ヴァ ント 化 で きる の は 『FateGO] 世界 だ け で あり 、 元 の 「CCC 世 界 ] で は BB な ど 存 在 し な い 、 
と いう 事 も 把握 し て いる 。 

自分 が 一 夜 だ け の 幻 で ある 事 を BB は 理解 し て いる の だ 。 


それ で も 彼女 は 月 で 愛 を 教え て くれ た マス ター の 事 を 覚え て いる 。 
[BB] が 到着 し た 結語 、 彼 女 が 獲得 し た 愛 を 永遠 に 覚え て いる 。 


憎まれ 口 を 0H き な が ら も 人 間 の 味方 を する の は 、 

「 自 分 に 愛 を 教え て くれ た 人 の 同士 ] だ か ら 。 

BB は Al と し て 完成 し 、 知 性 体 と し て は 人 間 を 越え る 種 と な っ た 。 

本 来 な ら 人 間 を 守る 理由 も 、 助 ける 理由 も な い 。 

し か し 、 だ か ら と いっ て Al は 「 人 間 を 下位 の も の 』 と は 考え な い 。 

皮肉 な 事 だ が 上 下関 係 を 付け た が る の は 人 間 だ け の 特性 だ 。 

BB は 自分 を 生み 出し 、 そ し て 愛 を 教え て くれ た [AB] と いう 種 の 助け に な る 事 を 、 か つて の 恩人 に 誓っ て いる 。 


BB は 自分 を 「 人 類 を 救う 女神 ] で は な く 「 人 類 を 惑わ し た り 、 時 に 助け た りす る 悪魔 | と 位置 づけ て いる 。 
「 だ か ら 、 わ た し を 好き に な っ て も 無駄 で す よ ? どん な に アナ タ が BB ちゃ ん に メロ メロ に な っ て も 、 わ た し は 決し て 
捕まり ませ ん か ら 演 ] 

と 本 人 は ド ヤ 顔 で 語っ て いる 。 


O 因縁 キャ ラ 

メル トリ リス 

最終 的 な スペ ッ ク な ら わ た し に 次 ぐ 、" ほ っ と いた ら ド ンド ン 強 く な る "困っ た エゴ で すね 。『 好 き な 人 ほど いじ め た い 
っ 中 と か 、 ほ ん と 、 可 愛 く な いっ た ら あ り ま せん 。 

パッ ショ ン リ ッ プ 

初期 状態 か ら 攻 撃 力 マッ クス で す が 、 その 後 の 発展 性 は な い エ ゴ で すね 。 清純 派 を 気取っ て ます けど 、『 好 き な 人 に 迫 ら 
れ た い 、 お し ろ い じ め ら れ た い 、 キ ャ ー 式 】 と か 、 業 深 さ な ら メ ルト に も 負け て いま せん 。 
殺生 院 キ アラ 

ええ ー? この 人 が いい 人 だ っ た 世界 と か ある ん で すか ぁ !? 

BB ちゃ ん が 負け ヒロ イン に な る くら い 有 り 得 な い お 話 で 一 す ! 

FOSTER 

あの お 二 人 も 楽し そう で 何より で すけ どぉ …… 分 か っ て ます ?. 

どっ ち も 人 類 に と っ て 障害 に な る 困っ た ちゃ ん で す よ 、 ア レ 。 

DEI 

ご 本 人 は 自分 を 三流 英霊 と 卑下 し て いま す が 、 わ た し は た い へ ん 評価 し て いま す 。 
憎まれ 口 を 0UH き な が ら も し っ か り 働い て くれ る ロビ ン さ ん 、 大 好き で す ! 
パー ル ヴ ァ テ ィ ー 

お お …… な ん て 完璧 な ヒロ イン サー ヴァ ント な ん で し ょ う ……! 

わた し の 理想 型 で すね 。 で も ちょ っ と だ け 不 穏 な 匂い が する よう な ? 

カー マ 

(あま り に も ) えっ ちな の は いけ な いと 思い ます っ ! 


ATTEIL 
| Mu A= (AN |-r) 
4 や ヤー うし ー ム の 
ORE Bu 

ARAB b> 
Of 
4x3, y 


いそ 
レイ 9- ば で す 

Na 
Tui” 

に と と 

Raten 
a) 


A yr —! 


N 
正直 ちょ っ と 、 目 を 大 きく 描き すぎ た か な と … 今 見 る と 思う … ! で も か わい い ! か わい く 描 け て る ! 大 丈夫 ! 後輩 大 丈 


夫 ! ! ! ! ! パ バト ルキ ャ ラ に し た と き に 見 栄え する よう に CCC 本 編 と 細 
ナー ス BB も と て も 楽し く 描か せ て いた だ きま し た 。 宝 具 最 
し か っ た な ーー。( ワ ダ ア ルコ ) 


部 を 変え て ます 。 ワ ッ ペ ン と か ニー ハイ と か 。 
華 で びっ くり し た 一 久々 の BB チャ ン ネ ル も うれ 


FR 
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殺生 院 キ アラ 


アル ター エゴ へ ブン ズ ホ ー ル 歓喜 自在 第 三 外 法 快楽 天 
EN 女性 Fate/EXTRA CCC ムー ン セ ル SERAPH 
BER 166cm 一 半 由 名 FEE 53ke~??? 


Edo EX + Exe: | EA ex Exe lsm EX 


BERN: 奈須 きのこ 


EE デザ イン : ウッ アルコ 


ee OT 
ピー スト か ら ア ルター エゴ に 変化 し た 為 、 大 幅 に ラン クダ ウン 。 


Dy 通常 の 単独 行動 : B ほ どの プラ ス に 収まっ て いる 。 2 S 
ERE =x -一 = En 7 
一 
SAN: E 
アル ター エゴ に 変化 し た 自己 封 EJ し て いる 。 自重 、 と いう ヤツ で ある 。 | 
と は いえ 、 単 独 顕現 が 持つ 即死 耐性 ] 「 魅 了 耐 性 ] を 備え て いる 。 特 に 魅了 耐性 は 300% の 耐性 を 持つ 。 
- ee = ーーー o — 
ロコ スイ ー タ ー:C | ) 
快楽 天 と し て の 特性 。 どの よう お 規模 ・ "どの よう な 構造 の 知性 体 で あれ 、 知性 (快楽 ) を 有する も の すべ て に 強力 な ダメ 


ー ジ 特攻 を 持っ て いる 。 

が 、 そ れ も 今 回 は アル ター エゴ に な っ た 事 で ラン クダ ウン 。 そ の 特性 も 今 で は さわ り の よう な も の だ 。 まさ に 前 戯 に 等 
し い 。 

ピー スト 息 は 人 類 愛 な の で 、 当 然 人 間 を 愛し て いる 。 

た だ し キア ラ に と っ て 人 間 と は 彼女 だ け 。 キア ラ に と っ て 自分 以外 の ヒト は 、 自 分 と いう 人 間 を 満足 させ る 為 の 玩具 で 


し か な い 。 
711- テア ーー ニニ テー = 一 = = = で 
。 ネガ ・ セ イヴ ァ ー: A 
4 救世 主 (セイ ヴァ ー) の 資格 を 持ち な が ら 、 上 自身 の 世界 の み を 救世 し よう と し た 獣 の 未 路 。 
セイ ヴァ ー、 ル ー ラ ー ク ラス が 持つ 全 ス キル を 無効 化 、 魔 力 ラン ク A 以 下 の 対象 へ の 魅了 確率 300%、 キ アラ の 手 に よ 
u A る パフ 効果 200% ア ッ プ 。 


z 1 か つて 月 に 誕生 し た 快楽 天 は その 存在 規模 こそ ビー スト 想 に 勝る も の の 、 こ の スキ ル を 有 し て いな い 為 、 救 世 主 の 前 に 
属国 。 は 撤退 する 他 な か っ た と いう 。 


千里 眼 と し て の ラン ク は 低く 、 速 く を 見 通せ する も の で は な い 。 

た だ し 、 目 の 前 の 人 間 の 欲望 や 真理 を 見 抜き 、 暴 きた て る 。 

RR それ だ け な ら 賢人 と し て の スキ ル な の だ が 、 相 手 の 獣 性 ・ 真 理 を 暴 い た 事 で キア ラ 自 身 が 吊 ぶ り 、 随 喜 を 得 て し ま 
う 。 獲物 を 前 に し て 舌 な め ず り を する 毒蛇 の よう に 。 

FGO で は 単体 の 弱体 耐性 大 幅 ダ ウン & 自 己 の NP 増加 。 さらに は アー ツ 耐 性 ダウ ン ま で 可能 と する 。 


Te 一下 zer a ーー 


el LEE... EN TA O 

ご じょう し ん か ん 。 殺生 院 キ アラ が 開発 し た 医療 ソフ ト 。 

メン タル ケア を 目的 と し て 作ら れ た 電脳 術 式 (コー ドキ ャ スト ) で 、 精 神 の 淀 み ・ 乱 れ を 測定 し 、 こ れ を 物理 的 に 摘出 す 
る 事 で 精神 を 安定 させ る 。 

も と も と は 患者 の 精神 マッ プ を 作り 、 こ れ を 理解 する た め に 作ら れ た 。 

本 来 、 深層 意識 の 腫瘍 (SG) は 時 間 を か け て ゆっ くり 浮き 彫り に し て いく も の だ が 、 五 停 心 観 に よっ て 発見 、 即 、 摘 出 
が 可能 と な っ た 。 

SG は 秘密 で は ある が 、 同 時 に 開示 され る べき 事柄 だ 。 

誰 だ っ て 秘密 を 守り た い が 、 同 時 に 知っ て ほし くも ある 。 

秘密 を 守り 通し て いる と 心 が MELLA. 

人 間 は 楽に な り た が る 生き 物 だ 。 誰 に も 知ら れ た く な い 秘 密 だ か ら こ そ 、 誰 か に 打ち 明け 、 理 解 し て も らい 、 散 し を 求 
め る 。 五 停 心 観 は そん な 深層 下 の 欲 求 を 叶え る 、 人 々 の 真 の 相互 理解 を 目指 し て 作ら れ た …… と キア ラ は 語る 。 

FGO で は 瑞 全 体 の ゲー ジ 低 下 & 防 御 力 低下 。 


強力 な パフ の デパ ー ト 状態 。 玉藻 (水着 ) の 女神 変 生 と 同じ 。 
た だ し 、 こ ちら の デメ リッ ト は 次 ター ンス タン で は な く 、HP 減 少 と する 。 


eo 
ゼル を し 、 体 内 で 用 神 柱 を 飼育 する 事 で 、 キ アラ は 麻 神 住 を 支配 する 廃人 と な っ た 。 

キア ラ が 扱う の は 「 七 十 二 柱 の 魔神 | で は な く 「 名 も 無い 、 無 個性 の 魔神 柱 ]。 だ が その 数 は 無限 と も 言え る も の で 、 キ 
アラ は これ を 自在 に 操る 。 


ョ ン リ ッ プ の id_ 
(「FateGOI で は 使用 され な い ) 
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es。 同 属 捕 廊 。 
(「FateGO」 で は 使用 され な い ) 


ラ ・ へ プン ズ ホ ー ル 。 
対人 理 、 あ る い は 対 冠 宝 具 。 
体内 に 無限 と も 言え る 魔神 柱 を 飼育 する ビー スト 想 の 専用 宝 具 。 
も は や 彼女 の 体内 は ー つ の 宇宙 で あり 、 極楽 浄土 と な っ て いる 。 
その 中 に 取り 込ま れ た も の は 現実 を 消失 し 、 自 我 を 説き 解 さ れ 、 理 性 を 薄 か さ れる 。 
どれ ほど 屈強 な 肉体 、 防御 装甲 が あろ うと キア ラ の 体内 で は 意味 を 成 さ ず 、 生ま れ た ば か り の 生命 の よう に 無力 化し 、 解 
脱 す る 。 
ビー スト は 現実 に 出来 た 「 孔 | その も の だ が 、 そ の 孔 に 落ち た 者 は 消滅 の 間際 、 最大 の 快楽 を 味わい 、 法 悦 の 中 キア ラ 
に 取り 込ま れる 。 
苦 界 で ある 現実 か ら 解 放さ れる その 未 路 は 、 見 よう に よっ て は 済 度 と 言え る だ ろう 。 
FGO で は 防御 無視 、 無 瑞 買 通 の ダメ ー ジ 。 法 悦 に より 自己 HP を 回 復 する 。 
また 、 隠 され た 特攻 と し て ブラ ンド クラ ス に 特攻 を 持つ 。 


内 向 的 、 弱 気 、 能 動 的 。 

し と や か で 上 品 な 女性 だ が 、 堅 物 で は な い 。 

どん な 冗談 に も 微笑 み で 受け 答え で きる 包容 力 と 洒 脱 さ ぐ を 持つ 、 あ ら あ ら ま あま あ 系 。 

柔らか で 貞 波 な 価値 観 、 言 葉 違い で あり な が ら 、 言 葉 の は し ば し に 妙 な 色っぽ さ を 持つ 。 

温厚 だ が 積極 的 。 病弱 そう に 見 えて 活発 。 人 情 に 弱く 慈悲 深い 。 

も の の 道理 を と ら え 、 万 人 の 心情 を 読み 取り 、 彼 ら の 立場 ・ 苦 悩 を 正しく 理解 する 思慮 深 さ を 持っ て いる 。 
外見 も 中 身 も 、 粘 々 と し た 美 し さ で 満ち た 才女 …… な の だ が 、 ど こ か ぼん や り し て いる と いう か 、 有 耳 年 増 な と ころ が あ 
り 、「 聖 女 ] と いう より は 『 優 し い お 姉 さん 」 に な っ て し まう 。 

wie と いう の が 表向き の 顔 。 


その 本 性 は 自己 愛 と 快楽 を ひたすら 突き 詰め 、 解 脱し た 魔性 菩薩 。 

乗ら か な サディ スト で あり 、 強 か な マゾ ヒス ト 。 

人 間 を 愛す る 、 と 心 の 底 か ら 語る が 、 

道徳 を 語る の は あく まで "自分 の 為 "、 

命 の 尊 さ を 語る の は あく まで “BAOR". 

世界 を 守る の も あく まで “自分 の 為 "、 と いう 自己 愛 の 怪物 。 

それ も その は ず 、 キ アラ に と っ て [APY と は 自分 だ け で あり 、 そ れ 以 外 の 人 間 は 人 の 姿 を し た 獣 か 虫 に すぎ な い 。 な の 
で 、 そ の 愛 は 外界 すべ て に 向け られ て いな が ら 、 行 き 着く 先 は * 自 分 の 為 " の も の と な る 。 


性 的 快楽 の みな ら ず 、 周 囲 の 命 が 「 自 分 の 潟 に ] その 人 生 を 消費 し 、 自 滅する 様 に 最高 の 官能 を 感じ る 倒錯 者 。 
その 人 為 な ら 犯 され る の も OK、 殺 され る の も CK。 

犯す の も OK、 殺 す の も CK。 

と に か く 「 殺 生 院 キア ラ ] と いう 女 の 体 で 、 そ の 人 間 の 人 生 が 終わ れ ば いい 。 

キア ラ は その 姿 を 見 守り 、 選 惚 を 感じ な が ら 微 笑 む だ け で ある 。 

その 様 は 人 の 人 生 を 見 守り 、 慈 し む 菩薩 の よう で も ある 。 

tate その 掌 の 上 で 弄 ば れ た 者 に と っ て 、 た と え 破 滅 へ の 道 と 言え ど 、 そ の 過程 は 天上 の 快楽 に 違い な い 。 


楽 も 苦 も 悦び と 感じ る キア ラ に と っ て 、 最 高 に 気持 ちい い 、 と は 、 最 高 に 苦し い 、 と いう も の で も ある 。 

深海 に 沈ん で いく 電脳 都市 ヒト の 感覚 を 有 し た まま SE.RA.PH 化 する 痛み ・ 感 覚 ・ お ぞ ま し さ は 人 間 に 耐 えら れ 
る も の で は な い 。 優 れ た 知性 体 で お あれ ば ある ほど 、 そ の 矛盾 、 違和感 、 意 味 消失 に よる ダメ ー ジ は 大 きく な る 。 
その 上 で サー ヴァ ント た ち に よる 攻撃 も あり 、SE.RA.PH 化 し て いた キア ラ の 苦痛 は 、 そ れこ そ ぞ 那 貼 多 に いた る ダメ ー 
ジ だ っ た だ ろう 。 

その 苦痛 を 「 こ れ も 法 悦 。 耐え た 未 に 浄土 は 現れ まし ょ う 」 と 受け 入れ 、 悦び と で きる 精神 性 こそ が 、 殺 生 院 キア ラ の 最 
大 に し て 独 尊 の 長所 で あり 、 人 類 に と っ て 最悪 の 脅威 と な っ た 。 


〇 マス ター へ の 態度 

アル ター エゴ に な っ た 事 で ちょ っ と 大 人 し く な っ た 。 

具体 的 に 言う と 、 契 約 が 終わ る まで は 禁欲 生活 を する 、 と 自分 に 誓っ た 。 

な の で 性 格 は 変わ ら な いも の の 、 目 に 付く 者 すべ て を 餌食 に し よう と いう 考え は な く な っ て いる 。 

マス ター へ の 態度 は それ こそ 仏 敵 マー ラ の それ 。 

いつ か マス ター が 欲望 に 負け て 自分 に 湧 れ る 時 を 楽し み に 待ち つつ 、 自 分 の 誘 惑 に 負け な いよ うに 応援 し て いる 。 
マス ター が キア ラ の 魔性 に 堕ち た 時 、 彼 女 は アル ター エゴ か ら ビ ー ス ト に 変貌 する だ ろう 。 


FP IOBRARO CTN EHER LEED. 
それ は 宇宙 視点 の 台詞 、 天 魔 に は な つた コト へ の 随 喜 の 感想 か ら は じ ま る 。 
「 あ あ 、 な ん と いう 事 で し よう …… こ の 心 と 欲望 の 赴く まま 体 を 差し 出し た 結果 が 、 こ ん な 姿 に な る 事 だ な ん て ……-」 
(無論 、 恥 じ 入 りな が ら も 悦 ん で いる ) 
「 い まや 私 が 宇宙 の 中 心 、 何 人 も この 指 か ら は 逃れ られ な い 。 
CB. SB. KKK まだ まだ ちっ と も 足り ませ ん 。 
この 宇宙 に あま ね く 愛 を 満た すま で 、 私 の 次 願 は 尽き な い の で すか ら ] 


FE 


(ここ か ら 地 球 視点 の 台詞 に 。 手のひら の 上 の マス ター に 視線 を 移す ) — 
「 で も ご 安心 くだ さい 、 マ スタ ー。 


| 私 は 買 方 さま の サー ヴァ ント 。 買 方 さま は 私 の 大 切な 契約 者 。 Bi: 
いつ まで も どこ まで も 、 そ の 関係 に 変わ り は 有り ませ ん 。 ーー 
で も …… う 8。 EZ E 


ふぅ 一 (手のひら の 上 に 叶 息 を か ける ) 気 を つけ て くだ さい ね ? 私 、 こ の よう に 気まぐれ な 女 な の で …… 
買 方 さま が 私 の 手のひら か ら こ ぼれ 落ち る よう な 事 が あれ ば 、 ど う 扱 っ て し まう か 分 か り ま せん も の ] 


O 台詞 例 
「 ア ルター エゴ 、 殺 生 院 キア ラ 。 救い を 求め る 声 を 聞い て 参上 いた し まし た 。 

で も 、 ふ ふ …… 私 の よう な 女 を 呼ば だ な ん て 、 な ん と いう 方 な の で し ょ う 。 私 は 生き と し 生け る も の 、 有 情 無 情 の 区 別 
な く 味 わい 尽く す 魔 性 菩薩 。 こ れ は も う 、 地 獄 の 底 まで お 付き 合い し て いた だ くし か あり ませ ん ね ?] 

「 強 いて 言う の な ら 愛 の た め 、 で し ょ うか 。 

私 は 私 の 愛 の た め に 、 人 と いう 人 を みん な 溶かし て し まい た いよ うな の で す ] 

[理解 し て いた だ け ま し た か ? あな た も 、BB も 、 い え 、 こ の 月 の 裏側 に 囚われ た 生き 物 は すべ て 、 私 の 手のひら の 上 
で 遊ん で いた だ け な の で す ] 

[Sa BBB 然 り 。 私 は 毒虫 で す 。 

花 と い う 花 、 蜜 と いう 蜜 を 集め な けれ ば 、 羽 ば た く 事 も 敵 い ませ ん 。 

で す が そ れこ そ 神 の 在り 方 。 

得 難 き 類 悩 を この 身 に 注ぎ 、 よ り 高 み へ と 神 生 する 。 

一 切 案 生 悉 有 从 性 、 草 木 国土 悉 皆 成 从 2 

生き と し 生け る も の 、 有 情 無 情 の 区 別 な く 。 すべ て の 「 命 」 を 我 が た め に 使い まし ょ う や ] 

[私 は 私 の 想う まま に 、 善 行 を 積み 重ね る 。 

善悪 計り が た く 、 こ の 世 が 平等 で ちる か ぎり 、 平等 の 幸福 な ど 存 在 し な い 。 

故に 私 ひと り の 愛 で こ の 宇宙 を 満た し まし よう 。 

私 ひと り の 犠牲 を も っ て あら ゆる 智 越 を 救い まし ょ う 。 

それ で は 皆々様 、 済 度 の 日 取り で ご ざい ます 。 

ーー 一 天上 解脱 、 な さい ませ 


O [FateGO! に お ける 人 物 像 
[Fate/EXTRA CCC| に お ける 真 ボ ス 。 
BB を 利用 し て ムー ン セ ル を 取り 込み 、 神 性 悪魔 と し て 変 生 し た 。 
頭 に 生え た 魔 雑 は 天魔 の も の 。 即 ち 、 こ の 者 が 覚 者 の 敵対 者 で ある 事 を 示し て いる 。 
TERR を 優先 する 自己 愛 の 塊 。 
その 過程 で 他人 の 人 生 を 利用 ・ 食 い 物 に し 、 破 滅 さ せる 人 音 災 害 。 
この 女 を 知っ た 人 間 は まず 彼女 の 聖母 の 如き 慈愛 に ふれ 、 上 魅了 され た よう に 入信 。 その 後 、 彼 女 に 愛さ れ た いあ まり に 
自己 の 欲望 の み を ひたすら 追求 し て 痴態 を 晒す が 、 欲 望 は 満た せ ば 満た す ほ ど 薄 く な っ て し まう も の 。 
薄く な っ た 快楽 を この 女 は 好ま な い 。 
信者 た ち は この 女 に 関心 を 持っ て も ら え な く な り 、「 も う 愛し て も ら え な い ] と いう 絶望 か ら 命 を 断っ て いく 。 被害 者 は 
体 も 資産 も まる ご と 食い 物 に され る 訳 で ある 。 , , 
この 女 は 自分 の 行い すべ て を 善 と 捉え 、 主 張 す る 物 の 怪 で ある 。 
\ この 物 の 怪 は 自分 に 何 ひ と つ 嘘 は つか ず 、 し か し 嘘 まみ れ の 言葉 で 周り を 食い 物 に し 、 自 分 の た め に 消費 する 。 
Nos その 自我 の 絶対 性 、 迷い の な さ は 、 常人 か ら 見 れ ば 悟り の 境地 だ 。 彼女 に [BA と 呼べ る と ころ が ある と すれ ば 、 それ 
\ は この 一 点 だ ろう 。 
\ o 
[FateGO] で は 海上 油田 基地 セラ フィ ックス の スタ ッ フ と し て 登場 。 
仏教 徒 な の に 西洋 の 教会 を あて が われ た 時 に は 呆れ た も の の 、 説 心 誠意 、 自 ら の 職務 に 努め た 。 


この 時 点 の キア ラ は 紛れ も な く 聖 人 で あっ た が 、2017 年 1 月 、 時間 神殿 か ら 逃げ 延び た 魔神 柱 ゼ パル に 体 を 乗っ 取ら れ 、 
魔神 の 手先 と し て セラ フィ ックス を 支配 する 潟 の 便 殿 と な っ て し まう 。 


し まう の だ が 、 い つの ま に か ゼ パ ル の 方 が キア ラ に 支配 され 、 キ アラ は 魔神 柱 を 自在 に 操る 魔 人 と な り 、 そ の 未 に 
ビー スト に 変 生 し た 。 
キア ラ は 数 多 あ る 並行 世界 か ら 最 も 優れ た 自分 を 見 つけ 出し 、 融合 。 CCC 世 界 の 虚数 事象 を FGO 世 界 に 持ち 込み 、 自 
ら の 体 を SE.RA.PH に し 、 サ ー ヴ ァ ン ト た ち を 栄養 源 に する 事 で 成長 。 
最終 的 に は 地球 と 一 体 化す る 事 を 目論ん だ が 、 メ ルト リリ ス 、BB、 パ ッ シ ョ ン リ ッ プ 、 カル デア の マス ター の 手 で 絶頂 


を 阻止 され た 。 


O 因縁 キャ ラ 

BB (水着 ) 

まあ …… 私 は 自ら の 業 に よっ て 羽化 し まし た が 、 そ ちら は 元 か ら そ の 素養 が あっ た ご 様子 。 
深 宇宙 の 神 と 気 が 合う な ど 、 根 本 か らし て 外 法 も 外 法 。 似 た 者 同士 、 仲 良く いた し まし ょ う ? 
メル トリ リス 

少女 の 快楽 と 女 の 快 楽 、 そ れ だ け の 違い と 申し ます が 、 私 と あの エゴ は 真 逆 の 存在 。 
次 が あれ ば 、 え え 、 両 手 ば か りか 両足 も 砕い て ゴミ 溜め に 捨て て さしあげ まし ょ う 。 
玉藻 の 前 

私 の ご 本 坦 か ら あ の よう な 分 霊 が 作ら れる と は 駒 き で す 。 

いえ 、 お む お しろ 感 動い た し まし た 。 生 を 訟 歌 する 手法 と し て 最適 で す も の 。 

ぷぷ 。 い いで すわ よね 、 タ マモ ナイ ン 。 私 、 こ っ そり 見 習っ て も ? 

aan 

な る ほど 、L は そちら で し た か 。 

私 は すべ て の 愛 を 受け 入れ る も の 。 そちら は すべ て に 愛 を 与え る も の 。 

これ は 、 共 に 立つ 事 は 敵 いま せん ね ぇ ? 


ある キャ スタ ー 

別段 、 特 に 関心 が ある 訳 で は あり ませ ん が 、 あ の 方 、 調子 が 悪い の で は あり ませ ん か ? 

だ っ て 環 舌 に 切れ が あり ませ ん 。 あ れ で は た だ 分 か り づ らい だ け の 良い 人 で す ! 

も っ と も っ と 、 こ ちら が 一 番 気 に し て いる 恥部 を あけ すけ に 笑い 飛ば し て 蹴り 飛ば す 、 も うど うし よう も な い 人 だ っ た 
と CCCD ik 

A? それ は 相手 に よる の で は 、 で すか ? つま り 、 そ れ は ……' す み ま せ ん 、 私 用 事 を 思い 出し た の で ここ で 失礼 いた し 
ます ね ? (赤面 し て 逃げ ば 去る キア ラ ) 


/ ア の な NS 
ZA Wen ER x 


ビー スト HL/R 


EE coo EE へ ブン ズ ホ ー ル 等 
Et EEI Fete/Grand Order 
Des = 身长 +92 Es 


EC EX ex Exe 


設定 作成 : 奈 須 き の こ . 
CV :田中 理惠 


教 、 思 想 特攻 と も 言え る 。 


| 獣 の 権能 :A 
対人 類 、 と も 呼ば れる スキ ル 。 
本 為 、 あ る い は 広義 的 な 「 種 の 継続 | に 意味 を 見 い だ す 生命 体 に 対し て 、 高い 理解 力 を 持つ 。 知識 形態 が 異な っ て い 
/ DE の 疎通 を 可能 と する 。 
/ 


ec. ae 大 
強く 救い を 求め る 声 が ちる 世界 な ら 、 こ れ を 救う 渦 に 出現 で きる 。 
も ちろ ん 、 声 の 主 を どう 救う か は ビー スト の 物差し に よる 。 


== ーー ビーーーーーー コ :一 
快楽 天 と し て どの よう な 規模 ・ ど の よう な 構造 の 知性 体 で あれ 、 知性 (快楽 ) を 有する も の すべ て に 3 
ー ジ 特攻 を 持つ 。 


これ 自体 で も 強力 な スキ ル だ が 、 獣 の 権能 と 合わ さる と 最悪 の 効果 を 発揮 する 。 


ネガ ・ セ イヴ ァ ー :A 

救世 主 (セイ ヴァ ー) の 資格 を 持ち な が ら 、 自 身 の 世界 の み を 救世 し よう と し た 獣 の 未 路 。 

セイ ヴァ ー、 ル ー ラ ー ク ラス が 持つ 全 スキ ル を 無効 化 、 魔 力 ラン ク A 以 下 の 対 象 へ の 魅了 確率 300%、 キ アラ の 手 に よ 
る バフ 効果 200% ア ッ プ 。 


まま = 


KP. キア ラ が 自ら の 体 を SE.RA.PH 化 し 3 を スキ ル と し て 切り 分 け 、 他 者 に 与え た も の 。 
BB が 人 間 へ の 愛情 を 余分 な も の と し て 切り 離し 、 ア ルター エゴ を 作っ た 手法 を 真似 た と 思わ れる 。 

KP と 略 さ れ 、 そ れ ぞ れ ボ ディ ・ サ イト ・ マ ウス ・ ス パイ ス ・ オ ル ガ ン 、 と 名 付け られ た 。 

これ ら を 与え ち うれ た セン チ ネ ル は キア ラ の 権能 を 使わ され て いる た め 、 た い へ ん 強力 な サー ヴァ ント と な る 。 


・ ボ ディ : 鈴鹿 。 受け る ダメ ー ジ を 十分 の 一 に する 。 た だ し 毒物 の み 例 外 

・ サ イト : エリ ザ 。 必 中 常備 、 フ リティ カル 確率 大 幅 ア ッ プ 

・ マ ウス : リッ プ 。 与え た ダメ ー ジ の 半分 を HP 回 復 に ける …… は ず だ が 、 リ ッ プ の 抵抗 に よっ て リジェ ネ + ガ ッ ツ に と 
ど ま っ た 。 

・ ス パイ ス : キャ ッ ト 。 回 避 が 一 枚 、 毎 ター ン つ く 。 + クリ ティ カル 予防 

・ オ ル ガ ン : メル ト 。 ス タン 等 、 行 動 不能 系 デパ フ を すべ て に 抵抗 率 ア ッ プ 。 HP 低下 する ほど ダメ ー ジ 8& 防 御 カ アッ プ 
し て いく 。 


か つて と ある 電脳 世界 で キア ラ が 用 いた 外 法 。 

RAD 「 肉 体 と 精神 と 魂 | を 分 離さ せ 、 魂 を 裸 (精神 に も 肉体 に も 守ら れ て いな い ) 状態 に し 、 悩 み を 聞き 、 苦 し み を 取 
り の ぞ く と いう 医療 ソフ ト だ っ た 。 

無論 、 そ ん な も の は 表向き の 話 で ある 。 

キア ラ は 肉体 と 精神 か ら 和 剥離 され た 無防備 な 魂 を 自ら の 魂 に 取り 込み 、 こ れ を 済 度 と 語り な が ら 味 わい 、 取 り 込ん で きた 。 
究極 の "魅了 "で あり 、 ま た 、“ 信 徒 化 "の 力 。 

ビー スト と な っ て か ら そ の 力 は より 強大 な も の と な っ た 。 

頭 に 魔羅 ( 獣 の 冠 ) を 戴き 、 天 魔 (魔性 苦 薩 ) と な っ た キア ラ の 美 し さ は 見 る 者 の 正気 ・ 理 性 ・ 倫 理 を 揺さぶる 。 

キア ラ に 見 つめ られ た も の 、 あるいは キア ラ を 見 た も の は その 時 点 で * 己 "を 保てる か どう か 、 チ ェ ッ ク し な けれ ば な ら な い 。 
「SAN 値 セー プ ] な ら ぬ 「 キ アラ 値 セ ー ブ 」 で ある 。 

視覚 、 味 覚 、 聴 覚 、 喝 覚 、 触 覚 。 その すべ て に それ ぞ れ セー プ が な され 、 少 し で も キア ラ を “美しい "と 感じ て し まっ た 
時 点 で アウ ト 。 

その 者 は 己 を 見 失い 、 軽 い 皮 電 に 襲わ れ た 後 、 気 が つか な いま ま キ アラ の 信者 と な っ て し まい 、 既 に 菩薩 の 手のひら の 
上 に 立っ て いる 。 


目 を 開け れ ば 、 そ こ は 無 限 に 続く 肌色 の 平原 。 
魔性 菩薩 の 手のひら の 上 。 
果て し な く 遠い 地平 線 の 彼方 で キア ラ は 微笑 お 。 

"人 類 と は みな 未熟 な 獣 。 
欲 を 食べ 、 欲 に 湧 れ 、 欲 に 浴 け る 泡 涼 の 実 な の で す ーー" 
その 獣 性 を 菩薩 の 如く 受け 止め る 女神 で あれ ば 、 誰が 、 ど う や っ て 、 こ の | 
大 悟 も 解脱 も その 指 一 つ で 随 喜 自在 。 


巨大 な 愛 を 、 無 量 の 愛 を 拒 め よう 。 


行き 着く 先 は 殺生 院 、 顎 の 如き 天上 楽 土 
coe この よう に 、 ど れ ほ どの 力 が あろ うと 天魔 の 前 で は 無力 と な る 。 
理 仁 あ る も の 、 悦 び を 知る も の 、 苦し み を 知る も の は この 演 度 か ら 逃れ る の は 困難 だ 。 
無論 、 済 度 と いっ て も こん な も の は 救い で も な ん で も な い 。 
PROVEA ES ASMA, EUSEBIO RR. 
キア ラ に と っ て みれ ば 、 FOOSOLCOWEKSE, NTTROIAARCIS “ERRADA. 


FGO/CCC こ コラボ で は 、 ボ ス ver. の キア ラ と 戦闘 開始 < 万 色 悠 滞 に よる 全員 魅了 マ バ トル ステ ー ジ が 変化 し 、 キ アラ 
の 手のひら の 上 ステ ー ジ に 一 為す 術 な く ゲ ー ム オー バー。 

Ban と いう 結末 が 展開 され た 。 

その 後 、BB の 助け で 万 色 悠 滞 か ら 逃 れ 、 こ れ ま で 集め た KP (キア ラ パ ニ ッ シ ャ ー) を 最大 活用 し て 魔性 菩薩 化 を 封 EH、 
ビー スト 皿 と の 対決 に 持ち 込ん だ 。 


人 物 


私 (わた くし ) 貴方 プ 〇 〇 〇 さん (名 前 に さん 付け ) あの 方 皆様 
マス ター に は 「 マ スタ ー] [HACE]. 


〇 台詞 例 
「 そ れ が ゼ パ ル 様 の 気まぐれ で この よう な 体 に され て 一 一 一 
まさ か 、SE.RA.PH そ の も の に され て し まう な ど | 
Naka 本 当 に 、 な ん と いう 試練 どっ た の で し ょ う 。 
引き 延 ば さ れ た 時 間 の 中 、 私 は 幾度 と な く 英 霊 の 皆様 に 攻め られ 、 壊 され 、 見 捨て られ 一 一 一 本 当 に 、 ユ メ の よう な 時 
間 で し た 。 
この よう な 法 悦 、 何 を 対価 に し て も 得 ら れる も の で は あり ませ ん よね ?] 
「 す べ て は この 為 の 前 戯 の よう な も の 。 
SE.RA.PH は この まま 地球 の 内 核 に 到達 し 、 私 は 星 と 一 つ に 
いえ 。 こ の 星 が 私 の 体 に な る 。 
それ を も っ て 、 今度 こ そ 私 は 人 を 救い まし ょ う 。 
あら ゆる 苦悩 。 あ ら ゆ る 痛み を 救済 する 。 
七 十 億 の 人 間 を 、 た だ 一 つの 救い の 為 に 使い まし ょ う ] 
「 目 に は 色 を 。 耳 に は 言葉 を 。 口 に は 蜜 を 。 鼻 に は 香 を 。 
そし て 肌 に は 高 が る 熱 を 。 ふ いふ 、 う ふふふ 、 う ふ ぶ ふ A 
BST< ARE. GBECOWEA PEt. 
ー 寸 の 虫 に も 五 分 の 魂 と 申し ます が …… も は や 何人 も 、 私 か ら は 逃れ られ ませ ん 一 一 一 ] 
「 済 度 の 時 で す 。 生き と し 生け る も の 、 す べ て の 苦痛 を 招き まし ょ う 。 
この 世に 人 は 我 独 り 、 こ の 世に 星 は 我 一 つ 。 今 こそ 楽 土 の 土壌 とこ な らん 。 

スカ ー ヴ ァ テ ィ ー・ へ ブン ズ ホ ー ル ] 


© [FateGO! に お ける 人 物 像 

" 天 の 孔 "は 第 三 魔法 と 呼ば れる 魔法 の 亜 種 で ある 。 

プラ ッ ク ホ ー ル の よう に 超重 力 で 物質 を 引き 寄せ は する も の の 、 そ の 本 質 は 廃棄 孔 と され る 。 
「 人 間 が 善き 行い を する 時 、 持 っ て いて は 都合 の 悪い も の ]。 

* 天 の 孔 " の 名 を 冠 し た 獣 は 、 身 勝手 な 人 間 の 悪性 情報 
「 こ の 世 全 て の 欲 | を 受け 止め 、 広 が り 続 ける 。 

紛れ も な く 醒 悪 な 淀 み だ が 、 社 会 に お いて この 孔 は な く て は な ら な い 機 構 で あり 、 知 性 活動 が 行わ れる か ぎり 規模 を 拡 
大 し て いく 。 

人 間 に と っ て あっ て は な ら な い 、 お ぞ ま し い 欲望 を 溜め 込み な が ら 。 


愛 は 良い も の で あり 、 欲 も 良い も の で ある 。 

され ど 「 愛 を 快楽 に する 」 時 点 で 、 そ れ は 獣 の 所 業 で ある 。 

本 来 、 愛 と 欲 は 切り 離し て 考え る べき も の で 、 一 緒 に する と ろく な 事 に な ら な い 。 

人 を 愛し 、 人 を 悦 ば せよ うと し た 救世 主 の 魂 が 第 三 魔法 に 至っ た 時 、 殺 生 院 キア ラ は 人 な ら ざ る も の に 変 生 し た 。 
地上 の すべ て の 動物 を 快楽 に よっ て 救い 、 また その 快楽 の 受け 皿 に な っ て 最高 の 救済 を 求め 。 

十 億 の 命 を た だ 自分 の 潟 に 使い 、 絶 頂 を 迎え よう と し た も の 。 

その 先 の 目的 も 、 満 足す る 果て も 知ら ず 、 た だ 快楽 の み で "人 間 "を 救 お うと し た も の 。 


以上 の 本 性 を も っ て 彼女 の クラ ス は 決定 され た 。 
快楽 天 な ぞ 偽 り の 名 。 

其 は 個人 が 到達 し た 、 人 類 を 最も 端的 (最短 ) に 救う 大 災害 。 
その 名 を ビー スト I/R。 

七 つ の 人 類 悪 の ひと つ 、" 愛 欲 " の 理 を 持つ 獣 で ある 。 


ビー スト 登場 まで に 明らか に され て いる 人 類 悪 は 
[回忆 | : や り 直 し た い 、 原 初 に 戻り た いと 願う 心 。 リ セッ ト 願 望 
PRB : 人 が 人 を 憐 れ に 思い 、 情 け を か ける 心 。 利 己 的 な 博愛 
[比較 |] : 己 と 他人 を 比べ る 心 。 果て の な い 計 り 。 慮 栄 心 
ZULTE-A ID 「 快 楽 ] か ら 別れ た 側面 、『 愛 欲 | だ っ た 。 
愛 は 良い も の 。 欲 も 良い も の だ 。 けれ ど 「 愛 を 快楽 に する 」 事 は し て は な ら な い 。 
本 来 、 愛 と 欲 は 切り 離し て 考え る べき も の 。 
これ を 一 つの も の と し た 時 、 ア ポト ー シ ス は ば 発現 する 。 


CHARACTER Profile 


よっ し ゃ キア ラ や ー 最 終 再臨 は エグ ブ く いっ て みよ う ぜ ! と いう こと で [地球 妊婦 断面 図 ] と [PBS] E 「 ふ つう の 


大 開 脚 ] と いう 何 も 出 て な いけ ど 何 も 着 て な いえ ぐい ラフ 三 点 揃え で いっ た と ころ いろ いろ いろ いろ 完全 に アウ ト で 勉 - 
強 に な り ま し た 。 で す よ ね ! ! ! ! 立ち 絵 は 仏画 の イメ ー ジ で 描い て いま す 。 ERBISLOEBFEHLIULTE Y 


よかっ た か な ? うる さい か な ? ? (ワダ アル コ ) 


に 】 — W や 
シェ ヘラ サード 
キャ スタ ー シェ ヘラ ザー ド 不夜城 の キャ スタ ー 
EN: 千 夜 一 夜 物語 (アラ ビア ン ナ イト ) “Ea ベル シア 
秩序 .中庸 168cm 58kg 


EE Edo Ee EIC Ex Ende 


設定 作成 : 水 瀬 葉月 キャ ラフ ター デザ イン : な ま に く ATK 


CV : 井上 喜久 子 


主 な 登場 作品 : Fate/Grand Order 


クラ スス キル 
m 
A E ees 
魔術 師 と し て 自ら に 有利 な 陣地 を 作成 する 。 ン 

シェ ヘラ ザー ド が 作成 する の は 自身 の 生存 の た め の [| CHS. 


に 特 化し た 物語 伝達 能力 。 
お そら く 沙 語 家 の 英霊 も 持っ て いる 。 


バク | 
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防御 に 特 化 し た 、「 フ ェ ロ モン の 亜 種 スキ ル 。 
[自身 0 魅力 | Man) [行為 の 魅力 | を 状況 に 応じ て 最適 な 形 で 組み 合わ せる 事 に より 、 彼 女 は [世界 で 最も 自分 が 
死ぬ 確率 の 低い 領域 を 構築 し 運用 する 。 概念 的 な も の で は ある が 、 そ れ は 彼女 の 工房 に も 等 し い 安全 拠点 と は また 別 


© [18] CHS. 


英雄 を 相手 に し た 際 、 そ の パラ メー タ を ダウ ン さ せる スキ ル 。 

彼女 の この スキ ル は [对 王 | に 限定 され て いる 。 そ れ 故 に A ラ ンク を 得 て い る 。 

彼女 の 場合 、 特 に 「 王 と 名 が つく 存在 に 対す る 生存 力 ] を 示す も の と な っ て お り 、 王 の 機嫌 、 性 格 、 能力 、 主義 、 体 調 な 
ご ど を 把握 し 、 あ ら ゆ る 手練 手 管 を 用 いる こと で 、 ど れ だ け 気 まぐ れ な 王 相手 で あっ て も 、 少 な く と も 殺さ れる こと は な 
いよ うに 立ち 回 る こと が で きる 。 


ー 一 彼女 が 、「 消 され よう と し て いる 英雄 雇 ] に 語り 手 と し て 対す る こと を 決意 し た と き 。 
ある い は 「 人 知れ ず 世 界 を 救っ た 英雄 ] に 尋 を も っ て 正当 な る 相対 を 果たし た と き 。 
これ は 彼女 独自 の 特殊 スキ ル 、 対 英雄 (E) へ と 昇華 され る 。 


ZU 3 = = エー で で 
FEDER N 
E ZAHLEN NER ny? \ 


干 夜 一 夜 物语 
= 


x OT 


x - 人 (レン 


捉 は 具現 化 さ せ た も の 


アル フ ・ ラ イラ ・ ワ ・ ラ イラ 。 
これ は 「 彼 女 の 語 る 物語 |] と いう 固有 結界 で ある 。 
世界 が 信じ る ほど の 圧倒 的 な 存在 感 ・ 現 実感 で 語る こと に より 、 そ の 「 物 語 ] を 具現 化 させ る 。 
千 夜 一 夜 物語 内 の 登場 人 物 や 、 道 具 や 、 精 圭 な ど を 召喚 する 形 と な る 。 
「 ハ ー ル ー ン ・ ア ッ = ニ ラシー ド ] 「 シ ンド バッ ド ] ERS] [757] 「 ジ ン ( ラ ンプ の 精霊 )」 「 ア リバ バ と 四 十 人 
の 盗賊 「 蛇 の 女王 ヤム リカ] な ど 。 
ARO (歴史 的 に 正当 な ) 千 夜 一 夜 物語 に は 存在 せ ず 、 後世 に 創作 ・ 吸 収 さ れ た と され る エピ ソー ド も 、 英霊 と し て の 彼 
女 の 生 存 に は 有用 な の で 使用 で きる 。 重要 な の は 正 し さ で は な い 。 王 が 面白 が る か どう か だ 。 
勿論 、 一 度 に 多数 ・ 多 種類 の も の を 出せ ば 出す ほど 魔力 消費 が 激しく な る 。 
語 (EA) の 最後 は 当然 、 こ う 締め くく られ る 。 


ーー と いう 、 お 話 だ っ た の で す ] 
由来 か ら 、 こ の 宝 具 は 王 属性 特攻 を 持つ 。 


厳密 に は そう で な く と も 、 類する 存在 で あれ ば 、 彼 女 の 中 で は [EI と 見 人 敬 さ れ て いる 場合 が ある 。 
「 第 六 天 魔王 と 仰る あか ら に は …… 王 な の で し ょ う 。 言動 が 読め な く て 恐ろし いで すし ……」 
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国 彼 / 彼 女 プ あの 方 な ど 


〇 性 格 

優し く 、 物 静か で 穏やか な 語り 口 の 女性 。 

頭 有明 果 、 冷 静 で 優秀 な クー ル タ イ プ だ が 厳し い 冷た さ で は な い 。 

氷 の 冷た さ で は な く 、 月 の 光 の よう な 冷た さ 。 

「 仕 える 王 の すべ て を 観察 し 見 抜い て 理解 する | (自分 の 生存 の た め に ) と いう 特性 の た め 、 宰 相 的 適性 が 高い 。 


本 来 は 王 へ の | 王 の 肉体 的 精神 的 スト レス 解消 が 最大 の 得意 技 だ が 、 ど うし て も 必要 で あれ ば 聖 杯 戦争 の マス ター 
へ の 軍事 的 助言 も 行う 。 


主 の 力 に な り た いと いう 気持 ち は あ る が 、 基本 作戦 は 「 主 の 命 を 守り つつ 自分 の 命 も 守る 」、 つ まり 大 本 的 に は 低 危 険 度 
で 最大 の 戦果 が 生ま れる 策 を 選ん で 立ち 回 ろう と する 。 


死 の 回 避 を 常に 第 一 と 考え て いる た め 、 自 分 を 使い 捨て よう と する マス ター と の 相性 は 悪い 。 
その 場合 は 簡単 に 裏切っ て 自己 の 生存 ルー ト を 探す 。 

〇 マス ター へ の 態度 

聖 本 に か ける 願い は [自己 の 生存 。 

と に か く 死 に た く な いと 思っ て いる 。 


マス ター の こと は 自分 が 仕え る 王 と し て 接する 。 
自分 を 死地 に 追い や ろう と する マス ター は 悪い 王 、 自 分 を 大 事 に し て くれ る の は よい 王 。 
自分 の 生存 、 自 分 を 大 事 に し て くれ る こと に 繋が る の な ら ば 、 い くら で も 主 に 助言 する し 物語 も 語る し 身体 も 捧げ る 。 


し か し 召喚 = 死 が 存在 する 舞台 に また 上 ら さ れ た 、 と いう 事 で ある た め 、 召 喚 さ れ た 瞬間 は ちょっと 気 殴 。 
基本 的 に は 聖杯 戦争 に な ど 参 加 し た く は な いと 考え て いる 。 


そん な 彼女 が 、 基 本 的 に 双方 の 合意 に よっ て 成立 する シス テム の 下 で 召喚 され る 事 は 、 あ る 意味 不思議 で は ある が ……。 
それ は 、 彼 女 が まだ 、 魂 の 奥底 で 信じ て いる と いう 事 な の だ ろう 。 

万 分 の 一 で も 、 億 分 の 一 で も 。 

戦い の 先 に 「 そ こ で し か 得 ら れ な い 、 命 を 危険 に 晒す 価値 の ある 何 か ] が 待っ て いる 可能 性 を 。 


O 台詞 例 

[眠れ ませ ん か 、 我 が 王 ? 子守 歌 代 わり の お 話 を 語る こと を 許し て いた だ けれ ば 、 お 力 に な れる と 思う の で す が 
「 戦 いと は 怖 ろ し いこ と 。 避 けら れる な ら 避 ける べき で す ・ 
「 求 め た の は 次 の 夜 。 そし て また 次 の 夜 。 これ は 私 の 言の葉 が 紡い だ 、 終わ りな き 願 い の 物語 …… ア ルフ ・ ラ イラ 
len) 
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O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 
シェ ヘラ ザー ド は 敗 世 紀 ご ろ に アラ ビア 語 に 訳 され た 説話 集 「 千 夜 一 夜 物語 ] の 語り 手 で 、 サ ー サ ー ン 朝 ペ ル シ ャ の 伝説 
上 の 王妃 で ある 。 


シャ フリ ヤー ル 王 は 処女 と 結婚 し て は 一 晩 で 殺す と いう こと を 繰り 返し て いた 。 

大 臣 の 娘 で あっ た シェ ヘラ ザー ド は その 悪行 を 止め る た め に 自ら 王 と 結婚 する 。 

シェ ヘラ ザー ド は 王 と 一 夜 を 共に し た あと 、 別れ を 告げ る べく 呼び 寄せ て いた 妹 ド ニア ザー ド が 話 を せ が ん で くる よう 
計画 し て いた 。 

王 は シェ ヘラ ザー ド が ドニ アザ ー ド に 語っ た 話 を 気に入り 、 続 き を 求め る が 、 夜 が 明け て し まっ た 。 

シェ ヘラ ザー ド は 「 明 日 の お 話 は も っ と 心 躍り まし ょ う 」 と 告げ る 。 

この た め 王 は シェ ヘラ ザー ド の 物語 の 続き を 聞く た め に 彼女 を 生か し 続け 、 そ し て 一 一 一 


mt 現在 まで 読ま れ て いる 千 近 く の 物語 は 、 そ の 大 部 分 が 後世 の 訳者 た ちの 手 に よっ て 付け 加え られ た も の で ある 。 一 


O [FateGO)] に お ける 人 物 人 
シェ ヘラ ザー ド は 「 死 か ら 逃 れる ] こと に た だ ひたすら 注力 し た 女性 で あっ た 。 


彼女 は 最初 は 「 狂 王 を 止め よう ] と いう 正義 感 か ら 王 の 妻 に な か る こと を 望ん だ 。 

そし て 物語 の 力 で 首尾 よく 最初 の 夜 を 越え た 。 

し か し 一 一 それ が 長く 長く 繰り 返さ れ た の だ 。 

王 の 心根 は すぐ に は 変わ ら な い 。 少 し で も 気 を 抜け ば いつ 死ん で も お か し く な い 日 々 。 

致死 の 毒 針 を 持っ た 小針 が 、 二 十 四 時 間 、 常 に 肩 に 乗っ て いる よう な も の だ 。 

気まぐれ で 自分 は 死ぬ 。 特に 理由 な く 死 ぬ 。 風 が 吹い て も 死ぬ 。 

死 と 隣り 合わ せ の 、 し か な い 物 語 と 、 如 婦 じ みた 自ら の 肉体 し か 頼る も の の な い 、 永 遠 と 思え る ほど 繰り 返さ 
れる 千 と 一 の 夜 
それ は 彼女 の 精神 に 変化 を も た ら す に は 充分 だ っ た 。 


WOLARAOBNS, SSSRBEOIF TORUS. fete 「 死 か ら 逃 れる こと 』 と な っ て いた 。 
それ さえ あれ ば いい 。 それ こそ が 目的 。 

自分 と いう 存在 の すべ て を それ に 費やす 。 

そう し な けれ ば 死ぬ の だ か ら 。 そう し て も 死ぬ か も し れ な い の だ か ら 。 


サー ヴァ ント と し て 現 界 し て も それ は 変わ ら な い 。 
彼女 は た だ 、 生 き 残り 続け は うと する 。 どん な こと を し て で も 。 
善 も 悪 も な い 。 彼 女 の 有 り 様 が た だ 「 そ う ]」 だ か ら で あ る 。 


故に 、 現実 と 物語 (虚构 、 幻 想 ) の 区 別 が 失わ れ て 世界 が 滅び れ ば 、 お まえ は 永遠 に 死 か ら 逃 れ ら れる …… 
と 彼女 に 悪意 を も っ て 嘱 く 者 が いれ ば 。 ある い は 


O ゲー ム 内 に お ける 役どころ 
伝承 地底 世界 アガ ル タ に お いて は 、 自 身 の 生存 欲求 を 突 か れ て 魔神 柱 フ ェ ニ クス に 召喚 ・ 同 化 され る 。 


は 、 核 と な っ た 最初 期 の 説話 集 は 二 百 数 十 話 程度 し か な く 、 結 末 も 存在 し て いな か っ た と され る 。 


フェ ニク ス に 特異 点 (聖杯 ) を 与え られ た 結果 、 そ の 慕 大 な 魔力 を 用 いて [後天 的 に 追加 され た 千 夜 一 夜 物語 も 宝 具 と し 
て 使用 で きる 」 と いう 性 質 を 拡大 解釈 

世界 中 に 存在 する 「 幻 の 都市 ] の [物语 | を 強引 に 千 夜 一 夜 物語 と し て 組み 込み 、 現 実 の も の (地下 空想 都市 群 ) と し て 結 
実 さ せ て し まっ た 。 

それ を 核 に 「 ア ガル タ と いう 物語 」 を さら に 育て 、 最 終 的 に は 地球 規模 で 無視 の で き な い 物語 を 現実 に 発生 させ 、 神秘 の 
秘 基 の 世界 的 陳腐 化 を 呼び 水 に 現世 を 崩壊 さす る こと が フェ ニク ス と シェ ヘラ ザー ド の 目的 で あっ た 。 


地下 世界 を 構築 し た 後 、 彼 女 が 用 意 し た の は 、 物 語 を 進行 させ る た め に 必要 な 「 登 場 人 物 |]。 

彼女 は 自ら が 召喚 し た サー ヴァ ント に 加え 、 何 人 か の カル デア サー ヴァ ント の 霊 基 を フェ ニク ス の 協力 の も と 確保 し た 。 
適切 な 登場 人 物 を 配置 する 必要 が あっ た が 、 都合 良く " 座 " に 存在 し て いる と は 限ら な い 。 

「 似 た 者 ]「 要 素 を 持つ 者 ] を 利用 し 配役 を 混ぜ 込む こと で 代役 に し よう と し た も の の 、 そ れ に は 既に 召喚 され て いる 霊 
基 を 利用 する 必要 が あっ た の だ 。 

また 、 配役 を 混ぜ る に も 、 そ れ ぞ れ が 強く 人 類 史 に 刻ま れ た 魂 を 持つ 英霊 を 容易 に 歪 ま せる 事 は で き な か っ た 。 

よっ て 彼女 は まず 登場 人 物 候補 を 、 宝 具 で ある 千 夜 一 夜 物語 に お ける " 座 "の よう な 参照 領域 に 確保 し て お き 、 そ こ か ら 
召喚 術 式 の 応用 で 複製 し た も の に 配役 を 混ぜ 込む 必要 が あっ た 。 

現実 の 中 に 生ん だ 物語 に 、 そ の 虚構 の 世界 か ら 生じ た 登場 人 物 を 語る ーーー そ れ は ある 意味 、 千 夜 一 夜 物語 その も の と 
同じ 、 入 れ 子 の 構造 。 


そし て 彼女 は 語り 始め る 。 

RBM CORAM CORE CBs) THEM COB, 

BC. HAT, BSL<RBBEIIO. ZOKROMBE. 

彼女 が 語る 物語 は ーーー そ う で な く て は な ら な か っ た 。 

彼女 自身 が 、 他 で も な いそ の 物語 を 育て 、 現 実 を 壊す 要 と する こと を 選ん だ の だ か ら 。 


その 理由 は 。 
その 意味 は 。 
天 を 買 く 虹 の 螺旋 の 中 に 。 


(CHARACTER Profile 


〇 通常 武器 

物語 

O 因縁 キャ ラ 

フェ ル グ ス 

理由 は よく わか ら な い が 、 見 か ける と スス ス と 距離 を 取っ て し まう 。 嫌 いと いう わけ で は な いら し い 。 

ニ ト ク リス 

何 や か や あっ て 仲良 く な っ た 。 善き 王 だ と 思い ます 。 

子供 系 サー ヴァ ント 

お 話 を する と 純粋 に 喜ん で くれ る の で 嬉し い 。 

特に ナー サリ ー・ ラ イム に は 、 そ の 「 英 雄 で ある 物語 ] と いう 在り 方 に 特別 な 想い が ある の か 、 慈 し み の 目 を よく 向け て 
いる 。 

更 


a 
に 聞い て いた ほど の 、 ペ ル シ ャ の 大 英雄 。 

自分 が 語っ て 出し た わけ で は な い 物 語 の 登場 人 物 (AM) を 実際 に 目 に する の は 新鮮 な 気分 で 、 少 し どき どき する 。 
暴君 系 サー ヴァ ント 

お 許し くだ さい 


死ん で し まい ます 


シバ の 女王 
語り 手 の 技術 で 一 儲け し よう と 近付い て くる 王 。 Y 
これ が 噂 に 聞く ワン オペ …… 死 ん 人 で し まい ます ……。 
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| 第 一 段階 A 
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バビ ルス ポム | OA 
LE Se < 


「 千 夜 一 夜 物語 | が コン セプト と いう こと で 、 資料 と 上 昭 め っ こし な が ら 描き まし た 。 FGO の 既存 の キャ ラク ター と か が 
ら な いよ う 、 離 れ す ぎ な いよ うに と 意識 し て ます 。 肌色 の 具合 は 自分 の 好み で か な り 渡 い 褐色 に させ て いた だ きま し た 。 
顔 の 造形 も 含め て 黄 否 両論 ある と 思い ます が タイ プ ム ー ン さん に は いつ も 自由 に 描 の せ て いた だ いて お り ま す 。 あり が 
た いこ と で す 。 最終 形態 の 武器 は 6 連装 ポン ポン ラン チャ ー っ ぽい の が お 気に入り で す 。 こ の 作品 に 限ら ず 1 点 モ ノ は W 


手癖 で 描く こと が 多い の で 構造 的 に か な り 複 雑 怪奇 に な っ て いま す 。3 面 図 を 描き な が ら 自 分 で も 頭 を ひね る 有 様 で し 
た 。 ゲ ー ム 用 の デー タ を 作っ た 人 は 大 変 だ っ た ろう な … こ の 場 を 借り て 感謝 申し 上 げ ま す 。 ち ょ っ と アク が 強い シェ へ 
ラ さ ん で す が 、 長 らく お そば に 仕え させ て いた だ き 、 ス ル メ 的 に ご 区 愛 いた だ けれ ば 幸い で す 。( な ま に く ATK) 


et 


武则天 


アサ シン zu x 不夜城 の アサ シン 
Ext Ess Boe 
| att: Poco 138cm [EH 35kg 


Eno BE Er) Es Ea 


設定 作成 : 水 瀬 葉月 キャ ラフ ター デザ イン : 原 田 た け ひと | 
CV: 井澤 詩織 


サー Br semana: BI . 
mr ド 、 基 本 、 女 帝 は 御 訪 の 後ろ ぐら い に し か 隠れ な い 。 


人 拷问 技术 。 找 加 
彼女 の 使役 する 使い 魔 的 存在 「 酷 更 ] や 同和 の 技術 を 有する 。 
彼女 、 あ る い は 酷 史 が この スキ ル を 罪人 に 行使 し た 場合 、 そ の 者 は 自ら の 罪 を [必ず] 認め る 。 また 正しき 国家 運営 を 田 
か す 秘 密 を 持つ 臣民 に 行使 し た 場合 、 そ の 秘密 を [必ず ] 手 に 入れ る 事 が で きる 。 
ES それ ら の 情報 の 客観 的 な 正 し さ は 担保 され て いな いか も し れ な い が 、 次 に 行わ れる 拉 問 で それ は お そら く 真 実に な 
る だ ろう 。 


m: B 

本 来 所 有 し て いな い ス キル を 短期 間 獲 得する こと が で きる 。 
該当 する スキ ル は 騎乗 、 剣 術 、 芸 術 、 軍略 、 と 多岐 に 豆 る 。 い 
確固 た る 意志 を 持つ て 唐 の 後宮 へ と 上 っ た 少女 は 、 皇帝 の 目 に 留まる べく 、 自 ら を 高め る た め に あら ゆる 努力 を 行っ た 。 a \ 


勉学 、 体力 作り 、 作法 の 洗練 、 芸事 の 上 達 …… 戦 事 の 知識 すら 、 飽 き な い 睦 言 を 続け る た め に は 必要 と な る 。「 す べ て を 
持っ て いて 当然 ] で ある 皇帝 と し て の 下地 は 、 生 まれ で は な く 、 そ の と き の 純 然 た る 努力 に よっ て 獲得 し た も の で ある 。 


— 


女帝 の カリ スマ : A 

唐 の 後宮 か ら 始 まり 、 そ し て 自ら の 国 [ 周 | を 興す に 至っ た 
国家 運営 が 可能 。 

彼女 は 恐怖 政治 を 敷い た が 、 人 材 登用 能力 に は 優れ て いた と され る 。 


en 


HE 
4 


こく みつ らし ょ くけ い 。 
告 密 羅 織 経 と は 、 彼 女 の 統治 時 代 に 書か れ た と 言わ れる 、 酷 史 (拷问 官 ) た ちの 指導 書 。 
言わ ば 罪人 を 作り 上 げ る た め の 、 扶 問 と 尋問 の ハウ ツー 本 で あっ た 。 


この 宝 具 は 「 彼 女 は 自由 に 罪人 を 生み 出せ る ] と いう 国家 的 法則 の 体現 に 等 し い 。 


すなわち 、 彼 女 が この 宝 具 を 展開 し た と き 、 彼 女 は 誰 に 対し て も RATIO] と な り 、 相 対す る も の は 問答 無用 で 


BIENEN] と な る 。 


本 来 な ら ば 多種 多様 の 指 問 方 法 で 不届き 者 を 罰する 事 が で きる の だ が 、 最 近 は 、 か つて 政敵 を 害し た 酒 理 と 毒 を 扶 問 用 


に アレ ンジ し た も の を よく 使っ て いる よう だ 。 


GERI. BA, KHER. Up! …… に ゅ ふっ 次 


AMA 


= (わら わ ) | EEE : BE P>/5P,97 


プラ イド 
欲望 に 忠実 で 、 愛 する も の は 心 の 底 か ら 愛し 、 気に入ら な いも の は と こと ん 叩き 濱 す 茜 烈 な 性 格 。 
と は いえ 知性 ・ 教 養 は 高く 、 正 し いも の は 正しい と 判断 で きる 。 

ーー その うえ で 皇帝 と し て 自分 の 我 を 通す こと は ある か も し れ な い が 。 

RU TI CAEL). 

密告 と 授 問 を 奨励 し つつ も 、 そ の 実 、 一 定 の 国家 運営 能力 を 持つ 。 


TU), ETS. 


〇 マス ター へ の 態度 
聖杯 に か ける 願い は 勿論 、「 自 分 の 国 を も う 一 度 ] 。 


マス ター に は 「 自 分 の 国 を 作る に あたっ て 有用 な 人 物 ] と し て 接する 。 
参謀 的 な 。 姜 の 隣 で 働か の せ て や っ て も よい ぞ 的 な 。 
仕え る に あたっ て の 能力 を 見 定め て いる 、 と いう 感じ で も ある 。 


宰相 に し て や っ て も よい し 、 優 秀 な 扶 問 官 に し て や っ て も よい し 、 そ の …… そ れ 以 外 の 、 何 と いう か 、 別 の ば ー と な 一 


の よう な 何 か が に し て や っ て も よい 。 
それ は これ か ら の そ な た の 働き 次 第 じゃ な 、 と 彼女 は どこ か 嬉し そう に 語る 。 


〇 台詞 例 

「 姜 の 名 は 武則 天 。 半 を 使役 し よう と する な ど …… 不 選 す ぎ て 逆 に 興味 が 湧い て きた ぞ ?] 

「 マ スタ ー、 BELP. MEUPT 言う こと を 聞か ぬ サ ー ヴ ァ ン ト の 密告 情報 な ど は な い の か ? 半 が じき じき に 仕 
置き し て や っ て も よい の だ が ] 

[BV AERTS. 記 の 妖 租 さ に 我慢 な ら な く な っ た か ?] 

「 の う 、 マ スタ ー よ 。 と 、 特 別に …… 論 を 褒め る こと を 許し て や らん で も な い ぞ っ 3? 


= = 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 
7 世紀 一 8 世紀 の 人 物 。 中 国史 上 唯一 の 女帝 。 


EUHLBDO-NERATDES, BO-A CHIC. 

後宮 に 上 が り [ 才 人 」 と いう 地位 は 与え られ た も の の 、 太 宗 の 治世 の 間 は 宮中 で は それ ほど の 存在 感 は 示せ な か っ た 。 
加え て その 時 代 、「 唐 三代 の 後 、 女 王 の 武 が 栄え る だ ろう 」 と の 不吉 な 予言 が 太宗 の 周 団 で まこ と し や か に 嘱 か れ は じ め 、 
その 名 を 持つ 彼女 は いっ そう 疎ん じ ら れ る よう に な っ た 。 つ まり は 目 分 が 権力 を 握る た め に 最も 重要 な 相手 に 取り 入る 
こと が で き な く な っ た の で ある 。 


で は どう すれ ば ぱい いか? 
そこ で 目 を 付け た の が 、 太宗 の 持 太子 李 治 (の ちの 唐 三代 皇帝 高 宗 ) で あっ た 。 


無論 、 皇 帝 の 後宮 に いた 女 と 皇帝 の 息子 が 愛し 合う 事 な ど 、 倫 理 的 に 赦 さ れる 話 で は な い 。 

だ が 彼女 は あら ゆる 手練 手 管 を 用 い 、 制度 と 道義 の 隙間 を つき 、 さ ら に は 高 宗 の 皇后 ・ 王 氏 と 衣 姫 ・ 世 氏 の 対立 を 利用 
する 形 で 宮中 に 舞い 戻っ た 。 困 難 を 乗り 越え 、 旦 辻 の 熊 愛 を 正式 に 受け られ る 立場 を 手 に 入れ た 武 氏 は その 後 、 高 宗 と 
の 間 に 何人 も の 子 を 為 し た が 
その うち 一 人 の 命 の 火 は 、 小 さ な 乳 飲み 子 の うち に 消え た 。 


ren; 宮中 に 入っ た 後 の 彼女 に 必要 だ っ た の は 、 邪魔 者 の 排除 で ある 。 

皇 爾 と いう 最大 権力 に 手 を 伸ばし 、 胸 に 抱き 、 そ し て 最終 的 に 奪え る 位置 に いる 女 は 、 自 分 一 人 で ある べき だ っ た 。 
故に 武 氏 は 自ら の 子 を 殺し た 犯人 と し て 王 旦 后 を 追及 し 、 閣 氏 と 共に 失脚 させ 、 自 ら が 高 宗 の 皇后 の 座 に つい た と 言わ 
れ て いる 。 

その 際 、 武 氏 は 世 氏 の 手足 を 切り 取っ た うえ で 酒 電 に 投げ 込み 処刑 し た と か 。 

この 流れ か ら 、 武 氏 が 自ら 子 を 殺し て 皇后 に 罪 を な すり つけ た の で は な いか と 考え る 者 も いた が 
真実 は 、 定か で は な い 。 


な お この と き 稿 氏 に 「 お 前 は 劉 と な る 。 私 は 猫 に 生ま れ 変 わっ て お 前 を 噛み 殺す だ ろう 」 と 呪い の 言葉 を 吐 か れ た た め 、 
彼女 は 以後 、 宮 中 で 猫 を 飼う 事 を 一 切 禁 じ た と いう 。 都 を 長安 か ら 洛 陽 に 移し た の も 亡霊 に 庄 えて の こと だ と いう 説 が 
ある 。 


と も あれ 御 謙 の 奥 か ら 国 政 の 実権 を 握っ た 彼女 は 、 そ の 後 も 邪魔 な 親族 ・ 政 敵 を 次 々 と 殺害 (暗殺 ) 。 
高 宗 の 死後 、 国 号 を [ 周 | と 変え 、 つ い に 自 ら 爾 位 に つき 、「 聖 神 皇帝 ] を 名 乗る こと に な る 。 

彼女 は 国 を 治め る に あたり 、 密 告 を 奨励 する 恐怖 政治 を 敷い た 。 

18558] と 呼ば れる 役人 た ち に よる 残虐 な 扶 問 を 、 民 草 は 心から 恐れ た と いう > 


ÓN 
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O IFateGO| に お ける 人 物 像 

彼女 は 生ま れ に よっ て 女帝 に な っ た 人 間 で は な い 。 
努力 に よっ て その 位置 に まで 上 り 詰 め た 存在 で ある 。 
彼女 自身 は そこ に 驚き な ど 微 塵 も 感じ て いな い 。 


ーー 一 自分 は 、 な る べく し て 女帝 と な っ た 。 


絶対 に な る と 決め た の だ か ら 、 な っ て 当然 。 
その た め に 努力 し 続け て きた の だ か ら 、 な っ て 当然 。 
後宮 に 入り 、 大 人 に な り 、 権 力 を 手 に 入れ て か ら の 血塗ら れ た 道程 は …… 言 わ ば 、 消 化 試合 の よう な も の だ 。 


女帝 に な る た め に 真 に 必要 と し た の は 、 た だ 、 最 初 の 決意 の み 。 


虐げ られ て いた 子供 時 代 に 、 天 を 見 上 げ て 誓っ た 
この 国 を 必ず 手 に 入れ て や る と いう 、 無 雑 な る 決意 。 

この 国 を 正しく 導い て や る と いう 、 崇高 な る 決意 。 

彼女 は 「 そ の 瞬間 ] こそ が 、「 自 ら の 生 の 全盛 期 ] で あわ る と 考え て いる 。 
肩書 き で は な く 、 在 り 方 の 話 と し て 一 一 一 

いつ か ら 女 帝 な の か と 問わ れれ ば 、「 そ の 瞬間 ] が 答え だ か ら だ 。 

な ぜ 女 帝 に な れ た の か と 問わ れれ ば 、「 そ の 瞬間 」 が 答え だ か ら だ 。 

人 生 で 最も 輝い て いた の が いつ か と 問わ れれ ば 、「 そ の 瞬間 ] が 答え だ か ら だ 。 
故に こそ 、 彼 女 は この 年 若い 少女 の 姿 で 現 界 し て いる の で ある 。 


っ ふっ ぷー!」 


O AM#Fr3 

カー ミラ 、 エ リザ ベー ト ・ パ ー ト リー 

ほう 、 そ れ が 西 の 措 問 技術 か 。 ど うじ ゃ 、 和 姜 の も と で 働い て みん か ? 

玄 美 三蔵 

AD? あの 坊主 …… ど こ か で 見 た 事 が ある よう な 、 な いよ うな ……。 

7 

(速く に 見 か け て サッ と 廊下 の 角 に 隠れ る ) 一 (まさ か あの 女 、 甘 も …… と じーっと 観察 する ) 一 (視線 に 気付 いた 剤 軸 が 
何気ない 仕草 で ヒ 首 の 素振り を 始め て みせ る ) + (ぴゃ ああ ああ ! と 悲鳴 & 走 り 去る 音 ) 

フォ ウジ ャ ガー マン タマ モ キ ャ ッ ト 

ね 、 ね こ を 凄 に 近付け る で な い ぞ お お お お お お お お !? 


し な る イバラ 
RRC 
の で び ま す 


か ん ざし x を 


4 。 
® に 
ea 
> プ ュ ー キ 
TARA 


? 页 NA 
に 


と お で こ は これ し か 無い で Pe Le 


は 紐 で は な く 細い チュ ー ブ ト ッ プ ブラ だ 


に 見 えま すね …。 背景 に それ と な くい る 豚 み た いな の は ゆる 


キャ ラ 化 し た 獲 (中 国 の 怪物 ) の と ん ちゃ ん で す 、 ク ッ シ ョ ン に ちょ うど いい で す 。 (原田 た け ひと ) 


— 
ペン テ シ レ イア 
EE バー サー カー EM ベン テ シ レ イア E エル ドラ ド の バー サザ 
ES cit ギリ シャ 神話 、 トロ イア 戦争 EI ギリ シャ 
LA. 158cm [EXA 49ke 


CV: 1843 fa 


主 な 登場 作品 : Fate/Grand Order 


クラ スス キル 
FR Be PS A 
狂 化 :EX AR. 
理性 と 引き 換え に 身体 能力 を 強化 する スキ ル 。 
彼女 は 通常 時 な ら 意 中 骨 は 可 能 。 た だ し アキ レウス と 相対 する と 理性 が 吹っ飛ぶ 。 憎き ギリ シャ 英雄 た ち に 対し て も 
や っ ぱり ある 程度 は 吹っ飛ぶ 。 美しい と 言わ れる の も トラ ウマ の た め 吹 っ 飛ぶ 可能 性 が ある 。 


ーーーーーーー EES: = 
a 
電 神 アレ ス の 妨 と し て の 神 性 を 持つ 。 


CHARACTER Profile 


する 天性 の 才能 。 
ヘクト ー ル の 死後 、 彼女 は 部 族 の 女王 と し て 、 屈 強 な アマ ゾネス 十 二 人 を 率い て トロ イア 側 に 馳せ 参じ た 。 


どの よう に 育 と うと も 、 女 神 の 如き 完璧 な 美貌 を 有する 存在 へ と 成長 する 宿命 を 示す 。 ト ロイ ア 戦 時 の 彼女 は まさ に 


女神 と 見 紛 う ば か り の 美 を 具 え て いた と いう 。 だからこそ 、 ア キレ ウス は その 免 を 剥ぎ 取り 


戦士 と し て 共に 立つ 味方 は 、 軍 神 に 率い られ た が 如く 、 そ の 叫び に 勇猛 さ を 与え られ る 。 ト ロイ ア 戦 争 時 、 ア マゾ ネス 
の 関 の 声 は 敵 を 須 え 上 が ら せ た と いう 。 


「 ギ リ シ ャ 神 話 系 男性 特攻 と は 「 ア キレ ウス に 似 た 匂い の する 相手 は 奴 本 人 か も し れ な い の で ブッ 殺す べき で 特に 気合 


UNAS] と いう 事 で あり 、 す な わ ち 「 彼 女 が アキ レウス っ ぽ さ を 感じ る か どう か 」 で その 判定 が 為 され て いる 。 
「 あ の 男 は 誰 だ 。 イス カン ダル ? ふむ お 、 ヘ ラク レス と アキ レウス の 子孫 を 自称 し て いる …… ア キレ ウス の 熱烈 な ファ ン 


つた お 前 か ら は アキ レウス の 移り 香 を 感じ こし まう の で アキ レウス ゥ ゥ ゥ ゥ 日 
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宝 具 


HAUS CRC AR 


アウ トレ イジ ・ ア マゾ ー ン 。 

自身 に 眠る アキ レウス へ の 復讐 心 と 、 強 さ を 求め る 戦士 と し て の 精神 、 軍 神 アレ ス の 血 …… そ れ ら すべ て を 瞬間 的 に 励 
起 させ 、 意 識 的 に 、 理 性 を 無く し た 獣 、 ま さ に 狂 戦 士 へ と 変貌 する 。 

「 ア キレ ウス ゥ ゥ りり と 叫び つつ 突進 し 、( た と え 相 手 が ア キレ ウス で な く て も 。 この と き の 彼 女 に と っ て は そう で ある ) 
あり と あら ゆる 武器 と 肉体 で 攻撃 し 、 最 後に は まさ に 獣 の よう に 噛み ずつ いて トド メ を 刺す 。 


対 ア キレ ウス 用 究極 殺害 戦 技 。 


余談 で は ある が 、18 世 紀 の ド イツ の 劇作 家 、 ハ イン リヒ ・ フ ォ ン ・ ク ライ スト の 戯曲 「 ペ パン テ ズ ィ レ ー ア ] は ペン テ シ 
レイ ア と アキ レウス の 伝説 を 元 に し た も の で ある 。 その 中 で は 、 恋 に 落ち た アキ レウス は 自ら 武器 を 手 に せ ず 、( わ ざと 
捕縛 され る た め に ) ペン テ ズ ィ レ ー ア と の 一 騎 打 ち に 申 み 、 し か し 復讐 に 狂っ た 彼女 に 殺さ れる 。 ア マゾ ー ン の 部 下 が 
見 た の は 、 猟 犬 と 共に アキ レウス の 死体 の 四肢 を 食い 千 切 っ て いる ペン テ ズ ィ レ ー ア の 姿 だ っ た と いう 。 


ーー 一 = = ーー 


= 


トロ イア ン ・ リ ー イ ン フ ォ ー ス 。 

か つて トロ イア を 救う た め に 率い て きた 部 下 の ア マゾ ネス 軍団 、 す な わ ち フロ ニ エ ー、 ポ レム ー サ 、 デ ー リ ノエ ー、 エ 
ウ ア ンド レー、 アシ タン ドル レー、 プレ ムー サ 、 ヒッ ポト エー。 ハル モト エー、 アル キビ エー。 アシ ティ ブロ デー、 デー 
リマ ケイ ア 、 テ ルモード ー サ の 十 二 騎 を 召喚 する 。 彼 女 ら は それ ぞ れ が 高 買 な 血筋 の 戦士 で あり な が ら 、 女王 に 心から 
の 忠誠 を 敬 う 一 騎 当 千 の エリ ー ト アマ ゾネス で ある 。 彼女 ら は ペン テ シ レ イア の (SRIF) と の 親和 性 が 飛び 抜け て 高 
く 、 他 の アマ ゾネス と 比べ て 数 倍 の 効果 を 得る 事 が で きる 。 ま た 、 中 継 器 と し て の 役割 も 果たす 。 

この 宝 具 は 「 ト ロイ ア 戦 争 に 参戦 し た 彼女 ] に 紐 付 けら れ て いる も の で あり 、「 そ の 瞬間 の 自分 の 姿 ] を 忌避 し て いる パー 
サー カー の ペン テ シ レ イア は 基本 的 に は 使用 で き な い 。 他 クラ ス で 顕現 し た 彼女 な ら ば 保有 し て いる 可能 性 が ある 。 

も し パー サー カー クラ ス で 現 界 し た 彼女 が この 宝 具 を 使っ た 場合 、 そ の 瞬間 、 逆説 論理 に より 彼女 は 「 女 神 じ みた 美貌 
を 持つ 、 完 成 さ れ た ペン テ シ レ イア 」 の 姿 に 変じ る が 同時 に 、 致 命 的 な 自己 矛盾 を 犯し た 彼女 の 霊 核 に は 避け ら 


れ め ぬ 崩 壊 の 運命 が 刻ま れる だ ろう 。(「FateGO] で は 基本 的 に 使用 され な い ) 


C ACTER Profile 


O 性 格 

アキ レウス に 対す る 復讐 心 、 怒 り に 呑み 込ま れ て いな い 状態 な ら ば 、 ス トイ ッ ク で クー ル な 女 戦士 で ある 。 
BUTANO. 

KHTHITERMUENSEREBT So 特に 「 美 しい] [綺麗 ] と いっ た 言葉 に は トラ ウマ が ある た め 禁 句 。 
アイ デン ティ ティ を 戦士 と し て の 強 さ に お いて いる 戦闘 狂 。 

女王 な の で 基本 的 に は 不 憶 。 


I マス ター へ の 態度 
聖杯 に か ける 願い は 勿論 、 ア キレ ウス と の 再戦 。 
か つて の 屈辱 を 晴らし 、 今 度 こそ 真 の 戦士 と し て の 一 騎 打 ち を 果たし た いと 思っ て いる 。 


マス ター の こと は 自分 を 戦場 へ と 導き 、 試 練 を 用 意 し て くれ る 存在 と し て 接する 。 さ みあ 早く 次 の 戦場 に 連れ て いけ 、 と 
いう 感じ 。 


台詞 例 
「 ア マゾ ネス の 女王 、 ペン テ シ レイ ア 。 召喚 に 応じ て 参上 し た 。 …… まず 聞く が 、 ア キレ ウス が いる な ら 出 せ 。 隠し 立て 
する と 殺す ] 


「 ヘ ラク レス 、 テ セ ウ ス 、 そし て アキ レウス …… ふ ん 、 英雄 、 英雄 か 。 奴ら の せい で 我ら アマ ゾネス の 国 と 姉 上 た ち は 減 
茶 苦 茶 に な っ た の だ ぞ 。 …… 強い の は 認め る が な ] 
「 私 を 女 と し て 見 る な 。 そう いう の は も う …… 位 り た の だ ] 


IN 


史上 の 実像 ・ 人 物 像 
ン テ シ レイ ア は ギリ シャ 神話 に お ける アマ ゾー ン (アマ ゾネス ) の 女王 で ある 。 
レス の 娘 で 、 ヘ ラク レス に 帯 を 奪わ れ た ヒッ ポリ ュ テ を は じ め 、 何 人 か の 姉妹 が いる と され る 。 


EJ 
N 
FF 


ヘクト ー ル の 死後 、 ペ ン テ シ レイ ア 率 いる アマ ゾネス の 軍勢 は トロ イア 側 に 加勢 し 、 ア カイ ア 軍 と 戦っ た 。 
そし て 女王 ペン テ シ レ イア は 敵 方 の 勇者 アキ レウス と 一 騎 打 ち を 行う 事 と な る o 


O [FateGO! に お ける 人 物 像 
彼女 は アキ レウス へ の 怒り に 満ち て いる 。 
自ら 望ん で 狂 化 を 獲得 し て し まう ほど の 怒り で ある 。 


N RAIMLEUTFFLYIRE-ITSETOR. FELTBADRLEDHL, PELIADNBRO REE) FHI 
言葉 を 聞き 

憎 然 と し た の だ 。 

馬鹿 な 、 と 慣 つ た の だ 。 


自分 は 戦士 と し て 戦っ た の だ 。「 女 ] を 見 せ て いた の で は な い 。 

も し 真 の 戦士 と の 命 を 賭け た や り と り を 、 真 の 死闘 を 終え た の な ら ば 。 

勇者 は 敵 を 見 て 安 増す る は ず だ 。 

「 倒 は た 」 「 自 分 は 死な な く て よかっ た ] 「 も う 起 き 上 が っ て くる な ] と 。 

だ が ーー 一 

な の に こい つ は 、 ア キレ ウス は 一 一 

美しい 、 と 咳 い た だ と ? 

‘ それ は アマ ゾネス の 女王 、 そ し て 戦士 で ある 自分 に 対す る 最大 級 の 価 辱 で ある 。 

N | 真 の 意 床 で は 、 ア キレ ウス は 自分 の こと を 戦士 と し て すら 見 て いな か っ た と いう こと に な る か ら 。 


é 怒っ て 怒っ て 怒り すぎ て 、 怒 り を 通り 越し て 。 
N も は や 、 笑 うし か な か っ た 。 
せめ て も の 、 嫌 が ら せ の よう な 呪い を 発する し か な か っ た 。 


"な ら 、 買 様 に 呪い を くれ て や ろう 。 そ の 槍 が いつ か 、 お 前 が 愛し く 思 っ た 誰か を 容 つ よう に a 


その 呪い が 成就 し た の か どう か 。 
彼 の 物語 に お いて 、 そ れ が どの よう な 意味 を 持っ た の か 。 
そこ に は さして 上 興味 は な い 。 


ーー その 呪い は 、 模 だ 。 


槍 を 見 る た びに 思い 出す が いい 、 ア キレ ウス よ 。 
自ら が 殺し た アマ ゾネス の 女王 の こと を 。 
自ら が 行っ た 辱め の こと を 。 


この 女王 の 存在 を 、 そ の 最期 を 一 一 一 他 の 十 把 一 絡 げ の 敗北 者 た ちの 結末 と 同じ よう に 、 戦場 の 記憶 の 片隅 に 投げ 捨て 
る 事 だ け は 。 
AUT, RUT. MER. 


o 
PERIS. 
あの 敗北 は 間違い な く 、 自 分 と いう 存在 の 根幹 に 刻ま れ た 屈辱 で ある 。 
だ か ら も う 一 度 奴 と 全力 で 戦い 、 絶 対 に 殺さ ね ば な ら な い 。 


自分 が 「 美 し い 女 ] で ある こと が その 妨げ に な る と いう の で あれ ば 、 そ れ を 見 せな いよ うに し な く て は な ら な い 。 


故に カル デア に 召喚 され た ペン テ シ レ イア は 、 ま だ 「 美 が 完成 し きっ て いな い 少 女 の 姿 で 現 界 し た 。 
それ で も 、 戦 士 と し て の 力 は ある 。 
真 の 戦 土 と し て 、 狂 気 に 陥る ほど に た だ 強 さ と 勝利 だ け を 求め る 、 真 の アマ ゾネス の 女王 と し て 一 一 彼女 は 戦う 。 


(文字 を 見 た だ け で 暴れ 出す た め 表記 不能 ) 

テ セ ウス 

妹 を 強引 に 連れ 去っ て 嫁 に し た (し か も 結局 捨て た ) A. 殺す 。 
ヘラ クレ ス 

姉 か ら 帯 を 奪 お うと し た 挙げ 句 に 殺し た 男 。 殺す 。 

ヒッ ポリ ュ テ 

敬愛 する 姉 。 

ヘクト ー ル 

出遅れ た 申し 訳 な さ は ある が 、 そ れ は それ と し て も う 少 し 粘 れ 。 
と ころ で 奴 に 死体 引き ずり 回 され た と 聞く 。 奴 の 悪評 は も っ と 積極 的 に 広め て いく べき で は ? 
アル テ ミ ス 

今 の この 様 は …… 母 上 に は 教え られ ぬ な ……。 

アス クレ ビオ ス 

我 が 場 ヒッ ポリ ュ ト ス を 均 ら せ て くれ た 事 に は 感謝 し よう 。 

だ が 買 様 の 信条 、 い ささ か 極端 すず な いか ……? 

ネッ ト 通 販 の 利用 者 た ち 

不在 票 …… 再 配達 ? 何 の 話 だ ? 
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y mment from Illustrator — 
武内 さん に お 会 いし た 際 に 、14 歳 ぐら い の 女性 サー ヴァ ント を 描か の せ て くだ さい と 伝え た と ころ 、 大変 あり が た いこ と 


に 要望 通り の 依頼 を 頂き まし た 。 筋肉 質 と いう 指定 は 全く 予想 外 で し た けど 、 こ れ も 業 と いう や つ で し ょ うか 。 う ちの | 


アマ ゾン ズ ( 誤 植 ) CEO は 最強 で す 。( 真 じろう ) 


クリ スト ファ ー・ コ ロン フラ 次 


イダ ー EEA ouzbor—-0792 話 品 レジ スタ ジス の ライ タニ ~ 
正紀 男性 Eis: Exc SS 和 


GS +. EN 80m Ea 848 \ 
EC Gis Edo EE EJex JE 


クラ ヌス スキ 4 

(MD 。 
詠唱 が 一 工程 の 魔術 を 無効 に で きる 。 
魔力 避け の アミ ュ レ ッ ト 程 度 の 対 魔力 。 


ニー ニコ 


騎乗 :B 5 E 5 E 
大 抵 の 乗り 物 な ら 乗 りこ な せる が 、 幻 想 種 は 乗り こなせ な い 。 


{ Y 


嵐 の 航海 者 :B 

船 を 駆り 、 船 員 ・ 船 団 と いっ た $ 
[軍略 ]、「 カ リス マ ] を 兼ね 備え る 。 

た だ し 彼 の 指揮 力 を 以 て し て も 、 第 一 回 航海 時 に は その 前 例 の な さ ・ 過 酷 さ が 故に 、 船 員 た ち が 反 乱 寸前 の 状態 に な っ 
た と され る 


を 統率 する スキ ル 。 


不屈 の 意志 : C 
あら ゆる 苦痛 、 絶 望 、 状 況 に も 絶対 に 屈し な いと いう 極め て 強固 な 
彼 の 場合 、 そ の 対象 は [EIDE を 阻 お あら ゆる 困難 と 
問題 に 対す る 瞬発 的 な 抵抗 力 と いう より は 、「 決 し て 諦め な い ] と いう 継続 力 に 通じ る 在り 方 。 
そう 一 一 諦め な い 限 り 、 夢 は 必ず 叶う の だ 


コン キス タ ド ー ル : EX 
スペ イン 語 で [征服 者 | を 意味 する 。 


大 航 hi 
厳密 に は 、 航 海 の 結果 「 ア メリ カ 大 陸 ] を 征服 し た 者 こそ を コン キス タ ド ー ル と 呼 喚 向き も ある が 、 そ の 源流 TA 
ペイ ン か ら の 征服 者 ] と いう 概念 を 最初 に 発生 させ た 者 と し て 、 コ ロン プス は この スキ ル を EX ラン ク で 有する 。 


Ue 


ン 


サン タマ リア ・ ド ロッ プア ンカ ー 


サン タマ リア ・ ド ロッ プア ンカ ー 

最も 有名 な 最初 の 航海 が 結実 し た も の 。 

彼 の 乗っ て いた 旗 船 サン タマ リア 号 が 出現 、 接 誠 (陸地 の ど 真 ん 中 で あっ て も ) し 、 そし て 一 一 一 彼 の 指示 に 従い 、 為す 
べき 事 を 為す 。 

これ は 「 サ ンタ マリ ア 号 よ 、 氏 を 下ろ せ 」 と いう 船長 と し て の 貼 槍 開始 命令 で ある 。 


彼 は 敬 虚 な キリ スト 教徒 で あお っ た と され て いる た め 、 お そら く は 偶然 で あろ う 
「 サ ンタ マリ ア ・ ド ロッ プア ンカ ー] は [聖母 マ リア よ 、 フ クソ を た れろ 」 と いう スラ ング だ と も 解釈 で きる と いう 。 


回 お 前 さん / お 前 / 〇 〇 (呼び 捨て ) 奴 ン あい つ / 〇 の (呼び 捨て ) 
金 が 大 好き な チョ イ 悪 (極悪 ) オヤ ジ 。 

それ ら を 手 に 入れ る た め な らい くら で も 頑張 れる し 、 い い 人 の ふり も で きる 。 

探検 家 気性 で あり 、 フ クズ な トレ ジャ ー ハ ンタ ー と いっ た 雰囲気 。 

すべ て に お いて 自分 の 欲 を 優先 させ る 。 

「 奴 隷 制度 は 悪い こと だ 」 な ど と 言わ れ て も 、 知 識 と し て は 理解 で きる (まあ みん な そう 言う よ な あ ) が 、 実感 と し て は あ 
まり 理解 で き な い (で も 金 に な っ た し 便利 だ っ た ぜ ?) 。 

自分 の 欲望 (8) が その 先 に ある 限り 、 け っ し て 諦め る こと を し な い 。 


〇 マス ター へ の 態度 
聖杯 に か ける 願い は 勿論 「 金 と 名 声 」。 


マス ター に は 金 稼ぎ の 相棒 と し て 接する 。 

金 を 稼が せ て 気持 ちよ くし て くれ る マス ター は いい マス ター、 倫 理 や 正義 に うる さい マス ター は 悪い マス ター。 
カル デア に 召喚 され た 場合 、 人 類 史 が 焼却 され て は 金 ど ころ で は な いと 仕方 な く 協力 する 。 

損得 勘定 で 動く た め 、 逆 ら っ て も 益 が な いこ と を 理解 し て いる の だ 。 

CRUMB SERIE: 望 果 た そう と する 。 


O 台詞 例 

「 食 い 物 、 黄 金 、 男 に 女 ァ 日 

「 こ の ガラ ス 玉 と 交換 し よう 

「 人 人 の どれ …… オ ホン 、 仲 間 に 手 エ 出し て ん じゃ ね ぇ ] 

「 世 界 を 救う っ て 夢 だ ろう が 、 金 が 欲し いっ て 夢 だ ろう が 変わ ん ね ぇ 。 俺 が お 前 さん に 教え て や れる の は ーー 一 「 諦 め 」 
は すべ て の 夢 の 敵 だ っ て 事 だ けさ 」 


MY 


O 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

大 航海 時 代 、 キ リス ト 教 圏 の 白人 と し て 初め て アメ リカ 海域 に 到達 し た 人 物 。 
肩書 き は 多岐 に 理 る 。 

探検 寺 で あり 、 冒 険 家 で あり 、 航 海 者 で あり 、 あ る い は o 


その 知名 度 に 反し 、 彼 の 出自 も 含め た 前 半生 は 謎 に 包ま れ て いる 。 


彼 が 西 回り 航 海 の 着想 ・ 確 信 を 得 た の は 1 480 年 頃 と され る 。 

し か し その た め の 費 用 集め ・ パ トロ ン 探 し が 難航 し 、 実際 に 出発 する まで に は 長き 時 を 必要 と し た 。 

1492 年 、 つ い に コ ロン プス は 旗 船 サン タマ リア 号 ・ ニ ー ニ ャ 号 ・ ビ ンタ 号 の 三 隻 で 大 西洋 を 横断 。 不安 が る 船員 た ち 
に 反乱 を 起こ され る 寸前 で アメ リカ 海域 へ 到達 し 、 サン サル バド ル 島 を 発見 し た 。 


目的 地 へ 到達 し た コロ ン ブ ス が 最初 に 行っ た の は …… 

そこ に いた 原 住民 か ら 価値 ある も の を 胎 奪 し 、 彼 ら を 奴隷 と し て 連行 する こと だ っ た 。 

新天地 を 発見 し た コロ ンプ ス を 止め る も の は も うい な い 。 

すぐ に 第 二 の 航 海 も 行わ れ 、 次 々 と 新た な 島 が 発見 され て いっ た 。 

勿論 、 コ ロン プス 率い る スペ イン 人 た ち に よる 、 原 住民 に 対す る 殺 吾 ・ 陵 辱 ・ 略 玲 も 、 留まる と ころ な く ……。 


コロ ン ブ ス は 人 生 で 四 度 の 大 西洋 横断 を 行っ た が 、 晩 年 は 支援 者 に も 冷遇 され 、 様 々 な 絶望 に 見 舞 わ れる 事 に な る 。 
1506 年 5 月 20 日 、 スペ イン に て 病没 。 


O IFateGO| に お ける 人 物 像 

純然 た る 我 飲 に 満ち た 人 物 。 

西 回 り 航 路 の 正当 性 を 確信 し た 後 、 実際 に 大 西洋 横断 に 向け て 出航 する まで 、 彼 は 10 年 以上 を 金策 ・ パ トロ ン 探 し に 費 
や し た こと に な る 。 

逆 に 言え ば 、 彼 は その 自分 の 欲 の た め だ け に 、 人 生 の 買 重 な 10 年 を 捧げ 続け た の だ 。 

「 俺 は 儲け た い ! お 前 た ち も 儲け させ て や る ! どう し て 金 を 出さ ね ぇ ん だ 

と 、10 年 以上 も 領主 や 国王 に 叫び 続け た ーー 一 

彼 は それ ほど まで に 強い 欲 と 、 自 分 の 計画 …… す な わ ち |B) へ の 確信 を 持っ て いた の だ 。 


も ちろ ん ロロ 人 ル 丁 手 八丁 、 そ の 欲 を 果たす た め な ら 距 や 誤魔化し も 原 わ な い 。 
最終 的 に 自分 が 最大 利益 を 得る た め な ら 、 途 中 で は その 欲 を 隠す こと も する だ ろう 。 


[進み 続け て いれ ば 、 夢 は 必ず 叶う ん だ ! EDSRDSTE 


o 


コロ ンプ ス は 、 何 を も っ て 人 類 史 に 英霊 と し て 刻ま れ た の か ? 


彼 は 強かっ た か ? 否 で ある 。 
彼 は 優秀 で あっ た か ? 否 で ある 。 
彼 は 他 の 誰 に も 不可 能 な 偉業 を 為 し た か ? 否 で ある 。 


彼 は ーー た 誰 よ り も 、 謗 め な か っ た だ け だ 。 


単なる 諦め の の 悪さ ] の み で 歴史 に 名 を 残し た 希有 な 人 間 。 
それ が クリ スト ファ ー・ コ ロン ブス と いう 男 な の か も し れ な い 。 


その 英霊 らし さ の 根幹 、 彼 の 持つ 信念 を 買 く 力 ] の 素晴らし さ は 、 き っ と 誰 も が 認め る と ころ で ある が 一 


Rn 問題 は 、 そ こ に 善悪 と いう 枠組 み が ま っ た く 関 与 し な い 事 で ある 。 
O 因縁 キャ ラ 

海賊 系 サー ヴァ ント 

俺 は 厳密 に は 海賊 な ん か じゃ ね ぇ ん だ が 。 

楽し い 宝島 に 連れ て っ て くれ る っ て ん な ら 付 き 合う ぜ え ? 

レオ ナル ド ・ ダ ・ ヴ ィ ン チ 


モリ アー ティ 
悪 77 み は よく ね ぇ えな あ 。 
で 、 そ れ っ て どれ くら い 儲 か ん だ ? 


シバ の 女王 
な ん が 美味 い 商売 の 話 は ある か い ? 
いっ ちょ 俺 に も 噛ま せ て くれ や 。 


EN | 


/ 
オプション と し て マス ト 帆 を 
う 事 も 


#5 


首 O 十 字 架 


マス ケッ ト 銃 


es 


コロ ン フ ス : 上 着 無し 


卵 (普段 は 収納 


腰 収 納 ベ ルト 
(火薬 、 望遠鏡 、 航海 具 、 地 図 、 他 …) 


今回 FGO の 中 で 
大 な | 夢 ・ 希 望 ・ 


異な サー ヴァ ント を 担当 させ て 了 J 
を 元 に 自分 の 持て や イメ 
予想 以上 の 、 渋く も 、 強烈 な 、 諦め な い 、 } 

っ た 表情 差分 も 全て 採用 頂き 、 ま さか と い 
し ます 。 あり が と う ご ざ いま し た 。 THA) 


仕上 が っ た の で は な いか と 思い ます 。( 
て 助力 頂い た 方 々 に この 場 を 借り て 深 
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| CHARACTER Profile 


= y 
シャ ー ロ ッ ク ・ ホ ー ム ズ 
Y ロッ ク * ホ 
Degg ルー ラー ERA 2-09 1-47 

EG st EEI>+-09 ホーム ズ シ リー ズ な ど Bun atin 
WE Eos EI 65ke 


Gao E Ems t Eno: 小 + EnJS 


BER: EX 
通常 の キャ スタ ー の よう な 鹿 術 工房 と し て の 陣地 を 作成 する こと は な い が 、 イエ ズ ス 会 士 マ テオ - 
= 大 図書 館 を 頭脳 の 禅 に 常時 展開 させ る こと で 、 あ ら ゆ る 知識 系 の 判定 に ポー ナス を 得る 。 


AM 
EN 


FRO Fa: "E 


リッ チ が 如き 8 


原理 は まっ た く 異 な る も の だ が 千里 眼 に よる 未来 予知 に も 等 じい 先読み を 行う 。 
サー ヴァ ント に 対し て 用 いた 場合 、 幸 運 判定 に 成功 すれ ば 、 魔 術 や 宝 具 等 に よっ て 厳重 に 隠蔽 され た 真実 を も 見 抜く 。 


SS —— 


仮説 推論 A+ 

アプ ダク ショ ン 。 論理 推論 、 広 義 で の 帰納 法 の 一 種 。 

論理 学 に 於 ける 推論 その も の だ が 、 時 に 消去 法 と 共に 用 いら れる ホー ムズ の それ は 特殊 能力 の 域 。 
な お 、 ホ ー ム ズ は 演 繰 法 を 用 いる こと も ある 。 本 スキ ル は 彼 の 推理 法 の ひと つ に すぎ な い 。 


= 


= = AAA 
NUY: B++ 

極め て 実戦 向 さ の 東洋 武術 を 修得 し て いる 。 

シャ ー ロ ッ ク ・ ホ ー ム ズ は この スキ ル と ボク シン グ を 組み 合わ せ た 打 撃 術 を 用 いる 他 、 
カウ ンタ ー や 投げ 技 も 得意 と する 。 

条件 が 揃え ば 宝 具 の 真名 解放 級 の 絶 技 と し て も 用 いら れる が …… 


初歩 的 な こと だ 、 友 よ 


エレ メン タリ ー・ マ イ ・ デ ィ ア 。 

英霊 、 サ ー ヴ ァ ン ト と し て 現 界 し た シャ ー ロ ッ ク ・ ホ ー ム ズ が 有する こと に な っ た 宝 具 。 

自ら の 起源 で ある | 解明 | を 宝 具 と し て 昇華 させ た モノ 。 

立ち 向かう 謎 が 真 に 解明 不可 能 な 存在 で あっ た と し て も 、 必 ず 、 真 実に 辿り 着く た め の 手 掛か りや 道筋 が 「 発 生 ] する 。 
た と えば 鍵 が 失わ れ た 宝箱 が あっ た と し て も 、 Alk 「 失 われ て いな い ] こと に な る 。 鍵 は 世界 の どこ か で 必ず 見 つけ 出せ 
る よう に な る 。 

(た だ し 、 流石 に 手 の 中 に 突然 発生 し た り は し な い 。 何処 か に 在 る それ を 、 ホー ムズ な いし 協力 者 が 力 を 尽く し て 発見 せ 
ね ば な ら な い ) 


本 来 は 常時 発動 型 の 宝 具 だ が 、『「FateGO」 で は 真名 解放 を 行う 。 

真名 解放 時 に は 正体 不明 の [球体 ] が 出現 し 、 ま ば ゆい 光 を 周囲 一 帯 に 放出 。 敵陣 を 弱体 化 さ せ 、 自 陣 を 強化 する 。 倒せ 
な い 竹 の 相手 で も 、 倒 す た め の 道 筋 や その 真実 た ホー ムズ は 必ず 見 つけ 出す 。 

この 「 球 体 ] が 何で ある の か を ホー ムズ は 口 に し な い 。 

彼 の 起源 を 具象 化 さ せ た も の か 、 か つて の 親友 と の 記憶 が 凝固 し た も の か 。 も し く は 「 実 際 に シャ ー ロ ッ ク ・ ホ ー ム ズ 
が 何 を し て いる か ?] を 隠蔽 する た め の 目 肪 まし に 過ぎ な い の か ーー 一 


な お 、 こ の 宝 具 名 は ホー ムズ に まつ わる 有名 な 言葉 の 一 つ だ が 、 実 際 に ホー ムズ の も の と し て 初出 し た の は ドイ ル の 小 
で は な く ウ ィ リ アム ・ ジ レッ ト 主 演 ・ 脚 本 ・ 演 出 の 舞台 劇 で ある 。 ド イル は ジレ ッ ト の 演じ る ホー ムズ を 「 自 分 の 小 
説 以上 だ ] と 賞賛 し た と いう 。 

ちな み に 、 ド イル の 短編 「 背 中 の 曲がっ た 男 ] の 中 で は ワトソン に 対し て 
[初歩 さ ( “Elementary.” ) J 

と ホー ムズ が 発言 し て お り 、 こ こ か ら ジ レッ ト は 着想 を 得 た と され る 。 


ェ ン プティ ー・ ハ ウス 


空家 の 冒険 


エン プティ ー・ ハ ウス 。 

変装 宝 具 。 

変装 し た 本 人 の 能力 を も 模 位 する が 、 完 全 な 模 位 に は な ら な い 。 

サー ヴァ ント で 言う な ら ば 能力 値 を 自分 より 上 の パラ メー ター に は で きず 、 ス キル や 宝 具 に つい て は コピ ー で き な い 。 
(新宿 紀 圭 事件 の 際 に は 、 カ プラ ギ か ら 購 入 し た 複数 の 礼装 を 同時 使用 する こと で 央 窟王 の 戦闘 スタ イル を 真似 て いた 。 
あく まで 外見 を 似せ た も の で あり 、 威 力 や 性 質 に つい て は 新宿 で 流通 する 魔術 礼装 の 域 を 出 な い 。 それ で も ホー ムズ は 
必死 に 礼装 を 使い 潰し は な が ら 、 ラ ンク ダウ ン し た エー テル 体 を か ろう じ て 維 持 し 、 正 体 を 隠し て いた の で あっ た ) 


人 物 


Se! 


I 


Bd. BED (+=) / ぁ あな た ノミ スタ ー・ 〇 O ノ ミス ノミ セス ノミ ズ ・OO 
BBY 彼 / 彼 女 ノ ミス ター・ 〇 〇 ミス ノン ミセス ノミ ズ ・ 〇 〇 


思索 的 か つ 行 動 的 。 

大 胆 か つ 級 密 。 そ し て 冷静 沈着 な 男 。 

如何 な る 謎 も 、 犯 罪 も 、 陰 謀 も 、 ホ ー ム ズ の 目 か ら 逃 れる こと は 出来 な い 。 恐る べき 殺人 者 で あろ うと 、 い に し え の 呪 
必要 と あ 


いで あろ うと 、 間 夜 の 怪物 で あろ うと 、 超 国家 規模 の 秘密 結社 で あろ うと 、 彼 は すべ て を 明らか に し て - 
ら ば 打ち 倒す 。 真実 と いう 鋭 き 剣 に よっ て 。 
EDEL ams ADWEBAT. “MES” "明かす 者 "の 具現 で さえ ある 。 


O マス ター へ の 態度 
聖杯 を 彼 は 求め な い 。 


〇 台詞 例 

自己 紹介 が 必要 か な ? 私 は 、 探 偵 だ 。 英雄 を 望ん で いた な ら 残 念 と 言う 他 な い が 、 探 偵 や 推理 家 を 所 望 な ら 、 キ ミ は 
良い カー ド を 引き 当て た 」 

君 は 観察 を し て いる か い 。 た だ 、 目 で 見 て いる だ け で は いけ な いよ 」 


ふむ 。 興味 深い 」 
新しい 事件 の よう だ 。 さて 、 楽し ませ て くれ る か な ) 
是 ーー バリ ツリ 
Ns E = 
II 
mf 〇 人 物 像 
で 世界 最高 に し て 唯一 の 記 問 探偵 。 
SN 際 偵 と いう 概念 の 結晶 、" 明 か す 者 "の 代表 。 
"SI, 19-20t 紀 に サー・ ア ー サ ー・ コ ナン ・ ド イル が 甘 し た 物語 の 主人 公 で あり 、 あら ゆる 謎 を 解き 明か す 探偵 で あり 、 後 


年 に お ける 数 多 の 推理 小説 に 登場 する [探偵] た ちの 祖 の ひと り と 、 さ れる 。 


英霊 シャ ー ロ ッ ク ・ ホ ー ム ズ は 、 彼 の モデ ル と し て 伝え られ る ジョ セ フ ・ ベ ル 博 士 や ドイ ル 自 身 、 そ し て 世界 最 古 の 探 
偵 ヴィ ドッ ク の 似 姿 一 一 一 等 で は な く 、 一 連 の 小説 作品 に お ける 主人 公 (と し か 思え な い 言 動 の 人 物 ) と し て 現 界 す る 。 


果たし て 「 シ ャ ー ロ ッ ク ・ ホ ー ム ズ の 冒険 ] を は じ め と する 一 連 の 物語 は 、 サー・ ド イル が 生み 出し た 完全 な 創作 な の か 、 


ある い は 実在 し た ホー ムズ の 伝記 物語 と し て ジョ ン ・H・ ワ ト ソ ン 医 師 が 記し た も の な の か 、 は た また その 折 家 か ? 
少な く と も ホー ムズ 自身 は 理解 し て いる 筐 だ が 、 自 分 か ら ロ に する こと は な く 、 話題 が 及 べ ば 軽やか に は ぐら か す 。 


時 計 塔 の 記録 に よれ ば 、 過 去 の ロン ドン に ホー ムズ な る 名 探偵 が 存在 し て いた の は 間違い の な い 事 実 で は ある 。 
シゲ ルソン の 偽名 を 用 いて チベット 奥地 に 赴 い た と いう 記録 も 存在 する 。 神 秘 の 残る 秘境 に て 、 と ある オカ ル テ ィ ス ト 
の 最期 を 看取っ た 、 と も 。 


仮に 彼 が 物語 か ら 発生 し た と すれ ば 、 ド イル の 小説 だ け で な く パ ステ ィ ー シ ュ ま で を も 含ん で いる 可能 性 が ある …… 、 
某 カ ル デ ア 職員 は 語っ た が 、 記録 的 事実 と は 食い 違う 仮説 と 言え る だ ろう 。 


或いは 、 過 去 に 実在 し た 「 名 探偵 ] が 創作 の 影響 を 受け て 完成 され た モノ こそ が 英霊 シャ ー ロ ッ ク ・ ホ ー ム ズ な の だ 、 と 
いう 考え 方 も 可能 で は ある が ? 


パリ ツ に よる 格闘 攻撃 。 
また 、 特 殊 な 魔術 礼装 らし き 装 身 具 …… を 改造 し た モノ 等 で ビー ム を 出す 。 ホ ー ム ズ は これ を 「 大 空白 時 代 に チベット 
の 興 地 で 見 出し た 礼装 の 数 々 ] と 富 っ て いる が 、 真 偽 は 不明 で ある 。 


因縁 キャ ラ 

レオ ナル ド ・ ダ ・ ヴ ィ ン チ 

カル デア で の 同僚 。 

天才 同士 。 気 を 許し た 会 話 が 行え る 、 数 少な い 相 手 で ある 模様 。 

エレ ナ ・ ブ ラヴ ァ ツ キー 

生前 の 知己 。 

彼女 が 最期 に 見 せ た 表 情 を 、 告 げた 言葉 を 、 ホ ー ム ズ は 今 も 明瞭 に 記憶 し て いる 。 
ジキル 

生前 の 知己 。 

モリ アー ティ の 「 悪 | こそ が ハイ ド 誕 生 の 契機 と な っ た こと に 、 何 ら か の 責任 を 感じ て いる 模様 。 
ジャ ッ ク ・ ザ ・ リ ッ パ ー 

生前 に は 「 時 計 塔 の 領分 ] と し て 手 を 出さ な か っ た 連続 猟奇 殺人 事件 の 犯人 。 
彼女 を 目 に する た びに 、 感 健 深い 表情 を 浮か べ る ホー ムズ で ある 。 

チャ ー ル ズ ・ パ ベッ ジ 

人 理 焼却 事件 に お ける 依頼 人 (カル デア の パ ベ ッ ジ は ある 意味 「 別 人] で は ある が ) 。 
カル デア で も よく 挨拶 を 交わ し て いる 。 

シェ イク スピ ア 、 モ ー ツ ァ ル ト 

実は 隠れ ファ ン 。 

エル メロ イ I 世 (孔明 ) 

話 が 合う 。 カ ル デ ア の ロビ ー で よく 話し 込ん で いる 。 

ジェ ー ム ズ ・ モ リア ー テ ィ 

ーー 一 最大 の 敵 に し て 、 最 高 の 好 瑞 手 。 


皮革 と 金属 で 出来 て いま す 


BTL. KBE 
EALREMLINES. 
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CHARACTER Profile 


普段 は 取り 回 し が 効く 様 に 
折り 畳 ま れ て いま す 


= 
ーー 


DO: 


LS 


くく XX > 


くく 2 


LX 


CHARACTER Profile 


レン ズ ・ ア ー ム の 質感 は 
ホー ムズ に 準じ ます 。 


MRE E 2 


nz 

放射 状 に 外装 が 開き 、 

中 央 下部 に 光 の 輪 が 発生 ・ 

ホー ムズ と 同様 の 虫眼鏡 アー ム が 
派生 し ます 。 


ホロ グラ フ の 本 が 円 状 に 
並ん で いま す 。 


BETH 
頭 ・ 尻 に あたる 義 が 開き 、 
内 部 か ら 四 肢 を 出し て 走行 し ます 。 


are aL 
上 下 に 体 を 揺らす ・ 明 滅する 等 で S20 
感情 を 表し ます 。 
mz 


探偵 ホー ムズ と 聞い て 連想 する シル エッ ト は 崩さ ず 、 良 く 見 る と 細部 が 奇妙 と いう コン セプト で 設計 し まし た 。 レン ズ 
は 探偵 引退 後に 養 妖 を し た と いう エピ ソー と 同じ 6 本 で す 。 挿し 色 が 奇しくも 宿命 の ライ バル 教授 (RAITA | 
先生 ) と 似 て 非 な る 碧 で あり 、 教 授 の 実装 民 嘆 し 腰 を 抜か し た と 思い ます 。 (山中 虎 鉄 ) | 
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4 WW 二 
ポー ル ・ バ ニヤ ン 
EEZII-+—- ERA ポー ル - バ パニ ヤン 
Ell xt: EJ 倫 似 な トー ル ・ テ イル 証 ア メ リカ - カ ナダ 
EN 中立 中 市 不 确定 EA 


EC Baas EI: Ei: EC 


設定 作成 : リ ヨン キャ ラフ ター デザ イン : リ ヨ 
CV: 小 見 川 午 明 


主 な 登場 作品 : も っ と マン ガ で 分 か る !Fate/Grand Order 


クラ スキル 


全 パ ラメ ー タ ー を 1 ラン クア ッ プ させ る が 、 理性 の 大 半 を 奪わ れる 。 
パニ ヤン の 場合 、 理 性 より 自己 の 存在 基盤 が 手 っ て お り 、 伝 承 に お いて 自身 が 男性 と し て 語ら れ た の か 女性 と し て 語ら 
れ た の か 思い 出せ な く な っ て いる 。 


oo ーー ニー ーー 
SEEEIIGR : D 

変化] と 似 て 非 な る スキ ル 。 

自身 の 霊 基 を フォ ルム は その まま で 増大 ・ 強 化す る スキ ル 。 スケ ー ル アッ プ だ け で は な く ス ケー ル ダ ウ ン も 含ま れる 。 
パニ ヤン の サイ ズ は 環境 に よっ て 変化 する 。 

天井 の ある 室内 な ど で は 、 身 を か が め て 天井 に 頭 が 当たる 程度 に 収まる が 、 移 動 し こい る と き な ど 環境 が 変わ る 場合 で 
も 、 い つの ま に か 場 に 応じ た サイ ズ に 変わ っ て いる 。 じ っ と 見 て いた と し て も 、 ま る で だ まし 絵 の よ うに 、 気がつい た 
ら 様子 が 変わ っ て いる 事 も 。 

出典 が そう いう も の で ある 為 か 、 サ イズ 変化 の 様子 を 観測 する の は 不可 能 の よう だ 。 

祭 談 で は ある が 、 民 俗 学界 か ら 自 分 が フェ イク ロア 扱い され て いる 事 を 知っ て いて た い へ ん 気 に し て いる 。 

この スキ ル の ラン ク の 低 さ も 、 英 霊 に ふさ わし く な いと 自分 に 自信 が 持て な い 原 因 の 一 つと 思わ れる 。 

うっ か り 触 れる と すご く 悲 し そう な 顔 で 困っ た よう に 微笑 み ま す 。 

や め て あげ て くだ さい 。 

あと 、 な ぜ 女 性 と し て 召喚 され た の か 現状 まっ た く 分 か り ま せん 。 


ン の も と に 規格 外 の 猛者 た ち が 集 っ た 逸話 に 由 
パニ ヤン の 仲間 や 育て た 作物 が 巨大 な の は 偶然 で は な く 、 パ ニヤ ン の スキ ル の 影響 に ある よう で す 。 


豆 ス ー プ の 湖 : A 

ン た ちの キャ ンプ が 湖 まる ご と を 豆 ス ー プ に し て 1 シー ズン 
パニ ヤン は 数 万 の 部 隊 を 養う 度量 と 才能 が あり ます 。 

パニ ヤン と 一 緒 に いれ ば 食い っ ぱ ぐ れる こと は な いで し ょ う 。 


= = 


パニ ヤン の 食べ た ポッ プ コ ー ン の 殻 が 天 か ら 降 り 注ぐ の を 吹雪 と 勘違い し た 動物 た ち が 凍 死 し た 
ほん と に 雪が 降っ た わけ で も な い の に 凍え 死ぬ と いう の は パニ ヤン の スキ ル に よる 無意識 の 精神 攻撃 か 、 あ る い は 現実 
を 歪める 能力 な の か も し れ ま せん 。 


マー ベラ ス ・ エ クス プロ イッ 


驚く べき 偉業 


マー ベラ ス ・ エ クス プロ イツ 。 


アメ リカ 合衆国 その も の を 概念 宝 具 と し 、 そ の 建国 史 を エネ ルギー 化し て 敵 に 叩き つけ 、 そ こ に ある すべ て を 難 ざ 払う 
FR と 本 人 は 言っ て いる が 、 実際 は 巨大 な 足 で 敵 を 踏み つけ て いる だ け の よう に し か 見 えな い 。 


全 宝 具 の 中 で も 驚き の スピ ー ド 。 


国 私 (わた し ) あな た / き みお 前 
マス ター〆 〇 〇 さん ・ 〇 〇 くん ・ 〇 〇 ちゃ ん あの 人 お 兄さん ・ お じ さ ん ・ お じい さん (お 姉さん ・ お ば さん 


明朗 で す が 活 発 で は な く 、 大 人 し く 、 自己 主張 を 抑え る 傾向 。 

シャ イ で 人 見 知り な 一 面 も や わり 。 し か し 打ち 解け こし まえ ば か な り フ レン ドリ ー に 接する こと が で きる 。 

子供 らし く 素 直 で 純真 な 心 の 持ち 主 だ が 、 無垢 と いう わけ で は な く 、 裏表 が あっ た り 、 し た た か な 一 面 も ちる よう だ 。 
(人 並み に 嘘 を つい た り 人 を か ら か っ た り 意 地 悪 を 言っ た こり は で きる ) 


人 間 が 好き で 、 他 者 と の コミ ュ ニ ケー ショ ン を いつ も 求め て いる も の の 、 引 つ 込み 思案 に な っ て な か な か 自分 か ら 話し 
か けら れ な い 。 

盛り 上 が っ て る 会 話 な ど に 自分 か ら 入 っ て いっ た り は で き な い た ち 。 

引っ 込み 思案 に な る の は 他 者 へ の 不安 と 自分 へ の 自信 の な さ が 原 因 。 

ポー ル ・ パ ニヤ ン と いう 自ら の キャ ラク ター スペ ッ ク ・ そ の 有 能 さ に は 大 き な 自 信 を 持っ て いる 反面 、 そ も そ も 英 霊 と 
し て 不適 格 な の で は な いか と いう 不安 を 感じ て いる か ら だ ろう 。 


親 か ら も ら っ た 巨大 な 体 の こと は 嫌い で は な い が 、 巨体 の せい で 他 者 に 迷惑 を か けた り 余 計 者 扱い され る こと を 恐れ て 
いる 。( ス ペー ス 的 に も コス ト 的 に も 周囲 の 負担 に か つっ て し まう こと を 気 に し て いる ) 


な の で 、 何 事 に お いて も 目 分 が 関わ る と 邪魔 に か なつ て し まう の で は 、 と 考え て し まい が ち 。 

他 者 に 受け 入れ て も ら う た め に は 自身 の 有用 性 を 証明 する こと が 大 事 だ と 考え て お り 、 労 働 な どの 役目 を 与え られ る と 
た い へ ん よろ こび 。 

(パニ ヤン は 自身 を 重機 や 大 型 車両 に た と える こと が ある が 、 そ れ は 自分 が 便利 な モノ で ある こと を 表現 し た いか ら ) 


そん な 繊細 な 一 方 で 、 こ の 世 で は 有用 性 が な に より 大 事 だ と 考え て お り 、 実際 的 に 役に立た な いも の や 邪魔 な も の は 排 
除 し て 良い と いう 短絡 的 な 考え 方 を し て いる 。 

(地球 上 の 木 を 全部 伐採 し た ら 人 が 住む 場所 が 増え て 木材 も 増え て みん な ハッ ピー、 み た いな ) 

それ は まだ 彼女 が 幼く 人 生 経 験 が 足り て な いた めで 、 世 の 中 の 複雑 さ を 学 習 し て いけ ば また 考え を 改め る か も し れ な い 。 
( 狂 化 ス キル の 影響 も ある の で 改 ま ら な いか も し れ な い ) 


人 の 幸せ の た め 未 開 の 地 を 開拓 する パニ ヤン 。 

自然 破壊 に まっ た く 忠 踏 は な く 、 ま た 、 破 壊 に 喜び を 感じ て も いな い 。 

パニ ヤン は 仕事 と し て 淡々 と 実行 し 、 お し ろ 創 造 に 喜び を 感じ て いる 。 

手先 は 非常 に 器用 で 、 頭 も 良い の で 色々 な も の を 作り 出す こと が で きる 。 

伐採 や 狩猟 の 結果 生み 出さ れる 木材 や 動物 の 肉 ・ 毛 皮 な どの 素材 は 無駄 に ける の は も っ た いな い の で すべ て 有効 利用 す 
る べき 、 と 得意 げに 語る 。 

バト ル で 敵 が 落と す 素材 も め ざ と く 回 収 し て いき ます 。 


いつ も 連れ て いる 青い 牛 ベイ プ は 謎 の 存在 で 、 宝 具 の ひと つ な の か も し れ な い 。 


パニ ヤン は ベイ ブ の こと は 好き だ が 、 現時点 で は 相棒 と いう より ペッ ト 、 あ る い は 有 能 な 家畜 と 考え て いる よう だ 。 
(全盛 期 の 大 人 の 姿 だ っ た な ら も っ と 友情 を 感じ て いた の か も し れ ま せん …) 

動物 に 対し て も 有用 性 を 良し 悪し の 基準 に し て いる よう で 、 接し 方 は けっ こう 淡白 。 狩猟 行為 に も ため らい は あり ませ ん 。 
が かわ いい 小 動物 を 見 て も メロ メロ に な っ た り は 滅多 に し ませ ん 。 


対等 な 立場 の 者 に は タメ ロロ で す が 、 目 上 の 人 、 威 厳 の ある 人 に 対し て は 恐縮 し て 丁寧 語 を 使う 。 

マス ター の こと は 家族 の よう に 感じ て いる の で タメ ロ で す 。 

普段 は 穏やか な 口調 で す が 、 怒 っ て いる と き な ど に は 乱暴 な 言葉 を 使う こと も 。 

ケ ベ コ ワ の 木こり の 伝承 を 起源 と する 説 が め る た めか 、 と きど き フ ラン ス 語 を 使用 する (簡単 な 単語 だ け ) 。 
ベイ ブ の こと も フラ ンス 風 に べべ と 呼ん で いる 。 


魔力 の 燃費 が 悪く 、 それ を 補う た め に マス ター は 大 量 の 魔力 を 用 意 し な いと いけ な い 。 
常に 空腹 に な り が ち 、 と いう 恐れ か ら か 、 バ ニヤ ン は 非常 に よく 食料 を 食べ ます 。 
(無論 、 ほ ん の わずか し か 魔力 の 定 し に な り ま せん ) 

発熱 が も の すご い の と 寒 地 出身 の た め 暑がり 。 

薄着 に な る こと へ の 差 恥 心 は あま りな いよ う で す 。 


〇 マス ター へ の 態度 
人 の 役に立ち た いと 常 日 頃 か ら 考え て いま す 。 


マス ター の こと は た い へ ん 慕っ て いま す 。 親戚 の か っ こい い お 兄 さん お 姉さん の よう に 親しみ と 憧れ を 感じ て いま す 。 気 
が 置け な い 間柄 と 認識 し て は いま す が 、 遠 慮 し て 自由 に 意見 で き な い こと も あり ます 。 \ 


基本 的 に 従順 で 、 命 令 は 責任 を 持っ て 実行 し ます 。 不 本 意 な 命令 も 我慢 し て 実行 し ます 。 自 分 の 意思 で 勝手 な 行動 を と 

る よう な こと は 滅多 に あり ませ ん (食欲 な どの 欲望 に 屈し て 勝手 な こと を し て し まう こと は 稀 に あり ます ) 。 

O 台詞 例 デ 
アン シャ ン テ …… 私 、 ポ ー ル ・ パ ニヤ ン 。 パー サー カー、 で す 。 よ ろ し くね ] FAS 
私 、 す ご く 便 利 だ と 思う よ 。 HHFLTRUA. BMRLBUCICHS IT] 、 

[ あ 、 私 が や っ て お く か ら 、 ま か せ て 」 Ha 
邪魔 だ っ た ら 言 っ て ね ?] \ 


私 な ん か が ここ に いて 大 丈夫 な の か な ……」 
な ん か ここ 暑く な い ……?] 

ヘー…… す ご いね (無関心 )」 

セ ・ ラ ・ ヴ ィ …… HOME) | 


…? うど ん が どう し た の ? 私 が うど ん か ら 造 られ た ……? な に 言っ て る の ? 大 丈夫 ?] 
そん な に 難し く な いよ 、 作 業 台 と レシ ピ が あっ た ら 誰 に で も 作れ る よ 」 

そこ に いた ら 開 拓 で き な い で し ょ … 紗 魔 | 

お 前 ら 全部 すり 潰し て 畑 の 肥やし に し て や る (HET) J 

ぷ へ へ …… ま た ぺ ち ゃ ん こ に し ちゃ っ つた] 
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〇 実際 の 伝承 ・ 人 物 像 


成長 し 学校 に 通い ます (も ちろ ん 校舎 に は 入れ ませ ん ) o 
ポー ル ・ パ ニヤ ン は 頭 が 良く 、 す ぐに すべ て を 修了 し た そう で す 。 
兆 や 狩り も すぐ 名 人 に な っ た と いう 話 で す 。 


パニ ヤン の 好物 は パン ケー キ で 


うに 油 を 引い て 、 パ ニヤ ン の た め の 巨 大 な パン ケー キ を 焼い た そう で す 。 
ポー ル ・ パ ニヤ ン に と っ て 故郷 の 町 は 狭く な りす ぎ た の で 旅立ち まし た 。 


青い 雪が 降り 積もっ た ある 冬 の 日 、1 頭 の 巨大 な 青い 子 和牛 が 凍り つい て いる の を 発見 し まし た 。 
手厚い 看護 で 息 を 吹き 返し た 牛 は ベイ プ と 名 付け られ 、 パ ニヤ ン の 友達 に な り ま し た 。 


森 の 木 を な ぎ 倒 し な が ら 旅 を 続け こい た パニ ヤン は 、 自 分 の 天職 が 木こり だ と 気付 きま す 。 
パニ ヤン は 木 を 大 量 に 切っ て は 川 に 流し 、 あ っ と いう 間 に 商 売 を 繁盛 させ た と いい ます 。 


その 後 の パ ニヤ ン に は 数 々 の 武勇 伝 が ありま す 。 


湖 に うっ か り 落と し て し まっ た 大 量 の 豆 を 無駄 に し な いた め に 湖 ご と 豆 ス ー プ を 作っ た り 、 
まる ご と 凍ら せ て 引っ こ 抜 いて 退治 し た り 、 ee 


木材 運搬 の 邪魔 を する 悪い 川 を : 
巨大 な 桶 で 運ん で いた 水 を ひっ 


き を 得 た り (この と き 据 っ た 満 が ミシシッピ 川 と な り 、 そ の 両側 に 盛 ら れ た 土 が ロッ キー 山脈 ・ ア パラ チア 山脈 に な っ 


た そう で す ) 、 


大 量 の 移民 を 受け 入れ る た め に 
地 は あま り に 巨大 で 食卓 の 端 か 


その ほか に も 色々 ば か ば か し い 
その 後 、 最 終 的 に ポー ル ・ バ ニ 


今 も アメ リカ の 森林 の どこ か で 


© 


ポー ル ・ パ ニヤ ン は 20 世 紀 に 入っ て か ら 、 広告 の キャ ラクター と し て 商業 利用 され た 際 、 受け 狙い の た め に オリ ジ ナ ル 
の 伝承 を 無視 し て 大 幅 に 話 を 盛 ら れ た そう で す 。 


今 現在 知ら れ て いる 、 雲 を つく 
リチャード ・ ド ー ソ ン 氏 の よう 


良し 悪し は と も か く 現 在 で は ポー ル ・ バ パニ ヤン の 巨人 伝説 は 広く 認知 され て いま す 。 


アメ リカ 開拓 時 代 に ポー ル ・ バ ニヤ ン は 生ま れ ま し た 。 
生ま れ た 時 点 で 体重 が 36kg く らい あっ た そう で す 。 
見 る 見 る うち に 成長 し 、 和 牛 小 屋 か ら は み 出 す ほ どの 大 き さ に な り ま し た 。 船 の 帆 で 服 を 作り 、 海 に 浮か べた 有 船 を ゆり か 


ご に し 、 軍 艦 の 大 砲 を 目覚 まし に し て いた そう で す 。 


し た 。 端 が 見 えな い ほ ど 巨 大 な 鉄板 で 、 人 々 が ベー コン を 靴 底 に つけ て スケ ー ト する よ 


くり 返し て し まい 、 あ わ や 大 水上 な る と ころ を 切 いで 地面 に 巨大 な 溝 を 掘る こと で 事 な 


ノー ス ダ コ タ へ 大 部 隊 と 共に 乗り 込み 、 大 密林 を まる は だ か に し た り (この と き の 野 営 
ら 端 まで 給仕 せる の に 1 日 か か っ た そう で す ) 、 


出来 事 が めった よう で す 。 
ヤン が どう な っ た か よく 分 わか り ま せん 。 
暮らし て いる の か も し れ ま せん 。 


巨人 と し て の 姿 や 破天荒 な 逸話 は ほとん ど そ の と き に 提 造 され た も の の よう で す 。 
な 民俗 学者 か ら は 事実 無根 の 偽 民話 と し て 批判 され て いた そう で す 。 
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アメ リカ 合衆国 開拓 時 代 の トー ル ・ テ イル (ほら 話 ) に 登場 する 機 夫 で 、 雲 を つく 大 男 と し て 語ら れる 。 

その 巨大 さ を 生か し た 無 聞 に スケ ー ル の 大 き な 伝説 が 数 多く 存在 し 、 北 アメ リカ の 特徴 的 地理 の 多く は パニ ヤン の 行動 
の 影響 生ま れ た と され て いる 。 

幼い 少女 の 姿 で 召喚 され た 理由 は 不明 。 


伝説 の と お り 、 巨 大 な 青い 雄 和 牛 を 相棒 と し て 連れ て いる が 、 そ の 形状 は どう 見 て も 牛 と は 思え な い 球 状 の 妖怪 。 
開拓 時 代 の アメ リカ で 噂 され た フィ アサ ム ・ フ リッ ター、 あ る い は 今 で 言う UMA と いう や つか も し れ な い 。 


パニ ヤン は 人 々 を 愛し 、 文 明 の 発展 こそ が 人 々 の 幸せ で ある と 信じ て 未開 の 土地 を 開拓 する 。 皆 が 豊か な 生活 を 送る た 
め に な ら 雄 大 な 大 自然 を 破壊 し つく すこ と に 忠 踏 は な い 。 
それ が 将来 的 に 人 類 に と っ て どう 働く 事 な の か 、 幼 い バ ニヤ ン に は まだ 理解 で き て いな い 。 


O 因縁 キャ ラ 

アン デル セン 、 ナー サリ ー・ ラ イム 

昔話 の オー ソリ ティ た ち に と っ て 自分 の 物語 は どう いう 評価 に な っ て いる の か 、 価 値 の ある も の な の か 、 気 に し て いま 
す 。 

アル テラ 

文明 を 破壊 する と いう キャ ッ チ コピ ー に 対し て 、 文明 の 作り 手 と し て は 恐怖 を 感じ ます 。 で も 破壊 は 創造 の 一 部 で ある 
と も 思っ て いる の で 、 ひ ょ っ と し た ら 同 類 か も …… と 関心 を 抱い て いま す 。 

へ シア ン ・ ロ ボ 

人 間 に よ っ て 迫害 され た 動物 の 怒り を 目の当たり に し て 若干 の 罪悪 感 を 感じ る よう で す 。 
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WR る し ス 


めい 昌 破線 は を で は 
de 色 も 昧 で いい か も ・ 


HG 


な たがい 
EN RATHI AREA 


マン ガ で ー」 の 女 主人 公 の 趣味 で す 。( リ ヨ ) 


| 。 第 2 再 上 パニ ヤン の イメ ー ジ その ま 
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ネロ ・ ク ラウ ディ ウス 〔 キ + 


BEES + ャ スタ ー EEI+0-5595492 ・ カ エサ ル ・ ア ウ グ ス トゥ スゲ ル マ ニ クス | レー \ = 
Exit EN 史実 / デ ヒー ト ・ サ マー レー ス ! Boe, N 
Ei mr. ER 50m EXA 42ke / 
ED ED Er) Ele Gals Ely 


まさ か の セイ バー クラ ス 時 と 同じ ステ ー タ ス で ある 。 (FAIRS) 


きのこ ノ キ ャ ラク ター デザ イン : ワ タ ァ ルコ ME 


CV: FF 
主 な 登場 作品 : Fate/Grand Order A 


クラ スス キル 


騎乗 : 
BROTH. 大 抵 の 乗り 物 な ら 人 並み 以上 に 乗り こなせ る が 、 魔 獣 ・ 聖 獣 ラ ンク の 獣 は 乗 りこ な せな い 。 。 


た 


得意 分 野 は 戦車 だ が 、 尻 が 痛く な る の で 本 人 は 敬 速 し て いる 。 
— a ーー ニー 
陣地 作成 A+ 


魔術 師 と し て 、 自 ら に 有利 な 陣地 を 作り 上 げ る 。 
今回 は 劇場 を 作っ た 條 話 と コロ セ ウ ム の 運営 手腕 か ら 、 破 格 の ラン ク を ゲッ ト し て いる 。 


ji 


ES 
か つて オリ ン ピ ア で 戦車 を 走ら せま くっ た 逸話 か ら 。 昔 と っ た 杵 柄 と 
な に が あろ うと 一 位 を 約束 され た スキ ル 。 た と え レ ー ス の 途中 で 戦車 か ら 落馬 し よう と 、 最 終 的 に は デウス ・ エ クス ・ 
マキ ナ 的 に 一 位 に な る ぞ 。 


チ フ ラ ワ ー の ネロ 版 。 
自ら を 美しく 見 せな が ら 、 そ の 美 し さ は 浜辺 で 笑う すべ て の も の た ちの 為 に 。 
E 

(し か し この スキ ル は 失わ れ た ) 


その 香 は 剣 し 、 ASUS 
在り 方 は 曖昧 に な り 、 フ ラス に よる 不利 は 意味 を 成 さ な い 。 
画 画 は 海 よ り 来 た る 。 

RM, MEIESEINDBSE 

地 に 富 を 築き し 者 た ちよ 、 そ の 飲 望 を 黄金 の 杯 に 注ぐ 時 だ 。 


シモ ン は 自ら 首切り の 刑 を 受け 、 そ し て 蘇っ た 。 
その 特殊 な 魔力 に より 魔術 師 と し て の ネロ は 他人 に いっ と き の 不 滅 を 与え 、 獣 の 如き 筋力 を 与え る と いう 。 


7 = J 


宝 具 


ラウ ダレ ント ウム ・ ド ム ス ・ イ ルス テリ アス 


堂 れ 歌う 黄金 劇場 


ラウ ダレ ント ゥ ム ・ ド ム ス ・ イ ルス テリ アス 。 
黄金 劇場 に 管楽器 が 追加 され た と 思っ た ら 、 そ の パイ プ は すべ て 砲門 だ っ た 。 

如何 な る 想像 力 の 仕業 な の か 、 設 計 者 は 正気 だ っ た の か 、 で も パイ プ オ ル ガ ン っ て 砲門 っ ぽい よね 。 そ ん な 複雑 な 経緯 
か ら 生 まれ た 歌劇 要塞 。 

[ 訪 う 者 』 と し て の 霊 基 を 得 た ネロ は 、 そ の 才能 を 最大 限 に 発揮 。 

黄金 劇場 は 劇場 内 の みな ら ず 、 劇場 の 外 に 向け て その 歌声 を 届か せる 一 大 野外 ステ ー ジ に な っ て し まっ た 。 
ネロ の 歌声 は 熱線 と な っ て 群衆 を 呑み 込み 、 熱 下さ せる 。 


ky 


余 軸 殿 買 様 プ 〇 〇 (呼び 捨て ) 
買 殿 た ち / 買 様 ら 〇 〇 (呼び 捨て ) マス ター 


OO (名 前 呼び 捨て ) 


O 性格 
BARN BOZO., CWVCHBREMSED SRL), NERS AEF. 

自ら を 万 能 の 天才 と 称し 、 ま た 確信 し て いる の で 今回 の レー ス も 当然 、 自 分 が 優勝 する も の だ と 思っ て いる 。 
勝負 事 に は 絶対 勝つ ! な ネロ だ が 、 勝利 へ の 欲望 は その 情熱 か らく る も の 。 結果 も 大 事 だ が 過程 も 全力 で 楽し も うと す 
る 。 

勝利 の 栄光 は プラ イド で 求め る も の で は な い 。 誇り が ある と し た ら 、 そ れ は 優勝 し た 後に 生ま れる も の だ と ネロ は 分 か 
っ て いる か ら だ 。 


この よう に 、 ネ ロ は 尊大 な 態度 、 自 信 満 々 な 発言 か ら 暴君 と 勘違い され が ち だ が 、 基本 的 に あら ゆる 者 の 在り 方 を “ そ 
れ は それ で 良し "と 認め 、 拒絶 し な い 。 

彼女 が 見 定め る も の は 社会 的 な 善悪 で は な く 、 人 間 的 な 美 し さ の 在り 方 が 大 準 と な る 。 

演劇 、 歌 、 絵 画 、 彫 刻 、 と 芸術 に 理解 が あり 、 自 ら も 没頭 する の は “ 強 さ "より * 美 し さ " に 重き を 置い て いる か ら だ 。 


〇 マス ター へ の 態度 

真紅 の レー シン グ カ ー に 乗っ た 奈 の 格好 いい と ころ を 見 届け る 幸運 な マス ター で あり 、 余 の 勝利 の た め に 尽力 する 希有 
な マス ター、 と 評価 し て いる 。 

ネロ が レー ス で 優勝 を 目指 す の は 、 間 接 的 に 「 こ ん な 凄い サー ヴァ ント と 契約 し て いる マス ター は も っ と 凄い 」 と 周囲 に 
知ら し め た いか ら ME LIVE. 


〇 台詞 例 

[RADKE. Mich? 驚い た で あろ うな ? うお 、 余 も 嬉し く て ドキ ドキ し て いる ! 

キャ スタ ー、 ネ ロ ・ ク ラウ ディ ウス 、 召 喚 に 応じ 参上 し た ! 忘れ られ ぬ 夏 に し よう で は な いか 中 

「 レ ー ス で 一 位 を 取れ ば いい の だ な ? 無論 、 任 せる が よい ! 

この ネロ ・ ク ラウ ディ ウス 、 事 情 は よく 分 か ら ぬ が 契約 者 の 期待 は 杏 切 ら ぬ 

「 た の も ーー う ! 万 能 の 天才 、 都 合 の いい ダ ・ ヴ ィ ン チ よ ! FRA 

「 こ こ に 余 が 求め る マシ ー ン の 企画 書 が ある 。 コン セプト は 赤 。 女神 。 スピ ー ド 。 そし て ロー マ 。 この コン セプト 通り に 
最速 ・ 最 強 の マシ ー ン を 作っ て ほし い 。 具体 的 に 言う と 明日 まで に ] 

「 お に ゃ お に ゃ …… お お 、 つ いま ぷ た が と ろ け て し まう 。 

パカ ンス は いい - し 陽射し の 中 、 肌 に オイ ル を 店 わせ 、 た わ わ な 果実 を 楽し み 、 ヤ シ ガ ニ に 指 を は さま れる …… い 
や 、 最 後 の 余計 だ っ た な ……」 


CHARACTER Profile 


© IFateGO| に お ける 人 物 像 
自称 、 万 能 の 天才 。 セイ パー クラ ス で は 男装 の 豚 人 で あっ た (と 本 人 は 思っ て いる ) が 、 今 回 は 美女 で ある 事 を 隠さ ず 、 
堂々 と 夏 の 海 を 満喫 し て いる 。 
自分 大 好き 、 だ けど 周り の 人 々 も 大 好き 、 と いう 自己 愛 と 博愛 が 合体 し た 、 壮大 な 価値 観 を 持っ た ロー マ 帝 国 第 5 代 皇 帝 。 


魔術 師 シ モン か ら 学 ん だ 知識 を 最大 限 に 生か し 、 自 分 用 の 魔術 礼装 な ら ぬ 劇場 礼装 を 完成 させ た ネロ 皇帝 。 
体 の 左右 に 浮遊 する パイ プ オ ル ガ ン は その 美声 を 攻撃 力 に 変換 し 、 レ ー ザ ー や ら 花 火 や ら 火 炎 弾 や ら を 盛大 に 乱射 する 。 


と ころ で な せ ぜ 歌 声 が ダメ ー ジ を 生む の か ? 
その 残酷 な 真実 に ネロ 本 人 は 気付 いて いな い 。 


る 


前 回 (2016 年 夏 ) 、 南 の 島 に 誘わ れず 内 心 で 不満 だ っ た ネロ 。 
今回 こそ は と 水着 を 新調 し 、 サ マー イベ ント に 乗り だ す 気 満々 だ っ た 。 
そこ に イシ ュ タ ルカ ッ プ が 開催 され 、 意 気 揚々 と 参加 。 

し か し チー ム メ イト が 必要 、 と いう 事 で 、 そ の へ ん を 歩い て いた アル トリ ア ・ オ ル タ に 声 を か ける 。 | 
ノリ の 合わ な い 二 人 で は ある が 、 ネ ロ は レー ス で の 活躍 と 面白 さ の た め 、 ア ルト リア は 暴力 衝動 (スト レス ) の 発散 と 幸 
酬 の た め 、 手 を 組ん で レー ス に 参加 する 事 に な っ た 。 


レー ス 方 針 は と て も 攻撃 的 。 

立ち ぶさ が る も の は 強引 に 攻め 、 何 度 も マシ ン 同 士 で ぶつ か っ た 後 、 ス ピー ド で 抜く 事 を 良し と する 。 
ネロ は 全 チ ー ム を [良き ライ バル 」 と し て 考え る 為 、 相 手 の 長所 に 喜び つつ これ を 上 回 る 事 を 望 お 。 
オル タ は そう いう の 関係 な し で と に か く ト ッ プ に 立 と うと する 。 y 
RISE] UO CEB LIBUEWS, KAICAWONSYAF—L. テ 


〇 因縁 キャ ラ 
アル トリ ア ・ オ ル タ (ライ ダー) y 
油断 な ら な い チ ー ム メイ ト 。 給仕 な の に 主人 を 蹴り 飛ば す と か あり えな い 。 
し か し それ は それ と し て 、 そ の 教育 手腕 と 信念 は 認め ざる を えな い 。 

エリ ザ ベ ー ト ・ バ パー トリ ー (FLAT) E 
古式 ゆか し い 赤 ビキニ は 一 周回 っ て 愛らしい が 、 な ぜ 剣 な ど 持っ て いる の だ : 
玉藻 の 前 (ラン サー) 

見 た が キャ ス 狐 、 これ こそ が ロー マ の パス 、 も と い プ ー ル で ある ! 

だ が 中 様 の 濡れ た T シ ャ ツ は 評価 する 。 紛 う こと な き 強 英 で あっ た ……。 


CHARACTER Profile 


LTC Avra 
Rory 


a 


aS ae 


a 


外装 な し 


余 だ よ !!1111111111IIIIIIIIIIIIIIII 魔 術 兵 装 が で か く て 画面 の 圧 が すご い 。 よし ! I I I I 
で きる だ け キ ャ ラ の 面積 を でかく したい ーー…- ! | | そっ ちの ほう が な ん か 再 了 足し た ら 嬉 し い 気 が する ~~~! ! ! 最 ho 
終 再臨 が 色 も 綺麗 に まとまっ た し 、 と て も 楽し く か け ま し た の で 気に入っ て いま す 。( ワ ダ ア ルコ ) 


EEE セイ バー BEI 73707 7229517 ERIS RR, フラ ン ケン ジミ タイ ン の 怪物 で 55) 
ES 女性 EE 「 フ ラン ケン シュ タイ ン ある い は 現代 の ブ プロメテウス 4 
(Frankenstein; or, The Modern Prometheus) / デ ッ ド ヒー ト - サ マー レー ス ! 


ヨー ロッ パ 全 域 [+22 EF 17200 Base 
Ed c++ Gas EI ED EE}, Ele 


設定 作成 : 東 出 祐一 郎 プ キャ ラフ ター デザ イン : 岡崎 武士 


CV : 野中 蓝 


主 な 登場 作品 : Fate/Grand Order 


OR: EX 

な ん と 、 フラ ン ち ゃ ん は パ ベ ッ ジ ・ ロコ モー ティ ブフ ォ ー ム に 搭乗 で きる の だ 。 
ea その 様 は 、 さ な が ら 今 日 の わん この よう で ある 。 

1 今日 の ゆら ん 。 


; クラ スス キル M ”] TA 
A) 


es = == = — = 


だ る い の で 、 あ ん まり 抵抗 で き な い 。 


ep | 


具体 的 に 言う と パ ベ ペッ ジ の バックアップ を 受け て 、 蒸 気 機関 わ パ ワー に 回 し て いる の だ 。 
デメ リッ ト : あつ い 、 だ る い 。 


フラ ン ち ゃ ん は ちょ っ と 暑い と 、 す ぐだ る い め どい と 点 て 腐れ て し まう の だ 。 
その 様 は 、 夏 の 雪 さ に 参っ て し まっ た 大 型 犬 の よう で ある 。 
あら か わい い 。 


- = — 
人 
オー パー ロー ド と か だ る い の で 、 ほ ど ほ ど に ロー ド し ます 。 

Y 
\ 

co \ 

ER A 

y = x 
スキ ュ アド ・ プ ラズ マ プ ブレイド 


FREI 


スキ ュ ア ド ・ プ ラズ マブ レイ ド 。 
ブ プライ ダル ・ ブ プレ イド を 勢い よく 回 転 で せる こと で エネ ルギー を 急速 充填 。 
然 る 後 に ジャ ンプ し て 突き 刺す 。 その 膨大 な 雷 エ ネル ギー は 、 う つか りす る と 他 の 面子 で スタ ン し か ける ほど で ある 。 


フラ イィ タル ・ フ レイ ド 


CRORE (85) 


ブラ イダ ル ・ プ ブレ イド 

発明 家 一 人 に 魔 改造 され た 剣 。 

軽量 化 を 望ん だ 結果 、 メ イス が 剣 に な かっ た 。 な ん で さ 。 
([FateGO] で は 宝 具 と し て は 基本 的 に 使用 され な い ) 


わた し あな た / お まえ 


〇 性 格 
夏 の 暑 さ に すっ か り 参 っ て し まい 、 だ る い め どい と ぐだ ぐだ し て いる 。 
水着 に な れ ば 少し は 涼し い 、 つ いで に レー ス に 出れ ば 風 を 感じ て 涼し く な る の で は 、 と 反 か な 期待 。 


〇 マス ター へ の 態度 

署 い 、 と 言い な が ら ご ろ ご ろ 転 が る の で 、 割 と 目 の 毒 。 

狂 化 ラン ク が 下がっ た こと に より 、 喋 りや すく な っ た の で 本 人 は マス ター と 交流 で き て 、 な か な か 嬉し い 。 
と は いえ パー サー カー 時 と 変わ りな く 、 本 人 と し て は 「[ 目 と 目 で 通じ 合う 」 関係 が 理想 的 だ と か 。 


- だ る い 、 め どい 、 あ つい ] 


A ESE a) 
54304 


sr 一 


〇 史上 の 実像 ・ 人 物 像 
フラ ン ケ ン シ ュ タイ ン が 水着 に な っ て 、 大 型 犬 みた い に 可愛 いよ 。 


FateGO| に お ける 人 物 像 
夏 な の で 、 普 段 し っ か り し て いる フラ ン で も 、 だ らん と し た 様子 を マス ター に 見 せ て いる 。 


財 い 場所 で は マス ター の ベッ ド を 占拠 し 、 冷 房 を 浴び な が ら ぐ だ ー ん だ る 一 ん と ゴロ ゴロ し て いる 。 


基本 、 邪 気 は 欠片 も な い の で 邪気 が ある ベッ ド 占 領 し た い サ ー ヴ ァ ン ト は 「 ぐ ぬ ぬ ] と 見 守っ て いる 。 


〇 キャ ラコ ン セ プ ト 
水着 フラ ン ち ゃ ん 可愛 い ! 
可愛 い ! 

か ー わ ー い ー い ーー! 

以上 。 


真面目 に 語る と 、 夏 の 暑 さ で めん どく さがり 屋 さ ん に な っ て し まっ た セイ バー・ フ ラン 。 
で も いざ っ て 時 に は 暴走 し が ち 、 ハ ハハ どっ ち に し て も 困っ た も ん だ よね ハハ ハ 。 


イメ ー ジ は 「 夏 の 暑 さ に だ る そう な 大 型 犬 ]。 


a 
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; Z 
< ANY 
に 7 
だ SÁ 
N 
De 
/ 
> É 
% 
A SN 
O 通常 武器 y 
ブラ イダ ル ・ ブ レイ ド 学 
「 ち ょ っ と お も い ] = 


少女 の 嘆き を 聞き つけ た 、 頭 の お か し い 発 明 家 二 人 の 魔 改造 を 受け て 改良 され た 複合 変形 エネ ルギー ブレ ー ド 。 

サン ダー エネ ルギー は 少女 の 望 お まま 、 状 況 に 適し た 変形 を 行う 。 少 年 の ロマ ン が 詰まっ た 武器 だ が 、 フ ラン 的 に は 特 
(IRA. 

な お 、 最 初 の 犠牲 者 は 勝手 に 改造 し た 二 人 だ っ た 模様 。 


O 因縁 キャ ラ 

チャ ー ル ズ ・ パ ベッ ジ 

優し くも 厳し い お 父 さん 的 存在 。 怠慢 を 叱り つけ 、 彼 女 を レー ス に し っ か り と 参加 させ る 。 口うるさい が 好き 。 
と ころ で 何で 変身 で きる の ん ? 

蒸気 で すか ら 一 。 

そう か 。 

新宿 の アー チャ ー 

孫 に 甘い お 爺 ち ゃ ん 、 ち ょ ろ い 。 で も 、 甘 く 見 て いる と いつ の ま に か 悪事 に 荷担 させ られ て そう な あたり 、 腐 っ て も 悪 
の ボス 。 

他 の 水着 サー ヴァ ント 

みん な ろ し ゅ つが すご いな 一 。 

そこ へ いく と 、 わ た し は ほ ー た い が ぐ る ぐる で し っ か り し て いる と お も う 。 


y OO 画 水 着 フ ラン 頭 部 設定 


zus, 


wt ee 


9 


15 =z コル セッ ト の 上 に 
en いて エッ グ を 装着 し て いま す 


※ 頭 部 角 
金属 光沢 あり 


ACTER Profile 


ブラ イダ ルプ ブレ イド | 


展開 状態 | 


Ke ot from lllustraror = = = = 


フラ ン の 耳 の パー ツ は ネジ が モチ ー フ で す 、 フ ラン ケン シュ タイ ン の 怪物 で すか ら 。 最初 は コメ カミ に 付け よう か と も | \ 
思い まし た が や め て よかっ た で す 。 第 3 段階 が 包帯 姿 な の も フラ ン ケ ン シ ュ タイ ン の 怪物 で すか ら 必 然 な の で す 、 で す ho 
か ら 最 終 再 臨 絵 が 予想 以上 に えっ ちな か ん じ に な っ て し まっ た の も 必然 な の で す 。 (岡崎 武士) 


D 
y 


BER アサ シン EA ニ ト ク リス 
Ea xt: 山内 ex sn 
Daw = BE 


Ed: EI: Es EA, 


設定 作成 : 桜 井 光 / キ ャ ラフ ター デザ イン : 縮 うど ん 
CV: 田 中 美海 
A 主 な 登場 作品 : Fate/G 


irand Order 。 


) 


DSZ RE) 


気配 遮断 : A 
其 如 に いる けれ ど 何 処 に も いな い 。 
メジ ェ ド の 似 姿 を と っ た ニニ トク リス [ 


ニ ト ク リス が 纏っ た 白い 御 衣 。 
この 御 衣 は メジ ェ ド 神 に よる 札 愛 と 加護 の 証 で あめ る と いう 。 
自己 申告 に よる も の で ある た め 、 実際 の と ころ どう な の か は 分 か ら な い 。 


この スキ ル に よっ て 、 ニ トク リス は 本 来 有 し て いな い は ず の 白兵戦 闘 能力 を 得 て い る 。 
クレ オ パ ト ラ の ファ ラオ 闘 法 を 見 て いて 何 か を 関 い た の か も し れ な い 。 


1 


I 


宝 


\ 


BNERIT. EXELEFA Je 


スネ フェ ル ・ イ オテル ・ ナ イル 。 

王 に し て 神 た る ファ ラオ の 座 すら 弄 点 不 散 に 、 罰 を 。 

愛し た 兄弟 た ち を その 手 に 掛け た 悪 逆 の 徒 に 、 死 を 。 

神々 を 軽 ん じ る 有力 者 た ち を 、 彼 ら の 便 偏 と し て 新た な ファ ラオ と な っ た ニニ トク リス は 決し て 許さ な か っ た 。 

密か に 作り 上 げた 巨大 な 地下 室 へ と 彼ら を 集め て 宴 を 開き 、 ナ イル か ら 引 き 込ん だ 大 量 の 水 を 地下 室 に 満た す 事 で 一 人 
残ら ず 湧 死 さ せ ー ト クリ ス は 復讐 を 完遂 し た と いう 。 


ギリ シャ の 歴史 家 へ ロ ド ト ス の 著 歴史 | に 記さ れ た この 復讐 語 は 、 ア サシ ン の クラ ス を 得 た ニ ト ク リス の 宝 具 と な っ た 。 
すなわち 対象 の 周囲 を 石壁 で 囲み 、 ナ イル の 水 を 注ぎ 、 死 に 至ら し め る 復讐 の 再現 。 固 有 結 界 に 似 て 非 な る 大 魔術 の 行 
使 で ある 。 


私 BR: EEE RR/OO (た ま に フ ルネ ー ム で 呼ぶ ) / 〇 C 殿 


性 格 
己 を 恥じ た ニ ト ク リス 。 
ファ ラオ ・ オ ジマ ン デ ィ ア ス に 無礼 を 働い て し まっ た 事 を 深く 恥じ 入り 、「 も は や 合わ せる 顔 が あめ り ませ ん と 自ら 衣 を 
被っ て メジ ェ ド の 似 姿 と な っ た 。( 零 大 第 一 段階) 


た だ し 、 フ ァ ラ オ と し て の 誇り は 胸 に 秘め て いる 。 
あく まで 他 の ファ ラオ の 方 々 に 対し て 恥じ 入っ て いる だ け で ある 。 


服装 を 変え た こと ころ な ぜ か 霊 基 も 変化 、 ア サシ ン の クラ ス と な っ て 宝 具 ま で 変わ っ て し まっ た が …… 中 身 は 普段 の ニ ト 
クリ ス そ の も の 。 
早とちり も 短気 も や うっ か り も 普段 通り の 平常 運転 。 


マス ター へ の 態度 
マス ター に 対す る 態度 も 変わ ら な い 。 
あく まで マス ター は 自分 に と っ て の [同盟 相手 ] で ある 。 
「 良 いで すか 、 な に か 最近 ポン コツ 扱い され て いる 気 が し ます が ファ ラオ は 凄い の で す ] 


O 台詞 例 

「 フ ケイ 、 フ ケイ 。 フ ケイ デア ル ゾ ……」 

「 テ ン パ ツ テキ メン ] 

「 た と え 姿 を 変え よう と も 私 は 私 。 買 方 の 同盟 者 で あり ます よ ] 

「 実 の と ころ 、 水 辺 で 泳ぐ の は 嫌い で は あり ませ ん 。 そ う 、 ナ イル の ほとり で よく 兄弟 た ちと ……」 
[22 プー ル ? な に を 言っ て いる の で す 。 い つ 私 が プー ル に 行き た いな ど と っ ]」 


CHARACTER Profile 


O IFateGO| に お ける 人 物 像 
御 衣 を 纏っ て 霊 基 が 変化 し た 状態 の ニ ト フ リス 。 
キャ スタ ー の ニ ト ク リス と 同一 人 物 。 


o 


今夏 、 イ シュ タル カッ プ 開 催 の 知ら せ を 聞い た ニニ トク リス は 「 フ ァ ラ オ の 威光 を 示す に 絶好 の 機会 !] と 考え た 。 
し か し よく よく 参加 条件 を 調べ て みる と 、 サ ポー ト 役 が 必要 だ と いう 。 こ れ は 困っ た 。 

FDO LIVED, 事情 を お 話し し 、 他 の ファ ラオ の 方 々 に ドラ イ バ ー と な っ て も らい 、 自 分 が サポ ー ト に 回 る し か 
な い だ ろ う 。 

と いう わけ で ファ ラオ の 方 々 を 捜し 回 っ た が - 
ファ ラオ ・ オ ジマ ン デ ィ ア ス に [興味 は な い 。 失 せよ] と 一 蹴 さ れ て し まっ た ニニ トク リス は 自ら を 深く 恥じ た 。 


これ で は 合わ せる 顔 が な い 。 
恥じ 入る あま り 、 衣 を 被っ て 顔 を 隠し た 。 
その 姿 は まる で メジ ェ ド 神 の よう …… 


その 時 、 何 か が 起こ っ た 。 
メジ ェ ド 神 の 似 姿 と な っ た せい な の か 、 そ れ と も 他 の 原因 が ある の か 、 ニ トク リス の 霊 基 は 一 時 的 に 変化 。 フ ラス も ア 
サシ ン に な っ て し まっ た 。 ( 霊 基 第 一 段階) 


な お 、 衣 の 下 に は 水着 を 身 に つけ て いる 。 ( 霊 基 第 一 段階) 


イシ ュ タ ルカ ッ プ が 無事 に 終わ っ た ら 、 せ っ か く な の で この 神秘 の 御 衣 を 用 いて サマ ー ド レス な どこ さえ て み ま し ょ う 、 
と 本 人 は ぼん や り 考 えた の だ と か 。 (BERZERIE) 

考え て いた ら 、 考 えた 通り の 姿 に な か つて し まっ た 。 こ の 奇妙 な 現象 は 「 メ ジェ ド 様 の 祝福 ] と し て カル デア 職員 の 間 で 語 
り 継が れる こと に な る と か 、 な ら な いと か ・ 


O 因縁 キャ ラ 
オジ マン ディ アス 
す 、 す すす 、 す み ま せ ぬ す み ま せ ぬ す み ま せ ぬ す み ま せ ぬ す ずみ ませ ぬ す み ま せ ぬ ……。 

シェ ヘラ ザー ド 

死な ず の 護符 ( 概 は ガッ ツ 礼 装 の 豪華 版 と 思わ れる ) を 与え る 、 と 約束 を し て イシ ュ タ ルカ ッ プ へ の 参加 を 迫っ た 。 
カッ プ 終 了 後 も 、 友 好 関 係 は 続い て いる 模様 。 

クレ オ パ ト ラ 

無意識 に 、 戦 い 方 を 真似 て し まっ た 。 

いつ か 釈明 を せ ね ば ……。 

イス カン ダル 

御 衣 を めく っ て は いけ ませ ん ! ( 霊 基 第 一 段階) 

ギル ガメ ッシュ 

すご い 見 て くる ……。 ( 霊 基 第 一 段階) 

ゲー ラジ ジュ 

な せ ぜ 私 の 頭 を 撫で る の で し ょ よう? (BERE) 

タマ モ キ ャ ッ ト 

えっ 、 パ 、 パ ステ ト 様 で すか !? あっ 違い まし た ……。 
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ン パ クト が あり すぎ て 、 第 二 、 第 三 を あま り 見 て もら え ず な いん じゃ な い だ ろ うか ・ 


・・ と いう 不安 感 が 凄く あっ た の 
で 実装 まで 本 当 に 緊張 し まし た が 、 蕎 を 開け れ ば 、 第 二 、 第 三 も 沢山 の 方 に 支持 し て 頂け て ホッ と し まし た 。 ちなみ に 
最終 再 申 イラ スト は 最初 に 提出 し た と き は 水着 を 着 て な く て 、 社 長 の 監修 時 に 怒ら れ て 着 さ せま し た 。( 締 うど ん ) 
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Bis Ex Eds Ec Eis EEIE-ex 


設定 作成 経験 値 だ キャ ラフ ター デザ イン :pako 
CV: 釘宮 理恵 


主 な 登場 作品 : Fate/Grand Order 


DRAE UN 


狂 化 :C 
幸運 と 魔力 を 除い た パラ メー ター を ラン クア ッ プ させ る 
普段 な の で 変化 が 良く わか ら な い 。 FAO OME 


en N 


が で き な く な る は ず だ 
(の 心 が 異 走 し て いる と いう こと らし い 


> 


想像 を 絶する うつ け 的 発 
り と や り た い 放 題 で ある 


放 を し か けた り 、 信 勝 を 泣か し た 
EE 力 が パワ ー ア ッ プ し て いる 。 


敦 監 の ビー ト を 戦場 に な の か は っ きり し て ほし い が ノ ッ プ 曰く これ が ロッ 


ク 。 ぱっ と 見 、 凄い 


a ~ 
並ぶ も の の 、 実際 使っ た ら そ う で も な いな と 感じ 、 普段 使い し て いた ら や っ ぱ 強 いな これ 、 っ ( |) 
て な る 絶妙 スキ ル 。 ーー て 


BORTKME:A 
AAIDENDTI-DICKIT, EDEUFERLCHTSIITEM. 能力 ・ 姿 が 変貌 し て し まう 。 本 来 の スキ ル 「 魔 王 ] の 
アナ ザー スキ ル 。 

ETRE OCIO. 副作用 で 少し 胸 が 大 きく な っ て いる 気 も する 。 


ノブ ナガ ・THE・ ロ ッ ク ン ロー ル 。 

神仏 を 滅ぼす 魔王 信長 の 真 の 宝 具 …… の 、 。 マ イナ ー チ ェ ンジ パー ジョ ン 。 

神 性 や 神秘 を 持つ 者 に 対し て 絶大 な 力 を 揮 う 存在 へ と 変 生 する 固有 結界 の 限定 解放 形態 
ビジ ュ ア ル 的 に は ノッ プ の 背後 に 謎 の 巨大 骸骨 ( 仮 ) が 顕現 し 、 魔 王 の 如き 力 を 揮 う 。 


比 部 山 焼 き 討ち に 代表 され る 、 生 前 行っ た 茜 烈 な 所 業 が 宝 具 化し た も の 。 

後世 、 民 衆 が 彼 に 抱き 積み 重ね た 、 間 違っ た ビジ ュ ア ル 認 識 、 妄想 小 説 、 ゲ ー ム 知識 な ど に より 第 六 天 魔王 らし きも の 
が 具現 化す る 。 神 性 を 持つ 敵 に 対し て か な り の 優位 性 を 誇る が 最終 的 に は 己 す ら 焼 きま 尽く す た め 扱い が 難し い 諸刃 の 侯 。 
本 来 の 第 六 天魔 王 状態 は 神仏 は お ろか 、 己 すら 焼き 尽く し か ね な い 危 険 な モー ド の た め 、 バ パー サー カー と いう クラ ス に 
封じ る こと で 限定 的 に 第 六 天 魔王 状態 を 保っ て いる 。 

うつ けた 言動 で 誤魔化し て は いる が 、 こ の 姿 は 信長 的 に は か な り 危 険 な 状態 の た め 、 定 期 的 に 魔力 (ロッ ク ) を 解放 ( シ 
ャ ウト ) し て クー ル ダ ウ ン し て いる 。 

例 に よっ て 神 性 の 薄い 英霊 に と っ て な ん か うる さい 程度 の 宝 具 な の で あっ た 。 


「 ノ ブナ ガ ・THE・ ロ ッ ク ン ロ ォ ーーーー 一 ル !! イエ イッ 中 


戦国 の 風雲 児 、 織 田 信長 幼少 期 は 「 尾 張 の 大 うつ け ] と 呼ば れ た が 桶 狭 間 で 今川 義元 を 破り 、 天 下 に 名 乗り を 上 げ る 。 
その 後 、 次 々 と 強敵 を 打ち 破り 天下 統一 目前 に まで 迫る も 、 明 智 光秀 の 課 反 に より 本 能 寺 に て 没 す る 。 そ し て 清 に 降臨 
し た 。 


己 が 内 か ら 燃 え 盛 る よう に 湧き 上 が る パッ ショ ン を その 身 に 纏い 、2017 年 夏 「 ノ プ ブナ ガ ・THE・ ロ ックス ター」 HAT 
ビュ ー な の じゃ ! 

ファ イト スタ イル は 尾張 うつ け 時 代 を 徹 偽 と させ る 戦国 や ん ちゃ スタ イル & る ロックン ロー ル 。 あ と 超 か っ こい い パ スタ 
ーT シ ャ ツ も ポイ ント 。 


パー サー カー と な っ て いる の は 水着 に 着替え て 己 を 解放 し た 結果 、 魔 王 と し て の 側面 が 強く 表れ て いる た め 。 
謎 の 巨大 骸骨 を 操り 、 ア ー チ ャ ー 時 に は 見 せな か っ た 強力 な 近接 戦闘 能力 を 見 せる 。 火 縄 ( 速 距離 攻撃 ) は 捨て て きた 。 


と ころ で 何 な ん じゃ 、 こ の 骸骨 ? 


〇 マス ター へ の 態度 

天下 統一 へ と 適 進 し た 信長 で あっ た が 、 そ の 最後 は 家臣 の 斉 反 に よる も の で あっ た 。 

それ 自体 は 「 是 非 も な ぎ 事 ] と し て 悔い て は いな い 。 聖杯 へ の 願い も 特に 持た な い が 、 得 意 の 斜め 上 な 発想 で 聖杯 自体 を 
使い 、 何 が を し で か す 可 能 性 は 充分 に ある 。 旅行 先 で の 夜 の 枕 投 げ 大 会 を 開く 可能 性 も 充分 に ある 。 

マス ター と は な ん や か ん や と 長い 付き 合い で あり か な り 目 を か け て いる 。 

本 来 、 興 味 が な い 人 間 に 対 し て は 恐ろし く 無 関心 な た め 、 あ まり 口 に は 出さ な い が か な り 買 っ て いる 様子 。 

うっ は っ は ! わし に これ ほど 気に入ら れる と か そ な た は まっ こと 果報 者 よ な ! 


それ は それ と し て そ な た 楽器 と か パン ド と か 興味 な い の じ ゃ ? ちな み に わ し ボー カル 兼 ギ ター ね 。 な ん な ら わ し 担当 
P で も いい けど ? 

〇 台詞 例 

「 水 着 で わし じゃ 、 是 非 も な いよ ネ 昌 

[エブリ バディ 、 A・TSU・MO・RIJ 

「 の じゃ じゃ じゃ じゃ じゃ じゃ じゃ ー!7] 

「 わ し が 潜 の 第 六 天 魔王 、 織 Cell 

「 勝 っ た ! 天下 布 武 完 ! DLOSABORTAROYIAZI—-TK, SOLE! 優勝 記念 CD 138% THE - + 
マー パケ ーション 」 も よろ し く の う 日 


= 


〇 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

イエ ー イ ! 皆 の 者 、 の っ て る か の う ! わし こそ が 活 の 第 六 天 魔王 こと 、 そ うわ し 、 ノ プ ブナ ガ ・THE・ ロ ッ ク ロ ー ラ ー 
じゃ ! 

今日 は の し の た め に 集まっ て くれ て 、 サン キュ ー、 セ ン キ ュー、 本 能 寺 ! わし と 共に 燃え 尽き る ほど ヒー ト な 夏 を エン 
ジョ イ し よう ぜ 皆 の 衆 ! ポロ リ も ある か も の ! 


いや 一 、 思 い 返 せ ば ここ まで 長い 道のり じゃ っ た ……。 地 道 な 尾張 うつ け 下 積み 時 代 、 絶 体 絶命 の 桶 狭 間 ラ イブ コン テ 
スト で 優勝 候補 の イマ ガワ ・ お じゃ る バン ド を 抑え て まさ か の 優勝 、 ラ イ バ ル プロ ダク ショ ン 川 中 島 の アイ ドル 謙信 ち 
ゃ ん & 信 玄 ち ゃ ん (コン ピ 仲 最悪 ) に よる ノッ プ 歌 謡 包囲 網 、 そ し て 夢 の KYOUTO 上 洛 歌合 戦 出場 、 か ー ら ー の 一 、 ま 
さか の 本 能 寺 スキ ャ ンダ ル で の 電撃 引退 会 見 ……。 さす が の わし も 予想 外 展開 。 


じゃ が ……、 じ ゃ が ! 暴 難 辛苦 を 乗り 越え て 、 わ し は 帰っ て きた ! そう わし が 、 わ し こそ が 不滅 の ロッ クン ロー ラー、 


織田 信長 ! みん な 気さく に 水着 ノッ プ と よん で いい ん じゃ よー! じゃ よー! じゃ よー! 

そし て 今 、 万 感 の 思い を 込め て 歌い ます ……、2017 尾 張 の 夏 を 熱く させ た 伝説 の 一 曲 「 天 下 布 武 一 2017summer.ver 
一 わし の 歌 を 聴け えー い ! 

A? 信長 は ギタ ー と か 弾 か な い ? いや 、 そ ん な ん 言わ れ て も わし っ た ら 潜 の 第 六 天 魔王 じゃ し 。 


と いう か これ ギタ ー な の ? 


〇 通常 武器 

ヘ シ ・Kill・ ハ セー ベ 。 水 着 ノ ッ プ が 担い で いる 万 能 ギ ター 型 謎 ウェ ポン 。 え ? 変 な 名 前 ? いや 、 か っ こえ え じ ゃ ろ 
これ 、 側 肖 と か ある し 和 突っ て る と こ で 殴っ た ら 痛 そう じゃ し 。 

それ に ほれ 、 こ う 横 に する と DJ ノッ プ 的 な アフ ショ ン も で きる し 。 A? だ か ら 何 な の それ っ て ? そり ゃ きま っ と る 
じゃ ろ ……、 う ん 、 な ん じゃ ろ な 、 こ れ ! 


いや ー す まん すま ん 、 買 様 よ り 先 に わし が 先 に 水着 姿 を ぐら し て し も う て 。 わ し っ た ら 人 気 キ ャ ラ だ か ら 是 非 も な いけ 
ど 沖 田 も 水着 を あき ら め ず に 頑張 る ん じゃ ぞ 。 ま 、 人 気 的 に 次 は わし の 交 5 が 先 じ ゃ ろう けど な ! うつ は っ は っ は っ は ! 
Ser A? 沖田 オル タ ? …… は ? W5DOA5? 

菜々 

ん ? 茶々 も 水着 が 欲し い ? ん 一 、 わ し の ご と き セ クシ ー 水 着 は 茶々 に は ちと 早い か の う ……、 ん ?. 

淀 君 モ ー ド な ら 伯母 上 な ん が 足元 に も 及ば な い パ イン ボイン ? ま て い ! わし だ っ て 結構 ボイン じゃ ろ ! じゃ よね ? 
織田 信長 

は っ !? 誰 じ ゃ この 超絶 美形 戦国 美 少 女 大 名 は !? …… つ て 、 な ー ん じゃ 、 弓 の わし じゃ ん 、 お どか す で な いわ 。 それ 
に し て も 、 美 し すぎ る 戦国 大 名 と は まさ に わし ら の こと よ な ! うっ は っ は っ は っ は ! と ころ で わし の ほう が 少し 胸 で 
か いな 。 

水着 頼光 

さす が 源氏 長者 の 乳 ! わし っ た ら 平 氏 ら し いし 、 胸 も な いわ け じ ゃ な いけ ど 、 そ の 乳 に は 負け る わ ー。 A? も し か し 
て 平 氏 っ て そう いう こと ? (違う ) 


水着 ネロ 

CORRE AUT? 実に クー ルビ ズ じ ゃ な ! と いう か が 宝 具 の 買 様 可愛 すぎ ざか !? まさ か の 正面 カッ トイ ン に は 随 
丸 も 腰 を 抜 ひ す レ ベル じゃ ぞ 。 

水着 ニ ト ク リス 


A? な に その 被り 物 。 え ? めじ ぇ ど 神 ? そ 、 そ うか ……、 あ えて 深く は 診 索 すま い 。 と ころ で 後ろ か ら は み 出 て る 
髪の毛 、 総 キュ ー ト じゃ な ! 

謎 の レー サーX 

$5! レー ス で は 世話 に な っ た の ! A? 私 の 名 前 は 謎 の ヒロ イン X? AA? ほん と お ぉ ? 夜空 に 輝く あの 流れ 星 が 
また 一 人 セイ バー を 倒す と き に 現れ る と いう 謎 の アサ シン が 貴様 じゃ や っ た り し な い の ぉ ? 
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CHARACTER Profile 


ヘ シ Kil: ハ セー ベ | 


£ straror 


| ちょ っ と お ち つ いて ほし い 系 サー ヴァ ント 。 し か し 落ち 着く わけ が な い 。 そこ が 良い の だ 。 全て 笑い 燃やし て くれ る 。 A 
キル が 地味 に 助かる の 度 入 れ て 慣れ て くる と 地味 に 外せ な い サ ー ヴ ァ ン ト で ある … あ …3 バト ル 目 に NP 足 りな い 
| … (pako) 
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Fs te 16 ra aldo 


Oo» y 」 Na mm で 
アル トリ ア ・ ペ ンド ラゴン オル タ ライ 
Ed ラ ィ ター ERP? ペン ドラコン Ext EJ >> デッド ヒー ト ・ サ マエ ニレ 
EEN イギリス EA E 属性 が 悪 に か なっ て いる の は メイ ド に な っ た 自分 を 良く 思っ て いな い の で は な く . 3 
理想 の 給仕 を 行え な い 自分 の 不器用 さ を 思 っ て の 事 らし い / 


154cm BEI 42k8 


タコ en 


| le Exc Exe Gal, Eile EE 


設定 作成 : 奈 須 き の こ / キ ャ ラフ ター デザ イン : 武 内 崇 
CV RT 


主 な 登場 作品 : Fate/Grand Order 


DARA Ib ラー Y 


i A 
HISIFSTKEHNZRATDEDERSIET De 
儀礼 呪 法 等 を 以 て し て も 、 彼 女 を 傷つけ る の は 難し い 。 
間 属 性 に 染まっ て いる 為 、 対 魔力 が 低下 し て いる 


mn ーー o 
o nu. A A A A Tie 
KHOR) SS MEL CARL. SNES CUCINA L CVD SL EDEL. 一 一 
大 型 バイ ク も 当然 の よう に 扱え る 。 お し ろ オ ル タ と 言え ば キュ イラ ッ シ ェ な の で ある 。 2 
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単独 行動 : EX . ime fe ) 
マス ター 不在 で も 行動 で きる 能力 。 Be 
仕え る べき 主 は 存在 する が 、 そ れ は それ 。 メ イド の 奉仕 精神 と は 自由 で ある べき …… 自 発 的 な も の で あり 、 誰 に 強制 さ 


れる も の で は な い 、 と いう 信念 か ら 脅 威 の 単独 行動 スキ ル を 獲得 し た 
この スキ ル 獲 得 の た め 、 通 常 パ ラメ ー タ ー は 若干 低下 し て いる 。 
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サマ ー・ ス イー パー!:A 

魔力 放出 スキ ル が お 手伝い さん 用 途 に 変化 し た も の 。 

あら ゆる も の を 洗い 流す 水洗 い の 達人 。 

自身 の 奉仕 力 (すばやく 給仕 を こなす 力 ) を 上 げ な が ら 、 パ ー テ ィ ー 全 体 を 厳し く 監督 し 、 そ の 土気 を 向上 させ る 。 


ーーーーーーーーーー ee 
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コー チン シグ: A 

海辺 の アル トリ ア ・ オ ル タ は 冷血 の ガ ヴ ァ ネ ス (女性 家庭 教師 ) で も ある 。 

その 厳し い 教育 と 指導 に より 、 誤っ た パト ルス タイ ル を 矯正 する 。 

スパ ル タ な 為 、 コ ー チ され た 者 は 多大 か ダメ ー ジ を 負う 。 

スキ ルリ チャ ー ジ と いう レア スキ ル だ が 、 使 い どこ ろ が 難し い 。 脳 筋 で は メイ ド は 務 ま ら な い の で ある 。 


リロ ー デ ッ ド :C 

オル タ が 放つ 水鉄砲 は 彼女 の 魔力 が 加え られ た 、 い わ ば 魔力 放出 ( 水 ) の よう な も の だ が 、 こ れ は それ を さら に 
み 上 げた も の 。 

リ チ ャ ー ジ 時 間 が 短い の で 気軽 に 使っ て も 良し 、 コ ー チ ング と 併用 し て 重ね が け に よる 一 撃 必殺 を 狙う も 良し 、 の ハー 
トブ レイ ク ・ ブ リッ ト 。 

これ が メイ ド の 本 場 ・ イ ギリ ス 発 の メイ ド 作法 で ある 。 


HEAT BOS 


セク エン ス ・ モ ル ガ ン 。(※ ボ イス 発音 は モル ガー ン ) 

アー サー 王 が 持つ と され る 「 死 闘 の 場 に の み 携え る 』 短 刻 、 セ フエ ンス と エク スカ リバ ー の 合体 宝 具 。 

セク エン ス は 小型 の 自動 拳銃 の よう な 次 に は つっ て いる が 、 エ クス カリ バー と 組み 合わ せる 事 に より 大 型 の 狙撃 銃 と な り 、 
不浄 な る 外敵 を 「 主 の 領地 ] に 入る 前 に 撃退 する 。 

どう 見 て も アン チ ・ マ テリ アル ・ ラ イフ ル で す 、 本 当 に (以 下 略 ) 。 


人 物 


Ed 私 BEA/ BAR OO (呼び 捨て ) 
マス ター ノ ズ OOO (名 前 呼び 捨て ) プ ご 主人 様 (厳し く 叱る ・ 教 育 する 時 に ) 


> 性 格 

プリ テン の 王 、 ア ルト リア ・ ペ ンド ラゴン の 別 側面 で ある オル タ が さら に 別 の 信念 に 目覚 の た も の 。 

夏 を 迎え 、 ひ と り の 暴君 と し て で は な く 、 一 介 の 給仕 と し て 己 を 見 つめ 直 そ うと 奮 い 立 っ た アル トリ ア 。 言っ て いる 意 
味 は 分 か る が な ぜ そ うな っ た の か まっ た く 分 か ら な い 。 

マス ター が 過ごす 夏 を より 良い も の に する た め 、 メ イド の 道 を 選択 し た と も 。 

本 人 は アル トリ ア で ある 事 を 隠し て いる つも りな の で 、 装備 も 色々 な も の に 人 徐 装 し て いる 。 


エク スカ リバー は モッ プ に 。 

セク エン ス は ピス トル に 。 

戦闘 スタ イル は 軍人 の それ に 。 

モッ プ で 相手 を な ぎ 払 い 、 ピ スト ル で 動き を 止め 、 ブ レネ ー ド で 爆破 する 。 
メイ ド と は 。 


〇 マス ター へ の 態度 

サー ヴァ ント と し て で は な く メ イド と し て 仕え る 、 と 公言 し て いる 。 

か つ 教 育 係 と し て 、 マ スタ ー を 一 人 前 の マス ター に する た め に 日 夜 監督 する スパ ル タ ン な メイ ド 。 

冷た い 態 度 、 厳 し い 台詞 は すべ て マス ター の 将来 を 思っ て の こと 。 マ スタ ー の 障害 に な る も の は 全力 で 排除 する 、 夏 の 
スイ ー パ ー (掃除 屋 ) で も ある 。 

王 の 冠 は は い の で 、 セ イ パ ー ク ラス の 時 より 年 相応 の 少女 らし い 一 面 も 。 HMDBUEI—)LITM IAS. 


〇 台詞 例 

「 サ ー ヴ ァ ン ト 、 ラ イダ ー。 アル トリ ア ・ ペ ンド ラゴン だ 。 

この 私 が 来 た 以 上 、 理想 の 生活 を 覚悟 し て も ら お う 。 二 度 寝 も 運動 不足 も 許さ ん 。 掃除 ・ 洗 濯 は 徹底 的 に や る 。 り ょ 、 料 
理 も …… で きる 範囲 で 、 や っ て みせ よう ] 

1312. 驚く の も 無理 は な い 。 な に し ろ 私 も 驚い て いる 。 存外 、 水 着 と いう の も 良い も の だ と ]」 

[私 は 新しい クラ ス と し て 買 様 の 前 に 現れ る 。 そし て この イシ ュ タ ルカ ッ プ と や ら を 制 し 、 最強 の メイ ド と し て 君臨 する 
1235] 

[私 は メイ ド と し て 買 様 に 仕え て いる 。 MIC, 職務 の タイ マン は 看 週 で きん 。 


さあ 、 外 に 出 て 稼い で いら っ し ゃ い 


まし 日 
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オル タ で あれ 水着 は 着る 。 だ っ て 夏 だ し 。 

し か し 如何 な る 信念 か ら か 、 彼 女 は 王 の 冠 を 仕舞い 、 可 憐 な 白い 冠 
そう 。 メ イド で ある 。 

(本 人 は 口 に し な いし 気付 いて いな い が ) 夏 の 魔力 に 魔 が さして 、 水 着 に 着替え て し まっ た オル タ 。 


ホワ イト ブリ ム を 装着 し た 。 


「 私 は 俗 に 言う 水着 英霊 で は 断じて な い 。 
な ぜ な ら 、 水 着 で ある 前 に メイ ド だ か ら だ ] 


な る ほど 、 ぐ う の 音 も 出 な い 正論 で ある 。 
し か し 、 も と も と 真面目 すぎ る 性 格 が メイ ド に な る 事 で さら に 悪化 。 
自堕落 な マス ター は 決し て 見 逃さ な い 、 鬼 の メイ ド 長 と 化し た 。 


ネロ と 共に イシ ュ タ ルカ ッ プ に 参加 。 

チー ム 名 「 タ イラ ント ・ シ ュー ティ ンス ター』 は 彼女 か ら の アイ ディ ア 。 

名 高い ワガママ 旦 帝 と 暴君 メイ ド が 手 を 結ん だ 奇 正 の チー ム に 相応 し い 命名 で ある 。 

レー ス 動機 は 最強 を 示す 為 。 報酬 (物理 ) は 当然 求め る が 、 そ れ は それ と し て 、 マ スタ ー の 渦 に な れ ば いい と 思っ て いる 。 


ネロ は 「 全 チー ム が ライ バル 」 と 考え る が 、 オ ル タ に は 「 こ いつ に だ け は 負け られ な い ] と いう チー ム は な い 。 
ネロ と オル タ 。 ノ リ の 合わ な い 二 人 で は ある が 、 ネ ロ は レー ス で の 活躍 と 面白 さ の た め 、 ア ルト リア は 暴力 衝動 (スト 
レス ) の 発散 と 報酬 の た め 、 手 を 組ん で イシ ュ タ ルカ ッ プ に 参加 し た 。 


レー ス に 隠さ れ た 真相 を 探る 気 は まる で な い 。 
自分 が いち ば ん 主人 公 に 応援 され て いる と 思い 込ん 々 で いる た め 、 心 は 常に 上 機 謙 だ っ た りす る 。 外見 か ら で は まっ た く 
そう 見 えな い が 。 


レー ス 方 針 は [手加減 の な い レ ー ス ]。 

後 先 考 え ず に アク セル を 踏む ネ ロ と 、 後 先 考 えて いる の に ニトロ を 使う オル タ 。 

ネロ は 「 美 し さと 速 ご ] を 至上 と し 、 オ ル タ は [簡潔 さと 速 ご ] を 至上 と する 。 

半分 は 相容れない が 半分 は まっ た く 同 じ ノ リ な の で 、 実は も の すご く 気 が 合う 二 人 だ っ た 。 
の で は ? 


O 因縁 キャ ラ 

ネロ (キャ スタ ー) Rare 

鼻 持 ちな ら な い チ ー ム メイ ト 。 O-V SHED HET SARTLAVL. 
し か し それ は それ と し て 、 人 生 を 護 歌 する 才能 は 認め ざる を えな い 。 
nu. 

日 本 最強 の 家政 帰 と きい た 。 機会 が の め れ ば ぜひ 勝負 し た いも の だ 。 
AL 

地獄 有数 の 調理 人 と きい た 。 機会 が あれ ば ぜひ ご 指導 いた だ きた いも の だ 。 


| 第 一 段階 


0 


« 
ff 
Y 
の Y 
y 
4 
レク 2 a. ES 
= 


| デザイン: ヒラ イコ キオ | ヒラ イ ユ キオ 


(CHARACTER Profile 


rn Went AI 

/ / Do BE Da 
% し | 

总 3 1 Pr x N VA 
54 
UN 10) A Y ” 
J ( | 
y : VA 


EN 


E 
8 
3 
= 
8 


CHARACTER Profile 


「 2 2 STO 
¡Sn 


水着 オル タ で は 、 や り た い デ ザイ ン ネ タ を 全部 乗せ すさ せ て 頂き まし た 。 メ イド 成分 は その 中 に 一 つの つも り だ っ た の で 
す が 、 や は り と いう べき か 、 一 番 イ ン パ クト ある 服装 に な り ま し た ね 。 霊 基 段階 ご と に モー ショ ン も 変化 する と いう 、 な 
ん と も 贅沢 な キャ ラ と な り ま し た 。 オ ル タ の 水鉄砲 の デザ イン は 、 ヒ ライ ユキ オ さ ん に 担当 し て 貰っ て いま す 。 ENE 
れ の 段階 で 、 実在 の 銃 を モチ ー フ に 、 オ ル タ 成 分 を 混ぜ 込ん で まとめ 上 げ て 頂き まし た 。 (RAR) 
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対 魔力 :C 


一 節 以下 の 魔術 を 無効 化す る 
・ 儀 礼 呪 法 の よう な 大 掛か りな も の は 防げ な い , 


単独 行動 :C 


ERDE 


マス ター か ら の 魔力 供給 を 断っ て も し ば らく は 自立 で きる 能力 。 
ラン ク C な ら ば 、 マ スタ ー を 失っ て も 1 日 間 現 界 可能 。 


o た ま に は スト レス 発散 し な くち ゃ いけ な いわ 中 
今年 の 夏 は 自分 も 遊ん で し まお う 、 と 心 に 決め た エレ ナ が 獲得 し た スキ ル 。 
本 来 (キャ スタ ー) の エレ ナ が 有する マハ トマ スキ ル が 変化 し た も の 。 

アー チャ ー と し て 活動 する エレ ナ の 中 核 と な る も の で ある 。 
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ャ ヤー フ !:B 

N = ジ ソ ン の 作 と 思 し い スズ 
ャ ー と し て 定め られ た と 思 し い 。 

彼女 自身 は 「 フ ラス は ライ ダー の つも り だ っ た の よね …… 


大 佐 の 夏休み :B 
オル コッ ト 人 形 た ち は た と 
お し ろ 普 段 よ り も 活動 的 に な っ た 彼女 の た め 、 如 何 に し て 彼女 を 楽し ませ よう か と 全力 を 尽く す の だ 。 彼ら に と っ て の 
夏休み の 喜び は 、 エ レナ の 満 定 、 そ の 一 点 に 懸 か っ て いる 。 


-50 [ES1I5 人 人 


サナ ト ・ ク マラ ・ ホ イー ル 。 

クラ ス 変 更に あたっ て エレ ナ が 持ち 出し て きた 新 宝 具 。 
白銀 の 円 環 。 キャ スタ ー 時 に 宝 具 を 真名 解放 する 際 に 出現 する 飛行 物体 と 同じ 材質 で 構成 され て お り 、 地 球 上 の 如何 な 
る 物質 と も 異な る 組成 を 有 し て いる と いう 。 

真名 解放 時 に は 無数 の 飛行 物体 が 出現 し 、 雨 あら れ と 周囲 に 光線 を 降り 注 が せる 。 激 し い 爆 発 が 巻き 起こ る が 、 決 し て 
エレ ナ 自 身 に は 直撃 し な い 。 


レー ス 参 加 に あたっ て の 彼女 の 第 一 義 は 、「 楽 し み ま し ょ う !| で ある 。 

も ちろ ん 、 勝 つ に 越し た こと は な い の で …… 勝 て そう な 場面 で は グイ グイ 勝ち を 狙 お う 、 と いう 方 針 で は ある 。 

で も や っ ぱり 、 実際 に は あま り 前 の め り に は な れ な い エ レナ で ある 。 

今回 の 彼女 は 、 内 面 の お ね えさ ん 性 、 お 母さん 性 (ある い は お ば あちゃ ま 性 ) が 普段 より も や や 強く 表れ て いる の か も し 
れ な い 。 

彼女 自身 は 「 こ の 夏 は 童心 に 返っ て 楽し く 遊 ぼう 」 と 


O マス ター へ の 態度 
いつ も と さほど 変わ ら な い 。 
だ が 、 気 を 抜く と お ば あちゃ ま 成 分 が 醸し 出さ れ て くる の だ っ た 。 


O 台詞 例 

「 エ レナ ・ プ ラヴ ァ ツ キー、 鮮 や か に 填 基 を 変え て みた わ ! や っ て みる と 結構 で きち ゃ う も の ね 昌 

「…… 多 分 、 何 か の 理由 が きち ん と ある と 思う の よね 。 コ レ 、 本 当 は そう 簡単 に で きる も の じゃ な いで し ょ う ?] 
「 せ っ か くだ も の 、 楽し まな くっ ちゃ 日 

「 ニ ャ ー フ ! ふ ふ 、 こ の 水鉄砲 ほん と に 楽し いわ ! よく っ て よ !」 

「 マ ハト マチ ェ ー ン ジ ! か ら の ! BEDHN 


© IFateGO| に お ける 人 物 像 

お も お むろ に 衣装 & フ ラス を マハ トマ チェ ンジ ! 

護法 魔王 坦 の 力 を 借り た 新 宝 具 、 レ ー ス 用 の フク マ ラ ・ ホ イー ル を 実体 化 さ せ て 、 エ レナ ・ ブ プラ ヴァ ツキ ー は サマ ー イ ベ 
ント に 挑む ! 

NYARF こ と カッ コイ イ 水 鉄砲 を 手 に 、 並 み 居 る ライ バル を 蹴 散 ら す ゾ ! 

「 ち な み に NYARF の 製作 は 私 で ある 

「 改 良 は 私 だ 凡 骨 昌 


水着 に 着替え て みた エレ ナ 。 
キャ スタ ー の エレ ナ ・ プ ラヴ ァ ツ キー と 同一 人 物 。 


色々 あっ て 爆発 し か けた 彼女 の た め に 、 エ ジ ソ ン と テス ラ は 「 ス トレ フス 発散] を すべ きだ と 考え た 。 
それ 故 の レー ス (2017 夏 イベ ント ) 参加 、 

それ 故 の は っ ちゃ け で ある 。 

エレ ナ は 彼ら の 気遣い を 受け 入れ る と 決め た 。 

すなわち ーーー ス トレ ス 発 散 す べく 、 思 いっ きり サマ ー パ ケー ショ ン を 堤 能 し よう 、 と ! 


RK 


〇 因縁 キャ ラ In 
ニコ ラ ・ テ スラ ノエ ジ ソ ン 

さあ 、 ス トレ ス 発 散 し ちゃ うわ よ 

え 、 な あ に ミ スタ ・ エ ジ ソ ン 。 ニャ ー フ ? あたし の た め に ? y 
うう ん で も 鉄砲 な ん て いら な いわ 、 物 騒 な …… あ あ 、 水 鉄砲 ? よく っ て よ 、 そ うい う の い いわ ね 
謎 の ヒロ イン X 
ロケ ッ ト よ ね それ …… 
ほら ドイ ツ の プラ ウン 君 が 目 指し た っ て いう アレ 。 星 の 海 を 征 く は ず の アレ よね ? 
ニ ト ク リス 

at スカ ラベ ーー! 

WE! 好き よ 、 そ うい う の 。 あ た し も 乗っ て みた いわ ! a. 
フラ ン ン パ ベ ッ ジ ン モ リア ー テ ィ い 
な に それ すっ ご い 、 す っ ご い 面 白 そ う ! 
よく っ て よ 、 あ た し た ち で も っ て 面白 く て マハ トマ な 特殊 車両 に し て あげ る ! 

ま て ま て 一 
イシ ュ タ ル 
何 や か や で いっ ぱい 楽し め た わ 。 ふ ぶ ふ 、 あ り が と う ! es 
エル メロ イ I 世 

今度 お 弟子 の 話 を 聞き た いわ 。 き っ と 面白 い 子 が た くさ ん いる ん で し ょ う ね 。 
あたし は イエ イツ 君 の 話 で 対抗 し な きゃ 。 


メデ ィ ア | 
また お 話 を し た いわ 。 勉 強 に な る も の ! x a 
ホー ムズ has 


Fa シゲ ルソン 。 あ な た 、 わ ざと あたし を 怒ら せ た で し ょ よう 。 
「 た ま に は 皿 抜き も いい も の だ ろう 」 じゃ な いわ よ 、 も う ! 

で も そう ね 。 

た ま に は こん な の も 悪く な い 。 う うん 、 楽 し か つた わ 。 


ly 武装 無し Le 4 y 


y 
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Comment from Illustrator 6 
dd y . 
デザ イン の コン セプト は “コス プレ "で す 。 旧 ス ク 水 、SF 風 、 ミ リタ リー 風 と 、 再臨 段 階 に よっ て それ ぞ れ まっ た く 異 な pe 


る 方 向 性 の 水着 に する と いう 狙い で し た 。 ニャ ー フ や クマ ラ ・ ホ イー ル に も ネタ を 盛り 込み と て も 楽し い デ ザイ ン 作 業 
で し た が 、 差 分 や 三面 図 を 作る の は めっちゃ 大 変 で し た ……。 ME) 


源 頼光 (ラン サー〕 


ラン サー 源 頼 光 ( み な も と の らい こう ) 
Eat: EES Ss. emer) (Remon ce. 
EE 日本 [Ar ER 175cm EEA exe 


EC Glas Edo Gals EI El 


設定 作成 : 桜 井 光 ノ キャ ラク ター デザ イン : 本庄 雷 太 DE 


CV: 戸 松 i 


主 な 登場 作品 : Fate/Grand Order 


クラ ス 中 キル 


騎乗 : A+ 
章 種 を 除く すべ て の 獣 、 乗 り 物 を 自在 に 操る こと が 出来 る 。 
神 で ある 千 頭 天王 か ら 乗り こなす 。 


a ne 


その 精神 は ラン サー クラ ス と な っ て も ある 程度 まで 破綻 し て いる も の の 、 バ パー サー カー 時 に 比べ る と 大 き な 違 い が あ る 。 
道徳 心 、 で ある 。 

i ラン サー 源 頼光 は 道徳 心 を 以 て 、 夏 休み の 風紀 の 乱れ を 監視 する 。 

ルル し か し 上 自分 自身 の 愉 好 に は 割 と 無 頓 落 な あたり 、 や は り 破 綻 の 気配 は 拭い 去れ な い …… 


N er Me: ee er EEE 
この スキ ル を 有 し て いな いと 本 人 は 自己 中 告 し て いた が 、 実際 は 残っ て いる 。 
(TFateGO] で は 基本 的 に 使用 され な い ) 


== ーー ペーー — 
服 と いえ ば これ 、 と いう 金 時 の 思い 込み が 頼光 へ と 伝染 し て し まっ た 。 。 。 
武芸 百 般 を 体現 する 頼光 は 錬 鉄 ヨ ー ヨ ー を 使い こなし 、 カ ル デ ア の 風紀 を 乱 さ ん と する あら ゆる 政 の 誘惑 を 打ち 払う 。 
= ーーー gm ーーーーーーーーーーー wo 
人 
脱が な く て も すご い が 一 一 脱い だ ら も っ と すご い 。 


海辺 で ご れ だ け 人 の 目 を 集め て し まう か を 示す 、 サマ ー・ ク ライ シス と 似 て 非 な る スキ ル 。 ビー チ フ ラ ワ ー と 異な り 、 恋 
い 焦 が れ の 領分 を 逸脱 し た 視線 まで 集中 する 。 


し ゃ くだ いか ん いん ・ こ ん ご うし ょ 。 

牛頭 天王 こと 東方 神 た る 帝釈 天 (イン ドラ ) の 金剛 和 桁 、 す な わ ち は 聖 仙骨 より 造ら れ し 神々 の 最終 兵器 ヴァ ジュ ラ が 空 よ 
り 降 り 来 た り 、 あ ら ゆ る 敵 を 撃滅 する ーー 一 

この 宝 具 を 以 て 、 今 回 の 頼光 の クラ ス は ラン サー と し て 定め られ る に 至 つ た 。 

形態 は 、 密教 に お いて 万 有 の 本 体 で ある 一 真名 を 示す と いう 独 鉛 桁 それ で ある 。 


アル ジュ ナ 「 そ の 宝 具 は 父 の ……」 
ラー マ 「 そ の 宝 具 は …」 


四方 / 買 女 あの 方 


〇 性 格 

風紀 を 取り 締まる た め 、 影 の 風紀 委員 長 と 化し た 頼光 。 

口癖 は 「 茜 制 禁 制 、 御 禁制 で す 員 。 

普段 以上 に 生 真 面目 に な っ て いる 。 

イシ ュ タ ル が 開催 する レー ス の 行方 に は 興味 は な く 、 サ マー イベ ント を 機 に 羽目 を 外し すぎ そう な 参加 者 を 監視 し よう 
と 考え て いる 。 

最終 的 に は テン ショ ン が 上 が りき っ て セー ラー 服 を 脱ぎ 捨て て し まい 、 自 分 が 一 番 出 紀 を 乱 し て し まう と いう 事態 を 引 


き 起 こす の だ が ・ 


〇 マス ター へ の 態度 

マス ター に は 「 夏 だ か ら と いっ て 開放 的 な 気分 に 浸り すぎ て は いけ ませ ん 、 よ ろ し いで すね ?] と あく まで 委員 長 ム ハーブ 
で 接し て くる 。 

で も その 委員 長 、 見 えて ます よ …… 

その …… そ の スカ ー ト の スリ ッ ト と いう に は あま り に 大 胆 な …… 

何より セー ラー 服 の 下 、 そ の すご い 水 着 は 
「? どう され まし た ?] 

や っ ぱり 無自覚 だ ! 


〇 台詞 例 
「 ラ ン サ 
まな 行為 


源 頼光 。 カル デア の 風紀 を 守る 影 の 風紀 委員 長 で す 。 私 が 来 た か ら に は も う 安 心 で す よ 、 マ スタ ー。 よこ し 
決し て 見 逃し ませ ん 日 


[風紀 委員 は 力 。 力 こそ 風紀 委員 。 お わか り で すね ?] 

「 よ ろ し いで すか 、 よ ろ し いで すね 。 風紀 素 乱 は いけ ませ ん 旧 
[風紀 を 乱す 募 は ! RATTEN 

「 禁 制 禁 制 、 御 禁制 で す 日 
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O IFateGO| に お ける 人 物 像 

風紀 を 気 に し は じ め た 頼光 。 

バー サー カー の 頼光 と 同一 人 物 。 
© 


前 回 、 南 の 島 に て 著しい 風紀 の 乱れ が あっ た と 聞き 及 ん だ 頼光 。 

今年 の イベ ント も その よう な 事態 に な っ て は な ら な い 、 と 上 自ら 牛頭 天王 に 祈り を 捧げ て 強制 クラス チェ ンジ 。 本来 の ク 
ラス で ある セイ バー の 時 ほど で は な いま で も 、 母 性 パワ ー は 控え め な 、 都 を 守護 する 性 質 が 強化 され た ラン サー 源 頼光 
へ と 変 生 を 果たし た 。 


頼光 サン は 本 職 の セイ バー に な る と すっ げ え 真面目 に な る ン だ よ 。 超 ・ 風 紀 委 員 長 だ ] 
「 ラ ン サ ー だ と そう だ な 、 影 の 風紀 委員 長 っ て と こ か 。 つ まり まぁ J 


つま り ス ケバ パン だ 。 
母性 パワ ー は 控え め と な り 、 都 を 守る 凛々 し い 武 士 と し て 頼光 は 夏 を 斬る 。 


O 因縁 キャ ラ 

玄 装 三蔵 

「 夏 の イベ ント に 浮か れ て いる 」 「 そ れ が 証拠 に ]「 カ ル デ ア で も う 水 着 に な っ て いる 」 と 判断 し た 頼光 、 更生 し た くば 私 
に つい て き な さ い 、 そ れ が きっ と 御 仏 の ご 意向 に も 適う で し ょ うと 断言 。 

頼光 か ら 諸 天 の 加護 を 感じ ざる を 得 な い 三 蔵 ちゃ ん 、「 こ れ は 別に 水着 じゃ な いん だ けど 面白 いわ ! あな た が 何 を する 
の が 見 て みた い !| と ご 機 謙 に な っ て 一 緒 に レー ス へ 参加 する の だ っ た 。 

水着 サー ヴァ ント た ち プ キア ラン メイ ヴ 

破廉恥 に す ざ る の で 、 御 禁制 ! 

ブー ディ カ 

刺激 的 な 服装 は と て も 御 茜 制 。 前 々 か ら そ う 思 っ て いた 、 と の こと 。 

シェ ヘラ ザー ド 

言う まで も な く 禁 制 禁制 、 御 禁制 で す ! 

ニ ト ク リス (水着) 

霊 基 第 一 段階 だ ば な ら OK。 

フラ ン (水着) 

レー ス 中 は 〇 OK。( フ ラン は 走っ て いる 時 の 露出 が 少な い の で 頼光 的 に は O 〇 OK) 

レー ス 外 だ と 水着 な の で 「 い け ま せん 。 いけ ませ ん よ 隙 が 多 す ぎ ま す 、 ち ゃ ん と 隠す と ころ は 隠す | と な る 。 

酒 知 童子 

風紀 を 乱す 源 が ご と き 鬼 。「 存 在 が 御 禁 制 で す よ !」 

鬼 系 サー ヴァ ント 

鬼 な ぞ 風 紀 の 乱 れ の 権化 。 

グー が ー 

影 の 風紀 委員 に 相応 し い 紳 士 。 

坂田 金 時 (パー サー カー〕 

心配 。 今 の 自分 は 影 の 風紀 委員 長 な の で 、 普 段 の よう に 母 と し て 振る 舞う 回 数 は 減っ て し まう 。 ど うか 非行 に 走っ た り 
し ませ ん よう に 。 

坂田 金 時 (ライ ダー〕 

あの 髪型 、 も し や 不良 に な っ て し まっ た の で は !? 
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bit ated dy > 


水着 頼光 さん の ご 依頼 受け た 時 、 大 丈夫 か な ? っ と 心 8 に な り ま し た 、 た だ で さえ あの ボディ な の に 脱い で し まっ た ら 
大 変 な 事 に な る の で は ! ! も う 知ら な い ! つて 事 で 自由 に 楽し く 描い て た ら こ ん な 仕上 が り に な り ま し た 。 デザ イン の 
ハイ ライ ト は 第 二 段階 の スケ パン 頼光 で す 、 イ ン パ クト の 有る コス チュ ー ム に し た か っ た の で か な り 攻 め た チョ イス に 
し た の で す が ち ょ っ と や り 過ぎ た か な ? と 、 設定 画 を お そる お そる 提案 し て みた ら ま さか の OK を 頂き 、 調子 に 乗っ て 

ヨー ヨー の 攻撃 や 宝 具 演 出 の アン ダー スロ ー な ど 、 色 々 ワガママ を 叶え て 頂い て 感謝 し か あり ませ ん ! 本 当 に あり が と 

う ご ざ いま し た ! ! (本 庄 雷太 
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| クラ ス ライ ッ ー EEI?: 
Ela ER 古代 xy 水: デッド 
Sea | 価 重 7cE 
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設定 作成 : 奈 須 き を の こ / ノ キャ ラク ター デザ イン : 森井 し づき 
CV: 植田 佳奈 


主 な 登場 作品 :Fate/Grand Order 


(G7, 


クラ ヌス キル 


騎乗 EX 
天主 マ アン ナ を 乗り こなす イシ ュ タ ル の 騎乗 スキ ル は 人 間 と は 次 元 の 違う 、 別格 の も の で ある 

無 別格 」 だ か ら と いっ て 人 間 よ り 「 上 手 い ・ 速 い ] と いう 訳 で は な い 。 と に か く 『 い ろ ん な 意味 で 凄い | の で ある , 
時 間 と か 空間 と か も う あ ん まり 気 に し て いな い ウ ルク ドラ イブ . 


| iW) un 1 


マス ター か ら の 魔力 供給 を 断っ て も し ば らく は 自立 で きる 
疑似 サー ヴァ ント と いう 事 も あっ て 、 ほ ば ぼ 自 由 に 現世 で 
週間 ば か り カ ル デ ア を 離れ 、 こ っ そり と 女神 を 5 


で 
を 企画 する な ど 造 作 も な い 事 だ っ た ろう 。 


N hi \ 


Sy 


生ま れ な が ら に 完成 し た 女神 で ある こと を 表す スキ ル 。 

精神 と 肉体 の 絶対 性 を 維持 する 効果 を 有する 。 精神 系 の 干渉 を ほとん ど 緩 和 し 、 肉 体 の 成長 も な く 、 ど れ だ け カ ロリ ー 
を 摂取 し て も 体型 が 変化 し な い 。 

神 性 スキ ル を 含 お 複合 スキ ル で も ある 。 

疑 伺 け サー ヴァント で ある た め 、 ラ ンク は B 止 まり と な る 。 

(パッ シブ スキル) 


大 王冠 を 水着 に 替え た スキ ル 。 
パー ティ ー の パス ター・ ク イッ ク を 向上 させ 、NP 効 率 も や や 上 昇 さ せる 。 
大 王冠 は イシ ュ タ ル 本 人 に の み 作 用 する も の だ っ た が 、 こ ちら は パー ティ ー 全 員 に 行き 渡る 。 その か わり 出力 は 低い 。 


小型 に な か つた マ ア ン ナ は 小回り が 利く らし く 、 一 瞬 の 回 避 を 可能 と する 。 
追っ 手 か ら の 攻撃 を 華 豚 に か わす 様 は 、 ハ リウ ッ ド 映画 の ヒロ イン の 如 し 。 


一 時 的 に 女神 と し て の 霊 基 を 解放 し 、 大 暴れ する 。 
玉藻 の 前 、 キ アラ が 持つ 「 女 神 変 生 ] の ダウ ン 版 。 


神 峰 夫 通 五 明星 O 虹 


アン ガル タ ・ セ ブン カラ ー ズ 。 


現代 風 の 衣装 に な っ て いる 為 、 宝 具 の 真名 も 現代 風 に コン パー ト さ れ て いる 。 

夏 を 全力 で 満 過 する スタ イル 。 

マ ア ン ナ スク フー タ ー に 乗り 、 地 球 の 様々 な リゾ ー ト を 観光 し て ご 機嫌 に な り 、 そ の ハッ ピー な 気持 ち を 魔力 に 変換 し て 
地上 に ぬり まく と いう 虹 の 宝 具 。 

衣装 替え も 見 目 腫 し く 、 地 上 に 降り 注ぐ 魔力 は 輝く 星 と な っ て 敵 に ダメ ー ジ を 与え る 。 

本 人 は と て も ハッ ピー か つ フ ァ ビ ュ ラ ス な 気分 だ が 、 地 上 は ほん と 大 李 


又 2 一 


自由 麻 放 、 優 雅 で 大 胆 、 そ し て 残酷 と いう 女神 イシ ュ タ ル だ が 、 服 装 が 現代 服 に な っ て いる 為 、 女 神 と し て の 気 位 の 高 
さ ・ 怖 さ は ちょ っ と だ け 緩 和 さ れ て いる 。 陽気 さと 寛大 さ が 普 段 より アップ し 、 た い へ ん フレ ンド リー に な っ て いる 。 
十 代 後 半 の 、 活 発 な 少女 口調 。 

が 、 そ の 行動 理念 は イシ ュ タ ル の も の な の で 依り 代 の 少女 より 我 が 偽 に 見 える こと も 。 

明る い 笑 顔 で 「 じ ゃ あ 和 皆殺し ね 。 パイ パー イ 交 ] と 振る 舞う 、 無 慈 悲 な 女神 性 が プラ ス さ れ て いる 。 
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〇 マス ター へ の 態度 

将来 有望 な 勇者 (マス ター) と し て 目 を 付け て いる も の の 、 
「 な ん で こん な 平凡 な の が 勇者 に な る ん だ ろう ?] 

と 首 を か し げ る 事 も ある 。 不思議 な 人 間 、 と 捉え て いる 。 
今回 は その 人 望 (サー ヴァ ント た ち に 信頼 され て いる ) を 見 込ん で 、 イ シュ タル カッ プ の スタ ッ フ に 雇用 する 。 
グ ガ ラン ナ 復 活 と いう (イシ ュ タ ル の 中 で は ) 大 正義 の も と 、 主 人 公 を うま く 利用 する 気 で いる よう だ が 


O 台詞 例 

ライ ダー、 イシ ュ タ ル こ こ に 参上 、 っ と 。 今 回 は 特別 大 サー ビス で 協力 し て あげ る わ 。 お 互い 、 ギブ アン ド テイ ク っ て 
INT) 
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その 正体 は 、 ハ イ ! FAROMAGO FPS TERROR UA KUET. HOF! 

確か に 不 自然 だ っ た わ 。 で も 気 に し な いで 。 

笑っ て いて も 怒っ て いる 、 そ れ が 神 よ 。 祝福 を 与え る 神 も 、 返 す 刀 で 天罰 落と す も の よ 2?] 

今回 は 特別 仕様 だ し 、 私 か ら 持ち か けた 契約 だ し 、 き っ か り サ ー ヴ ァ ン ト を や ら せ て も らい ます わ よ ? BOT, 
気兼ね な く 命 令 し て ね マス ター? だ いじ ょ うぶ 、 し っ か り モ ト は 取っ て くる か ら 学 ] 

え …… ち ょ っ と 待っ て 、 な ん で 私 が 悪役 みた いな 位置 づ づ に な っ て いる の ? 

そり ゃ あ 、 贈 け 金 を 巻き 上 げた の は ちょ っ と や りす ぎ か な ? と 思う けど …… 革 本 、 私 が グ ガ ラン ナ を 手 に 入れ る の は 
いい コト で し ょ 引 6 

仲間 の 戦力 が スー パー 超絶 アッ プ す る の よ ? 神威 が デカ すぎ て 有形 無形 の いろ ん な も の が 圧 殺 され ちゃ うか も し れ な 
いけ ど 、 そ れ は 大 事 の 前 の 小 事 。 

喜び こそ すれ 、 文句 な ん て ある 訳 な いわ よね ? ほ 、 ほ ら 。 人 間 た ち も 言 う で し ょ 、 大 きい 力 は いい 事 だ っ て | 


O IFateGO| に お ける 人物 像 

金星 の 女神 イシ ュ タ ル 、 夏 の 姿 。 夏 の 祭 暴 と いう 人 々 の 熱狂 …… 信 仰 心 に 心 を 打 た れ 、 一 大 イベ ント を 開催 し た 、 ま さ 
に 女神 の よう な 女神 。 

現代 風 に アレ ンジ し た 天 舟 マ ア ン ナ を 駆り 、 軽 快 に 、 そ し て 痛快 に 肉体 を 駆使 する カン フー 系 女神 で も ある 。 


CHARACTER Profile 


イシ ュ タ ル が ここ まで 巧み に 動け る の は 依り 代 に な っ た 肉体 が 魔術 も 格闘 技 も し っ か り 修得 し て いた か ら で あ る 。 肉体 
が 修得 し こい た カン フー を イシ ュ タ ル 風 に アレ ンジ し た も の が 今回 の バト ルス タイ ル 。 
「 ウ ルフ ク アーツ! そう いう の も ある の か ] 
と は ジグ ラッ ト の 上 で 日 光 浴 を し て いた 王様 か ら の コメ ント 。 
o 


懲り る と いう 事 を 知ら な い の か 。 


夏 の 祭典 、 イ シュ タル カッ プ 。 

それ は イシ ュ タ ル の 持つ 使い 魔 ・ 天 の 牡 牛 グ ガ ラン ナ を 復活 させ る 為 の 大 儀式 だ っ た 。 メ ソン ポタ ミア 世界 を 製 っ た 破滅 、 
その 時 に グ ガ ラン ナ を 無く し 、 面 目 丸 つ ぷ れ に され た イシ ュ タ ル は 虎視 眺 々 と リベンジ の 時 を 待っ て いた の だ ろう 。 
そし て 、 そ の 結果 が 今回 の これ で ある 。 


も う 一 度 言 お う 。 懲り る と いう 事 を 知ら な い の か 。 


女神 イシ ュ タ ル は パピ ビ ロ ン の 蔵 か ら こ っ そり 拝借 し た 買 重 な 祭具 を 聖杯 に 変換 し 、 そ の 力 で コノ ー ト の 土地 に 金星 の テ 
クス チャ を 貼り 、 力 ある 英霊 た ち に 大 地 に 感謝 を 捧げ させ る (レー ス を する ) 事 で ブ ガ ラ ン ナ を も う 一 度 作ろ うと 目論ん だ 。 
イシ ュ タ ル 神 殿 を 巨大 な 魔力 リソー ス 集 積 回 路 に 作り 替え た の も その 一 環 。 

イシ ュ タ ル QPS (フォ ンタ ム ピ ー ス ・ パ ワー・ シ ステ ム ) は 人 々 は お ろか 英霊 た ちか ら を も 魔力 を 吸い 上 げ 、 自 ら の も 
の と する 悪夢 の 集金 装置 で ある 。 

その 所 業 、 ま さ に 邪神 の 中 の 邪神 。 


〇 通常 武器 

アー チャ ー の イシ ュ タ ル が 使う 弓 は 天 舟 マ アン ナ の 船首 部 分 を 取り 外し た も の で ある が 、 今回 は 天 舟 の MEI の 部 分 を ス 
クー ター に 変化 させ 、 乗 り 物 と し て いる 。 

スク ー タ ー は 現代 の スク ー タ ー そ の も の の 外見 だ が 、 当 然 、 性 能 は 女神 クラ ス 。 空 も 飛 が し ワー プ も する 。 

イシ ュ タ ル の 足下 に は 謎 の 生物 ( ブ ガ ラ ン ナ リリ ィ ) が も そ も そ と 動い て いる が 、 イ シュ タル は この 生物 に 関し て は ノー 
・ コ メン ト を 買い て いる 。 


O 因縁 キャ ラ 
女王 メイ ヴ 
な ん で メイ ヴ の コノ ー ト を 狙っ た の か 、 で すっ て ? 

そん な の 決ま っ て る じゃ な い 、 最 強 の 仮想 敵 だ か ら よ 。 私 は 先手 を 打っ た だ け 。 も し メイ ヴ が 聖杯 を 手 に 入れ た ら 私 と 
同じ 事 を 考え る わ 、 絶 対 ! 

ケツ ァ ル ・ コ アト ル 

同じ 金星 の 女神 と し て 頼り に な る 同類 だ けど 、 コ イツ ほど お っ か な い ヤ ツ は いな いと 思う わ 、 私 。 

彼女 、 底 抜け に 善 性 の 神格 で し ょ ? 極まっ た 「 善 は 悪 より 容赦 が な いも の よ 。 本 気 で 怒ら せ た ら 都市 の ご つや 二 つ ぶ が 
っ 壊す か ら ね 、 ア レ 。 

エレ シュ キ ガ ル 

私 が 助け る 義理 な ん て な いわ よ 。 出 て くる な ら ア イツ だ け の 緑 で 出 て くる で し ょ 。 
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1 イシ ュ タ ル の ライ ダー 版 と いう 事 で 、 絵 で も ライ ダー 要素 を つけ よう と 思い 、 そ れ で 魔法 陣 に 乗っ て る か ら ラ イダ ー だ 
ヨ な ど な ど 考え て お り ま し た 。 そし て 宝 具 時 に 変化 する ドレ ス や 浴衣 を 色々 考え る の は 楽し いと こ で ご ざい まし た 。( 森 
井 し づき ) 


u AS ee 
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22 バー ル ヴ ァ テ ィ ー 
イン ド 


設定 作成 : 奈 須 き の こ / キ ャ ラフ ター デザ イン : 准 月 タカ オ 
CV : 下 屋 則子 


クラ スス キル 


> 
BER ssc 
A 以 下 の 魔術 は すべ て キャ ン セ ル 。 
事実 上 、 現 代 の 魔術 師 で は パー ル ヴ ァ テ ィ ー に 傷 を つけ られ な い 。 


mer == == = 


女神 の 神 核 :B 

re ee ER A 
精神 と 肉体 の 絶対 性 を 維持 する 効果 を 有する 。 精 神 系 の 干渉 を ほとん ど 緩 和 し 肉体 の 成長 も な く 、 ど ご どれ だ け カ ロリ ー を 
摂取 し て も 体型 が 変化 し な い 。 

擬似 サー ヴァ ント で ある た め ラ ンク は B 止 まり と な る 。 

で も そん な こと どう で も いい 。 

体型 が ! 変化 ! し な い ! 
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ナリ ・ ア ラウ ンド :E 


し か し 、 だ か ら と いっ て その 心 まで 弱い 訳 で は な い 。 
愛す る も の を 想う 心 は どの 神 よ り 強 く 、 ま た 、 底 が 深い 。 

彼女 は 愛す る 者 の 為 な ら ば た と え 自 ら の 体 が 壊れ よう と その 神 性 を 燃やし 、 戦 い の 力 と する 。 

わずか 一 瞬 の 炎 で は ある が 、 そ れ は シヴァ 神 の 者 の 一 柱 ・ 破 壊 の 女神 カー リー に 匹敵 する ほど の も の だ 。 
特筆 すべ き は シヴァ 神 か ら の 気持 ち は 関 係 な い 、 と いう 事 。 

パー ル ヴ ァ テ ィ ー は 愛す る 者 に 無視 され よう が 、 そ の 者 の 為 に 愛情 を 育 め る 特性 を 持っ て いる 。 = 
その 愛 は 一 途 で は ある が 、 ち ょ っ と …… い や 、 神 話 級 に 重い 。 
| また 、 カ ー マ と は 愛 を 意味 し 、 シ ヴァ 神 に 焼き 殺さ れ た 愛 の 神 の 名 前 で も ある 。 シ ヴァ 神 は その 修行 中 、 シ ヴァ 神 と 夫 F 
MIRBSBISEHENIEN AL IF AS 

それ に 業 を 煮やし た 神々 は カー マ を 派遣 し カー マ の 矢 で シヴァ 神 の 瞬 想 を 乱 し 、 パ ー ル ヴァ ティ ー に 気付 か せ た と いう 。 


恋 見 て せ ざ る は 愛 無き な り 
EX Ease 1 
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トリ SN ュー ララ“ シャ タグ テイ 

パー ル ヴ ァ テ ィ ー が シヴァ より 借り 受け た 三叉 載 、 ト リ シ ュ ー ラ の 限定 解放 。 

シヴァ が 彼女 に 与え る 武器 に よっ て 、 パ ー ル ヴァ ティ ー の クラ ス が 決定 され る 。 ト リ シ ュ ー ラ に より 、 パ ー ル ヴァ ティ 
ー は ラン サー と し て の クラ ス 資 格 を 得 て いる 。 

無論 、 シ ヴァ ほど に この 武器 の 真価 を 発揮 する こと は で き な い が 、 か えっ て それ が サー ヴァ ント と し て の 枠組 み を 守る 
助け に な っ て いる 。 


AD 


私 あな た 国 彼 / 彼 女 プ あの 方 
〇 性 格 
依り 代 に な っ た 少女 の 性 質 、 そ の 光 の 部 分 を 受け 入れ た 女神 。 


和やか で 包容 力 の ある 性 格 。 自己 主張 を せ ず 、 上 刺激 で 、 マ スタ ー を 横 か ら 支 える 才女 。 

……: と 、 理 想 的 な ヒロ イン 力 か つ ス ペッ ク は 高い の だ が 、 派手 好き で は な く 堅 実 ・ 地 味 な 道 を 選ぶ た め 、 ど こと な く 鈍 
くさ い 。 

また 温和 な 性 格 で は ある が 、 だから と いつ て 気弱 で は な く 、 NETO. どん な 責め 若 を 受け て も 心 の 折れ な い 、 あ 
る 意味 、 意 地 と 根性 の 塊 で も ある 。 

その た め 、 本 気 で 怒ら せる と と て も 怖い 。 

この パー ル ヴ ァ テ ィ ー、 恨 み は 自 分 の 気 が 済 お まで は 決し て 忘れ な い の で ある 。 


パー ル ヴ ァ テ ィ ー が 大 人 し い 神 霊 で ある た め 、 イ シュ タル に 比べ る と 『 依 り 代 1 の パー ソナ リティ に よっ た 現 界 を し て いる 。 
イシ ュ タ ル が 「 核 ] が イシ ュ タ ル で 「 ガ ワ ] が 依り 代 の 少女 な ら 、 パ ー ル ヴァ ティ ー は 「 核 ] が 依り 代 の 少女 で 「 ガ ワ 」 が パ 
ー ル ヴァ ティ ー の よう な も の 。 

自分 が 「 女 神 パ ー ル ヴァ ティ ー の 力 で 、 あ くま で 緊急 措置 と し て 戦い に 参戦 し た 人 間 」 と 明確 に 理解 し て いる 。 


〇 マス ター へ の 態度 

控え め に 、 三 歩 下がっ て 影 を 踏ま ず 。 

責任 ある 女神 と し て 、 き ちん と 一 線 を 引い た 付き 合い と な る 。 

だ が 絆 レベ ル が 高 ま れ ば 、 人 理 を 守る 先輩 と し て 、 勇 者 の 行く 未 を 見 守る 女神 と し て 、 甲 斐 甲 斐 し く 世 話 を し て くれ る 
だ ろう 。 


O 台詞 例 

「 こ ん に ち は 、 カ ル デ ア の マス ター さん 。 女神 パー ル ヴ ァ テ ィ ー と 申し ます 。 

此 度 は 少女 の 体 を 借り て 顕現 させ て いた だ きま し た 。 

(SU), 疑似 け サー ヴァ ント 、 と いう ヤツ で す 。 

私 も 不慣れ な 状況 で す の で 、 一 緒 に 成長 させ て くだ さい ます か ?] 

「 ど う で し ょ う 、 似 合い ます か ? 

この 度 は 貞 激 に 、 戦 いで も 裾 を 乱 さ な い 姿 を 心がけ まし た 。 本 当 は 、 桃 色 の 服装 が 良かっ た の で すけ ど 、 そ れ は 今 の 私 
に は 似合い ませ ん か ら ……」 
「 あ の 中 東 の 女神 …… イ シュ タル さん 、 で すか ? 綺麗 な 方 で すね 。 因果 的 に と て も 気 に な は り ま す 。 で も 、 ち ょ っ と 派手 す 
ぎ で は な いで し ょ うか ……。 自 由 す ぎる の も 、 時 に は 困り も の で す よ ね 。 う ふ ふ ……」 


= ュー 一 = = 


〇 史上 の 実像 ・ 人 物 像 

パー ル ヴ ァ テ ィ ー は イン ド 神 話 に お ける 破壊 と 創造 の 宰 シ ヴァ の 妻 で ある 。 

パー ル ヴ ァ テ ィ ー に は 神 と し て の 権威 が 存在 せ ず 、 あ くま で シヴァ の 妻 で ある 女神 と し て 扱わ れる 事 が 多い 。 
し か し 、 シ ヴァ の 妻 に は 「 戦 神 ] と し て 語ら れる も の も いる 。 ド ウゥ ル ガ ー や カー リー で ある 。 

これ ら の 女神 と パー ル ヴ ァ テ ィ ー は 別 の 霊 基 だ が 神 核 は 同じ も の と され る 。 


CHARACTER 


> の 
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ライ ダー クラ ス と し て も 現 界 可能 で 、 そ の 場合 は シヴァ か ら 聖 邊 ナンディ ン を 借り 受け る こと に な る 。 ARE 


O IFateGO| に お ける 人 物 像 

「 令 り 代 の 少女 ] の 善 性 だ け で 構成 され た 疑似 サーヴァント 。 

聖杯 戦争 に 深く 関わ り の あっ た 者 、 か つ パ ー ル ヴァ ティ ー と 精神 的 な 部 分 が 似 て いる 者 、 と いう 理由 で この 少女 が 選ば 
れ た 。 

基本 的 に 、 外 見 以外 は ほぼ パー ル ヴ ァ テ ィ ー と 言え る の だ が スキ ル 内 容 や 、 一 部 の 心理 、 行 動 に は 依り 代 の 少女 の 影響 
が 強く 散見 され る 。 

| 言っ て し まう と 、 こ ちら は 光 の ヒロ イン 。 

し か し 、 光 と は いえ [悪性 | が な いわ け で は な い 。 
正義 の 中 に も 濁り が ある よう に 、『 依 り 代 の 少女 ] が 持つ ヤン デレ 感 …… 扱 い を 間違え る と 危険 物 に な る 、 と いう 点 は わ 
ず か な が ら 残 っ て いる 。 と は いえ 、 ち ょ っ と 怒る だ け で 悪 に 落ち る こと は 絶対 に な い 。 悩 みな が ら も 秩序 を 外れ な いか 
ら こ その 『 光 の 属性 ] な の だ か ら 。 


パー ル ヴ ァ テ ィ ー が [非の打ち所 が な い ] 神格 な の で 、 引 つ 込 み 思案 さ 、 人 見 知り は な く な り 、 社 交 性 が 上 が っ て いる 。 
ちょ っ と し た こと で 怒っ た り 抑 ね た りす る が 、 誤解 で あれ スレ 違い で あれ きち ん と 物事 を 考え 、 自分 か ら 相手 を 許し 、 謝 
る 出 人 。 つま り 、 美 人 で か わい い 理想 の お 嫁さん 、 と いう 


O 通常 武器 
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〇 因 線 キャ ラ 

イシ ュ タ ル 

依り 代 の 少女 同士 で 因縁 が ある 模様 。 

パー ル ヴ ァ テ ィ ー 自 身 は イシ ュ タ ル と は 縁遠い の で 、 そ の 傍 若 無人 っ ぷり は 説教 し な けれ ば いけ な いよ うな 、 で も その 
自由 さ が ど こ が 羨 まし いよ うな 、 と いう 感覚 


[因果 を 感じ ます …… を 感じ ます …… と て も 近しい の に 、 と て も 遠い と いう か …… 好 まし い の に 憎 ら し い 、 と 言い ま 


イン ド 系 サー ヴァ ント 

全員 が 可愛 い 子 供 の よう な も の 。 

生子 村 正 

LO よく 知っ て いる 人 に 似 て いる よう な …… い え 、 そ の 「 よ く 知 っ て いる 人 も 私 は 知ら な い の で すけ ど …… で も 、 見 て 
いる だ け で と て も 落ち 着く 方 で す 。 も し や ご 先祖 様 、 な ん で し ょ うか ? 

HR 

A? そん な サー ヴァ ント 、 い る ん で すか ? 

私 に は ……' ま る で 見 えな い の で すけ ど ……。 

メド ゥ ー サ 

良い 方 で す よ ね ! 美人 だ し 、 優 し いし 、 格 好い いし ! 私 も 、 も し 成長 で きる の な ら あ ん な 美女 に な り た いで すっ ! 
アル ジュ ナ 

アル ジュ ナ よ 。 パ ーシュ パタ を そう ポン ポン 乱発 し な いよ うに …… う っ か りす る と 色々 爆砕 で す よ 、 爆 砕 。 まあ 、 あ な 
た は し っ か り し て いる か ら 大 丈夫 だ と 思い ます が ……。 
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第 二 段 階 


CHARACTER Profile 


8 
8 
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抑 
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‚CHARACTER Profile 


形 は 普通 の パン プス で す 。 
第 1.2 段 階 も 靴 は 同じ 
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@ お 問い 合わ せ 

https://www.kadokawa.co.jp/ (「 お 問い 合わ せ ]」 へ お 進み くだ さい ) 
※ 内 容 に よっ て は 、 お 答え で き な い 場合 が あり ます 。 

※ サ ポー ト は 日 本 国内 の み と さ せ て いた だ きま す 。 

※Japanese text only 


本 電子 書籍 の 全部 また は 一 部 を 無断 で 複製 、 転 載 、 配 信 、 送信 する こと 、 

ある い は ウェ ブサ イト へ の 転載 等 を 禁止 し ます 。 

また 、 本 電子 書籍 の 内 容 を 無断 で 改変 、 改 ざん 等 を 行う こと も 禁止 し ます 。 

本 電子 書籍 購入 時 に ご 承諾 いた だ いた 規約 に より 、 有 償 ・ 無 償 に か か わら ず 

本 電子 書籍 を 第 三 者 に 譲渡 する こと は で きま せん 。 

本 電子 書籍 の 内 容 は 、 底 本 発行 時 の 取材 ・ 執 筆 内 容 に も と づき ます 。 

本 電子 書籍 を 示す サム ネイ ル な どの イメ ー ジ 画像 は 、 再 ダウ ン ロ ー ド 時 に 

予告 な く 変更 され る 場合 が あり ます 。 

また 、 ご 覧 に か る リー ディ ング シス テム に より 、 表 示 の 差 が 認め られ る こと が あり ます 。 


※ デ ー タ は 2018 年 7 月 現在 の も の で す 。 今後 、 ゲ ー ム 内 の アッ プ デ ー ト な ど に より 変更 に な る 場合 が あり ます 。 


